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メタバースと現実世界の関係性
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◉解説シリーズー今、何が起きているのか？
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少
し
前
ま
で
ク
ル
ス
ク
駅
（
ク
ル
ス
ク
方
面
へ
の
列
車
が
発
着
す
る
駅
：
モ
ス
ク
ワ
市
内
に
あ
る
）
か
ら
ク
リ
ミ
ア
（
ロ

シ
ア
語
お
よ
び
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
で
は
ク
ル
ィ
ム
）へ
行
く
列
車
が
あ
っ
た
。
モ
ス
ク
ワ
を
出
て
、ク
ル
ス
ク
、ハ
ル
キ
ウ（
ロ

シ
ア
語
で
は
ハ
リ
コ
フ
）、ザ
ポ
リ
ッ
ジ
ャ
（
ロ
シ
ア
語
で
は
ザ
ポ
ロ
ー
ジ
エ
）
を
経
て
、ク
リ
ミ
ア
の
中
心
都
市
シ
ン
フ
ェ

ロ
ー
ポ
リ
に
到
達
す
る
。
１
泊
２
日
の
楽
し
い
夜
行
寝
台
の
旅
が
可
能
だ
っ
た
。
こ
の
路
線
の
列
車
に
初
め
て
乗
っ
た
の

は
、１
９
９
７
年
の
夏
で
あ
る
。
と
は
い
っ
て
も
、逆
方
向
の
ハ
ル
キ
ウ
か
ら
モ
ス
ク
ワ
ま
で
の
１０
時
間
ほ
ど
の
乗
車
だ
っ

た
。
そ
の
年
は
、
北
海
学
園
大
学
、
北
海
道
大
学
、
札
幌
医
科
大
学
の
学
生
達
１６
名
と
と
も
に
、
ヴ
ラ
ヂ
ー
ミ
ル
大
学
に

１
か
月
ほ
ど
滞
在
し
た
。
学
生
た
ち
を
モ
ス
ク
ワ
の
シ
ェ
レ
メ
ー
チ
エ
ヴ
ォ
空
港
で
見
送
っ
た
後
、
個
人
旅
行
を
企
て
た
。

旧
ソ
連
圏
以
外
へ
の
初
め
て
の
旅
行
だ
っ
た
。
ロ
ン
ド
ン
に
長
期
滞
在
中
の
友
人
を
訪
問
し
、
数
日
泊
め
て
も
ら
い
、
ロ

ン
ド
ン
観
光
の
後
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
行
く
予
定
だ
っ
た
。
ヒ
ー
ス
ロ
ー
空
港
に
到
着
後
、
友
人
宅
に
電
話
を
何
回
か
け
て

も
応
答
が
な
か
っ
た
。
し
か
た
な
く
宿
を
探
す
こ
と
に
し
た
。
普
通
の
ホ
テ
ル
の
代
金
が
ヴ
ラ
ヂ
ー
ミ
ル
大
学
の
学
生
寮

　
　
　
　
［
巻
頭
言
］

ス
ロ
ボ
ジ
ャ
ン
シ
チ
ナ
と
い
う
地
域

寺
田
　

吉
孝
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スロボジャンシチナという地域

の
宿
泊
費
の
１
０
０
倍
近
く
し
た
の
で
、
比
較
的
安
価
な
ロ
ン
ド
ン
大
学
の
学
生
寮
に
泊
ま
る
こ
と
に
し
た
。
ロ
シ
ア
も

イ
ギ
リ
ス
も
夏
休
み
に
は
学
生
た
ち
が
郷
里
へ
帰
っ
た
り
旅
に
出
た
り
す
る
。
空
い
た
寮
の
部
屋
は
、
一
般
の
旅
行
者
へ

開
放
さ
れ
る
。
か
な
り
の
節
約
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
ロ
ン
ド
ン
の
物
価
は
高
か
っ
た
。
２
日
で
イ
ギ
リ
ス
を
脱
出
し
た
。

そ
の
後
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ギ
リ
シ
ア
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
経
由
し

て
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
。
さ
ら
に
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
リ
ヴ
ィ
ウ
（
ロ
シ
ア
語
で
は
リ
ヴ
ォ
フ
）、
キ
ー
ウ
（
ロ
シ
ア
語
で
は
キ

エ
フ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
で
は
ク
ィ
ー
イ
ウ
あ
る
い
は
ク
ィ
ー
イ
フ
あ
る
い
は
ク
ィ
ー
イ
ヴ
、
英
語
で
は
キ
ー
ヴ
）、
ポ
ル

タ
ワ
を
経
由
し
て
目
的
地
の
ハ
ル
キ
ウ
に
到
着
し
た
。

　

ハ
ル
キ
ウ
訪
問
の
目
的
は
、
旧
知
の
ハ
ル
キ
ウ
電
子
通
信
大
学
准
教
授
の
マ
リ
ー
ヤ
・
バ
シ
キ
ー
ロ
ヴ
ァ
先
生
を
訪
問

す
る
こ
と
、
ハ
ル
キ
ウ
の
言
語
状
況
を
視
察
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
数
年
後
に
予
定
し
て
い
た
在
外
研
修
先
の
大
学
の
目

星
を
つ
け
る
こ
と
だ
っ
た
。
マ
リ
ー
ヤ
先
生
と
は
、
１
９
９
０
年
に
モ
ス
ク
ワ
の
プ
ー
シ
キ
ン
大
学
留
学
中
に
知
り
合
っ

た
。
こ
の
時
は
、
マ
リ
ー
ヤ
先
生
以
外
に
も
、
旧
ソ
連
（
ロ
シ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
な
ど
）、
ブ
ル
ガ
リ

ア
、
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
の
先
生
方
と
お
知
り
合
い
に
な
っ
た
。
そ
の
方
々
と
は
、
そ
れ
以
降
も
お
付
き
合
い
さ
せ
て
も
ら
っ

て
い
る
。
と
い
う
か
、
ず
っ
と
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
。
１
９
９
７
年
の
ハ
ル
キ
ウ
滞
在
中
は
、
マ
リ
ー
ヤ
先
生
の
お
宅

に
泊
め
て
い
た
だ
い
た
。
食
卓
に
置
か
れ
た
燭
台
に
大
き
く
て
立
派
な
ロ
ウ
ソ
ク
が
立
て
ら
れ
て
い
た
。
ロ
ウ
ソ
ク
の
灯

り
で
夕
食
を
と
る
な
ん
て
ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
だ
な
と
思
っ
た
。
し
か
し
、
実
情
は
異
な
っ
て
い
た
。
当
時
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で

は
、
暗
く
な
っ
て
か
ら
で
も
突
然
停
電
す
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
ロ
ウ
ソ
ク
が
準
備
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
か

ら
お
友
達
価
格
で
購
入
し
て
い
た
天
然
ガ
ス
の
支
払
い
さ
え
も
滞
る
な
ど
、
当
時
か
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
財
政
は
ひ
っ
迫
し

て
お
り
、
電
力
供
給
も
儘
な
ら
な
か
っ
た
。
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そ
の
後
、
ハ
ル
キ
ウ
に
は
、
１
９
９
９
年
、
２
０
０
５
年
、
２
０
１
０
年
に
長
期
滞
在
を
し
た
が
、
そ
の
折
に
も
、
マ

リ
ー
ヤ
先
生
に
は
何
か
と
お
世
話
に
な
っ
た
。
２
０
２
２
年
の
ロ
シ
ア
軍
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
後
、
マ
リ
ー
ヤ
先
生
は
消

息
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
２
０
０
５
年
に
滞
在
し
て
い
た
ア
パ
ー
ト
は
破
壊
さ
れ
た
と
聞
く
。
１
９
９
９
年
と
２
０
１
０

年
に
滞
在
し
て
い
た
ア
パ
ー
ト
は
ど
ち
ら
も
破
壊
を
免
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
近
隣
の
建
物
に
ミ
サ
イ
ル
が
撃
ち
込
ま
れ

て
い
る
様
子
を
テ
レ
ビ
で
見
た
。

　

ハ
ル
キ
ウ
に
い
た
知
り
合
い
の
多
く
は
、
海
外
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
な
ど
）
や
ウ
ク
ラ

イ
ナ
国
内
の
比
較
的
安
全
な
場
所
へ
避
難
さ
れ
て
い
る
が
、
ハ
ル
キ
ウ
に
留
ま
っ
て
い
る
方
も
い
る
。
ま
た
、
夏
以
降
、

避
難
先
か
ら
自
宅
に
戻
る
方
々
も
増
え
て
い
る
。
安
全
に
な
っ
た
か
ら
戻
る
の
で
は
な
く
、
お
金
が
尽
き
た
か
ら
戻
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

タ
イ
ト
ル
に
あ
る
ス
ロ
ボ
ジ
ャ
ン
シ
チ
ナ
（
ロ
シ
ア
語
で
は
ス
ロ
ボ
ジ
ャ
ン
シ
ナ
）
の
中
心
が
ハ
ル
キ
ウ
で
あ
る
。
ス

ロ
ボ
ジ
ャ
ン
シ
チ
ナ
と
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
北
東
部
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ロ
シ
ア
南
部
の
地
域
に
つ
け
ら
れ
た
歴
史
的
地
名
で

あ
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
北
東
部
（
ハ
ル
キ
ウ
州
の
大
部
分
、
ス
ー
ム
ィ
州
の
南
東
部
、
ル
ハ
ン
シ
ク
〈
ロ
シ
ア
語
で
は
ル
ガ

ン
ス
ク
〉
州
お
よ
び
ド
ネ
ツ
ィ
ク
〈
ロ
シ
ア
語
で
は
ド
ネ
ツ
ク
〉
州
の
北
部
）
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ロ
シ
ア
南
部
（
ベ
ル
ゴ

ロ
ド
州
の
大
部
分
、
ク
ル
ス
ク
州
南
部
、
ヴ
ォ
ロ
ネ
ジ
州
南
西
部
）
に
位
置
す
る
こ
の
地
域
は
、「
荒
野
」
と
呼
ば
れ
る
ほ

ぼ
無
人
の
地
域
（
遊
牧
騎
馬
民
族
の
通
り
道
）
の
時
代
が
長
く
続
い
て
い
た
。
こ
の
地
域
は
、
ロ
シ
ア
に
よ
っ
て
領
有
さ

れ
た
１６
世
紀
頃
か
ら
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
コ
サ
ッ
ク
の
戦
い
が
続
く
右
岸
ウ
ク
ラ
イ
ナ
（
ド
ニ
プ
ロ
〈
ロ
シ

ア
語
で
は
ド
ニ
エ
プ
ル
〉
川
よ
り
も
西
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
）
か
ら
の
避
難
民
や
ロ
シ
ア
帝
国
か
ら
の
移
民
な
ど
が
定
住
し
、
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スロボジャンシチナという地域

現
在
に
至
っ
て
い
る
。
言
語
的
に
も
、
文
化
的
に
も
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
ロ
シ
ア
が
混
在
し
て
い
る
地
域
で
あ
る
。

　

ソ
連
邦
の
初
期
か
ら
ロ
シ
ア
共
和
国
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
共
和
国
の
国
境
が
ス
ロ
ボ
ジ
ャ
ン
シ
チ
ナ
の
中
ほ
ど
を
通
っ
て
い

る
。
こ
の
地
に
国
境
線
を
引
い
た
合
理
的
な
理
由
が
あ
る
の
か
よ
く
分
か
ら
な
い
。
知
り
合
い
の
中
に
、
家
は
ウ
ク
ラ
イ

ナ
側
、
畑
は
ロ
シ
ア
側
に
あ
っ
た
と
い
う
人
も
い
る
。
住
民
た
ち
は
国
境
線
の
存
在
を
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、

ソ
連
崩
壊
以
降
は
、
国
境
を
ま
た
い
で
行
き
来
す
る
の
が
か
な
り
困
難
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
２
０
２
２
年
の
２

月
以
降
、
こ
の
地
域
で
ロ
シ
ア
軍
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
が
戦
っ
て
い
る
。

　

ス
ロ
ボ
ジ
ャ
ン
シ
チ
ナ
は
、
当
然
な
が
ら
、
ロ
シ
ア
語
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
の
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
地
域
で
あ
る
が
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
国
内
の
大
半
も
ま
た
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
地
域
で
あ
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
モ
ノ
リ
ン
ガ
ル
地
域
は
少
な
い
。
ウ
ク
ラ
イ

ナ
語
の
モ
ノ
リ
ン
ガ
ル
地
域
が
最
西
部
ハ
ル
ィ
チ
ナ
ー
（
ロ
シ
ア
語
で
は
ガ
リ
ツ
ィ
ア
：
中
心
都
市
は
リ
ヴ
ィ
ウ
）、
一
方
、

ロ
シ
ア
語
の
モ
ノ
リ
ン
ガ
ル
地
域
が
最
東
部
の
ル
ハ
ン
シ
ク
州
と
ド
ネ
ツ
ィ
ク
州
の
東
部
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
残
り
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
、
様
々
な
程
度
の
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
地
域
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
普
段
ロ
シ
ア
語
し
か
話
さ
な
い
が
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
語
は
聞
い
て
わ
か
る
」、
一
方
「
普
段
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
し
か
話
さ
な
い
が
、
ロ
シ
ア
語
も
聞
い
て
わ
か
る
」
等
で
あ

る
が
、
前
者
に
近
い
地
域
の
方
が
多
い
。
大
雑
把
に
言
っ
て
、
ド
ニ
プ
ロ
川
以
東
で
は
、
東
へ
行
く
ほ
ど
ロ
シ
ア
語
が
優

勢
に
な
る
。
ド
ニ
プ
ロ
川
以
西
（
オ
デ
ー
サ
〈
ロ
シ
ア
語
で
は
オ
デ
ッ
サ
〉、
ム
ィ
コ
ラ
イ
ウ
〈
ロ
シ
ア
語
で
は
ニ
コ
ラ

エ
フ
〉
や
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
〈
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
で
は
ゼ
レ
ン
シ
ク
ィ
ィ
、
ロ
シ
ア
語
で
は
ゼ
レ
ン
ス
キ
ィ
〉
大
統
領
の
出
身

地
ク
ル
ィ
ヴ
ィ
ー
ィ
・
リ
フ
〈
ロ
シ
ア
語
で
は
ク
リ
ヴ
ォ
ー
ィ
・
ロ
グ
〉
な
ど
の
南
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
除
く
）
で
は
、
西
へ

行
く
ほ
ど
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
が
優
勢
に
な
っ
て
い
く
。

　

し
か
し
、
こ
こ
で
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
必
ず
し
も
、「
ロ
シ
ア
語
話
者
＝
親
露
派
」
で
は
な
い
と
い
う
こ
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と
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
語
を
話
し
て
い
て
も
親
欧
米
派
の
人
は
多
い
。
実
際
に
、
テ
レ
ビ
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
さ
れ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
兵
の
多
く
は
ロ
シ
ア
語
を
話
し
て
い
る
。
一
方
、「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
話
者
＝
親
欧
米
派
」
は
、
ほ
と
ん
ど
の
場
合
当
て

は
ま
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
砲
弾
が
飛
び
交
う
中
で
ハ
ル
キ
ウ
に
留
ま
っ
て
い
る
知
り
合
い
（
ハ
ル
キ
ウ
大
学
元
准
教
授
リ
ュ
ド
ミ
ー

ラ
・
ベ
イ
さ
ん
）
か
ら
の
情
報
に
よ
る
と
、
２
０
２
２
年
の
春
以
降
、
ハ
ル
キ
ウ
の
街
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
を
耳
に
す
る
こ

と
が
以
前
よ
り
も
増
え
た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ロ
シ
ア
語
か
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
へ
の
コ
ー
ド
ス
イ
ッ
チ
の
兆
候
な
の
か
も

し
れ
な
い
。
ま
た
、
夏
以
降
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
訛
り
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
（
西
部
の
ハ
ル
ィ
チ
ナ
ー
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
）

も
街
で
耳
に
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

ハ
ル
ィ
チ
ナ
ー
は
、
キ
エ
フ
・
ル
ー
シ
（
ロ
シ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
共
通
の
起
源
と
な
る
国
家
）
の
他

の
地
域
と
か
な
り
異
な
る
歴
史
を
歩
ん
で
き
た
。
キ
エ
フ
・
ル
ー
シ
は
、
１３
世
紀
以
降
、
モ
ン
ゴ
ル
、
リ
ト
ア
ニ
ア
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
に
よ
っ
て
３
つ
に
分
割
さ
れ
、
併
合
さ
れ
た
。
し
か
し
、
１８
世
紀
末
以
降
、
キ
エ
フ
・
ル
ー
シ
の
元
の
土
地
の
ほ

と
ん
ど
は
、
ロ
シ
ア
帝
国
に
よ
っ
て
併
合
さ
れ
て
い
っ
た
。
一
つ
残
さ
れ
た
地
域
が
ハ
ル
ィ
チ
ナ
ー
で
あ
る
。
ハ
ル
イ
チ

ナ
ー
は
、
１４
世
紀
以
降
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
（
ポ
ー
ラ
ン
ド
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ド
イ
ツ
に
支
配
さ
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
）

に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
、
第
２
次
世
界
大
戦
が
終
了
す
る
ま
で
、
ロ
シ
ア
（
あ
る
い
は
ソ
連
邦
）
に
属
し
た
こ
と
が
ほ
ぼ
な

か
っ
た
。
例
外
的
に
、
１
９
３
９
年
の
独
ソ
不
可
侵
条
約
〈
モ
ロ
ト
フ
‐
リ
ッ
ベ
ン
ト
ロ
ッ
プ
協
定
〉
の
秘
密
議
定
書
の

締
結
後
か
ら
１
９
４
１
年
の
独
ソ
開
戦
ま
で
の
１
年
１０
か
月
間
の
み
、
ハ
ル
ィ
チ
ナ
ー
は
ソ
連
邦
の
領
土
と
な
っ
た
こ
と

が
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ハ
ル
ィ
チ
ナ
ー
は
、
１４
世
紀
か
ら
２０
世
紀
ま
で
の
６
０
０
年
近
く
の
間
、
カ
ト
リ
ッ
ク
国
ポ
ー

ラ
ン
ド
に
支
配
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
宗
教
的
、
言
語
的
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
化
さ
れ
た
。
宗
教
は
、
東
方
正
教
か
ら
グ
レ
コ
・
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スロボジャンシチナという地域

カ
ト
リ
ッ
ク
（
正
教
の
典
礼
に
従
い
な
が
ら
も
ロ
ー
マ
法
王
に
従
う
と
い
う
も
の
）
に
改
宗
さ
れ
、さ
ら
に
、言
語
も
ポ
ー

ラ
ン
ド
語
の
要
素
の
強
い
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
の
標
準
語
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
中
部
ポ
ル
タ
ワ
の
方
言
を
基
に
し
て
い
る
が
、
ポ
ル
タ
ワ
の
都
市
部

で
は
、
日
常
的
に
ロ
シ
ア
語
が
話
さ
れ
て
い
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
が
話
さ
れ
て
い
る
の
は
、
主
に
農
村
部
で
あ
る
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
内
の
言
語
状
況
は
だ
い
た
い
右
記
の
通
り
だ
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
公
用
語
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
の
み
で
あ

る
。
ロ
シ
ア
語
は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
言
語
の
一
つ
で
し
か
な
い
。
１
９
９
１
年
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
独
立
以
降
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
政
権
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
と
ロ
シ
ア
語
の
関
係
に
慎
重
な
態
度
を
と
っ
て
い
た
。
２
０
１
２
年
に
な
っ
て
は
じ
め
て
、

一
部
地
域
に
お
い
て
ロ
シ
ア
語
に
地
域
言
語
と
し
て
の
地
位
が
与
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
２
０
１
９
年
に
そ
の
地
位
が
取

り
消
さ
れ
、
現
在
、
ロ
シ
ア
語
は
何
の
地
位
も
な
い
言
語
と
な
っ
て
い
る
。

　

１
９
９
７
年
、
は
じ
め
て
ハ
ル
キ
ウ
・
モ
ス
ク
ワ
間
の
夜
行
列
車
に
乗
っ
た
時
の
こ
と
を
思
い
出
す
。
の
ど
か
な
風
景

だ
っ
た
こ
と
、
同
室
と
な
っ
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
男
性
の
こ
と
を
思
い
出
す
。
彼
は
、
ロ
ケ
ッ
ト
（
ロ
シ
ア
語
で
ラ
ケ
ー
タ
：

「
ミ
サ
イ
ル
」
の
意
味
も
あ
る
）
の
設
計
技
術
者
だ
っ
た
が
、
ソ
連
崩
壊
後
は
、
縫
製
工
場
の
経
営
を
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

モ
ス
ク
ワ
へ
商
談
に
向
か
う
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

　

ス
ロ
ボ
ジ
ャ
ン
シ
チ
ナ
は
、
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
ま
た
ぐ
地
域
で
あ
る
。
共
通
の
風
俗
、
習
慣
、
伝
統
を
有
す
る

地
域
で
あ
る
。
現
在
進
行
中
の
戦
争
の
終
結
後
、
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
関
係
修
復
の
た
め
に
、
何
ら
か
の
役
目
を
担

う
地
域
と
な
る
こ
と
を
願
う
。

（
て
ら
だ　

よ
し
た
か
・
北
海
学
園
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
教
授
）
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文
論

　髙
嶋
熙
和　孔

　継
金

第
一
次
吉
田
茂
内
閣
に
お
け
る
石
橋
湛
山

―

政
治
家
へ
の
転
身
と
挫
折―

　蟬
塚
咲
衣

博
物
館
展
示
に
お
け
る
民
俗
芸
能

―

北
海
道
の
四
ヶ
散
米
行
列
を
事
例
に―

嵯
峨
天
皇
と
浄
行
僧―

怨
霊
対
策
の
視
点
か
ら―

　伊
藤
翔
太

戦
国
期
山
科
本
願
寺
寺
内
町
と
在
地
寺
院
と
の

関
係
に
つ
い
て―

西
宗
寺
と
興
正
寺
を
中
心
に―



　
　

は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
石
橋
湛
山
の
第
一
次
吉
田
茂
内
閣
に
お
け
る
大
蔵
大
臣
と
し
て
の
意
識
と
行
動
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
の
政
治
家
と
し
て
の
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

石
橋
は
、
い
わ
ゆ
る
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
時
代
か
ら
『
東
洋
経
済
新
報
』
を
主
な
舞
台
と
し
て
独
自
の
経
済
・
財
政

論
を
展
開
し
た
。
石
橋
は
戦
前
に
お
い
て
す
で
に
現
在
の
マ
ク
ロ
経
済
学
の
基
礎
を
体
得
し
て
い
た（
１
）と
さ
れ
る
よ
う
に
、

「
町
の
経
済
学
者
」（２
）で
あ
っ
た
。
同
時
に
、
国
家
・
社
会
に
対
し
、
政
治
・
軍
事
・
外
交
論
、
労
働
・
社
会
・
教
育
時
評

な
ど
幅
広
い
分
野
で
提
言
を
続
け
た
生
粋
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
も
あ
っ
た
。

第
一
次
吉
田
茂
内
閣
に
お
け
る
石
橋
湛
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
―
政
治
家
へ
の
転
身
と
挫
折
―

髙
嶋　
熙
和

［
論
文
］
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第一次吉田茂内閣における石橋湛山  ―政治家への転身と挫折―

　

こ
の
石
橋
は
、
後
の
五
五
年
体
制
の
も
と
で
覇
権
を
争
っ
た
党
人
派
や
官
僚
系
と
は
異
な
る
、
第
三
の
道
を
歩
ん
だ
政

治
家
で
あ
っ
た
。
い
わ
ば
そ
の
道
程
は
、
自
民
党
の
長
期
政
権
の
も
と
で
の
戦
後
史
と
は
異
な
る
も
う
一
つ
の
戦
後
の
あ

り
方
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
筆
者
が
石
橋
に
関
心
を
寄
せ
る
理
由
の
一
つ
も
こ
こ
に
あ
る
。

　

先
行
研
究
は
、
こ
の
よ
う
な
石
橋
の
政
治
家
と
し
て
の
出
発
点
と
な
っ
た
蔵
相
時
代
に
つ
い
て
、
総
じ
て
石
橋
の
政
策

や
経
済
思
想
の
評
価
に
重
き
を
置
く
あ
ま
り
、
そ
の
行
動
が
も
た
ら
し
た
重
大
な
結
果
に
つ
い
て
軽
視
し
て
い
る
よ
う
に

み
え
る
。
そ
の
よ
う
な
中
で
、
姜
克
實
は
、
石
橋
の
政
策
に
つ
い
て
、「
石
炭
の
増
産
の
効
果
や
終
戦
処
理
費
削
減
の
面
で

い
く
分
成
果
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
イ
ン
フ
レ
政
策
に
よ
る
生
産
回
復
と
い
う
主
要
施
策
の
面
で
は
、
必
ず
し
も
成
功
し

た
と
は
い
え
な
か
っ
た
」
と
批
判
的
な
評
価
を
下
し
、「
戦
時
補
償
の
打
ち
切
り
問
題
、
ゼ
ネ
ス
ト
回
避
交
渉
、
連
立
内
閣

工
作
な
ど
も
、
種
々
の
理
由
で
挫
折
し
た
り
、
本
意
を
曲
げ
た
り
し
た
結
果
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
失
敗
の
面
は
、
石
橋

湛
山
蔵
相
の
政
策
の
過
失
と
い
う
よ
り
、
敗
戦
と
占
領
下
の
混
乱
の
時
代
が
も
た
ら
し
た
結
末
と
い
え
よ
う
」（３
）
と
結
論

づ
け
て
い
る
。
筆
者
は
、
国
民
生
活
に
全
責
任
を
負
う
べ
き
政
治
家
は
ま
ず
も
っ
て
結
果
責
任
を
問
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
た
め
、
姜
の
評
価
に
と
く
に
異
論
は
な
い
。

　

と
こ
ろ
で
、
姜
は
、「
他
人
の
言
動
・
意
見
に
影
響
さ
れ
ず
、
つ
ね
に
自
分
の
信
念
を
中
心
に
、
大
胆
・
無
遠
慮
に
行
動

す
る
の
は
、
政
治
家
石
橋
湛
山
の
行
動
パ
タ
ー
ン
で
あ
ろ
う
」（４
）
と
分
析
し
て
い
る
。
実
際
、
増
田
弘
の
研
究
に
代
表
さ

れ
る
よ
う
に
、
石
橋
が
戦
時
補
償
打
ち
切
り
問
題
を
は
じ
め
と
し
て
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
占
領
政
策
に
「
抵
抗
」（５
）
し
た
こ
と
は
確

か
で
あ
る
。
た
だ
し
そ
の
よ
う
な
行
動
パ
タ
ー
ン
が
、
姜
や
増
田
の
一
連
の
研
究
に
見
ら
れ
る
ご
と
く
、
石
橋
が
戦
前
・

戦
中
か
ら
自
ら
の
信
念
に
従
っ
て
行
動
し
、
権
力
に
対
し
て
も
非
妥
協
的
な
態
度
を
貫
い
た
と
い
っ
た
よ
う
に
、
肯
定
的

に
捉
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
疑
問
が
残
る
。
政
治
が
利
害
調
整
の
場
で
あ
る
以
上
、
学
者
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
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な
ら
い
ざ
知
ら
ず
、
政
治
家
に
は
時
と
し
て
妥
協
が
求
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
し
て
、
そ
の
結
果
が
国
民
生
活
や
国

家
の
安
全
保
障
に
重
大
な
結
果
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
予
見
で
き
る
場
合
で
あ
れ
ば
、
な
お
さ
ら
で
あ
る
。

　

端
的
に
い
え
ば
、
石
橋
は
、
軍
部
に
は
妥
協
に
妥
協
を
重
ね
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
に
比
し
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
対
し
て
は
む

し
ろ
戦
闘
的
で
す
ら
あ
っ
た
。
な
ら
ば
、
そ
の
理
由
は
、
石
橋
の
「
信
念
」
や
性
格
と
い
っ
た
も
っ
ぱ
ら
内
在
的
な
も
の

だ
け
で
は
な
く
、
他
に
も
求
め
ら
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
本
稿
は
、
そ
の
解
明
を
第
一
の
課
題
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
本
稿
は
、
石
橋
と
吉
田
と
の
関
係
を
再
検
証
す
る
こ
と
に
第
二
の
課
題
を
置
い
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
筆
者
は
、

増
田
が
石
橋
の
公
職
追
放
の
一
因
と
し
て
あ
げ
て
い
る
吉
田
と
の
関
係
悪
化
の
要
因
と
時
期（
６
）、
さ
ら
に
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ

る
公
職
追
放
に
対
す
る
吉
田
の
「
石
橋
追
放
の
動
き
を
十
分
承
知
し
つ
つ
、
あ
え
て
そ
れ
を
阻
止
せ
ず
、
ま
た
石
橋
側
に

知
ら
せ
る
こ
と
な
く
、
傍
観
し
た
可
能
性
が
大
き
い
」
と
の
い
わ
ば
不
作
為
の
作
為
と
い
う
見
解（
７
）、
に
つ
い
て
、
疑
問

を
も
つ
か
ら
で
あ
る
。

　

本
稿
は
こ
の
二
つ
の
課
題
に
対
し
て
筆
者
な
り
の
結
論
を
得
る
こ
と
で
冒
頭
に
掲
げ
た
目
的
に
迫
り
た
い
。

　

具
体
的
に
は
、
本
稿
は
次
の
よ
う
な
構
成
で
論
を
進
め
る
。
ま
ず
第
一
章
で
は
、
大
蔵
大
臣
就
任
ま
で
を
跡
づ
け
、
石

橋
が
政
治
家
に
転
身
し
た
理
由
と
、
す
で
に
そ
こ
に
後
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
の
対
立
の
萌
芽
が
内
包
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か

に
す
る
。
つ
い
で
第
二
章
で
は
、
蔵
相
就
任
後
、
初
め
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
戦
時
補
償
打
ち
切
り
問
題
を
め
ぐ
る

Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
の
交
渉
過
程
を
検
証
し
、
石
橋
の
政
治
家
と
し
て
の
未
熟
さ
を
剔
抉
す
る
。
さ
ら
に
第
三
章
と
第
四
章
で
は
、

経
済
再
建
の
重
要
な
柱
と
な
っ
た
石
炭
増
産
問
題
と
傾
斜
生
産
方
式
、
吉
田
内
閣
最
大
の
危
機
と
も
言
わ
れ
た
「
二
．
一

ゼ
ネ
ス
ト
」、
社
会
党
と
の
連
立
交
渉
、
さ
ら
に
は
石
橋
の
公
職
追
放
、
と
い
う
時
系
列
に
従
い
、
吉
田
の
ブ
レ
ー
ン
集

団
で
あ
っ
た
「
教
授
グ
ル
ー
プ
」
の
動
向
に
も
目
を
配
り
つ
つ
、
吉
田
と
の
関
係
の
変
化
を
跡
づ
け
る
。
最
終
的
に
は
、
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こ
れ
ら
の
考
察
を
通
じ
て
得
た
知
見
を
ふ
ま
え
、
石
橋
の
政
治
家
と
し
て
の
特
質
を
解
明
し
た
い
。

　

な
お
、
本
稿
で
は
石
橋
湛
一
・
伊
藤
隆
編
『
石
橋
湛
山
日
記
』
上
（
み
す
ず
書
房
、
二
○
○
一
年
）
の
引
用
に
あ
た
っ

て
は
、
煩
瑣
を
避
け
る
た
め
、『
日
記
』
と
略
記
し
、
と
く
に
必
要
と
す
る
も
の
を
除
き
註
記
し
な
い
こ
と
と
す
る
。

　
　

第
一
章　

蔵
相
就
任
ま
で
の
道
程

　

石
橋
は
、
一
九
四
五
年
八
月
一
八
日
の
『
日
記
』
に
、「
考
へ
て
見
る
に
、
予
は
或
意
味
に
於
て
、
日
本
の
発
展
の
為
め
に
、

米
英
等
と
共
に
日
本
内
部
の
逆
悪
と
戦
っ
て
ゐ
た
の
で
あ
っ
た
。
今
回
の
敗
戦
が
何
等
予
に
悲
し
み
を
も
た
ら
さ
ゞ
る
所

以
で
あ
る
」
と
の
所
感
を
残
し
て
い
る（
８
）。
こ
の
所
感
は
、
石
橋
の
政
治
家
へ
の
転
身
か
ら
、
戦
後
補
償
打
ち
切
り
問
題

な
ど
を
め
ぐ
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
へ
の
抵
抗
を
経
て
、
公
職
追
放
に
至
る
未
来
を
暗
示
し
て
い
た
と
い
う
意
味
で
、
重
要
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
指
摘
さ
れ
る
べ
き
第
一
は
、
石
橋
が
戦
時
下
の
活
動
を
「
逆
悪
」、
す
な
わ
ち
軍
部
と
の
戦
い
と
認
識
し

て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
に
し
て
も
、
な
ぜ
、
敵
国
で
あ
る
「
米
英
等
と
共
に
」
な
の
か
。
そ
れ
は
、
民
主
主
義
や
経

済
的
自
由
主
義
が
石
橋
の
信
念
で
あ
っ
た
こ
と
も
そ
の
理
由
に
挙
げ
ら
れ
る
が
、
日
本
が
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め
と
す
る
連

合
国
に
占
領
さ
れ
る
以
上
、
そ
こ
で
「
日
本
の
発
展
の
為
め
に
」
力
を
尽
く
そ
う
と
す
る
な
ら
、
こ
の
よ
う
に
戦
時
中
の

自
ら
の
活
動
を
読
み
直
し
、
正
当
化
す
る
し
か
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
石
橋
が
こ
の
時
、
過
去
の
読
み
替
え
を
行
っ
た

こ
と
は
、「
考
へ
て
見
る
に
、
予
は
或
意
味
に
於
て
」
と
の
冒
頭
の
一
節
が
雄
弁
に
語
っ
て
い
る
。
い
わ
ば
石
橋
は
、
自
ら

の
過
去
を
顧
み
、
戦
後
日
本
の
発
展
を
担
う
資
格
が
あ
る
か
否
か
を
問
う
た
の
で
あ
る
。
石
橋
が
公
職
追
放
に
あ
ら
ゆ
る

手
段
を
尽
く
し
て
抵
抗
し
、
吉
田
に
怨
念
を
抱
い
た
所
以
も
、
ま
た
こ
こ
に
あ
る
。
少
な
く
と
も
石
橋
に
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
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リ
ス
ト
と
し
て
、
ま
た
経
営
者
と
し
て
も
、
言
論
活
動
を
続
け
る
た
め
の
や
む
を
得
ざ
る
選
択
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
か
つ

て
戦
争
に
対
す
る
支
持
を
表
明
し
た
こ
と
へ
の
痛
覚
は
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
。

　

そ
れ
ゆ
え
に
第
二
に
、
敗
戦
は
、
石
橋
に
「
何
等
…
…
悲
し
み
」
を
も
た
ら
さ
な
か
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
れ

は
、
石
橋
に
と
っ
て
敗
戦
が
戦
争
の
必
然
の
結
果
と
し
て
予
測
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
加
え
、
後
述
す
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
対
す
る

認
識
か
ら
み
て
、
軍
部
と
の
戦
い
に
よ
る
死
の
恐
怖
か
ら
解
放
さ
れ
た
安
堵
感
に
よ
る
も
の
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
、

そ
れ
で
も
な
お
、
石
橋
に
は
、
自
ら
が
支
持
を
表
明
し
た
戦
争
に
よ
っ
て
日
本
が
焦
土
と
化
し
、
国
民
が
生
命
・
財
産
を

奪
わ
れ
た
こ
と
へ
の
想
像
力
が
欠
如
し
て
い
た
こ
と
は
指
摘
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
政
治
家
石
橋
湛
山
の

特
質
を
考
え
る
上
で
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
結
論
で
触
れ
る
。

　

第
三
は
、
石
橋
の
そ
の
後
の
行
動
を
理
解
す
る
上
で
最
も
重
要
な
こ
と
と
し
て
、
戦
争
中
は
軍
部
と
緊
張
関
係
を
強
い

ら
れ
た
石
橋
が
占
領
軍
を
解
放
軍
と
見
誤
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
石
橋
は
、
す
で
に
一
九
四
三
年
九
月
六
日
に
清
沢
洌
に
対

し
て
「
戦
後
問
題
」
の
検
討
を
依
頼
し
て
い
る（
９
）よ
う
に
、
戦
争
の
早
い
段
階
か
ら
敗
戦
を
見
越
し
た
行
動
を
起
こ
し
て

い
た
。
翌
年
に
は
、
小
磯
国
昭
内
閣
の
蔵
相
石
渡
壮
太
郎
に
働
き
か
け
て
、
秘
密
裏
に
日
本
の
再
建
策
を
検
討
す
る
「
戦

時
経
済
特
別
調
査
室
」
を
設
置
さ
せ
て
も
い
る
。
調
査
室
は
、
翌
年
春
ま
で
経
済
学
者
や
銀
行
関
係
者
な
ど
九
名
に
よ
っ

て
二
○
数
回
の
会
合
を
重
ね
た　

。
敗
戦
と
占
領
に
よ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
行
動
が
実
を
結
ぶ
可
能
性
が
高
ま
っ
た
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
。
石
橋
は
、
占
領
に
よ
っ
て
自
ら
の
日
本
再
建
構
想
が
実
現
す
る
こ
と
に
明
ら
か
に
期
待
し
て
い
た
。

　

そ
の
期
待
は
ま
も
な
く
確
信
へ
と
高
ま
る
こ
と
と
な
っ
た
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
高
官
と
緊
密
な
関
係
を
築
く
に
至
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
石
橋
は
、
昭
和
初
期
の
金
解
禁
論
争
の
際
に
英
国
な
ど
か
ら
の
対
日
ダ
ン
ピ
ン
グ
批
判
に
反
駁
す
る
必
要
を
感
じ
、

東
洋
経
済
新
報
社
四
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
一
九
三
四
年
五
月
英
字
誌
『
オ
リ
エ
ン
タ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
を
創
刊
、

（
10
）
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戦
時
中
も
発
行
を
継
続
し
た　

。と
こ
ろ
が
、一
九
四
五
年
九
月
三
○
日
に
呼
ば
れ
て
面
会
し
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ
経
済
科
学
局（「
Ｅ

Ｓ
Ｓ
」）
長
ク
レ
ー
マ
ー
大
佐
が
長
年
同
誌
の
読
者
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の
結
果
、
石
橋
は
、
ク
レ
ー
マ
ー
か

ら
の
依
頼
で
調
査
や
毎
週
意
見
書
の
提
出
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

ク
レ
ー
マ
ー
は
秋
田
県
や
山
梨
県
に
疎
開
さ
せ
て
い
た
新
報
社
保
有
資
料
の
輸
送
に
も
便
宜
を
図
る
。
ま
た
、
そ
れ
ま

で
月
刊
誌
で
あ
っ
た
『
オ
リ
エ
ン
タ
ル
・
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
は
、
一
九
四
六
年
一
月
一
日
発
行
の
第
一
六
五
号
か
ら
日
本

政
府
へ
の
ク
レ
ー
マ
ー
の
指
示
に
よ
っ
て
目
黒
区
に
あ
っ
た
元
海
軍
大
学
校
印
刷
工
場
を
貸
与
さ
れ
て『
東
洋
経
済
新
報
』

と
の
同
時
並
行
制
作
が
可
能
と
な
り
、
週
刊
化
さ
れ
る
。
さ
ら
に
は
、
機
械
設
備
の
増
設
に
と
も
な
っ
て
臨
時
増
刊
、
単

行
本
等
の
印
刷
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
印
刷
部
門
の
人
員
も
四
五
年
末
の
二
○
名
弱
か
ら
翌
年
末
に
は
八
六
人
へ
と

増
強
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

他
方
、
政
界
で
は
、
一
九
四
五
年
一
一
月
二
日
に
日
本
社
会
党
、
九
日
に
日
本
自
由
党
、
一
六
日
に
日
本
進
歩
党
、

一
二
月
一
八
日
に
日
本
協
同
党
が
そ
れ
ぞ
れ
結
党
さ
れ
た　

よ
う
に
、
来
る
べ
き
総
選
挙
に
向
け
て
新
党
の
結
成
が
相
次

い
で
い
た
。
こ
う
し
た
状
況
の
も
と
で
、
詳
細
な
月
日
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
石
橋
は
、
日
本
社
会
党
の

松
岡
駒
吉
や
日
本
自
由
党
の
植
原
悦
二
郎
か
ら
政
界
入
り
を
勧
め
ら
れ
て
い
た
。
石
橋
は
、
こ
の
時
は
「
政
界
に
出
る
希

望
な
く
、
い
ず
れ
も
辞
退
し
た
」　

し
た
も
の
の
、
一
九
四
六
年
年
頭
の
『
日
記
』
に
前
年
に
次
男
戦
死
の
報
を
受
け
た

際
に
詠
ん
だ
「
此
の
戦
如
何
に
終
わ
る
も
汝
が
死
を
ば
父
が
代
わ
り
て
国
の
為
生
か
さ
ん
」
と
の
句
を
記
し
て
い
る
。
筆

者
は
、
こ
の
時
点
で
政
治
家
へ
の
転
身
を
決
意
し
て
い
た
と
考
え
た
い
。

　

石
橋
が
政
界
入
り
の
要
請
を
い
っ
た
ん
辞
退
し
た
の
は
、
高
齢
や
新
報
社
の
再
建
と
い
う
経
営
者
に
課
せ
ら
れ
た
責
任

ゆ
え
の
逡
巡
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
後
者
に
つ
い
て
は
、
ク
レ
ー
マ
ー
の
知
遇
を
得
た
こ
と

（
12
）

（
11
）

（
13
）
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に
よ
っ
て
新
報
社
の
再
建
が
軌
道
に
乗
り
つ
つ
あ
っ
た
た
め
解
消
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

二
月
二
日
に
は
新
報
社
宮
川
三
郎
常
務
と
「
予
の
社
長
辞
任
の
件
を
初
め
て
語
る
」
と
『
日
記
』
に
記
し
て
い
る
。
前

後
の
言
や
行
動
か
ら
み
て
、
社
長
を
辞
任
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
は
政
界
進
出
以
外
に
は
考
え
ら
れ
な
い
た
め
、
そ

れ
を
語
っ
た
と
み
て
間
違
い
な
い
。
ち
な
み
に
石
橋
が
新
報
社
社
員
総
会
で
出
馬
表
明
を
行
っ
た
の
は
、
三
月
一
六
日
の

こ
と
で
あ
っ
た　

。

　
『
日
記
』
三
月
二
日
の
条
に
は
、
小
林
一
三
と
異
母
弟
と
の
会
食
の
際
に
、
幼
少
年
時
代
を
過
ご
し
た
「
山
梨
県
よ
り

の
立
候
補
は
む
づ
か
し
き
も
の
」
と
の
状
況
判
断
が
示
さ
れ
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
の
と
き
既
に
出
馬
に
向
け

て
の
動
き
が
始
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
こ
の
記
述
内
容
は
同
日
の
『
小
林
一
三
日
記
』
と
も
一
致
し
て
い

る　

。
ま
た
、
四
日
の
条
に
は
、
松
岡
松
之
助
か
ら
「
神
奈
川
県
の
総
選
挙
状
況
を
聞
く
。
山
梨
県
と
同
様
既
に
夫
々
既

成
勢
力
の
分
轄
成
れ
る
も
の
ゝ
如
し
」
と
あ
り
、
選
挙
区
を
ど
こ
に
定
め
る
か
、
苦
慮
し
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。

結
局
、
翌
日
、「
立
候
補
届
出
書
（
第
二
二
回
衆
院
議
員
総
選
挙
に
東
京
二
区
よ
り
立
候
補
）
の
材
料
（
履
歴
）
を
調
査
」

し
て
い
る
よ
う
に
、
自
由
党
公
認
で
東
京
か
ら
出
馬
す
る
こ
と
に
決
ま
っ
た
も
の
の
、
三
月
一
一
日
の
公
示
を
前
に
し
て

準
備
不
足
は
否
め
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
選
挙
戦
で
は
尾
崎
行
雄
や
岩
波
茂
雄
、
羽
仁
も
と
子
な
ど
著
名
人
の
推
薦
も

受
け
て
戦
っ
た
も
の
の
、
組
織
力
と
知
名
度
の
点
で
他
候
補
に
及
ば
ず
落
選
と
な
っ
た　

。

　

周
知
の
よ
う
に
、
こ
の
選
挙
で
第
一
党
と
な
っ
た
自
由
党
は
首
班
候
補
調
整
に
難
航
し
た
末
、
鳩
山
一
郎
を
指
名
し
た

も
の
の
、
鳩
山
の
公
職
追
放
に
よ
っ
て
最
終
的
に
吉
田
に
落
ち
つ
い
た
。
こ
う
し
て
五
月
二
二
日
、
第
一
次
吉
田
内
閣
が

成
立
し
、
石
橋
は
大
蔵
大
臣
に
就
任
し
た
。

　

で
は
、な
ぜ
吉
田
は
石
橋
を
指
名
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。石
橋
の
蔵
相
就
任
に
つ
い
て
、政
治
評
論
家
阿
部
眞
之
助
は「
彼
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を
蔵
相
に
推
し
た
の
は
、
財
界
の
要
望
に
よ
る
も
の
で
、
吉
田
が
選
択
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
政
治
的
に
い
う
な
ら
、

鳩
山
内
閣
の
一
員
と
し
て
予
定
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
鳩
山
追
放
に
よ
り
、
吉
田
内
閣
に
流
れ
こ
ん
だ
と
い
う
に
す
ぎ
な

か
っ
た
」　

と
見
て
い
る
。
し
か
し
、
第
二
次
近
衛
内
閣
商
工
大
臣
で
あ
っ
た
旧
知
の
小
林
一
三
は
「
彼
の
財
政
計
画
は

果
た
し
て
此
の
時
局
を
キ
リ
ヌ
ケ
得
る
で
あ
ろ
う
か
」
と
石
橋
の
蔵
相
就
任
を
危
惧
し
た
感
想
を
残
し
て
い
る　

。
ま
た
、

新
聞
も
「
氏
の
経
済
自
由
主
義
と
い
ふ
考
へ
方
に
、
多
大
の
不
安
の
念
を
禁
じ
得
な
い　

」
と
評
し
て
い
る
よ
う
に
、
石

橋
の
経
済
運
営
に
否
定
的
だ
っ
た
。
よ
っ
て
、
以
下
に
筆
者
の
推
論
を
提
示
し
た
い
。

　

吉
田
は
「
経
済
関
係
の
閣
僚
と
な
る
と
、
経
済
と
い
う
も
の
が
政
治
と
い
う
も
の
よ
り
も
理
論
的
に
動
く
と
い
う
点
を

考
え
る
と
、
大
改
革
の
場
合
に
は
特
に
、
学
者
と
か
経
済
的
理
論
家
と
か
い
わ
れ
る
人
の
知
識
を
利
用
す
る
方
が
い
い
と

思
っ
た
の
で
あ
る
」
と
回
顧
し
て
い
る　

。
吉
田
は
そ
の
経
歴
か
ら
み
て
経
済
に
通
暁
し
て
な
か
っ
た
こ
と
を
自
覚
し
て

い
た
た
め
、
そ
う
し
た
結
論
と
な
っ
た
と
考
え
る
。

　

実
際
、
吉
田
は
、
石
橋
の
前
に
、
マ
ル
ク
ス
経
済
学
者
の
大
内
兵
衛
に
蔵
相
就
任
を
要
請
し
て
い
た
。
た
だ
し
、
吉
田

は
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
何
も
語
っ
て
い
な
い
。
大
内
へ
の
蔵
相
就
任
要
請
は
、
鳩
山
が
す
で
に
打
診
を
し
て
い
た
こ
と
を

認
め
て
い
る　

た
め
、そ
の
申
し
送
り
に
よ
る
も
の
で
も
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、大
内
は
ど
ち
ら
の
依
頼
も
断
っ

た
の
で
あ
る　

。

　

吉
田
も
大
内
を
適
任
と
し
た
理
由
に
は
、
第
一
に
当
時
の
Ｅ
Ｓ
Ｓ
が
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
支
配
下
に
あ
っ
た　

た
め
、

そ
の
存
在
を
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
可
能
性
が
挙
げ
ら
れ
る
。
第
二
に
、
ワ
ン
マ
ン
で
あ
り
な
が
ら
、
政
治
家
と
し

て
の
経
験
が
不
足
し
、
し
か
も
猪
木
正
道
や
村
井
哲
也
が
指
摘
し
て
い
る　

よ
う
に
、
党
内
基
盤
も
脆
弱
で
あ
っ
た
吉
田

に
と
っ
て
、
手
練
手
管
の
政
治
家
よ
り
も
学
者
の
方
が
与
し
や
す
い
と
考
え
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
す
る
。
実
際
、
吉
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田
は
、
一
九
四
七
年
一
月
の
内
閣
改
造
で
、
官
僚
出
身
者
や
学
者
を
多
く
起
用
し
た
た
め
、
与
党
内
か
ら
批
判
さ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た　

。

　

も
っ
と
も
、
吉
田
は
、
鳩
山
か
ら
総
裁
を
託
さ
れ
た
際
、「
政
党
は
一
切
君
の
力
で
押
え
て
く
れ
。
但
し
内
閣
の
人
事
に

つ
い
て
は
干
渉
し
て
く
れ
る
な
」　

と
申
し
出
た
と
い
う
。
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
党
内
基
盤
が
脆
弱
で
あ
っ
た
吉
田
に

と
っ
て
、
閣
僚
の
人
事
権
こ
そ
が
自
ら
の
権
力
の
源
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
ま
た
、

大
内
と
い
う
人
選
は
、
そ
の
例
外
で
あ
っ
た
こ
と
も
示
し
て
い
る
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
別
の
理
由
も
可
能
性
と
し
て
浮

上
す
る
。
す
な
わ
ち
、
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ラ
ー
の
側
（
Ｅ
Ｓ
Ｓ
）
が
大
内
起
用
を
示
唆
し
た
可
能
性
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
考

え
れ
ば
、
本
来
、
思
想
信
条
の
点
で
吉
田
と
は
相
容
れ
な
い
大
内
の
、
鳩
山
か
ら
の
申
し
送
り
に
よ
る
例
外
的
な
起
用
も

納
得
で
き
る
。

　

こ
れ
ら
の
推
論
は
、
吉
田
に
と
っ
て
は
次
善
の
策
と
は
い
え
、
石
橋
に
も
あ
る
程
度
あ
て
は
ま
る
。
し
か
も
、
思
想
信

条
の
点
で
は
、
大
内
よ
り
石
橋
の
ほ
う
が
吉
田
に
近
い
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
う
し
て
吉
田
は
、
鳩
山
の
公
職
追

放
と
い
う
予
期
せ
ぬ
事
態
が
発
生
し
、
時
間
的
制
約
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
石
橋
を
選
択
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
吉
田
は
、
こ
の
石
橋
の
起
用
に
よ
っ
て
、
お
よ
そ
一
年
後
に
任
命
責
任
を
問
わ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
石
橋
は
、
敗
戦
を
戦
時
中
か
ら
抱
い
て
い
た
日
本
の
再
建
構
想
が
実
現
す
る
好
機
と

捉
え
、占
領
軍
を
解
放
軍
と
み
な
し
た
。
こ
の
状
況
認
識
は
、自
ら
の
経
済
政
策
に
理
解
を
示
す
Ｅ
Ｓ
Ｓ
局
長
ク
レ
ー
マ
ー

と
の
出
会
い
と
そ
の
知
遇
に
よ
っ
て
確
信
へ
と
高
ま
り
、
石
橋
の
政
治
家
の
転
身
を
準
備
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に

は
、
選
挙
で
落
選
し
た
も
の
の
、
吉
田
に
請
わ
れ
て
そ
の
内
閣
の
蔵
相
に
就
任
し
、
実
際
に
日
本
の
財
政
・
金
融
政
策
を
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任
さ
れ
る
ま
で
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
石
橋
の
状
況
認
識
は
、
現
実
と
の
間
に
齟
齬
が
生
じ
て
い
た
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
、
決
し
て
解
放
軍
な
ど
で
は
な
か
っ

た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
国
民
生
活
は
、
戦
争
に
よ
っ
て
破
綻
に
瀕
し
、
時
と
共
に
そ
の
深
刻
の
度
を
加
え
て
い
た
。
石

橋
は
、
蔵
相
就
任
直
後
か
ら
、
自
ら
の
状
況
認
識
の
甘
さ
に
よ
っ
て
蹉
跌
を
味
わ
う
こ
と
に
な
る
。

　
　

第
二
章　

戦
時
補
償
問
題
を
め
ぐ
っ
て

　

石
橋
が
蔵
相
就
任
後
、
最
初
に
取
り
組
ん
だ
の
が
戦
時
補
償
問
題
で
あ
っ
た
。
戦
時
補
償
と
は
戦
時
中
の
国
家
総
動
員

法
を
は
じ
め
と
す
る
諸
法
令
に
よ
っ
て
設
備
投
資
や
軍
需
品
の
生
産
を
行
っ
た
企
業
や
個
人
へ
の
損
失
補
償
で
あ
り
、
そ

の
要
補
償
額
は
五
八
五
億
円
と
さ
れ
て
い
た　

。

　

一
九
四
五
年
一
○
月
一
七
日
夜
、
大
内
は
「
蛮
勇
演
説
」
と
称
さ
れ
る
ラ
ジ
オ
放
送
を
行
う
。
こ
れ
は
渋
沢
敬
三
蔵
相

に
政
府
が
負
っ
た
戦
時
債
務
の
不
履
行
を
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
大
内
は
債
務
補
償
の
た
め
の
財
源
と
し
て
増
税
す
る
こ

と
は
無
理
で
、
こ
れ
を
公
債
発
行
に
依
存
す
れ
ば
イ
ン
フ
レ
激
化
を
招
き
、
そ
れ
だ
け
復
興
が
遅
れ
て
し
ま
う
と
指
摘
し

た
。
戦
時
中
政
府
の
行
っ
た
約
束
な
ど
は
状
況
の
変
わ
っ
た
今
日
そ
の
ま
ま
守
る
必
要
は
な
く
、
一
部
の
人
の
非
難
を
恐

れ
ず
に
蛮
勇
を
ふ
る
え
と
蔵
相
に
要
求
し
た
も
の
で
あ
っ
た　

。

　

翌
日
、
渋
沢
は
記
者
会
見
で
こ
れ
に
つ
い
て
の
見
通
し
と
対
策
を
検
討
中
で
あ
る
旨
言
明
す
る　

。
大
蔵
省
は
大
内
演

説
の
反
響
の
大
き
さ
を
深
刻
に
と
ら
え
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
一
一
月
二
五
日
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
は
「
軍
需
補
償
の
凍
結
」
を
指

令
し
た
。
こ
れ
は
敗
戦
直
後
に
始
ま
っ
た
臨
時
軍
事
費
の
支
払
い
差
し
止
め
を
企
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
こ
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と
か
ら
、
大
内
に
よ
る
「
蛮
勇
演
説
」
の
影
響
と
相
俟
っ
て
、
国
民
は
両
者
を
同
一
視
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
さ
ほ

ど
関
心
を
も
た
れ
て
い
な
か
っ
た
戦
時
補
償
問
題
も
に
わ
か
に
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

石
橋
は
、
戦
時
補
償
に
つ
い
て
い
っ
た
ん
棚
上
げ
を
す
る
こ
と
で
時
間
的
な
猶
予
を
得
、
新
た
に
会
社
を
作
り
、
利
益

を
出
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
債
務
処
理
を
進
め
れ
ば
良
い
と
考
え
て
い
た
。
そ
う
す
る
こ
と
で
経
済
は
漸
進
的
に

回
っ
て
い
く
と
考
え
た
の
で
あ
る　

。

　

石
橋
は
、
蔵
相
就
任
一
週
間
後
の
五
月
三
一
日
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
経
済
局
長
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
マ
ー
カ
ッ
ト
に
呼
び
出
さ
れ
、
た

だ
ち
に
補
償
と
セ
ッ
ト
で
一
○
○
％
財
産
税
を
課
税
せ
よ
と
指
示
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、「
戦
時
補
償
を
い
っ
た
ん
支
払
っ
た

こ
と
に
し
、
そ
れ
と
同
時
に
こ
れ
を
一
○
○
％
の
課
税
を
し
て
と
り
あ
げ
て
し
ま
う
」　

と
い
う
案
で
あ
っ
た
。
石
橋
は
、

当
初
こ
の
案
を
「
な
か
な
か
頭
の
良
い
案
」
と
認
識
し
た
た
め
、「
私
は
大
体
に
お
い
て
、
こ
の
案
に
賛
成
し
た
」　

。

　

し
か
し
、
政
府
の
施
策
に
し
た
が
っ
て
企
業
に
融
資
し
た
銀
行
の
債
権
が
償
還
さ
れ
な
け
れ
ば
、
倒
産
は
免
れ
な
い
。

ま
た
、
た
と
え
、
倒
産
を
ま
ぬ
が
れ
た
と
し
て
も
、
銀
行
の
種
類
や
規
模
に
よ
っ
て
資
産
に
占
め
る
預
金
の
割
合
が
異
な

る
こ
と
か
ら
、
預
金
者
が
受
け
る
影
響
、
す
な
わ
ち
損
害
率
に
差
が
出
て
く
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
石
橋

は
、
マ
ー
カ
ッ
ト
の
案
を
公
正
の
見
地
か
ら
み
て
ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
考
え
、「
こ
れ
を
財
産
税
に
よ
っ
て
処
理
す
る
こ
と

を
考
え
た
」
と
述
懐
し
て
い
る　

。

　

石
橋
の
言
う
財
産
税
と
は
、「
終
戦
前
か
ら
大
蔵
省
内
部
で
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
た
」
も
の
で
、「
財
産
税
と
個
人
財
産

増
加
税
と
に
よ
っ
て
、
戦
時
補
償
を
受
け
る
人
に
つ
い
て
も
、
そ
の
補
償
を
財
産
評
価
に
加
え
て
課
税
し
、
戦
時
中
に
蓄

積
さ
れ
た
潜
在
的
購
買
力
を
吸
収
し
て
イ
ン
フ
レ
を
抑
止
し
、
健
全
財
政
の
基
礎
固
め
を
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ

た
」。
し
か
し
、
こ
の
大
蔵
省
案
と
、「
司
令
部
の
財
産
税
に
つ
い
て
の
発
想
は
異
な
っ
て
い
た
」
の
で
あ
る　

。
こ
う
し
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て
実
質
的
な
補
償
打
ち
切
り
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
Ｅ
Ｓ
Ｓ
と
、
補
償
打
ち
切
に
は
同
意
し
つ
つ
も
、
個
人
預
金
の
全
額

補
償
を
主
張
す
る
石
橋
と
の
間
に
、
二
カ
月
あ
ま
り
の
確
執
が
続
く
こ
と
に
な
っ
た
。
以
下
、
こ
の
間
の
経
緯
に
つ
い
て
、

Ｅ
Ｓ
Ｓ
と
の
折
衝
の
場
に
同
席
し
て
い
た
大
蔵
省
終
戦
連
絡
部
長
渡
辺
武
が
残
し
た
日
記　

を
中
心
に
検
証
を
進
め
て
い

く
。

　

六
月
三
日
、
石
橋
は
Ｅ
Ｓ
Ｓ
財
政
部
長
ル
カ
ン
ト
を
訪
問
し
、
先
に
マ
ー
カ
ッ
ト
に
面
会
し
た
際
に
示
さ
れ
た
案
は
受

諾
で
き
な
い
旨
返
答
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
早
急
に
実
施
す
る
と
経
済
界
の
混
乱
が
避
け
ら
れ
な
い
の
で
準
備
に
二
・

三
カ
月
の
猶
予
を
求
め
た
。
ル
カ
ン
ト
は
こ
れ
に
対
し
、
長
期
延
期
は
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
返
答
し
て
押
し
問
答
が
続

い
た
た
め
、
同
席
し
た
財
政
課
ア
キ
ン
が
個
々
の
問
題
を
順
に
協
議
す
る
こ
と
を
提
案
し
、
ひ
と
ま
ず
そ
の
場
は
落
ち
着

い
た
も
の
の
、
前
途
多
難
を
思
わ
せ
る
滑
り
出
し
と
な
っ
た
。　

　

一
七
日
、
石
橋
は
ル
カ
ン
ト
に
マ
ー
カ
ッ
ト
か
ら
示
さ
れ
た
補
償
打
ち
切
り
案
を
修
正
し
た
補
償
対
策
案
を
提
出
し

た　

。
し
か
し
七
月
二
日
、
石
橋
は
、
一
時
帰
国
し
た
マ
ー
カ
ッ
ト
の
代
理
と
な
っ
た
Ｅ
Ｓ
Ｓ
次
長
レ
イ
ダ
ー
か
ら
最
後

通
牒
的
伝
達
を
受
け
る
。
渡
辺
に
よ
れ
ば
、
同
日
石
橋
は
、
レ
イ
ダ
ー
と
の
会
話
で
「
一
経
済
学
者
ト
シ
テ
ハ
司
令
部
案

ハ
「
ナ
ッ
テ
イ
ナ
イ
」
ト
思
フ
」　

と
、
あ
た
か
も
相
手
を
素
人
扱
い
す
る
よ
う
な
言
動
を
放
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

石
橋
は
、
政
治
的
な
判
断
を
要
求
さ
れ
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
の
交
渉
で
、
一
経
済
学
者
と
し
て
の
自
分
の
主
張
に
拘
泥
し
た
結
果
、

事
態
を
よ
り
深
刻
な
方
向
に
進
め
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

帰
国
し
た
マ
ー
カ
ッ
ト
は
一
○
日
、
異
例
に
も
国
会
総
理
大
臣
室
を
訪
れ
た
。
吉
田
を
は
じ
め
幣
原
喜
重
郎
復
員
庁
総

裁
、
植
原
悦
二
郎
内
務
大
臣
な
ど
の
閣
僚
が
在
室
し
て
い
る
中
で
、
マ
ー
カ
ッ
ト
に
応
対
す
る
か
た
ち
で
発
言
し
た
の
は

石
橋
の
み
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る　

。
マ
ー
カ
ッ
ト
は
、
問
題
解
決
の
遅
延
は
故
意
の
懈
怠
か
現
状
を
温
存
し
た
い
と
の
意
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図
と
し
か
思
え
な
い
と
し
、二
四
時
間
以
内
に
明
確
な
回
答
を
せ
よ
言
明
し
た
の
で
あ
る
。渡
辺
に
よ
れ
ば
、石
橋
は
、マ
ー

カ
ッ
ト
が
譲
歩
し
て
「
大
臣
ニ
原
則
的
承
認
シ
テ
実
行
上
ノm

odification

ヲ
要
求
ス
ル
ヲ
可
ト
ス
ベ
キ
旨
申
出
デ
タ
タ

ル
モ
、大
臣
ハ
依
然
ト
シ
テ
大
臣
案
ヲ
固
執
」　

し
た
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
Ｅ
Ｓ
Ｓ
と
の
交
渉
膠
着
状
態
に
陥
っ

た
の
は
、
石
橋
を
補
佐
す
べ
き
立
場
に
あ
っ
た
渡
辺
か
ら
み
て
も
、
か
た
く
な
に
自
己
の
案
に
固
執
す
る
石
橋
の
態
度
に

そ
の
責
任
の
大
半
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

　

さ
ら
に
石
橋
は
、
一
二
日
午
前
マ
ー
カ
ッ
ト
と
面
会
し
、
自
分
の
案
に
納
得
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
Ｅ
Ｓ
Ｓ
案
の
指
令

（directive)

を
出
す
よ
う
要
求
す
る
。
マ
ー
カ
ッ
ト
は
「
大
臣
ト
握
手
モ
セ
ザ
リ
シ
」　

ほ
ど
に
憤
慨
し
た
。
マ
ー
カ
ッ

ト
が
激
怒
し
た
理
由
に
は
、
妥
協
を
知
ら
な
い
石
橋
の
態
度
だ
け
で
な
く
、
別
の
問
題
も
あ
っ
た
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
指
令
は
、

対
日
理
事
会
の
議
題
と
な
る
。そ
う
な
れ
ば
、日
本
に
好
感
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
ソ
連
や
英
連
邦
の
一
員
で
あ
っ
た
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
が
戦
後
補
償
問
題
に
介
入
し
て
そ
の
解
決
が
さ
ら
に
遅
延
す
る
恐
れ
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
は

占
領
政
策
の
不
手
際
と
な
り
か
ね
な
い
こ
う
し
た
事
態
を
回
避
し
た
か
っ
た
。
石
橋
は
こ
の
こ
と
を
後
に
な
っ
て
理
解
し

た
と
語
っ
て
い
る　

。

　

す
で
に
吉
田
は
、
こ
う
し
た
交
渉
決
裂
寸
前
の
状
況
を
一
気
に
打
開
す
べ
く
、
動
き
出
し
て
い
た
。
一
二
日
朝
、
吉
田

は
参
謀
第
二
部
（
Ｇ
２
）
部
長
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ウ
イ
ロ
ビ
ー
少
将
に
面
会
し
て
こ
の
問
題
の
仲
裁
役
を
依
頼
し
た
が
、
専

門
家
で
は
な
い
こ
と
を
理
由
に
断
ら
れ
た　

た
め
、
午
後
に
な
っ
て
外
務
省
に
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
へ
の
手
紙
を
用
意
す
る
よ

う
指
示
す
る
。
そ
の
内
容
は
、
マ
ー
カ
ッ
ト
と
石
橋
の
主
張
の
相
違
点
を
明
ら
か
に
し
た
付
属
書
類
を
添
付
し
、
そ
の
解

決
に
適
当
な
助
言
を
要
望
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
同
日
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
吉
田
や
幣
原
、
外
務
省
関
係
者
と
の
三
時
間
に
及
ぶ
会
合
が
行
わ
れ
た
際
、
マ
ー
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カ
ッ
ト
と
の
面
会
か
ら
戻
っ
た
白
州
次
郎
が
、
Ｅ
Ｓ
Ｓ
が
さ
ら
に
態
度
を
硬
化
さ
せ
て
石
橋
に
批
難
を
集
中
さ
せ
て
い
る

だ
け
で
な
く
、
対
日
理
事
会
へ
の
付
議
も
辞
さ
な
い
姿
勢
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
た　

。
そ
の
場
合
、
日
本
に
と
っ
て
Ｅ
Ｓ

Ｓ
案
よ
り
も
不
利
な
条
件
を
受
諾
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
た
。

　

そ
の
た
め
吉
田
は
、
ウ
イ
ロ
ビ
ー
に
対
し
、
石
橋
案
の
内
閲
を
依
頼
を
す
る
。
し
か
し
一
六
日
、
吉
田
が
ウ
イ
ロ
ビ
ー

か
ら
受
け
取
っ
た
内
容
は
、
Ｅ
Ｓ
Ｓ
側
の
示
し
た
案
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
た
め
、
吉
田
は
ウ
イ
ロ
ビ
ー
内
閲
前
の
手
紙

を
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
届
け
る
こ
と
と
な
っ
た　

。
し
か
し
、
七
月
二
二
日
、
一
九
日
付
で
届
い
た
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
か
ら
の

返
書
も
Ｅ
Ｓ
Ｓ
案
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
る
と
こ
ろ
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る　

。
こ
う
し
て
、
い
た
ず
ら
に
時
間
を
費
消
し
た

石
橋
の
抵
抗
は
、
全
面
的
な
敗
北
に
終
わ
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
は
、
補
償
打
ち
切
の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、
補
償
の
範
囲
な
ど
を
含
む
関
連
法
の
成
立
へ
と
向
か
う
。
し
か

し
、
今
度
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る
容
喙
に
よ
っ
て
こ
の
作
業
も
難
航
し
た
こ
と
か
ら
、
議
会
へ
の
法
案
提
出
は
九
月
下
旬
ま
で

延
び
延
び
と
な
っ
た　

。
戦
時
補
償
関
連
六
法
案
は
衆
貴
両
院
を
通
過
し
て
一
○
月
一
八
日
公
布
、
三
○
日
施
行
と
な
っ

て
お
よ
そ
半
年
に
及
ぶ
攻
防
は
こ
こ
に
決
着
を
み
た
。

　

以
上
、
石
橋
は
ソ
連
な
ど
の
介
入
を
恐
れ
、
決
着
を
急
い
で
い
た
Ｅ
Ｓ
Ｓ
の
思
惑
を
理
解
し
て
い
な
か
っ
た
。
換
言
す

れ
ば
、
す
く
な
く
と
も
こ
の
時
点
で
は
、
適
確
な
状
況
判
断
や
占
領
統
治
の
全
体
像
や
刻
々
と
変
化
す
る
国
際
政
治
に
対

す
る
広
い
視
野
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
石
橋
は
、
経
済
理
論
に
対
す
る
ゆ
る
ぎ
な
い
確
信
を
保
持
し
て
い
た
た
め
、

自
己
の
主
張
を
無
遠
慮
に
押
し
通
す
だ
け
で
、
石
橋
・
Ｅ
Ｓ
Ｓ
双
方
の
主
張
を
あ
る
程
度
ま
で
客
観
的
に
み
る
こ
と
が
で

き
た
ス
タ
ッ
フ
の
提
言
に
も
耳
を
傾
け
な
か
っ
た　

。
す
な
わ
ち
、
極
論
す
る
な
ら
ば
、
交
渉
を
自
ら
破
綻
さ
せ
た
未
熟

な
政
治
家
で
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
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石
橋
は
、
渡
米
経
験
は
な
い
も
の
の
、
多
く
の
恩
師
か
ら
教
え
を
受
け
た
結
果
、
ア
メ
リ
カ
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
思
想
や

プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
な
ど
を
自
己
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
確
立
し
た
と
さ
れ
る　

。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ゆ
え
に
、

石
橋
は
、
占
領
軍
を
解
放
軍
と
見
誤
り
、「
ま
さ
か
相
手
も
殺
す
と
は
い
わ
ん
じ
ゃ
ろ
う
」　

と
の
言
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う

に
、
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に
過
度
な
信
頼
を
寄
せ
た
結
果
、
自
ら
を
隘
路
に
導
く
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
同

時
に
、
石
橋
が
戦
時
中
、
軍
部
に
対
し
て
妥
協
的
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
理
由
も
明
ら
か
に
し
て
い
る
。「
逆
悪
」
と

の
戦
い
は
、
常
に
死
へ
の
恐
怖
を
と
も
な
う
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

更
に
石
橋
に
は
蔵
相
と
し
て
の
責
任
感
に
も
疑
問
符
が
つ
い
た
。
渡
辺
は
、
七
月
一
五
日
の
日
記
に
「
大
臣
ハ
首
相
に

対
シ
辞
意
ヲ
表
明
シ
タ
ル
ガ
個
人
問
題
ナ
ラ
ズ
ト
軽
ク
ア
シ
ラ
ハ
レ
タ
ル
由
」
と
の
伝
聞
を
記
し
て
い
る　

か
ら
で
あ
る
。

辞
意
の
理
由
は
、
事
態
を
混
乱
さ
せ
た
責
任
を
取
ろ
う
と
し
た
も
の
か
、
あ
る
い
は
自
ら
主
張
が
通
ら
な
か
っ
た
こ
と
に

対
す
る
怒
り
か
判
然
と
し
な
い
が
、
仮
に
前
者
だ
っ
た
と
し
て
も
、
さ
ら
な
る
事
態
の
混
乱
を
招
く
の
は
火
を
見
る
よ
り

明
ら
か
で
あ
っ
た
。
石
橋
の
辞
意
表
明
を
「
個
人
問
題
ナ
ラ
ズ
ト
軽
ク
ア
シ
ラ
」
っ
た
吉
田
の
態
度
が
そ
の
こ
と
を
雄
弁

に
語
っ
て
い
る
。
こ
の
一
件
は
、
政
治
家
と
し
て
自
己
の
言
動
や
行
動
が
ど
の
よ
う
な
結
果
を
も
た
ら
す
か
に
つ
い
て
、

石
橋
に
思
慮
が
に
欠
け
て
い
る
こ
と
を
歴
然
と
ま
た
も
示
す
結
果
と
な
っ
た
。

　

し
た
が
っ
て
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
対
す
る
石
橋
の
「
抵
抗
」
を
戦
前
・
戦
中
か
ら
一
貫
し
た
「
信
念
」
に
基
づ
く
行
動
と
し
て
、

肯
定
的
に
評
価
す
る
先
行
研
究
の
見
解
は
受
け
入
れ
が
た
い
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
政
治
家
は
ま
ず
も
っ
て
結
果
に
対

し
て
責
任
を
負
う
べ
き
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
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第
三
章　

連
立
交
渉
の
始
動
と
教
授
グ
ル
ー
プ

　

吉
田
内
閣
が
成
立
し
た
一
九
四
六
年
に
は
、
前
年
の
五
大
改
革
指
令
や
こ
れ
に
基
づ
く
労
働
組
合
法
制
定
を
は
じ

め
と
す
る
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
組
合
奨
励
・
保
護
政
策
に
よ
っ
て
、
一
九
四
五
年
の
労
働
組
合
数
五
○
九
組
合
・
組
合
員
数

三
八
万
六
七
七
人
が
翌
年
に
は
同
じ
く
一
万
七
二
六
六
組
合
・
四
九
二
万
五
九
五
八
人
に
激
増
し
た
の
に
伴
い
、
労
働
争

議
も
前
年
の
九
五
件
か
ら
六
二
二
件
と
急
増
し
た　

。
そ
の
一
つ
の
頂
点
が
読
売
新
聞
争
議
や
海
員
組
合
ゼ
ネ
ス
ト
な
ど

日
本
共
産
党
の
影
響
下
に
あ
っ
た
全
日
本
産
業
別
労
働
組
合
会
議
が
指
導
し
た
十
月
闘
争
と
翌
年
の
二
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
で

あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
労
働
運
動
が
昂
揚
し
た
根
本
的
な
要
因
に
は
、「
米
よ
こ
せ
デ
モ
」
や
「
食
糧
メ
ー
デ
ー
」
に
象
徴

さ
れ
る
よ
う
に
、
危
機
的
な
食
糧
不
足
と
イ
ン
フ
レ
と
い
う
、
国
民
に
と
っ
て
切
実
な
問
題
が
横
た
わ
っ
て
い
た
。

　

こ
う
し
た
情
勢
の
も
と
で
、
内
閣
存
続
の
危
機
を
迎
え
て
い
た
吉
田
は
、
野
党
と
の
連
立
を
模
索
す
る
。
一
二
月
一
九

日
付
の
『
朝
日
新
聞
』
は
、「
く
す
ぶ
る
連
立
内
閣
」
と
題
し
て
水
面
下
で
幾
度
か
の
連
立
交
渉
が
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
を

報
道
し
た
。
第
一
次
連
立
交
渉　

で
あ
る
。

　

八
月
四
日
、
吉
田
は
福
田
篤
泰
秘
書
官
と
と
も
に
社
会
党
の
西
尾
末
広
、
平
野
力
三
に
面
会
す
る
。
西
尾
は
、
初
回
の

会
談
も
一
一
月
の
第
二
回
目
も
、「
酒
を
飲
ん
で
世
間
話
を
し
た
だ
け
」　

で
終
わ
っ
た
と
証
言
し
て
い
る
。

　

吉
田
が
連
立
を
切
り
出
し
た
の
は
、一
二
月
二
八
日
に
行
わ
れ
た
第
三
回
目
の
会
談
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、西
尾
は
、「
い

ま
の
内
閣
の
閣
僚
は
お
お
む
ね
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
き
、
主
と
し
て
新
設
の
二
省
〔
労
働
省
・
建
設
省
〕
に
社
会
党
を
入

閣
さ
せ
、
刺
身
の
ツ
マ
に
し
よ
う
と
い
う
魂
胆
と
受
け
取
れ
た
」　

と
吉
田
の
提
案
を
拒
絶
す
る
と
と
も
に
、
内
閣
総
辞

職
に
よ
っ
て
社
会
党
と
の
連
立
内
閣
を
作
る
こ
と
を
要
求
し
た
。
さ
ら
に
西
尾
は
、
年
が
明
け
た
一
月
八
日
、
吉
田
の
提
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案
で
再
開
さ
れ
た
交
渉
の
席
上
、
総
辞
職
に
同
意
し
た
吉
田
に
対
し
、
石
橋
蔵
相
辞
任
と
協
同
民
主
党
・
国
民
党
の
入
閣

の
二
条
件
を
要
求
し
た
の
で
あ
る
。
無
論
、
そ
の
理
由
は
、
石
橋
の
経
済
的
自
由
主
義
に
基
づ
く
積
極
的
な
財
政
政
策
が

加
速
化
す
る
イ
ン
フ
レ
の
元
凶
と
見
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。

　

一
五
日
か
ら
一
六
日
に
か
け
て
再
度
交
渉
が
行
わ
れ
た
。
社
会
党
は
、
こ
こ
で
吉
田
の
四
閣
僚
ポ
ス
ト
提
供
に
対
し
て

五
ポ
ス
ト
を
要
求
し
た
だ
け
で
な
く
、
再
び
石
橋
蔵
相
の
更
迭
と
協
同
民
主
・
国
民
両
党
か
ら
の
入
閣
を
要
求
し
た
。
と

こ
ろ
が
、
吉
田
は
率
然
と
西
尾
・
平
野
ら
五
人
の
追
放
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
ほ
の
め
か
す
。
西
尾
は
「
資
格
問

題
で
威
嚇
し
、
そ
れ
に
対
し
私
が
強
硬
な
態
度
を
み
せ
る
と
、
今
度
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
会
え
と
い
う
よ
う
な
交
渉
の
手

口
は
、
ど
う
し
て
も
う
な
ず
け
な
か
っ
た
」
と
席
を
立
つ
こ
と
と
な
っ
た
。
吉
田
の
言
動
は
、
外
交
官
出
身
ゆ
え
の
交
渉

上
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
意
識
さ
れ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
が
、
相
手
に
反
発
心
や
不
信
感
を
引
き
起
こ
す
だ
け
に
終
わ
っ
た
。

一
六
日
夜
、
社
会
党
左
右
幹
部
は
連
立
不
参
加
を
正
式
決
定
し
、
吉
田
も
一
月
一
七
日
の
臨
時
閣
議
で
連
立
交
渉
失
敗
を

発
表
す
る　

。

　

で
は
な
ぜ
、
吉
田
は
連
立
交
渉
を
推
し
進
め
た
の
か
。
そ
れ
は
、
吉
田
が
一
九
四
七
年
一
元
旦
の
ラ
ジ
オ
放
送
で
、
共

産
党
を
念
頭
に
労
働
運
動
の
一
部
活
動
家
を
「
不
て
い
の
輩
」　

と
称
し
た
こ
と
が
労
働
者
の
反
発
を
買
い
、
ゼ
ネ
ス
ト

の
機
運
を
盛
り
上
げ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
吉
田
は
、
社
会
党
と
の
連
立
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
沈
静
化
さ
せ
よ
う
と

企
図
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

石
橋
は
こ
の
交
渉
を
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め
た
の
か
。
石
橋
は
、
前
年
一
二
月
二
四
日
の
『
日
記
』
に
「
内
閣
改
造
に

つ
き
て
河
合
〔
良
成
〕
及
び
膳
〔
桂
之
助
〕
両
相
来
談
。
首
相
及
び
幣
原
国
務
相
に
は
社
会
党
員
を
入
閣
せ
し
め
る
意
図

あ
り
と
。
笑
う
べ
し
」
と
記
し
、
閣
議
発
表
の
日
に
も
「
初
め
よ
り
予
想
さ
れ
た
る
所
な
る
が
不
手
際
も
甚
だ
し
」
と
批
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判
し
て
い
る
よ
う
に
、
連
立
に
否
定
的
な
態
度
を
取
っ
て
い
た
。
お
そ
ら
く
そ
の
理
由
は
、
重
要
閣
僚
で
あ
る
の
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
吉
田
が
外
務
省
の
先
輩
で
あ
る
幣
原
に
は
相
談
し
て
も
、
自
分
に
は
相
談
し
な
か
っ
た
こ
と
へ
の
不
満
で
あ

ろ
う
石
橋
は
社
会
党
の
主
要
幹
部
に
戦
前
か
ら
の
知
己
を
得
て
お
り
、
自
分
こ
そ
が
適
任
者
で
あ
る
と
自
負
し
て
い
た
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
に
不
満
の
根
源
が
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
と
同
時
に
、
石
橋
に
は
、
内
閣
の
危
機
的
な
状
況

が
十
分
認
識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
可
能
性
も
指
摘
で
き
る
。
そ
も
そ
も
、す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、一
二
月
一
九
日
の
『
朝

日
新
聞
』
の
報
道
が
あ
っ
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
石
橋
が
連
立
交
渉
を
知
っ
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
五
日
後
の
二
四
日
の

こ
と
で
あ
っ
た
。

　

吉
田
は
、
組
閣
に
際
し
て
農
相
に
東
畑
精
一
を
、
蔵
相
に
大
内
を
選
任
す
べ
く
、
両
者
に
直
接
会
っ
て
就
任
を
要
請
し

た
も
の
の
断
ら
れ
た
結
果
、
前
者
に
は
和
田
博
雄
、
後
者
に
は
石
橋
を
指
名
す
る
し
か
な
か
っ
た
。
急
な
組
閣
と
な
っ
た

こ
と
か
ら
意
の
ま
ま
の
閣
僚
人
事
で
な
か
っ
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
吉
田
に
と
っ
て

石
橋
は
も
と
も
と
意
中
の
人
で
は
な
く
そ
の
起
用
は
あ
く
ま
で
次
善
の
策
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
う
な
れ
ば
、
腹
心
と
も

な
ら
な
い
。

　

も
っ
と
も
、
た
と
え
石
橋
が
吉
田
に
と
っ
て
意
中
の
人
だ
っ
た
と
し
て
も
事
情
は
さ
し
て
変
わ
り
な
か
っ
た
可
能
性
が

高
い
。
吉
田
が
鳩
山
か
ら
政
権
を
託
さ
れ
た
際
、「
政
党
は
一
切
君
の
力
で
押
え
て
く
れ
。
但
し
内
閣
の
人
事
に
つ
い
て
は

干
渉
し
て
く
れ
る
な
」と
申
し
出
た
こ
と
は
す
で
に
指
摘
し
た
。吉
田
の
ワ
ン
マ
ン
な
性
格
を
如
実
に
示
す
こ
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
は
そ
の
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
幣
原
の
場
合
も
、
外
務
省
の
先
輩
で
、
な
に
よ
り
連
立
の
相
手
で
あ
る
進
歩
党
の
総

裁
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
筋
を
通
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

さ
て
、
石
橋
は
、
石
炭
増
産
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
た　

こ
と
か
ら
、
就
任
後
の
財
政
演
説
で
増
産
を
資
金
面
か
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ら
支
え
る
復
興
金
融
公
庫
の
設
立
を
提
案
す
る
。
こ
の
復
金
業
務
は
事
実
上
復
金
設
立
前
の
一
九
四
六
年
八
月
か
ら
興
銀

に
よ
っ
て
始
ま
っ
て
い
た　

。
二
カ
月
後
、
復
金
法
が
公
布
さ
れ
、
翌
年
一
月
二
五
日
よ
り
本
格
的
融
資
が
始
ま
っ
た
。

石
橋
は
速
や
か
に
な
し
う
る
政
策
と
し
て
、
と
も
か
く
金
を
だ
す
こ
と
に
よ
っ
て
石
炭
を
増
産
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
四
六
年
一
一
月
五
日
、
首
相
官
邸
に
お
い
て
第
一
回
復
興
金
融
委
員
会
が
開
催
さ
れ
た　

。
他
方
、
吉
田
の
私
的

ブ
レ
ー
ン
の
「
教
授
グ
ル
ー
プ
」
に
よ
っ
て
外
務
省
内
に
発
足
し
た
石
炭
小
委
員
会
も
、
同
日
第
一
回
会
合
を
開
催
し
た
。

彼
ら
が
そ
こ
で
主
張
し
た
傾
斜
生
産
方
式
は
、
一
二
月
二
七
日
閣
議
決
定
さ
れ
て
正
式
に
内
閣
の
政
策
と
な
っ
た
。
こ
う

し
て
、
石
炭
増
産
を
目
的
と
し
て
、
復
金
融
資
に
よ
る
増
産
策
と
、
不
足
す
る
重
油
の
輸
入
を
起
爆
剤
と
す
る
増
産
策
の

二
つ
の
政
策
が
並
立
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
、「
教
授
グ
ル
ー
プ
」
と
は
、
一
九
三
七
年
か
ら
翌
年
に
か
け
て
起
き
た

人
民
戦
線
事
件
で
「
労
農
派
教
授
グ
ル
ー
プ
」
の
一
員
と
さ
れ
た
大
内
と
そ
の
門
下
生
有
沢
広
巳
に
、
戦
後
、
東
畑
、
中

山
伊
知
郎
、
茅
誠
司
、
大
来
佐
武
郎
な
ど
が
加
わ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
吉
田
に
よ
る
そ
の
重
用
は
、
一
時
的

に
、
閣
内
に
お
け
る
石
橋
の
地
位
の
相
対
的
低
下
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　

こ
の
時
期
、
石
橋
は
二
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
へ
の
対
応
に
忙
殺
さ
れ
て
い
た
。
一
月
三
〇
日
に
は
、
閣
議
を
中
座
し
て
当
日

夜
に
行
わ
れ
る
ラ
ジ
オ
放
送
の
原
稿
準
備
を
す
る
な
ど
、
ス
ト
回
避
に
む
け
た
努
力
を
重
ね
て
い
た
の
で
あ
る　

。

　

石
橋
は
、
公
務
員
給
与
を
所
掌
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
過
程
で
組
合
側
代
表
と
労
使
交
渉
の
場
で
直
接
向
き
合
う

こ
と
に
な
っ
た
。
一
月
三
十
日
の
大
蔵
省
職
員
組
合
と
の
交
渉
で
は
、
対
話
型
の
姿
勢
に
よ
っ
て
、
政
府
案
に
よ
っ
て
妥

結
に
導
い
て
い
る
。
給
与
増
額
の
提
案
と
こ
れ
に
よ
る
交
渉
妥
結
は
、
ゼ
ネ
ス
ト
回
避
が
目
的
だ
っ
た
と
は
い
え
、
石
橋

に
あ
る
程
度
ま
で
労
働
者
の
痛
み
が
共
有
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
蔵
相
時
代
の
数
少
な
い
成
果
の

一
つ
で
あ
っ
た
。
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石
橋
は
、
こ
の
交
渉
に
関
連
し
て
共
産
党
に
つ
い
て
、「
そ
れ
ほ
ど
危
険
の
も
の
と
も
感
じ
な
か
っ
た
…
…
思
想
は
思
想

を
も
っ
て
戦
う
よ
り
外
に
道
は
な
い
。
い
た
ず
ら
に
権
力
を
も
っ
て
圧
迫
す
る
こ
と
は
、
決
し
て
巧
妙
な
労
働
対
策
で
も

共
産
党
対
策
で
も
な
い
」　

と
回
顧
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
全
官
公
庁
職
員
の
大
多
数
は
共
産
党
員
で
は
な
い
た
め
、

合
理
的
な
政
府
の
申
出
に
耳
を
か
さ
な
い
わ
け
が
な
い
と
認
識
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
の
言
葉
は
、
公
職
追
放
後
の

も
の
で
あ
る
か
ら
、
大
蔵
省
職
員
組
合
と
の
交
渉
を
妥
結
に
導
い
た
自
信
と
相
俟
っ
て
、
ゼ
ネ
ス
ト
に
対
し
て
強
権
的
に

臨
ん
だ
吉
田
や
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
姿
勢
を
暗
に
批
判
し
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
ま
た
、
も
と
よ
り
、
自
ら
に
強
烈
な
自
信
を
も

つ
石
橋
の
こ
と
で
あ
る
。「
思
想
に
は
思
想
を
も
っ
て
戦
う
よ
り
外
に
道
は
な
い
」　

と
の
言
葉
は
、
偽
ら
ざ
る
思
い
で
も

あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
二
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
に
よ
っ
て
政
権
打
倒
・
体
制
転
換
を
企
図
し
て
い
た
共
産
党
の
組
織
的
な
活
動
を

前
に
し
て
、
あ
ま
り
に
無
防
備
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
共
産
党
は
単
な
る
思
想
家
集
団
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
ま
し
て
石

橋
は
内
閣
の
一
員
で
あ
る
。
状
況
認
識
の
甘
さ
を
問
わ
れ
て
も
致
し
方
あ
る
ま
い
。

　

他
方
、
吉
田
は
再
び
連
立
に
動
い
て
い
た
。
こ
の
第
二
次
連
立
交
渉
で
重
要
な
役
割
を
は
た
し
た
の
が
ほ
か
な
ら
ぬ
教

授
グ
ル
ー
プ
で
あ
っ
た
。彼
ら
は
一
九
四
七
年
年
頭
か
ら
頻
繁
に
政
治
の
表
舞
台
に
登
場
す
る
。「
岐
路
に
た
つ
吉
田
内
閣
」

（『
朝
日
新
聞
』一
月
一
日
）　

、「
教
授
グ
ル
ー
プ
の
有
沢
氏
も
転
換
に
一
役　

首
相
政
局
収
拾
に
慎
重
」、「
有
沢
、鈴
木（
茂
）

会
談
」、「
愛
さ
れ
る
内
閣
を　

国
民
の
声
を
有
沢
氏
代
表
」（『
読
売
新
聞
』
一
月
一
○
・
一
三
・
一
六
日
）
な
ど
の
報
道
が

そ
れ
を
伝
え
て
い
る
。
吉
田
は
、
ゼ
ネ
ス
ト
が
必
至
と
な
る
状
況
の
中
で
、
経
済
政
策
だ
け
で
な
く
政
治
工
作
に
お
い
て

も
、
彼
ら
の
助
力
を
得
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

一
月
二
九
日
、
首
相
官
邸
で
吉
田
・
幣
原
・
片
山
哲
の
三
党
党
首
会
談
が
行
わ
れ
、
①
社
会
党
は
石
橋
の
留
任
を
認
め
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る
こ
と
、
②
協
同
民
主
党
の
入
閣
は
難
し
い
こ
と
、
③
社
会
党
の
ポ
ス
ト
は
四
つ
と
す
る
こ
と
、
で
連
立
の
合
意
を
得

た　

。
片
山
は
、
第
一
次
交
渉
で
辞
任
を
求
め
て
い
た
石
橋
の
留
任
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
第
一
次
交
渉

で
総
辞
職
に
は
同
意
し
て
も
、
石
橋
の
辞
任
は
同
意
し
な
か
っ
た
吉
田
の
反
対
以
外
あ
り
え
な
い
。
こ
う
し
て
連
立
は
成

立
し
た
か
に
見
え
た
も
の
の
、
社
会
党
中
央
執
行
委
員
会
で
全
員
一
致
の
反
対
に
遭
う　

。
石
橋
留
任
が
最
大
の
理
由
で

あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
う
し
て
連
立
交
渉
は
再
び
失
敗
に
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

吉
田
が
教
授
グ
ル
ー
プ
に
近
づ
い
た
の
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
当
初
は
大
内
・
東
畑
へ
の
閣
僚
就
任
要
請
の

同
じ
く
Ｇ
Ｈ
Ｑ
を
、
つ
い
で
社
会
党
や
労
働
組
合
を
意
識
し
て
の
こ
と
だ
っ
た
と
み
て
間
違
い
な
い
。
な
お
有
沢
は
、
外

相
を
兼
任
す
る
吉
田
の
も
と
、
大
内
が
主
宰
す
る
外
務
省
特
別
調
査
委
員
会
で
、
一
九
四
六
年
九
月
に
「
日
本
経
済
再
建

の
基
本
問
題
」　

を
ま
と
め
た
中
心
人
物
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
報
告
書
は
英
訳
さ
れ
て
Ｅ
Ｓ
Ｓ
に
も
提
出
さ
れ
、
好
評
を

得
て
い
る　

た
め
、
戦
後
補
償
問
題
で
石
橋
と
対
立
し
た
Ｅ
Ｓ
Ｓ
か
ら
、
吉
田
に
対
し
て
教
授
グ
ル
ー
プ
起
用
の
示
唆
が

あ
っ
た
可
能
性
も
ま
た
否
定
で
き
な
い
。
こ
う
し
て
吉
田
は
、
教
授
グ
ル
ー
プ
を
重
用
し
、
彼
ら
も
閣
外
で
吉
田
を
支
え

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

増
田
は
、
吉
田
と
石
橋
の
間
に
「
感
情
的
齟
齬
」
が
生
じ
た
の
は
、「
吉
田
が
し
だ
い
に
湛
山
の
積
極
財
政
政
策
に
不
安

を
持
ち
始
め
、
代
わ
っ
て
有
沢
広
巳
東
京
大
学
教
授
ら
学
者
グ
ル
ー
プ
を
重
用
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
」
と
見
な
し
、
両

者
は
「
経
済
面
の
み
な
ら
ず
、
政
治
面
、
つ
ま
り
社
会
党
と
の
連
立
問
題
と
、
そ
れ
に
関
連
し
た
閣
僚
人
事
問
題
が
加
わ
っ

て
、
い
っ
そ
う
離
反
す
る
こ
と
に
な
っ
た
」
と
評
し
て
い
る　

。
し
か
し
、
筆
者
の
解
釈
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

吉
田
が
教
授
グ
ル
ー
プ
の
意
見
主
張
を
政
策
に
反
映
さ
せ
た
の
は
事
実
で
あ
る
。
そ
う
で
は
あ
っ
て
も
、
吉
田
内
閣
の

財
政
政
策
の
主
柱
と
な
っ
た
石
橋
主
導
の
復
金
に
よ
る
石
炭
増
産
策
は
、
教
授
グ
ル
ー
プ
の
傾
斜
生
産
方
式
が
明
確
な
成
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果
を
見
せ
な
い
ま
ま
と
な
っ
た
の
に
対
し
て
、
片
山
哲
内
閣
時
に
は
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た　

。
吉
田
は
、
社

会
党
と
の
連
立
交
渉
に
お
い
て
、
社
会
党
の
石
橋
辞
任
要
求
に
一
度
も
首
を
縦
に
振
ら
な
か
っ
た
。
任
命
者
と
し
て
の
メ

ン
ツ
を
守
ろ
う
と
し
た
と
解
釈
も
で
き
る
が
、
第
二
次
連
立
交
渉
失
敗
を
受
け
て
、
内
閣
改
造
を
行
っ
た
際
に
も
、
石
橋

を
留
任
さ
せ
て
い
る
。
他
方
、
石
橋
も
、
第
三
次
連
立
交
渉
を
自
ら
買
っ
て
出
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
少
な

く
と
も
こ
の
時
点
で
は
、
両
者
に
「
感
情
的
な
齟
齬
」、
ま
し
て
「
離
反
」
が
生
じ
て
い
た
と
は
認
め
が
た
い
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
教
授
グ
ル
ー
プ
は
、
自
ら
が
主
体
と
な
っ
て
動
い
た
社
会
党
と
の
連
立
交
渉
が
失
敗
に
終
わ
っ
た
こ

と
に
加
え
、
内
閣
改
造
の
際
に
有
沢
（
安
本
長
官
）、
中
山
（
同
）、
東
畑
（
農
相
）
が
吉
田
の
入
閣
要
請
を
拒
否
し
た　

こ
と
に
よ
り
、
そ
の
影
響
力
を
失
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　

第
四
章　

第
三
次
連
立
交
渉
か
ら
公
職
追
放
へ

　

石
橋
は
、「
教
授
グ
ル
ー
プ
」が
吉
田
の
下
を
去
っ
た
後
、社
会
党
と
の
連
立
交
渉
に
乗
り
出
す
。
す
な
わ
ち
石
橋
は
、『
日

記
』
に
よ
れ
ば
、
二
月
二
日
に
松
岡
駒
吉
、
三
日
に
平
野
、
河
合
義
一
、
枝
木
輝
男
と
面
会
し
、
さ
ら
に
六
日
に
は
、
官

邸
で
西
尾
と
初
め
て
の
会
談
を
行
っ
た
。
後
述
す
る
九
日
の
会
談
に
お
け
る
社
会
党
の
参
加
者
は
、
水
谷
長
三
郎
を
除
き
、

こ
れ
ら
の
面
会
者
と
同
一
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
連
立
交
渉
の
ス
タ
ー
ト
は
二
月
二
日
と
見
な
し
た
い
。

　

連
立
交
渉
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
交
渉
当
事
者
で
あ
る
石
橋
の
日
記
と
回
想
録
、
西
尾
の
回
想
録　

に
詳
し
い
。
石
橋

の
回
想
録
の
出
版
は
連
立
交
渉
か
ら
四
年
後
の
一
九
五
一
年
、
西
尾
の
そ
れ
は
約
二
○
年
後
の
吉
田
死
去
の
翌
年
に
あ
た

る
一
九
六
八
年
の
こ
と
で
、
し
か
も
、「
石
橋
湛
山
氏
や
、
出
射
元
検
事
の
よ
う
な
事
件
関
係
者
に
は
わ
ざ
わ
ざ
面
接
し
、
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そ
の
談
話
を
傍
証
と
し
て
そ
の
ま
ま
掲
載
す
る
こ
と
に
し
た
」　

も
の
で
あ
る
。
西
尾
は
、
吉
田
が
亡
く
な
る
前
の
月
に

あ
た
る
一
九
六
七
年
九
月
か
ら
執
筆
を
開
始
し
て
い
る　

た
め
、
石
橋
の
証
言
は
吉
田
の
死
後
と
み
て
差
し
支
え
な
か
ろ

う
。
し
た
が
っ
て
、
当
然
の
ご
と
く
、
西
尾
の
吉
田
に
対
す
る
評
価
は
手
厳
し
い
。
こ
れ
に
対
し
吉
田
は
、
連
立
交
渉
に

つ
い
て
多
く
を
語
っ
て
い
な
い　

。
こ
の
点
を
踏
ま
え
た
上
で
、
交
渉
が
失
敗
に
終
わ
る
ま
で
の
経
緯
を
検
証
し
て
い
く
。

　

増
田
は
、
こ
の
連
立
交
渉
に
つ
い
て
詳
細
に
分
析
し
、
吉
田
の
「
翻
意
」
に
そ
の
失
敗
の
原
因
を
求
め
て
い
る　

。
し

か
し
筆
者
は
、
増
田
と
は
見
解
を
異
に
し
て
い
る
。
そ
こ
で
以
下
、
交
渉
失
敗
に
至
る
過
程
を
検
証
す
る
。

　

石
橋
は
、「
い
さ
さ
か
物
好
き
の
き
ら
い
は
あ
っ
た
が
、
一
体
社
会
党
は
、
ど
ん
な
考
え
を
も
っ
て
い
る
の
か
を
知
り
た

か
っ
た
か
ら
で
あ
る
」　

と
連
立
交
渉
に
対
し
て
そ
れ
ま
で
の
消
極
的
な
姿
勢
を
翻
し
、
関
心
を
も
っ
た
理
由
を
語
っ
て

い
る
。
た
だ
、
こ
れ
で
は
動
機
と
し
て
深
い
意
味
が
あ
っ
た
よ
う
に
は
受
け
取
れ
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
回
想
録
が
公
職

追
放
に
よ
っ
て
吉
田
と
袂
を
分
か
っ
た
後
に
執
筆
さ
れ
て
い
る
た
め
、
吉
田
の
た
め
だ
っ
た
と
は
認
め
た
く
な
か
っ
た
か

ら
だ
と
推
測
で
き
る
。

　

二
月
六
日
、
西
尾
は
「
わ
れ
わ
れ
の
も
っ
と
も
重
大
な
要
求
の
一
つ
は
、
あ
な
た
に
蔵
相
を
や
め
て
い
た
だ
く
こ
と
で

あ
る
」　

と
申
し
入
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
石
橋
は
「
イ
ヤ
、
自
分
が
大
蔵
大
臣
を
や
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
三
党
連
立
が

出
来
る
な
ら
ば
、
自
分
は
い
つ
で
も
や
め
る
用
意
が
あ
る
」　

と
返
答
し
、
こ
の
日
の
会
談
を
終
え
る
。
石
橋
は
、
こ
の

会
談
で
、「
社
会
党
も
現
在
の
時
局
に
か
ん
が
み
必
ず
し
も
吉
田
内
閣
に
協
力
す
る
こ
と
を
拒
む
も
の
で
な
い
こ
と
を
知
っ

た
」　

と
し
て
い
る
。
過
去
の
連
立
交
渉
と
同
じ
よ
う
に
、
第
三
次
連
立
交
渉
で
最
大
の
争
点
と
な
っ
た
の
は
、
石
橋
の

蔵
相
辞
任
問
題
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
石
橋
は
、
連
立
交
渉
を
成
功
に
導
く
こ
と
の
で
き
る
の
が
自
身
以
外
に
は
存
在

し
な
い
と
確
信
し
た
は
ず
で
あ
る
。
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二
月
八
日
、
中
央
各
紙
は
六
日
付
吉
田
宛
の
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
書
簡
を
報
道
す
る
。
い
わ
ゆ
る
総
選
挙
指
令
で
あ
る
。
前

年
一
一
月
の
日
本
国
憲
法
公
布
に
伴
っ
て
、
五
月
三
日
の
憲
法
施
行
前
後
の
実
施
が
当
然
視
さ
れ
て
い
た　

総
選
挙
は
、

こ
の
指
令
に
よ
っ
て
具
体
的
な
日
程
を
定
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
日
、
石
橋
は
「〔
午
後
〕
五
時
宮
内
省
に
て
吉
田
総
理
に
面
会
、
社
会
党
と
の
交
渉
の
内
諾
を
受
く
」
と
『
日
記
』

に
記
し
て
い
る
。
吉
田
は
、
石
橋
の
連
立
交
渉
開
始
の
打
診
に
対
し
、「
出
来
れ
ば
、
も
と
よ
り
望
む
と
こ
ろ
、
結
構
だ
」　

と
同
意
を
与
え
て
い
る
。
で
は
、
そ
の
理
由
は
何
か
。

　

こ
の
頃
、
進
歩
党
主
導
に
よ
る
保
守
新
党
構
想
が
水
面
下
で
進
行
し
て
い
た
。
も
し
こ
の
構
想
が
成
立
す
る
と
、
政
権

へ
の
影
響
は
計
り
知
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
吉
田
は
、
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
も
と
、
総
選
挙
を
意
識
し
た
保
守
新
党
構
想
へ

の
対
抗
策
と
し
て
社
会
党
と
の
連
立
を
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

増
田
は
「
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
指
令
に
よ
り
、
政
治
的
関
心
は
一
時
的
な
挙
国
一
致
内
閣
の
樹
立
と
い
う
方
向
か
ら
、
総
選

挙
の
実
施
と
保
守
合
同
の
方
向
へ
と
移
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
吉
田
が
翻
意
し
た
最
大
の
理
由
は
こ
の
点
に
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
」　

と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
吉
田
は
、
増
田
も
認
め
て
い
る
よ
う
に
、
誰
よ
り
も
早
く
指
令
の
内
容
を
知
り

う
る
立
場
に
あ
り
、
な
お
か
つ
そ
れ
が
新
聞
に
よ
っ
て
報
じ
ら
れ
た
日
の
夕
刻
に
石
橋
の
交
渉
打
診
に
同
意
し
て
い
る
。

ま
た
、
増
田
は
、「
議
会
解
散
指
令
は
湛
山
周
辺
に
は
知
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
吉
田
は
こ
の
情
報
を
し
ば
ら
く
握
っ
て

い
た
わ
け
で
あ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る　

が
、
石
橋
は
「
二
月
七
日
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
か
ら
総
理
に
手
紙
が
あ
っ
て
、

議
会
を
解
散
し
、
新
憲
法
に
よ
り
総
選
挙
を
行
う
べ
き
む
ね
の
指
令
を
受
け
た
。
事
情
は
著
し
く
変
わ
っ
て
来
た
。
し
か

し
前
日
西
尾
君
と
話
し
あ
っ
た
こ
と
で
も
あ
り
、
吉
田
総
理
と
、
あ
ら
か
じ
め
打
ち
合
わ
せ
て
、
八
日
の
夕
刻
、
宮
内
庁

の
一
室
で
面
会
し
た
」　

と
回
想
し
て
い
る
。
石
橋
が
新
聞
報
道
の
前
日
に
、「
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
元
帥
か
ら
総
理
に
手
紙
が
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あ
っ
」
た
の
を
知
っ
た
の
は
、
当
然
吉
田
に
よ
る
情
報
提
供
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
総
選
挙
は
、
吉
田
に
と
っ
て
も
石
橋

に
と
っ
て
も
、
す
で
に
織
り
込
み
済
み
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
な
ら
ば
、
総
選
挙
指
令
は
吉
田
の
翻
意
の
理
由
と
は
な

ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
総
選
挙
は
、
具
体
的
な
日
程
は
別
と
し
て
、
憲
法
施
行
前
後
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
が
当

然
視
さ
れ
て
い
た
の
だ
か
ら
、
増
田
の
推
論
は
著
し
く
説
得
力
を
欠
く
。

　

こ
う
し
て
本
格
的
な
連
立
交
渉
は
、
吉
田
の
交
渉
開
始
容
認
の
翌
九
日
夕
方
か
ら
始
ま
り
、
一
〇
日
午
前
二
時
ま
で
に

次
の
よ
う
な
「
協
定
」
を
結
ぶ
に
至
っ
た
。

　
　

閣
員
は
自
五
、
進
四
、
社
四
、
協
民
・
国
民
各
一
、
各
党
よ
り
推
薦

　
　

自
は
総
理
兼
外
務
、
大
蔵
（
石
橋
）、
内
務
、
厚
生
、
無
任
所

　
　

進
は
通
信
、
商
工
、
無
任
所
二

　
　

社
は
農
林
、
運
輸
、
労
働
、
無
任
所

　
　

協
国
は
無
任
所

　
　

以
上
の
外
無
党
籍　

司
法
、
文
部
、
安
本
、
無
任
所
二

　
　

安
本
長
官
は
社
会
党
首
よ
り
党
外
人
を
推
薦

　
　

以
上
条
件
を
三
党
首
に
て
内
協
議
の
上
、
至
急
五
党
代
表
会
談
に
て
決
定
。
内
閣
総
辞
職
、
大
命
降

　

下
、
閣
員
決
定

　
　

協
定
外
の
注
意

　
　

一　

閣
員
数
（
十
九
）
現
在
ヨ
リ
二
名
増
加
ノ
要
ア
リ
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二　

安
本
は
中
山
見
当
ト
シ
片
山
氏
カ
ラ
自
進
両
党
総
裁
ニ
内
協
議

　
　

三　

増
田
無
任
所
ハ
石
炭
（
復
興
院
）
等
担
当
、
金
森
ハ
無
任
所

　
　

四　

政
策
協
定
ニ
ツ
キ
社
会
党
ノ
主
張
ヲ
大
巾
ニ
認
メ
ル
用
意
ア
リ

　
　

昭
和
二
十
二
年
二
月
十
日
午
前
二
時

　
　
　

会
同
者　

河
合
、
水
谷
、
西
尾
、
石
橋
（
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
枝
本
）　

　

注
目
す
べ
き
第
一
は
な
に
よ
り
も
石
橋
の
蔵
相
留
任
で
あ
る
。
社
会
党
と
の
連
立
交
渉
が
過
去
二
度
失
敗
に
終
わ
っ
た

の
が
、
社
会
党
の
石
橋
辞
任
要
求
を
吉
田
が
拒
否
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
八

日
の
吉
田
と
の
面
会
で
、
吉
田
が
石
橋
の
蔵
相
辞
任
の
意
思
を
認
め
な
か
っ
た
こ
と
以
外
考
え
ら
れ
な
い
。
第
二
は
、
閣

僚
ポ
ス
ト
の
大
半
が
進
歩
党
や
社
会
党
と
い
っ
た
非
自
由
党
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
る
と
い
う
挙
国
一
致
内
閣
と
な
っ
た
こ

と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の
連
立
交
渉
に
比
し
、
自
由
党
に
と
っ
て
大
幅
に
譲
歩
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
石
橋
留
任
を
社
会
党
に
認
め
さ
せ
る
た
め
に
は
、
そ
の
代
償
と
し
て
、
閣
僚
ポ
ス
ト
の
大

幅
譲
歩
や
財
政
政
策
を
は
じ
め
と
す
る
政
策
協
定
を
認
め
る
し
か
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、後
述
す
る
よ
う
に
、、

西
尾
ら
社
会
党
側
は
、
石
橋
の
蔵
相
留
任
を
認
め
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　

石
橋
は
、
こ
の
協
定
案
を
携
え
、
一
○
日
一
○
時
に
首
相
官
邸
で
吉
田
に
面
会
し
た
。
協
定
案
に
つ
い
て
の
詳
細
な
報

告
を
企
図
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
保
守
新
党
設
立
問
題
が
表
面
化
し
た
た
め
、
吉
田
と
十
分
な
話
し
合
い
の
時
間
を
確

保
で
き
な
か
っ
た
。
ち
な
み
に
石
橋
は
、
前
日
の
九
日
か
ら
進
歩
党
内
が
新
党
構
想
で
紛
糾
し
た
こ
と
を
『
日
記
』
に
記

し
て
い
る　

。
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こ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
一
一
日
の
『
読
売
新
聞
』
は
、
一
面
ト
ッ
プ
に
「
新
党
運
動
に
連
立
混
線　

石
橋
、
河
合
、

西
尾
会
談
も
織
り
交
ぜ
」
と
の
見
出
し
の
記
事
を
掲
載
す
る
。
ま
た
、
進
歩
党
の
若
手
は
、
連
立
交
渉
は
新
党
構
想
潰
し

だ
と
反
発
し
て
党
と
し
て
新
党
構
想
を
貫
く
こ
と
を
決
定
し
た
と
も
報
じ
て
い
る
。
保
守
新
党
党
首
に
擬
さ
れ
て
い
た
の

は
、
進
歩
党
党
首
の
幣
原
で
は
な
く
、
自
由
党
の
芦
田
均
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
芦
田
は
、
翌
一
二
日
「
初
幕
は

終
わ
っ
た
。
む
し
ろ
惨
敗
に
終
わ
っ
た
」　

と
新
党
構
想
の
失
敗
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
構
想
瓦
解
の
理
由
は
、
新
党
党

首
人
事
と
連
立
交
渉
を
め
ぐ
っ
て
進
歩
党
内
の
紛
争
に
発
展
し
た
こ
と
に
よ
る
。

　

石
橋
と
西
尾
は
、
一
二
日
夜
、
連
立
交
渉
を
再
開
し
、
翌
一
三
日
未
明
に
は
、「
連
立
の
構
想
」
案
を
成
文
と
す
る
と
こ

ろ
ま
で
こ
ぎ
つ
け
た
。
石
橋
は
、
当
初
こ
の
交
渉
に
臨
む
あ
た
り
、
一
二
日
の
『
朝
日
新
聞
』
が
「
石
橋
自
ら
〔
国
務
相

へ
の
〕
横
す
べ
り
を
決
意
し
た
」
と
報
じ
て
い
る
よ
う
に
、
蔵
相
か
ら
国
務
相
に
転
じ
る
こ
と
で
社
会
党
と
の
妥
協
成
立

を
図
ろ
う
と
し
て
い
た
。
こ
の
横
す
べ
り
案
は
、
社
会
党
が
石
橋
の
蔵
相
辞
任
を
あ
く
ま
で
要
求
し
、
吉
田
が
こ
れ
を
認

め
な
い
以
上
、
石
橋
に
と
っ
て
社
会
党
と
の
連
立
を
成
立
さ
せ
る
唯
一
の
方
法
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

　

し
か
し
翌
一
三
日
の
同
紙
は
、
石
橋
の
事
実
上
の
蔵
相
辞
任
が
「
自
由
党
の
面
目
に
関
わ
る
重
大
問
題
」
だ
と
す
る
大

野
伴
睦
幹
事
長
と
大
久
保
留
次
郎
総
務
の
反
対
に
よ
っ
て
石
橋
が
翻
意
し
た
と
報
じ
て
い
る
。
同
時
に
、一
二
日
に
吉
田
・

幣
原
・
石
橋
の
会
談
が
行
わ
れ
、
そ
こ
で
石
橋
の
横
す
べ
り
は
難
し
い
と
の
結
論
に
達
し
た
模
様
と
も
伝
え
た
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
石
橋
は
、
一
○
日
午
前
の
吉
田
へ
の
不
十
分
な
説
明
と
会
談
の
あ
と
に
自
ら
横
す
べ
り
案
を
提
起
し
た
も
の
の
、

一
二
日
の
吉
田
・
幣
原
と
の
会
談
と
大
野
・
大
久
保
の
反
対
と
に
よ
っ
て
結
局
蔵
相
留
任
に
戻
っ
た
こ
と
に
な
る
。
吉
田

は
、
八
日
に
続
き
再
び
石
橋
の
蔵
相
辞
任
を
拒
否
し
た
よ
う
に
、
人
事
権
に
関
し
て
は
、
頑
と
し
て
こ
れ
を
譲
ら
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

（
87
）

036



第一次吉田茂内閣における石橋湛山  ―政治家への転身と挫折―

　

こ
の
た
め
、一
二
日
夜
か
ら
の
交
渉
で
は
、「
社
会
党
側
は
石
橋
氏
の
退
陣
ま
た
は
閣
内
横
す
べ
り
を
あ
く
ま
で
主
張
し
」

（『
読
売
新
聞
』
二
月
一
四
日
）
た
。
こ
の
結
果
、
西
尾
の
回
想
録
に
よ
れ
ば
、
最
終
的
に
は
一
〇
日
成
立
し
た
協
定
と
同

じ
く
自
由
党
に
「
総
理
兼
外
相
、
大
蔵
、
内
務
、
厚
生
、
無
任
所
」
の
五
閣
僚
が
割
り
当
て
ら
れ
た
上
で
、
石
橋
と
の
間

に
次
の
よ
う
な
「
了
解
事
項
」
が
成
立
し
た
と
い
う
。

　

右
〔
連
立
内
閣
の
構
想
〕
の
内
容
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
社
会
党
の
か
ね
て
の
主
張
で
あ
る
石
橋
蔵
相
の
進
退
に

つ
い
て
、
何
ら
ふ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
石
橋
氏
は
当
時
副
総
理
格
で
あ
り
、
閣
僚
の
地
位
を
離

れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
こ
で
、
何
ら
か
の
閣
僚
の
ポ
ス
ト
に
残
る
が
、
大
蔵
大
臣
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
了
解

が
つ
い
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
了
解
事
項
に
つ
い
て
、
私
は
必
ず
し
も
党
内
を
説
得
す
る
自
信
は
な
か
っ
た

が
、
出
来
る
だ
け
や
っ
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
で
話
が
つ
い
た
の
で
あ
る　

。

　

社
会
党
で
は
、
西
尾
が
「
必
ず
し
も
党
内
を
説
得
す
る
自
信
は
な
か
っ
た
」
よ
う
に
、
石
橋
が
た
と
え
横
す
べ
り
で
も

閣
内
に
と
ど
ま
る
の
で
あ
れ
ば
、
反
対
論
が
噴
出
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
。
し
か
し
、
西
尾
の
回
想
が
事
実
な
ら
、
自

由
党
内
の
意
思
に
反
し
て
横
す
べ
り
を
受
け
入
れ
た
石
橋
も
、
そ
の
説
得
は
困
難
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
「
了
解

事
項
」
は
、こ
れ
ま
で
の
連
立
交
渉
の
経
緯
か
ら
判
断
し
て
も
、横
す
べ
り
案
で
さ
え
党
内
の
説
得
に
自
信
を
持
て
な
か
っ

た
西
尾
が
、
石
橋
の
蔵
相
留
任
に
同
意
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
た
め
、
ほ
ぼ
事
実
と
見
な
し
て
差
し
支
え
な
か
ろ
う
。

　

ま
た
、
だ
か
ら
こ
そ
、
両
者
は
一
〇
日
の
「
協
定
」
案
に
基
づ
き
、「
そ
こ
で
善
は
急
げ
で
、
さ
っ
そ
く
明
十
三
日
午
前

十
一
時
を
期
し
て
、
三
党
幹
事
長
会
談
を
行
い
、
午
後
五
時
に
は
各
党
の
了
解
を
取
付
け
た
う
え
、
五
党
代
表
者
会
議
を
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開
き
、
そ
こ
で
一
切
を
最
終
決
定
」
し
、「
十
四
日
午
前
中
に
吉
田
内
閣
は
総
辞
職
し
、
即
日
連
立
内
閣
を
組
織
す
る
と
い

う
段
取
り
ま
で
、
手
順
を
す
っ
か
り
き
め
」
た　

の
で
は
な
か
っ
た
か
。
い
わ
ば
、
自
社
連
立
に
と
っ
て
最
大
の
障
害
で

あ
っ
た
石
橋
の
蔵
相
留
任
を
横
す
べ
り
と
い
う
「
了
解
事
項
」
の
も
と
に
い
っ
た
ん
棚
上
げ
に
し
、
一
気
呵
成
に
連
立
内

閣
成
立
ま
で
持
っ
て
い
く
シ
ナ
リ
オ
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
ま
た
、『
日
記
』
に
の
み
掲
げ
ら
れ
た
一
〇
日
の
「
協
定
」
案
の
う
ち
、「
大
蔵
（
石
橋
）」
の
「（
石
橋
）」
と
は
、

吉
田
の
意
を
ふ
ま
え
た
石
橋
が
主
張
（
記
入
）
し
た
も
の
で
あ
っ
て
も
、
西
尾
ら
社
会
党
側
の
同
意
が
得
ら
れ
て
い
た
わ

け
で
は
決
し
て
な
く
、
協
定
案
そ
れ
自
体
の
文
言
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
両
者
の
間
で
政
策
協
定
な
ど
の
詰
め

を
含
め
た
再
度
の
交
渉
が
約
束
さ
れ
、
石
橋
は
そ
の
一
二
日
の
交
渉
を
前
に
「
自
ら
横
す
べ
り
を
決
意
し
た
」（
一
二
日
付

『
朝
日
新
聞
』）
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
石
橋
の
独
断
と
な
っ
た
は
、
一
〇
日
の
吉
田
と
の
会
談
が
十
分
な
時
間
を
確
保
で
き

ず
、
仮
に
提
案
し
た
と
し
て
も
吉
田
に
一
蹴
さ
れ
る
の
は
明
ら
か
だ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

一
三
日
に
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
三
党
幹
事
長
会
談
が
一
一
時
か
ら
予
定
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
大
野
は
こ

れ
に
欠
席
す
る
。
石
橋
は
、
西
尾
に
対
し
、
こ
の
時
の
状
況
を
「
あ
の
十
三
日
の
午
前
十
一
時
に
、
大
野
や
大
久
保
が
や
っ

て
こ
な
い
の
で
、
総
理
官
邸
に
行
っ
て
み
た
と
こ
ろ
が
、
吉
田
と
大
野
と
大
久
保
と
三
人
で
何
か
ヒ
ソ
ヒ
ソ
話
し
て
い
て
、

私
が
行
く
と
連
立
の
話
は
や
め
る
こ
と
に
し
た
と
、
吉
田
が
言
う
の
で
あ
る
」　

と
証
言
し
て
い
る
。
こ
れ
が
吉
田
の
い

わ
ゆ
る
「
翻
意
」
で
あ
る
。

　

で
は
吉
田
の
「
翻
意
」
の
理
由
と
は
何
か
。
第
一
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
保
守
新
党
構
想
の
崩
壊
で
あ
る
。
そ
れ
は
、

吉
田
に
と
っ
て
、
社
会
党
と
連
立
す
る
必
要
性
が
失
わ
れ
た
こ
と
を
意
味
し
た
。
第
二
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、

自
由
党
が
石
橋
の
蔵
相
留
任
を
主
張
し
た
代
償
と
し
て
、
連
立
の
内
容
が
社
会
党
に
大
幅
に
譲
歩
し
た
も
の
と
な
っ
た
こ

（
89
）

（
90
）

038



第一次吉田茂内閣における石橋湛山  ―政治家への転身と挫折―

と
で
あ
る
。
加
え
て
、
自
身
の
内
閣
総
辞
職
と
大
命
降
下
の
シ
ナ
リ
オ
ま
で
で
き
あ
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
が
吉
田
の
プ

ラ
イ
ド
を
い
た
く
刺
激
し
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
連
立
の
必
要
性
が
失
わ
れ
た
い
ま
、
閣
僚
人
事
や
政
策
協
定　

に
み
る
よ
う
に
社
会
党
と
ほ
と
ん
ど
対
等
に
近
い
連
立
な
ど
、
吉
田
が
一
顧
だ
に
す
る
は
ず
も
な
か
っ
た
。
し
か
し
石
橋

は
、
そ
の
日
記
や
回
想
録
に
み
る
限
り
、
ひ
た
す
ら
交
渉
成
立
の
み
を
目
的
に
向
け
て
奔
走
し
、
こ
う
し
た
吉
田
の
思
惑

や
保
守
新
党
構
想
を
め
ぐ
る
状
況
の
変
化
を
理
解
し
て
い
た
と
は
言
い
難
い
。

　

一
六
日
、
社
会
党
で
は
、
新
聞
の
観
測
記
事
の
と
お
り
、
中
央
委
員
会
に
お
い
て
連
立
反
対
が
決
議
さ
れ
た　

。
自
由

党
の
み
な
ら
ず
、
社
会
党
の
反
対
に
よ
っ
て
連
立
が
失
敗
に
終
わ
っ
た
以
上
、
増
田
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
そ
の
原
因
を

も
っ
ぱ
ら
吉
田
の
「
翻
意
」
に
帰
す
の
は
当
を
得
て
い
な
い
。
確
か
に
吉
田
の
行
動
に
よ
っ
て
、
石
橋
・
西
尾
ら
の
短
期

決
戦
の
シ
ナ
リ
オ
が
崩
れ
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
そ
れ
が
両
者
に
と
っ
て
納
得
し
が
た
い
も
の
と
映
っ
た
の
は
当
然
で
あ

る
。
し
か
し
、
自
社
の
連
立
交
渉
は
、
石
橋
・
西
尾
の
「
了
解
事
項
」
に
基
づ
き
、
石
橋
の
蔵
相
留
任
問
題
を
棚
上
げ
に

し
た
ま
ま
の
こ
の
シ
ナ
リ
オ
で
は
、
た
と
え
吉
田
の
「
翻
意
」
が
な
く
て
も
、
三
党
幹
事
長
会
談
あ
る
い
は
五
党
代
表
者

会
議
の
時
点
で
決
裂
す
る
公
算
が
高
か
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
よ
っ
て
、
西
尾
に
対
す
る
石
橋
の
証
言
は
、
事
実

に
は
相
違
な
か
っ
た
ろ
う
が
、
自
ら
の
失
敗
の
責
任
を
吉
田
に
押
し
つ
け
、
故
人
に
鞭
打
つ
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
石
橋
が
自
ら
の
公
職
追
放
を
め
ぐ
る
吉
田
の
対
応
に
い
か
に
深
い
怨
念
を
抱
い
て
い
た
か
を
示
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
検
証
し
て
き
た
よ
う
に
、
連
立
交
渉
に
お
け
る
石
橋
の
対
応
は
、
そ
の
場
し
の
ぎ
と
の
批
判
を
免
れ
な
い
だ

ろ
う
。
石
橋
は
、
本
人
も
認
め
て
い
る　

よ
う
に
、
十
分
な
覚
悟
と
周
到
な
準
備
の
も
と
に
連
立
交
渉
に
臨
ん
だ
と
は
到

底
言
え
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
自
ら
を
隘
路
に
追
い
込
ん
で
い
っ
た
最
大
の
要
因
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

周
知
の
よ
う
に
、
こ
の
連
立
交
渉
失
敗
の
後
、
石
橋
は
、
Ｇ
Ｓ
が
五
月
二
日
に
日
本
政
府
に
発
し
た
覚
書
に
基
づ
き
公 （
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職
追
放
に
な
っ
た
。
増
田
は
、
こ
の
公
職
追
放
で
、「
吉
田
が
閣
僚
で
あ
る
自
分
を
救
わ
な
か
っ
た
、
と
い
う
よ
り
も
、
吉

田
の
言
行
不
一
致
の
態
度
に
湛
山
は
怒
っ
た
。
さ
ら
に
後
年
吉
田
が
鳩
山
の
場
合
と
同
様
、
湛
山
の
追
放
解
除
を
阻
止
し

た
こ
と
が
怨
念
と
な
っ
た
」　

と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
と
く
に
異
論
は
な
い
。
た
だ
、
増
田
の
い
う
吉

田
が
石
橋
の
追
放
解
除
要
請
を
積
極
的
に
は
行
わ
な
か
っ
た
と
い
う
不
作
為
の
作
為
、
さ
ら
に
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
疑

問
が
残
る
。

　

確
か
に
、
吉
田
は
石
橋
の
追
放
に
つ
い
て
解
除
要
請
を
行
わ
な
か
っ
た
。
で
は
、
な
ぜ
、
吉
田
は
石
橋
の
追
放
解
除
の

た
め
に
動
か
な
か
っ
た
の
か
。
次
の
よ
う
な
消
極
的
な
理
由
と
積
極
的
な
理
由
が
推
測
で
き
る
。

　

消
極
的
な
理
由
に
は
、
総
選
挙
に
よ
っ
て
第
二
党
と
な
っ
た
死
に
体
内
閣
の
首
相
と
し
て
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
意
思
に
反
し
て
解

除
要
請
を
行
う
こ
と
は
残
さ
れ
た
時
間
か
ら
い
っ
て
も
無
駄
な
努
力
と
認
識
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
挙
げ
ら
れ
る
。
吉
田

は
、
三
月
二
三
日
に
追
放
中
の
元
自
由
党
総
務
松
野
鶴
平
と
前
三
井
鉱
山
社
長
田
代
壽
雄
、
四
月
二
日
に
元
ソ
連
大
使
佐

藤
尚
武
、
四
月
二
一
日
に
内
閣
書
記
官
と
し
て
幣
原
内
閣
を
支
え
、
民
主
党
の
結
成
に
参
画
し
た
楢
橋
渡
の
追
放
解
除
あ

る
い
は
追
放
一
時
解
除
を
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
求
め
て
い
る　

も
の
の
、
石
橋
と
同
じ
く
五
月
に
追
放
と
な
っ
た
河
合
良
成
、
膳
桂

之
助
、
石
井
光
次
郎
の
四
閣
僚
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
も
解
除
要
請
を
行
っ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
し
て
石
橋
は
、
吉

田
に
と
っ
て
、
た
と
え
ば
松
野
が
吉
田
内
閣
の
生
み
の
親
と
も
い
う
べ
き
人
物
、
佐
藤
が
外
務
省
の
後
輩
と
し
て
旧
知
の

間
柄
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
自
ら
が
蔵
相
に
引
き
立
て
て
や
っ
た
人
物
で
あ
る
。
吉
田
が
そ
の
よ
う
な
人
物
に
対
し
、
自

ら
の
内
閣
の
総
辞
職
が
目
前
に
迫
っ
た
段
階
で
、
こ
と
さ
ら
温
情
を
か
け
る
必
要
は
な
い
と
感
じ
て
い
た
と
し
て
も
な
ん

ら
不
思
議
で
は
な
い
。
こ
の
消
極
的
な
理
由
と
増
田
説
と
の
決
定
的
な
違
い
は
、
吉
田
の
石
橋
に
対
す
る
悪
意
が
存
在
し

て
い
な
い
こ
と
、
あ
っ
た
と
し
て
も
追
放
解
除
要
請
を
行
わ
な
か
っ
た
理
由
と
は
な
り
え
な
い
こ
と
で
あ
る
。

（
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）

（
95
）
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こ
れ
に
対
し
、
積
極
的
な
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
石
橋
が
連
立
交
渉
の
過
程
で
、
閣
僚
の
党
配
置
を
決
め
る

こ
と
で
、
吉
田
の
閣
僚
人
事
権
に
介
入
し
た
こ
と
で
あ
る
。
吉
田
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
鳩
山
か
ら
自
由
党
総

裁
就
任
要
請
を
内
閣
の
人
事
に
は
干
渉
し
な
い
こ
と
を
条
件
に
引
き
受
け
た
。
し
た
が
っ
て
閣
僚
の
人
事
権
こ
そ
は
、
党

内
基
盤
が
脆
弱
な
吉
田
に
と
っ
て
、
自
ら
の
権
力
の
源
泉
と
意
識
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
石
橋
は
、
吉
田
の
た
め
に

動
い
た
連
立
交
渉
に
よ
っ
て
こ
れ
に
抵
触
し
、
当
人
の
怒
り
を
買
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
あ
く
ま
で
推
論
に
過

ぎ
な
い
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
増
田
説
は
、
吉
田
が
自
由
党
内
に
お
け
る
石
橋
の
台
頭
に
「
警
戒
心
」　

や
「
恐
れ
」　

を
抱
い
た
こ

と
が
そ
の
前
提
と
な
っ
て
初
め
て
成
立
す
る
解
釈
で
あ
る
。
し
か
し
吉
田
は
、
こ
れ
を
証
拠
立
て
る
言
動
を
一
切
残
し
て

い
な
い
の
で
あ
る
。

　

ま
た
石
橋
は
、
蔵
相
と
し
て
は
少
な
く
と
も
そ
の
在
任
中
に
明
ら
か
な
成
果
を
ほ
と
ん
ど
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
イ

ン
フ
レ
の
昂
進
や
戦
時
補
償
問
題
に
お
け
る
失
敗
を
は
じ
め
と
し
て
、
む
し
ろ
失
点
の
ほ
う
が
多
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
な

石
橋
を
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
忌
避
や
社
会
党
な
ど
の
辞
任
要
求
か
ら
守
り
、
蔵
相
と
し
て
起
用
し
続
け
た
の
が
吉
田
だ
っ
た
。
無
論
、

吉
田
が
社
会
党
の
再
三
に
わ
た
る
石
橋
辞
任
の
要
求
を
は
ね
つ
け
た
最
大
の
理
由
は
、
そ
れ
が
自
ら
の
人
事
権
に
対
す
る

干
渉
と
み
な
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
吉
田
は
、
戦
後
補
償
問
題
に
お
け
る
石
橋
の
辞
意
表
明
を
相
手

に
せ
ず
、
内
閣
改
造
で
は
石
橋
を
留
任
さ
せ
て
も
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
重
い
。
筆
者
が
増
田
説
に
同
意
で
き
な

い
所
以
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
、
石
橋
の
政
治
家
へ
の
転
身
は
、
公
職
追
放
に
よ
っ
て
挫
折
に
終
わ
っ
た
か
の
よ
う
に
み
え
た
。
す
で
に
齢

六
〇
歳
を
超
え
て
い
た
石
橋
に
と
っ
て
、
残
さ
れ
た
時
間
は
必
ず
し
も
多
く
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
石
橋
は
、

（
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）

（
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）
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一
九
五
一
年
、
四
年
余
の
雌
伏
の
時
を
経
て
、
再
び
政
治
の
表
舞
台
に
登
場
す
る
。
そ
こ
で
は
、
石
橋
は
鳩
山
と
と
も
に

打
倒
吉
田
に
動
き
、
反
吉
田
勢
力
の
一
翼
を
担
う
こ
と
と
な
る
。

　
　

お
わ
り
に

　

石
橋
は
、
た
と
え
ば
戦
時
補
償
問
題
で
は
、
占
領
軍
を
解
放
軍
と
見
誤
っ
た
こ
と
や
ア
メ
リ
カ
ン
・
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
に

対
す
る
過
度
の
信
頼
か
ら
、
交
渉
相
手
で
あ
る
Ｅ
Ｓ
Ｓ
や
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
存
在
・
権
力
を
軽
視
し
て
自
己
の
主
張
を
ご
り
押
し

し
た
結
果
、
挫
折
を
味
わ
っ
た
。
石
橋
は
、
政
治
家
と
し
て
当
然
と
も
い
え
る
妥
協
に
よ
っ
て
実
利
を
得
て
い
く
と
い
う

手
法
に
欠
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
吉
田
に
辞
意
を
表
明
し
て
軽
く
あ
し
ら
わ
れ
た
よ
う
に
、
政
治
家
と
し
て
の
責

任
観
念
に
つ
い
て
も
疑
問
を
抱
か
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
蔵
相
時
代
の
石
橋
は
、
こ
の
戦
時
補
償
問
題
に
限
ら
ず
、
二
・

一
ゼ
ネ
ス
ト
へ
の
対
応
や
社
会
党
と
の
連
立
交
渉
と
い
っ
た
多
く
の
場
面
で
状
況
認
識
の
甘
さ
を
さ
ら
け
出
し
、
政
治
家

と
し
て
の
未
熟
さ
を
露
呈
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
し
て
み
る
と
、「
他
人
の
言
動
・
意
見
に
影
響
さ
れ
ず
、
つ
ね
に
自
分
の
信
念
を
中
心
に
、
大
胆
・
無
遠
慮

に
行
動
す
る
の
は
、
政
治
家
石
橋
湛
山
の
行
動
パ
タ
ー
ン
」
と
の
姜
の
指
摘
は
、
少
な
く
と
も
第
一
次
吉
田
内
閣
期
に
お

い
て
は
、む
し
ろ
短
慮
か
ら
出
た
行
動
と
し
て
到
底
肯
定
的
に
評
価
で
き
る
も
の
で
な
い
。
そ
も
そ
も
、そ
の
よ
う
な
「
行

動
パ
ー
タ
ン
」
と
は
、果
た
し
て
「
政
治
家
石
橋
湛
山
」
の
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、戦
時
補
償
問
題
に
お
け
る
「
一

経
済
学
者
ト
シ
テ
ハ
司
令
部
案
ハ
「
ナ
ッ
テ
イ
ナ
イ
」
ト
思
フ
」
の
言
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
経
済
学
者
と
し
て
の
自

己
認
識
に
立
つ
が
ゆ
え
に
初
め
て
可
能
に
な
っ
た
「
行
動
パ
タ
ー
ン
」
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。　
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と
こ
ろ
で
、
大
内
は
、
第
一
次
吉
田
内
閣
が
総
辞
職
し
た
翌
年
に
あ
た
る
一
九
四
八
年
、『
世
界
』
に
「
日
本
経
済
の
断

層
に
立
ち
て
」
と
題
す
る
論
文
を
寄
せ
、「
自
由
党
の
吉
田
内
閣
は
有
名
な
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ニ
ス
ト
石
橋
湛
山
氏
を
蔵
相

に
迎
え
た
。
こ
の
政
権
は
既
存
の
資
本
の
イ
ン
タ
レ
ス
ト
を
守
る
べ
く
自
由
の
名
を
仮
り
、
公
然
と
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
促
進
し
た
」　

と
批
判
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
四
年
後
に
は
、
第
一
次
吉
田
内
閣
と
石
橋
に
よ
る
財
政
政
策
を
「
イ

ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
大
波
を
た
て
て
日
本
経
済
を
恐
慌
の
滝
に
向
か
っ
て
追
い
や
っ
て
い
た
。
吉
田
内
閣
は
右
の
如
く
に

し
て
放
漫
と
無
為
と
に
終
わ
っ
た
。
そ
れ
は
国
民
の
信
頼
を
失
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
」　

と
総
括
し
て
い
る
。

　

確
か
に
、
石
橋
の
財
政
政
策
は
、
国
民
に
多
大
の
犠
牲
を
強
い
る
結
果
と
な
っ
た
。
戦
争
に
よ
っ
て
破
綻
に
瀕
し
て
い

た
日
本
経
済
を
思
え
ば
、
酷
な
評
価
で
あ
る
こ
と
は
重
々
承
知
し
て
い
る
も
の
の
、
石
橋
は
国
民
生
活
に
全
責
任
を
負
う

と
い
う
政
治
家
と
し
て
の
十
分
な
覚
悟
だ
け
で
な
く
、
そ
の
適
性
を
も
欠
い
て
い
た
と
指
摘
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
石
橋
は

大
内
の
批
判
を
甘
受
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

し
か
し
そ
の
一
方
で
、
大
内
は
後
年
、
石
橋
に
対
し
て
「
日
本
の
戦
後
の
政
治
家
は
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
一
応
で
も
財

政
と
金
融
と
の
筋
が
わ
か
っ
て
い
て
、
そ
の
筋
に
よ
っ
て
政
治
を
や
ろ
う
と
し
た
人
物
は
一
人
も
い
な
か
っ
た
。
が
唯
一

人
、
石
橋
さ
ん
が
例
外
で
あ
っ
た
」
と
の
評
価
も
残
し
て
い
る　

。
確
か
に
こ
の
評
価
は
、
大
内
に
と
っ
て
石
橋
が
森
戸

事
件
の
頃
か
ら
の
知
己
の
間
柄
で
、
ほ
か
な
ら
ぬ
石
橋
本
人
の
業
績
を
編
ん
だ
全
集
に
寄
せ
た
文
章
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

割
り
引
い
て
理
解
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
は
、
吉
田
内
閣
の
経
済
政
策
の
主
柱
と
な
っ
た
石
橋
主
導

の
石
炭
増
産
策
が
、
片
山
内
閣
時
に
は
そ
の
目
標
を
達
成
し
た
こ
と
を
想
起
す
れ
ば
、
単
な
る
社
交
辞
令
と
し
て
看
過
す

る
こ
と
も
で
き
な
い
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
大
内
の
異
な
る
評
価
の
う
ち
に
、
石
橋
の
政
治
家
と
し
て
の
特
質
が
示
さ
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
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）
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）
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筆
者
は
、
敗
戦
直
後
に
お
け
る
所
感
に
お
い
て
、
石
橋
が
国
民
生
活
に
対
す
る
想
像
力
を
欠
い
て
い
た
と
指
摘
し
た
。

石
橋
自
身
は
、
二
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
に
至
る
過
程
で
大
蔵
省
職
員
組
合
と
の
労
使
交
渉
を
妥
結
に
導
い
た
こ
と
に
象
徴
さ
れ

る
よ
う
に
、
労
働
者
に
対
し
て
も
国
民
に
対
し
て
も
決
し
て
冷
淡
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
石
橋
の
眼
は
、
そ
の
出
発
点

が
小
日
本
主
義
に
あ
っ
た
こ
と
に
端
的
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
現
状
批
判
を
武
器
と
す
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
あ
る
い
は

経
済
学
者
と
し
て
、
常
に
未
来
に
向
け
ら
れ
て
い
た
。
再
び
敗
戦
直
後
の
所
感
に
戻
れ
ば
、
石
橋
は
「
日
本
の
発
展
の
為

め
」
に
政
治
家
に
転
身
し
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
財
政
・
金
融
政
策
も
、
本
来
、
長
期
的
な
視
野
に
立
つ
も

の
で
、
直
接
的
な
国
民
生
活
の
改
善
を
志
向
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
あ
り
て
い
に
言
え
ば
、
国
民
生
活
の
現
実
を
直

視
し
て
い
な
い
か
ら
こ
そ
、
石
橋
に
は
長
期
的
な
視
野
に
立
っ
た
財
政
・
金
融
政
策
が
可
能
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
大
内
の

政
治
家
石
橋
に
対
す
る
異
な
る
評
価
が
、
同
時
代
に
お
け
る
批
判
と
、
石
橋
が
政
界
を
退
い
て
か
ら
後
の
高
度
経
済
成
長

末
期
に
お
け
る
賞
賛
で
あ
る
こ
と
は
決
し
て
偶
然
で
は
な
い
。　

　

こ
れ
を
要
す
る
に
、
石
橋
湛
山
と
い
う
政
治
家
は
、
そ
の
活
動
の
全
期
間
を
通
じ
、「
町
の
経
済
学
者
」
と
し
て
の
初
心

を
貫
こ
う
と
し
た
点
に
こ
そ
、
そ
の
特
質
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

（
た
か
し
ま　

て
る
か
ず
・
文
学
研
究
科
日
本
文
化
専
攻
博
士
課
程
三
年
）

044



第一次吉田茂内閣における石橋湛山  ―政治家への転身と挫折―

［
註
］

（
１
）
中
村
隆
英
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
の
面
目
』（
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
九
五
年
）
三
五
八
頁
。

（
２
）
中
山
伊
知
郎
「
体
系
な
き
体
系　

石
橋
湛
山
」（
長
幸
男
編
『
石
橋
湛
山
―
人
と
思
想
―
』
東
洋
経
済
新
報
社
、一
九
七
四
年
）
二
六
四
頁
。

（
３
）
姜
克
實
『
石
橋
湛
山
』（
吉
川
弘
文
堂
、
二
○
一
四
年
）
一
四
五
頁
。

（
４
）
同
右
、
一
四
六
頁
。

（
５
）
増
田
弘
『
石
橋
湛
山
』（
中
央
公
論
社
、一
九
九
五
年
）
一
六
四
頁
、同
『
石
橋
湛
山
―
思
想
は
人
間
活
動
の
根
本
、動
力
な
り
―
』（
ミ

ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
○
一
七
年
）
二
一
二
頁
。

（
６
）
増
田
弘
『
石
橋
湛
山　

占
領
政
策
へ
の
抵
抗
』（
草
思
社
、
一
九
八
八
年
）
一
三
一
頁
。

（
７
）
増
田
弘
『
公
職
追
放
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
六
年
）
一
四
一
頁
。

（
８
）『
日
記
』
四
四
頁
。

（
９
）
清
沢
洌
『
暗
黒
日
記
』（
評
論
社
、
一
九
八
五
年
）
一
三
七
頁
。

（
１０
）
前
掲
増
田
『
石
橋
湛
山
』
一
四
四
～
一
四
六
頁
。
牧
野
邦
明
「
石
橋
湛
山
と
「
戦
時
経
済
特
別
調
査
室
」
―
名
古
屋
大
学
所
蔵
「
荒

木
光
太
郎
文
書
」
よ
り
―
」（『
自
由
思
想
』
第
一
三
五
号
、
石
橋
湛
山
記
念
財
団
、
二
○
一
四
年
一
一
月
）
三
八
～
五
四
頁
。「
荒
木
光
太

郎
文
書
」
に
は
、
戦
後
の
日
本
経
済
や
国
際
経
済
秩
序
に
つ
い
て
検
討
し
た
議
事
録
等
が
残
さ
れ
て
い
る
。
荒
木
は
そ
の
参
加
者
の
一

人
で
、
当
時
東
京
帝
国
大
学
経
済
学
部
教
授
。

（
１１
）
東
洋
経
済
新
報
社
百
年
史
刊
行
委
員
会
編
『
東
洋
経
済
新
報
社
百
年
史
』（
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
九
六
年
）
四
一
三
頁
。

（
１２
）
日
置
英
剛
『
新
・
大
国
史
年
表
』
第
八
巻
（
国
書
刊
行
会
、
二
○
一
二
年
）
二
九
九
～
三
一
二
頁
。

（
１３
）
石
橋
湛
山
『
湛
山
回
想
』（
毎
日
新
聞
社
、
一
九
五
一
年
）
三
一
二
頁
。

（
１４
）
前
掲
『
東
洋
経
済
新
報
社
百
年
史
』
六
六
八
頁
。

（
１5
）
小
林
一
三
『
小
林
一
三
日
記
』（
二
）（
阪
急
電
鉄
、
一
九
九
五
年
）
三
月
二
日
の
条
に
は
、「
夜
、
石
橋
湛
山
君
来
訪
、
七
六
、
宗
栄
、

加
多
丸
君
等
と
共
に
食
事
、
山
梨
県
代
議
士
立
候
補
の
相
談
で
あ
っ
た
が
ど
う
も
、
時
期
既
に
遅
し
で
楽
観
は
出
来
ぬ
と
い
ふ
七
六
君

の
説
明
で
あ
っ
た
」
と
あ
る
（
三
八
四
頁
）。

（
１６
）
衆
議
院
事
務
局
『
第
二
十
二
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙
一
覧
』（
同
、一
九
五
○
年
）（
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
所
蔵
）。
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こ
の
選
挙
は
大
選
挙
区
制
で
行
わ
れ
、
東
京
第
二
区
は
一
二
名
の
定
員
に
対
し
て
一
三
三
名
が
立
候
補
し
た
。
石
橋
は
法
定
得
票
数
に

も
届
か
な
い
二
八
、
○
四
四
票
の
二
○
位
で
あ
っ
た
。

（
１7
）
阿
部
眞
之
助
『
現
代
政
治
家
論
』（
文
藝
春
秋
新
社
、
一
九
五
四
年
）
二
四
五
頁
。

（
１８
）
小
林
前
掲
書
、
四
一
三
～
四
一
四
頁
。

（
１9
）
社
説
「
新
蔵
相
に
期
待
す
る
も
の
」（『
朝
日
新
聞
』
一
九
四
六
年
五
月
一
八
日
）。

（
２０
）
吉
田
茂
『
回
想
十
年
』
上
（
中
央
公
論
新
社
、
一
九
九
八
年
）
三
一
○
頁
。

（
２１
）
鳩
山
一
郎
「
鳩
山
一
郎
回
顧
録
」（『
特
集
文
藝
春
秋
』
一
九
五
七
年
四
月
号
、
文
藝
春
秋
新
社
）
三
六
頁
。

（
２２
）
大
内
兵
衛
「
落
第
大
蔵
大
臣
」『
経
済
学
五
十
年
』
下
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
○
年
）
三
四
一
頁
。

（
２３
）
中
村
隆
英
「
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
と
日
本
」（
同
編
『
占
領
期
日
本
の
政
治
と
経
済
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
九
年
）
一
○
頁
。　

（
２４
）
猪
木
正
道
『
評
伝
吉
田
茂
』
下
（
読
売
新
聞
社
、
一
九
八
一
年
）
二
七
七
頁
、
村
井
哲
也
『
戦
後
政
治
体
制
の
起
源
』（
藤
原
書
店
、

二
○
○
八
年
）
一
五
七
頁
。

（
２5
）『
朝
日
新
聞
』
一
九
四
七
年
二
月
一
日
。
ち
な
み
に
、
官
僚
出
身
に
は
増
田
甲
子
七
運
輸
相
、
佐
藤
栄
作
次
官
、
学
者
に
は
高
橋
誠
一

郎
文
相
が
そ
れ
ぞ
れ
該
当
す
る
。
こ
れ
に
入
閣
を
要
請
し
て
拒
否
さ
れ
た
教
授
グ
ル
ー
プ
の
三
人
を
加
え
れ
ば
、
い
か
に
吉
田
の
内
閣

改
造
が
学
者
に
偏
重
し
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。

（
２６
）
前
掲
鳩
山
「
鳩
山
一
郎
回
顧
録
」
三
五
頁
。

（
２7
）
前
掲
中
村
『
占
領
期
日
本
の
政
治
と
経
済
』
八
頁
。

（
２８
）『
朝
日
新
聞
』
一
九
四
五
年
一
○
月
一
八
日
。

（
２9
）
同
右
、
同
一
九
日
。

（
３０
）
前
掲
石
橋
『
湛
山
回
想
』
三
二
五
頁
。

（
３１
）
中
村
隆
英
著
『
昭
和
経
済
史
』
中
（
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
九
四
年
）
六
二
頁
。

（
３２
）
前
掲
石
橋
『
湛
山
回
想
』
三
二
五
頁
。

（
３３
）
同
右
、
三
二
六
頁
。

（
３４
）『
大
蔵
省
史
』
第
３
巻
（
大
蔵
財
務
協
会
、
一
九
九
八
年
）
一
七
～
一
八
頁
。
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（
３5
）
渡
辺
武
『
対
占
領
軍
交
渉
秘
録　

渡
辺
武
日
記
』（
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
八
三
年
）。

（
３６
）『
日
記
』
一
二
一
頁
。

（
３7
）
渡
辺
前
掲
書
、
一
七
頁
。

（
３８
）
石
橋
湛
山
「
蔵
相
時
代
を
振
り
返
っ
て
」
㊤
（『
自
由
思
想
』
第
一
八
号
、
石
橋
湛
山
記
念
財
団
、
一
九
八
一
年
二
月
）
三
四
頁
。

（
３9
）
渡
辺
前
掲
書
、
一
九
頁
。

（
４０
）
同
右
。

（
４１
）
前
掲
石
橋
「
蔵
相
時
代
を
振
り
返
っ
て
」
㊤
、
三
四
～
三
五
頁
。

（
４２
）
同
右
。

（
４３
）
渡
辺
前
掲
書
、
一
九
～
二
○
頁
。

（
４４
）
前
掲
石
橋
「
蔵
相
時
代
を
振
り
返
っ
て
」
㊤
、
三
五
頁
。

（
４5
）
袖
井
林
二
郎
編
訳
『
吉
田
茂
＝
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
往
復
書
簡
集
』（
講
談
社
、
二
○
一
二
年
）
一
三
○
～
一
三
二
頁
。

（
４６
）
前
掲
石
橋
「
蔵
相
時
代
を
振
り
返
っ
て
」
㊤
、
三
七
頁
。

（
４7
）
渡
辺
前
掲
書
、
一
九
頁
。

（
４８
）
前
掲
増
田
『
石
橋
湛
山
』
一
一
頁
。

（
４9
）
白
洲
次
郎
「
昭
和
経
済
史
へ
の
証
言
」（『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
第
四
四
巻
二
一
号
〈
通
巻
一
五
九
八
号
〉、
毎
日
新
聞
出
版
、
一
九
六
六

年
五
月
二
四
日
）
八
八
頁
。

（
5０
）渡
辺
前
掲
書
、二
○
頁
。
石
橋
が
辞
意
を
表
明
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
『
日
記
』
や
本
人
の
回
想
録
、吉
田
の
回
顧
録
に
は
記
載
が
な
い
。

（
5１
）『
近
代
日
本
総
合
年
表
』
第
四
版
（
岩
波
書
店
、
二
○
○
一
年
）
三
四
八
・
三
五
六
頁
。

（
5２
）
升
味
準
之
輔
『
戦
後
政
治
』
上
（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
三
年
）
二
○
○
～
二
○
三
頁
。

（
5３
）
西
尾
末
広
『
西
尾
末
広
の
政
治
覚
書
』（
毎
日
新
聞
社
、
一
九
六
八
年
）
七
四
頁
。　

（
5４
）
同
右
、
七
五
頁
。

（
55
）『
日
記
』
一
月
一
七
日
の
条
に
は
、「
午
後
二
時
よ
り
臨
時
閣
議
。
吉
田
総
理
の
社
会
党
と
の
連
立
内
閣
運
動
失
敗
の
経
緯
発
表
」
と
あ

る
（
一
七
二
頁
）。
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（
5６
）『
朝
日
新
聞
』
一
九
四
七
年
一
月
一
日
。

（
57
）
北
海
道
炭
礦
汽
船
『
石
炭
国
家
統
制
史
』（
日
本
経
済
研
究
所
、
一
九
五
八
年
）
六
○
二
、九
一
三
頁
。
石
炭
の
内
地
生
産
量
は

一
九
四
○
年
の
五
千
七
百
万
ト
ン
を
ピ
ー
ク
と
し
て
一
九
四
五
、四
六
年
は
い
ず
れ
も
二
千
二
百
万
ト
ン
と
大
幅
に
落
ち
込
ん
だ
。
当
時

汽
車
を
運
行
す
る
石
炭
は
も
と
よ
り
食
料
増
産
に
欠
か
せ
な
い
肥
料
の
生
産
も
ま
ま
な
ら
な
い
状
況
と
な
っ
て
お
り
、
早
急
に
こ
れ
を

改
善
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
。

（
5８
）
経
済
企
画
庁
戦
後
経
済
史
編
纂
室
『
戦
後
経
済
史
』
４
（
原
書
房
、
一
九
九
二
年
）
七
四
頁
。

（
59
）『
日
記
』
一
九
四
六
年
一
一
月
五
日
の
条
、
一
五
四
頁
。

（
６０
）『
日
記
』
一
九
四
七
年
一
月
三
○
日
の
条
、
一
七
六
頁
。

（
６１
）
前
掲
石
橋
『
湛
山
回
想
』
三
四
七
頁
。

（
６２
）
同
右
。

（
６３
）
同
記
事
は
、「
組
閣
当
時
か
ら
引
続
き
教
授
グ
ル
ー
プ
な
ら
び
に
同
傾
向
の
和
田
農
相
に
期
待
を
か
け
、
前
議
会
中
に
石
炭
、
重
油
対

策
に
有
沢
教
授
の
計
画
を
採
用
し
、
有
沢
氏
ら
も
ま
た
一
段
と
首
相
に
接
近
し
て
来
た
」
と
伝
え
て
い
る
。

（
６４
）
西
尾
前
掲
書
、
九
○
頁
。

（
６5
）
同
右
。

（
６６
）
中
村
隆
英
・
大
森
と
く
子
編
『
日
本
経
済
再
建
の
基
本
問
題
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
○
年
）
一
四
三
～
二
六
三
頁
。

（
６7
）
Ｅ
Ｓ
Ｓ
の
ボ
ク
ダ
ン
は
、「
財
政
金
融
再
建
の
項
は
よ
く
出
来
て
お
り
、自
分
が
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
に
読
ん
で
聞
か
せ
た
な
ど
と
述
べ
た
」

と
い
う
（
同
右
、
三
八
頁
）。

（
６８
）
前
掲
増
田
『
石
橋
湛
山　

占
領
政
策
へ
の
抵
抗
』
一
一
一
頁
～
一
三
一
頁
。

（
６9
）
原
田
泰
・
和
田
み
き
子
『
石
橋
湛
山
の
経
済
政
策
思
想
―
経
済
分
析
の
帰
結
と
し
て
の
自
由
主
義
、
民
主
主
義
、
平
和
主
義
』（
日
本

評
論
社
、
二
○
二
一
年
）
一
四
九
頁
。

（
7０
）
安
藤
良
雄
『
昭
和
経
済
史
へ
の
証
言
』
下
（
毎
日
新
聞
社
、
一
九
六
六
年
）
二
八
八
～
二
八
九
頁
。

（
7１
）
前
掲
石
橋
『
湛
山
回
想
』、
西
尾
前
掲
書
。

（
7２
）「
あ
と
が
き
」（
西
尾
前
掲
書
）
三
六
六
頁
。
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（
7３
）
同
右
、
三
六
五
頁
。

（
7４
）
吉
田
は
、「
国
歩
艱
難
を
乗
り
切
る
た
め
の
連
立
内
閣
論
が
一
応
筋
の
通
っ
た
意
見
で
あ
る
と
私
も
思
う
よ
う
に
な
り
、
次
第
に
そ
う

し
た
勧
告
に
耳
を
傾
け
る
よ
う
に
な
っ
た
」
結
果
、「
人
か
ら
勧
め
ら
れ
る
ま
ま
に
、
私
自
身
、
社
会
党
の
西
尾
末
広
君
や
平
野
力
三
君

の
よ
う
な
幹
部
と
懇
談
を
重
ね
」
た
も
の
の
、「
い
ろ
い
ろ
の
人
た
ち
の
努
力
に
も
拘
わ
ら
ず
、
実
を
結
ぶ
こ
と
な
し
に
終
わ
っ
た
」
と

回
想
し
て
い
る
（
吉
田
前
掲
書
、
一
七
○
～
一
七
一
頁
）。

（
75
）
前
掲
増
田
『
石
橋
湛
山　

占
領
政
策
へ
の
抵
抗
』
一
四
二
～
一
四
三
頁
。

（
7６
）
前
掲
石
橋
『
湛
山
回
想
』
三
五
○
頁
。

（
77
）
西
尾
前
掲
書
、
九
七
頁
。

（
7８
）
同
右
。

（
79
）
前
掲
石
橋
『
湛
山
回
想
』
三
五
○
頁
。

（
８０
）
一
九
四
六
年
一
一
月
二
三
日
付
の
『
朝
日
新
聞
』
に
は
「
五
月
三
日
迄
に
総
選
挙
か
」
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
８１
）
前
掲
石
橋
『
湛
山
回
想
』
三
五
一
頁
。

（
８２
）
前
掲
増
田
『
公
職
追
放
』
一
二
四
頁
。

（
８３
）
前
掲
増
田
『
石
橋
湛
山　

占
領
政
策
へ
の
抵
抗
』
一
四
三
頁
。
こ
の
指
摘
は
、
当
時
の
石
橋
の
秘
書
官
片
桐
良
雄
と
読
売
新
聞
社
政

治
経
済
部
記
者
宮
崎
吉
政
に
対
す
る
増
田
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
基
づ
く
。
新
聞
で
報
道
さ
れ
て
い
る
以
上
、
仮
に
両
者
の
証
言
の
通
り
、

石
橋
が
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
指
令
を
知
ら
な
か
っ
た
の
だ
と
し
た
ら
、
そ
の
非
は
吉
田
に
で
な
く
、
石
橋
の
ほ
う
に
あ
る
だ
ろ
う
。

（
８４
）
前
掲
石
橋
『
湛
山
回
想
』
三
五
一
頁
。

（
８5
）『
日
記
』
一
七
九
頁
。

（
８６
）
石
橋
は
、「
昨
日
来
進
歩
党
は
新
党
設
立
問
題
に
て
党
内
紛
乱
。
自
由
党
に
て
も
芦
田
氏
参
加
の
報
あ
り
、
社
会
党
と
の
連
立
問
題
は

深
く
談
ず
る
暇
無
し
」
と
あ
る
。

（
８7
）
芦
田
均
『
芦
田
均
日
記
』
第
一
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
八
六
年
）
一
五
八
頁
。

（
８８
）
西
尾
前
掲
書
、
九
八
～
九
九
頁
。

（
８9
）
同
右
、
九
九
頁
。

049



（
9０
）
同
右
、
一
○
三
頁
。

（
9１
）
閣
僚
人
事
に
関
し
て
は
、
一
〇
日
の
「
協
定
」
案
と
一
三
日
の
「
連
立
内
閣
の
構
想
」
案
と
の
間
に
違
い
は
な
い
が
、「
協
定
」
案
の

時
点
で
は
、『
日
記
』
に
「
協
定
外
の
注
意
」
と
し
て
「
社
会
党
ノ
主
張
ヲ
大
巾
ニ
認
メ
ル
用
意
ア
リ
」
と
記
さ
れ
た
政
策
協
定
は
、「
連

立
内
閣
の
構
想
」
案
で
は
、「
三　

政
策
に
つ
い
て
は
、社
会
党
の
経
済
危
機
突
破
対
策
を
基
礎
と
す
る
」
と
具
体
的
に
定
め
ら
れ
た
（
西

尾
前
掲
書
、
九
八
頁
）。
両
案
が
い
ず
れ
も
安
本
長
官
を
社
会
党
の
推
薦
に
よ
る
と
定
め
て
い
る
こ
と
と
相
俟
っ
て
、
そ
れ
が
石
橋
の
財

政
・
金
融
政
策
を
全
面
的
に
変
更
し
、
イ
ン
フ
レ
抑
制
に
主
眼
を
置
い
た
政
策
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

（
9２
）『
朝
日
新
聞
』
一
九
四
七
年
二
月
一
八
日
。

（
9３
）
石
橋
は
、「
そ
の
こ
ろ
、
私
は
二
・
一
ゼ
ネ
ス
ト
の
後
始
末
で
、
毎
日
、
労
働
組
合
と
の
折
衝
は
あ
り
、
と
て
も
忙
し
く
、
ゆ
っ
く
り

総
理
と
話
す
時
間
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
る
（
前
掲
石
橋
『
湛
山
回
想
』
三
五
六
頁
）。

（
9４
）
前
掲
増
田
『
公
職
追
放
』
一
五
九
頁
。　

（
95
）
前
掲
袖
井
編
訳
『
吉
田
茂
＝
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
往
復
書
簡
』
一
七
六
～
一
八
六
頁
。

（
9６
）
前
掲
増
田
『
石
橋
湛
山　

占
領
政
策
へ
の
抵
抗
』
一
一
四
～
一
一
五
頁
。

（
97
）
前
掲
増
田
『
公
職
追
放
』
一
二
三
頁
。

（
9８
）
大
内
兵
衞
「
日
本
経
済
の
断
層
に
立
ち
て
」（『
世
界
』
第
２
５
号
、
岩
波
書
店
、
一
九
四
八
年
一
月
）
一
八
頁
。

（
99
）大
内
兵
衛「
日
本
経
済
の
成
立
発
展
と
そ
の
崩
壊
」（
矢
内
原
忠
雄
編『
現
代
日
本
小
史
』上
巻
、み
す
ず
書
房
、一
九
五
二
年
）二
五
八
頁
。

（
100
）
大
内
兵
衞
「
石
橋
さ
ん
の
こ
と
」（『
石
橋
湛
山
全
集
』
第
九
巻
「
月
報
一
一
」
東
洋
経
済
新
報
社
、
一
九
七
一
年
）
三
頁
。
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は
じ
め
に

　

嵯
峨
朝
（
大
同
四
年
～
弘
仁
一
四
年
〈
八
〇
九
年
～
二
三
年
〉）
の
国
家
・
天
皇
と
仏
教
の
関
係
に
つ
い
て
の
研
究
は
、

前
代
の
光
仁
・
桓
武
朝
の
研
究
と
比
べ
て
少
な
い
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
、
そ
の
中
で
も
多
く
は
最
澄
と
天
台
宗
、
空
海
と

真
言
宗
と
の
関
係
が
述
べ
ら
れ
る
。
そ
の
他
に
は
、
僧
綱
統
制
仏
教
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
現
実
の
仏
教
界
の
課
題
克
服

の
た
め
に
有
能
な
人
材
登
用
が
図
ら
れ
た
こ
と
（
１
）、
薬
子
の
変
後
に
仏
教
政
策
は
桓
武
朝
と
同
方
向
に
な
っ
た
（
光
仁
・

桓
武
朝
の
仏
教
政
策
は
寺
院
・
僧
尼
統
制
と
浄
行
僧
育
成
（
２
））
こ
と
（
３
）、
平
安
京
の
仏
教
活
動
が
本
格
的
に
開
始
さ
れ

た
こ
と
（
４
）
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

最
澄
・
空
海
お
よ
び
天
台
・
真
言
宗
と
の
関
係
以
外
で
も
、
歴
史
書
に
お
い
て
嵯
峨
朝
の
仏
教
関
係
の
記
事
（
５
）
で
目

嵯
峨
天
皇
と
浄
行
僧　
―
怨
霊
対
策
の
視
点
か
ら
―伊

藤　
翔
太

［
論
文
］
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嵯峨天皇と浄行僧　―怨霊対策の視点から―

立
つ
事
柄
は
以
下
の
三
点
で
あ
る
。

　

一
点
目
は
寺
院
へ
の
施
入
で
あ
る
。
秋
篠
寺
・
唐
招
提
寺
・
東
寺
と
西
寺
・
佐
為
寺
・
百
済
寺
・
粟
倉
寺
の
八
寺
が
施

入
を
受
け
て
い
る
。
そ
の
意
義
が
推
測
で
き
る
事
例
に
つ
い
て
述
べ
れ
ば
、
秋
篠
寺
は
父
の
桓
武
天
皇
と
関
係
の
深
い
善

珠
が
開
基
の
寺
で
あ
り
、桓
武
の
五
七
日
の
斎
会
も
行
わ
れ
た（
６
）こ
と
が
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
東
寺
・

西
寺
へ
の
施
入
は
、堀
裕
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
平
安
京
で
の
仏
事
の
確
立
の
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る 

（
７
）。
佐
為
・
百
済
・

粟
倉
の
三
寺
は
い
ず
れ
も
河
内
国
交
野
の
寺
で
あ
る
。
こ
の
交
野
の
地
で
桓
武
は
昊
天
祭
祀
を
行
っ
て
光
仁
天
皇
か
ら
始

ま
る
「
新
王
朝
」
の
開
始
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
る
が
、桓
武
の
路
線
を
継
承
し
た
嵯
峨
（
８
）
に
と
っ
て
も
重
要
な
場
で
あ
っ

た
こ
と
が
関
係
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

二
点
目
は
不
特
定
の
僧
尼
へ
の
施
物
で
あ
る
。
事
例
を
挙
げ
れ
ば
、
年
八
〇
以
上
の
十
三
大
寺
僧
尼
（
９
）・
七
大
寺
僧 

・
内
供
奉
十
禅
師　

・
故
慈
賢
の
弟
子
僧
ら　

・
高
年
の
諸
国
国
分
寺
僧
尼　

で
あ
る
。
七
大
寺
僧
へ
の
施
物
に
関
し
て
は
、

旱
魃
や
疫
病
に
対
す
る
読
経
に
報
い
る
行
為　

だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
他
の
事
例
の
意
義
は
す
ぐ
に
は
判
断
し
難
い
。

　

三
点
目
は
特
定
の
僧
へ
の
施
物
で
あ
る
。
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
玄
賓　

・
聴
福　

・
最
澄　

・
空
海　

で
あ
る
。

最
澄
と
空
海
に
も
施
物
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
小
林
崇
仁
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
玄
賓
に
は
大
同
四
年
か
ら
弘
仁
九
年

の
約
十
年
間
、
夏
冬
の
年
二
回
の
施
物
が
さ
れ
て
お
り
、
他
の
僧
は
一
回
の
み
で
、
特
に
玄
賓
に
対
す
る
嵯
峨
の
篤
い
尊

崇
が
伺
え
る　

。
な
お
小
林
氏
は
、
前
後
の
時
代
の
天
皇
（
聖
武
天
皇
か
ら
仁
明
天
皇
）
と
比
べ
、
嵯
峨
は
比
較
的
多
く

僧
尼
へ
の
施
物
を
行
っ
て
い
る
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
。

　

一
点
目
・
二
点
目
に
関
し
て
は
、
詳
細
な
先
行
研
究
も
見
出
せ
て
お
ら
ず
精
査
が
必
要
だ
が
、
後
に
指
摘
す
る
と
お
り
、

三
点
目
で
挙
げ
た
僧
た
ち
の
共
通
点
と
し
て
、
当
時
の
為
政
者
に
と
っ
て
理
想
的
な
、
山
林
修
行
に
よ
っ
て
験
力
を
身
に

（
12
）

（
13
）

（
14
）

（
15
）

（
19
）

（
16
）

（
17
）

（
18
）

（
10
）

（
11
）
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着
け
た
智
行
具
足
の
浄
行
僧
で
あ
っ
た
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
嵯
峨
は
彼
ら
の
優
れ
た
験
力
に
惹
か
れ
て
信
仰
心
を
抱
き
、

施
物
を
行
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
小
林
氏
は
、
玄
賓
の
生
涯
と
嵯
峨
天
皇
か
ら
僧
尼
へ
贈
ら
れ
た
施
物
内
容
の
分

析
を
行
っ
て
い
る
が
、
嵯
峨
が
そ
れ
ら
の
僧
尼
へ
信
仰
を
寄
せ
た
理
由
に
つ
い
て
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
と
考
え
る
。
本

稿
で
は
嵯
峨
が
施
物
を
行
っ
た
浄
行
僧
に
注
目
し
、
彼
ら
に
対
す
る
信
仰
の
理
由
を
中
心
に
論
じ
て
み
た
い
。

　

一　

信
仰
の
要
因
―
怨
霊
と
の
関
係

　
「
は
じ
め
に
」
で
触
れ
た
と
お
り
、
本
郷
真
紹
氏
は
嵯
峨
の
仏
教
政
策
に
つ
い
て
、
薬
子
の
変
以
降
に
父
の
桓
武
と
同

方
向
へ
向
か
っ
た
と
評
価
し
て
い
る　

。
山
林
修
行
に
よ
っ
て
験
力
を
身
に
着
け
た
浄
行
僧
が
、
光
仁
・
桓
武
朝
に
お
い

て
鎮
護
国
家
仏
教
の
担
い
手
と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
嵯
峨
が
浄
行
僧
に
信
仰
を
寄
せ
る
の
は
前

代
か
ら
の
傾
向
と
し
て
も
理
解
で
き
よ
う
。

　

し
か
し
、
嵯
峨
朝
の
事
例
に
即
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、
い
く
つ
か
の
研
究
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
嵯
峨
は
積
極
的
に

怨
霊
の
慰
撫
に
努
め
て
お
り　

、
こ
の
点
も
浄
行
僧
へ
の
信
仰
に
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
考
え
る
。
結
論
的
な
こ
と
を

述
べ
れ
ば
、
嵯
峨
が
施
物
を
行
っ
た
僧
を
尊
崇
し
た
一
要
因
と
し
て
、
彼
ら
が
怨
霊
に
対
処
し
得
る
優
れ
た
験
力
を
備
え

て
い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

し
か
し
、
こ
れ
も
桓
武
が
早
良
親
王
の
怨
霊
を
恐
れ
て
種
々
の
対
処
を
行
っ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
前
代
か
ら
の
影

（
20
）

（
21
）
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嵯峨天皇と浄行僧　―怨霊対策の視点から―

響
が
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
だ
が
、
嵯
峨
自
身
そ
の
治
世
に
、
怨
霊
の
所
為
と
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
出
来
事
が

多
か
っ
た
こ
と
が
史
料
上
確
認
で
き
る
。
具
体
的
に
は
、
旱
魃
・
疫
病
や
自
身
お
よ
び
平
城
上
皇
の
不
予
が
そ
の
出
来
事

で
あ
る
。
櫻
木
潤
氏
は
最
澄
と
空
海
が
天
皇
不
予
と
祈
雨
（
旱
害
）
を
契
機
と
し
て
、崇
道
天
皇
（
早
良
親
王
）・
伊
予
親
王
・

藤
原
吉
子
の
霊
を
対
象
に
慰
撫
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る　

。

　
「
怨
霊
」
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
と
、
無
実
の
罪
を
着
せ
ら
れ
た
ま
ま
死
亡
す
る
な
ど
、
何
ら
か
の
怨
み
を
抱
い
て

死
ん
だ
者
の
霊
で
あ
り
、個
人
お
よ
び
社
会
広
域
に
祟
る
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
よ
く
知
ら
れ
た
例
で
は
、桓
武
に
よ
っ

て
廃
太
子
と
さ
れ
た
早
良
親
王
の
怨
霊
が
、
桓
武
や
そ
の
周
辺
人
物
に
対
し
て
祟
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
貞
観
五

（
八
六
三
）
年
五
月
の
神
泉
苑
御
霊
会
で
は
、
後
述
の
と
お
り
怨
霊
が
疫
病
流
行
の
原
因
と
さ
れ
て
い
る
。

　

一
般
に
は
、
貴
族
社
会
に
お
け
る
政
治
的
事
件
が
増
加
す
る
平
安
時
代
初
期
以
降
に
、
怨
霊
信
仰
は
盛
ん
に
な
る
と
さ

れ
る
た
め
、
貞
観
五
年
の
神
泉
苑
御
霊
会
を
中
心
と
し
た
研
究
が
多
く
さ
れ
て
き
た
と
い
え
よ
う　

。
し
か
し
、
前
述
し

た
櫻
木
氏
の
研
究
の
よ
う
に
、
近
年
は
そ
れ
以
前
の
怨
霊
信
仰
に
つ
い
て
と
り
あ
げ
た
も
の　

も
増
え
て
お
り
、
本
稿
も

基
本
的
に
は
そ
れ
ら
に
依
拠
し
て
論
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

二　

嵯
峨
朝
に
お
け
る
旱
魃
・
疫
病
と
そ
の
対
処

　

本
章
と
次
章
で
は
主
に
『
日
本
後
紀
』、『
日
本
紀
略
』（
以
下
『
後
紀
』、『
紀
略
』
と
略
す
）
を
利
用
し
て
歴
史
書
に
み
ら

（
22
）

（
23
）

（
24
）
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れ
る
記
事
を
中
心
に
と
り
あ
げ
、
嵯
峨
朝
に
お
い
て
旱
魃
と
疫
病
や
嵯
峨
自
身
お
よ
び
平
城
上
皇
の
不
予
の
原
因
と
し
て

怨
霊
が
考
え
ら
れ
た
と
い
え
る
の
か
検
討
す
る
。

　

嵯
峨
朝
の
怨
霊
関
係
の
記
事
に
つ
い
て
は
、
櫻
木
潤
氏
が
平
城
天
皇
の
大
同
年
間
か
ら
淳
和
天
皇
の
天
長
年
間
ま
で
の

怨
霊
慰
撫
に
関
す
る
も
の
を
整
理
し
て
い
る
の
で
、
重
な
る
部
分
は
あ
る
が
、
本
稿
は
天
皇
の
側
に
主
眼
を
置
い
て
い
る

た
め
、
最
澄
・
空
海
の
怨
霊
慰
撫
を
中
心
に
論
じ
た
氏
と
は
異
な
る
視
点
か
ら
の
整
理
を
し
て
み
た
い
。

①
旱
魃

　

嵯
峨
が
即
位
し
た
年
の
大
同
四
年
は
、前
年
か
ら
続
く
旱
魃
に
悩
ま
さ
れ
た
年
で
あ
っ
た
。弘
仁
二
年
五
月
八
日
の
勅
に
、

「
諸
国
所
レ
進
春
米
庸
米
、
去
大
同
三
四
両
年
、
遭
レ
旱
得
レ
不
二
悉
進
一
」（『
後
紀
』）
と
大
同
三
・
四
年
に
旱
魃
が
あ
っ
た
こ

と
が
言
及
さ
れ
て
お
り
、
実
際
に
そ
の
大
同
三
年
の
五
月
二
一
日
に
、
祈
雨
の
た
め
黒
馬
を
丹
生
川
上
雨
師
神
に
奉
っ
て

い
る
こ
と
が
み
ら
れ
る　

。
嵯
峨
が
即
位
し
た
の
は
大
同
四
年
四
月
一
日
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
降
も
、「
遣
下
二

使
於
吉
野

山
陵
一
、
掃
二
除
陵
内
一
幷
読
経
上
。
以
下
亢
旱
累
レ
旬
山
陵
為
上
レ
祟
也
」（『
紀
略
』
大
同
四
年
七
月
三
日
条
）、「
勅
。
頃
来
亢

旱
為
レ

灾
。
水
陸
焦
枯
。
若
非
二

禱
祈
一
。
何
済
二

斯
難
一

」（『
紀
略
』
大
同
四
年
七
月
一
七
日
条
）
な
ど
と
あ
り
、
前
年
に

引
き
続
き
旱
魃
に
悩
ま
さ
れ
、
そ
の
対
処
に
苦
心
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

こ
こ
で
ま
ず
注
目
し
た
い
の
は
、
先
に
示
し
た
大
同
四
年
七
月
三
日
の
吉
野
山
陵
（
井
上
内
親
王
陵
）
へ
の
遣
使
お
よ

び
陵
内
掃
除
・
読
経
の
記
事
で
あ
る
。
掃
除
・
読
経
の
理
由
を
、「
以
下

亢
旱
累
レ

旬
山
陵
為
上
レ

祟
也
」
と
し
て
お
り
、
旱

魃
の
原
因
を
山
陵
の
祟
り
と
し
て
い
る
こ
と
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
嵯
峨
朝
の
怨
霊
関
係
の
記
事
と
し
て
諸
研
究
に
お
い

て
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
も
の
だ
が
、
本
稿
で
も
注
目
す
べ
き
点
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

井
上
内
親
王
（
七
一
七
～
七
五
年
）
は
宝
亀
元
（
七
七
〇
）
年
に
光
仁
天
皇
の
后
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
し
か
し
、
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『
続
日
本
紀
』
に
よ
れ
ば
同
三
年
の
三
月
二
日
に
光
仁
天
皇
に
対
し
て
「
巫
蠱
」
と
い
う
呪
詛
を
行
っ
た
罪
に
よ
り
廃
さ
れ
、

そ
の
影
響
で
子
の
他
戸
親
王
も
廃
太
子
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
同
四
年
一
〇
月
十
九
日
に
は
、
難
波
内
親
王
を
厭
魅
し
た
罪

で
親
王
と
と
も
に
大
和
国
宇
智
郡
の
没
官
宅
に
幽
閉
さ
れ
、
同
六
年
四
月
二
十
七
日
に
二
人
は
同
時
に
死
亡
し
た
。
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
れ
ら
廃
后
と
廃
太
子
や
二
人
の
死
亡
に
関
し
て
は
藤
原
百
川
ら
が
背
後
に
い
た
も
の
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、「
改
二

葬
井
上
内
親
王
一
。
其
墳
称
二

御
墓
一
、
置
二

守
冢
一
烟
一

」（『
続
日
本
紀
』
宝
亀
八
年
一
二
月
二
八
日
条
）

と
あ
る
の
で
、
改
葬
に
よ
る
名
誉
回
復
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
記
事
か
ら
は
、
死
後
早
い
段
階
で
井
上
内
親

王
は
怨
霊
と
な
り
う
る
最
期
を
迎
え
た
人
物
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る　

。
そ
の
後
『
紀
略
』

に
よ
れ
ば
、
延
暦
一
九
（
八
〇
〇
）
年
七
月
二
三
日
に
早
良
親
王
が
崇
道
天
皇
と
追
称
さ
れ
た
の
と
同
時
に
皇
后
が
追
称

さ
れ
た
。
怨
霊
と
し
て
桓
武
天
皇
を
悩
ま
せ
た
早
良
親
王
と
同
時
に
再
度
の
名
誉
回
復
が
な
さ
れ
て
い
る
た
め
、
光
仁
の

次
代
で
あ
る
桓
武
の
時
代
に
お
い
て
も
、
井
上
内
親
王
は
怨
霊
と
し
て
祟
り
得
る
存
在
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
に
、
井
上
内
親
王
の
霊
は
光
仁
・
桓
武
朝
を
通
じ
て
祟
り
を
起
こ
し
得
る
存
在
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
桓
武
の
子
で
あ
る
平
城
と
嵯
峨
の
時
代
に
お
い
て
も
井
上
内
親
王
に
対
し
て
同
様
の
認
識
が
続

い
て
お
り
、大
同
三
・
四
年
に
わ
た
る
深
刻
な
旱
魃
に
際
し
て
そ
の
怨
霊
の
祟
り
が
持
ち
出
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

そ
の
後
の
弘
仁
年
間
も
、
た
び
た
び
旱
魃
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
、「
頃
年
之
間
、
水
旱
相
続
。

百
姓
農
業
損
害
不
レ

少
」（『
紀
略
』
弘
仁
九
年
三
月
一
九
日
条
）
や
「
炎
旱
淹
レ

旬
。
走
二

幣
群
神
一

」（『
紀
略
』
弘
仁
一
三

年
七
月
六
日
条
）
な
ど
、
数
年
も
し
く
は
数
か
月
に
お
よ
ぶ
旱
魃
が
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
、
そ
れ
ら
に
対
し
て
祈
雨

（
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や
読
経
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

旱
魃
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
対
策
が
行
わ
れ
て
い
る
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
も
注
意
し
て
お
き
た
い
。
先
に
も
引
用
し

た
が
、『
紀
略
』
の
大
同
四
年
七
月
三
日
の
記
事
で
は
、
吉
野
山
陵
の
祟
り
が
旱
魃
の
原
因
と
さ
れ
て
読
経
が
行
わ
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
そ
の
直
後
の
七
月
一
七
日
に
は
、「
勅
。
頃
来
亢
旱
為
レ

灾
。
水
陸
焦
枯
。
若
非
二

禱
祈
一
。
何
済
二

斯
難
一

」

と
さ
れ
て
国
司
齋
戒
と
祈
雨
が
命
じ
ら
れ
て
お
り
、
旱
魃
の
難
を
救
う
手
段
と
し
て
は
神
へ
の
祈
禱
が
重
要
視
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
み
え
る
。
実
際
、
平
安
時
代
初
頭
に
旱
魃
に
際
し
て
行
わ
れ
る
の
は
伊
勢
神
宮
や
丹
生
川
上
神
、
天
下
お
よ
び

畿
内
の
名
神
な
ど
に
対
す
る
祈
禱
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
弘
仁
年
間
後
半
以
降
に
な
る
と
仏
教
に
よ
る
対
応
が
増
え
は
じ
め
る
。
弘
仁
九
年
四
月
に
は
読
経
・

礼
仏
に
よ
る
祈
雨
、
天
皇
お
よ
び
公
卿
百
官
の
素
食
・
仏
門
帰
依
、
僧
綱
の
精
進
読
経
を
命
じ
る
詔
、
紫
宸
殿
で
の
『
仁

王
経
』（『
仁
王
護
国
般
若
波
羅
蜜
多
経
』）
の
講
義
な
ど
が
み
ら
れ
る　

。
同
一
〇
年
七
月
に
は
十
三
大
寺
・
大
和
国
定
額

寺
の
住
僧
に
三
日
間
の
『
大
般
若
経
』
転
読
が
命
じ
ら
れ　

、
同
一
一
年
六
月
に
は
諸
国
に
『
大
雲
経
』
転
読
が
命
じ
ら

れ
て
い
る　

。
そ
の
後
、
淳
和
朝
の
同
一
四
年
七
月
一
七
日
に
は
、
雨
師
神
に
奉
幣
し
た
が
降
雨
の
兆
候
が
な
い
と
し
て

読
経
と
殺
生
禁
断
が
さ
れ
て
お
り　

、
神
へ
の
祈
禱
の
効
果
が
み
ら
れ
な
い
と
し
て
、
仏
教
に
よ
る
対
応
が
と
ら
れ
て
い

る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
。
嵯
峨
治
世
の
弘
仁
年
間
後
半
は
旱
魃
対
策
に
お
い
て
仏
教
の
重
要
性
が
高
ま
っ
た
時
期
だ
と
考

え
る
。

　

特
に
弘
仁
九
年
の
『
仁
王
経
』
の
講
義
と
翌
一
〇
年
の
『
大
般
若
経
』
の
転
読
は
、
旱
魃
と
怨
霊
と
の
関
係
に
お
い
て

注
目
さ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
般
若
系
経
典
は
御
霊
・
怨
霊
信
仰
と
の
関
係
が
深
い
経
典
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。
早
い
例

で
は
、
延
暦
二
四
年
二
月
六
日
に
は
早
良
親
王
の
「
怨
魂
」
を
慰
め
る
た
め
に
『
大
般
若
経
』
が
読
ま
れ
て
い
る　

。
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民
間
に
お
け
る
『
大
般
若
経
』
の
受
容
を
論
じ
た
橘
恭
堂
氏
よ
れ
ば
、
人
々
は
『
大
般
若
経
』
を
悪
霊
災
害
を
「
空
ず

る
咒
力
の
あ
る
経
典
」
と
し
て
呪
物
崇
拝
的
に
受
容
し
た
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
受
容
は
、
平
安
時
代
の
貴
族
社
会

に
形
成
さ
れ
た
怨
霊
信
仰
を
基
調
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
す
る　

。

　
「
般
若
」
と
は
、
仏
教
に
お
い
て
諸
法
の
道
理
を
見
抜
く
最
高
の
智
慧
を
指
す
。
そ
の
智
慧
の
完
成
は
「
般
若
波
羅
蜜
」

と
さ
れ
て
、「
空
」（
完
全
な
無
執
着
）
を
実
現
し
て
一
切
の
と
ら
わ
れ
を
離
れ
る　

。
般
若
系
経
典
に
よ
る
怨
霊
慰
撫
で
は
、

こ
の
よ
う
な
「
空
」
の
思
想
に
基
づ
い
て
執
着
を
離
れ
る
べ
き
こ
と
を
説
く
の
で
あ
ろ
う
。
八
重
樫
直
比
古
氏
は
、
災
害

や
疫
病
を
特
定
の
怨
霊
が
原
因
と
考
え
る
場
合
、
そ
れ
ら
に
空
や
無
相
の
理
を
悟
ら
せ
る
こ
と
で
、
離
苦
徳
楽
を
は
か
っ

て
除
災
除
病
を
実
現
す
る
と
い
う
論
理
が
、古
代
仏
教
に
お
い
て
は
一
般
的
で
あ
っ
た
と
し　

、特
に
般
若
系
経
典
に
依
っ

た
諸
仏
事
の
背
後
に
は
、
こ
う
し
た
悟
空
に
よ
る
除
災
と
い
う
論
理
が
存
在
し
た
と
み
て
い
る　

。
こ
れ
ら
に
基
づ
け
ば
、

旱
魃
に
際
し
て
般
若
系
の
経
典
が
読
ま
れ
る
場
合
、
そ
の
原
因
と
し
て
怨
霊
が
意
識
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　

ま
た
、
櫻
木
氏
は
弘
仁
三
～
四
年
頃
成
立
と
み
ら
れ
る
最
澄
著
の
「
三
部
長
講
会
式
」　
（
次
に
あ
げ
る
Ａ
～
Ｄ
史
料
の

総
称
）
の
な
か
に
、
早
良
親
王
や
伊
予
親
王
・
藤
原
吉
子
な
ど
の
「
結
怨
横
死
者
」
を
慰
撫
す
る
内
容
が
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る　

が
、
そ
の
「
三
部
長
講
会
式
」
に
は
次
の
よ
う
な
内
容
が
あ
る
。

　
　

Ａ
『
長
講
法
華
経
先
分
願
文
』

為
二
我
日
本
国
一　

従
二
開
闢
一
以
来　

登
遐
諸
尊
霊　

幷
崇
道
天
王　

代
代
大
臣
等　

文
武
諸
百
官　

往
二
生
妙
浄
土
一　

早
成
二
無
上
果
一　

阿
弥
陀
仏

（
32
）

（
33
）

（
34
）（

35
）

（
36
）

（
37
）

059



　
　

Ｂ
『
長
講
法
華
経
後
分
願
文
』

願
崇
道
天
王　

吉
野
淡
路
等　

横
夭
皇
子
霊　

親
王
及
夫
人　

伯
伴
成
子
等　

一
切
中
夭
霊　

東
夷
諸
将

軍　

及
曹
諸
将
軍　

一
切
横
死
霊　

及
以
兇
奴
等　

結
怨
横
死
者　

西
戎
諸
将
軍　

及
曹
諸
将
軍　

一
切

横
死
霊　

及
以
隼
人
等　

結
怨
横
死
者　

松
浦
小
貳
霊　

九
国
横
死
者　

八
島
悪
鬼
神　

一
切
鬼
龍
等　

及
魑
魅
魍
魎　

永
離
二
業
道
患
一　

帰
二
依
法
華
経
一　

衛
二
護
日
本
国
一　

益
レ
国
利
二
人
民
一　

恒
修
二
薩
埵

行
一　

速
成
二
無
上
道
一

　
　

Ｃ
『
長
講
金
光
明
経
会
式
』

結
恨
横
死
古
今
霊　

乃
至
一
切
神
霊
等　

永
離
二

八
難
一

生
二

天
上
一　

隨
意
往
二

生
諸
仏
刹
一　

聴
二

聞
妙

法
一
悟
二
無
生
一　

得
レ
道
還
二
来
日
本
国
一　

昼
夜
守
護
恒
不
レ
離

　
　

Ｄ
『
長
講
仁
王
般
若
経
会
式
』

Ｃ
と
同
文
。

崇
道
天
皇
（
早
良
親
王
）
以
下
の
「
結
怨
横
死
者
」
が
往
生
す
る
こ
と
や
、「
業
道
」
の
患
い
を
離
れ
る
こ
と
が
祈
願
さ
れ

て
い
る
。

　

つ
ま
り
、
怨
霊
が
「
業
道
」
か
ら
離
れ
ら
れ
ず
、
苦
悩
し
て
い
る
た
め
に
起
こ
す
災
異
を
消
除
す
る
た
め
に
は
、
仏
教

に
よ
っ
て
怨
霊
を
慰
撫
し
て
救
済
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る　

。
そ
う
し
た
論
理
に
基
づ
い
て
、『
法
華

経
』、『
金
光
明
経
』、
般
若
系
経
典
で
あ
る
『
仁
王
経
』
の
長
講
に
お
い
て
、
怨
霊
の
救
済
が
願
わ
れ
て
い
る
。

　

実
際
に
最
澄
は
弘
仁
九
年
に
藤
原
冬
嗣
か
ら
要
請
さ
れ
、
四
月
二
六
日
か
ら
二
八
日
ま
で
三
部
長
講
を
行
っ
て
い
る
が
、

（
38
）

060



嵯峨天皇と浄行僧　―怨霊対策の視点から―

こ
の
と
き
に
最
澄
が
作
っ
た
敬
白
に
、「
一
切
怨
恨
霊
、諦
聽
二
般
若
甚
深
法
一
。
五
蘊
皆
空
。
何
用
レ
恨
。
三
科
十
二
四
諦
空
。

以
無
所
得
無
礙
。
以
レ
怨
報
レ
怨
怨
不
レ
止
。
以
レ
徳
報
レ
怨
怨
即
尽
」（『
伝
述
一
心
戒
文
』）
と
あ
っ
て
、
怨
霊
に
空
の
思
想

を
説
い
て
救
済
す
る
論
理
が
述
べ
ら
れ
て
い
る　

。
早
良
親
王
へ
の
読
経
の
例
や
最
澄
の
願
文
・
敬
白
な
ど
か
ら
、
平
安

時
代
初
頭
に
は
、
空
の
思
想
を
説
く
般
若
系
経
典
が
怨
霊
へ
の
対
処
に
用
い
ら
れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　

元
々
旱
魃
や
疫
病
な
ど
の
災
異
は
、
神
の
神
意
が
発
生
源
と
考
え
ら
れ
て
い
た　

。
奈
良
時
代
に
な
る
と
、
長
屋
王
、

藤
原
広
嗣
、
橘
奈
良
麻
呂
な
ど
の
怨
霊
が
意
識
さ
れ
は
じ
め
、
そ
れ
ら
の
怨
霊
は
政
治
的
事
件
の
当
事
者
の
み
で
は
な
く
、

社
会
に
も
害
を
与
え
得
る
存
在
と
認
識
さ
れ
て
い
っ
た　

。
さ
ら
に
光
仁
・
桓
武
・
平
城
朝
で
は
、
井
上
内
親
王
と
他
戸

親
王
、
早
良
親
王
、
藤
原
吉
子
と
伊
予
親
王
な
ど
怨
霊
と
な
り
得
る
人
物
の
候
補
も
増
え
、
そ
し
て
嵯
峨
の
治
世
に
な
る

と
頻
発
す
る
旱
魃
に
悩
ま
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
奈
良
時
代
後
期
か
ら
平
安
時
代
初
頭
の
時
期
を
経
て
、
旱
魃
の
原
因
に
怨
霊
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
が
定
着

し
て
い
き
、
般
若
系
経
典
が
読
ま
た
の
だ
と
考
え
る
。
こ
の
こ
と
は
次
の
よ
う
な
経
過
に
表
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
そ
れ
は
、
旱
魃
に
対
す
る
種
々
の
対
策
が
な
さ
れ
て
い
た
弘
仁
九
年　

の
翌
一
〇
年
三
月
に
、
藤
原
吉
子
・
伊
予

親
王
母
子
の
名
誉
回
復
が
さ
れ　

、同
年
七
月
に
先
に
挙
げ
た
『
大
般
若
経
』
転
読
が
「
頃
者
、炎
旱
積
レ
旬
。
甘
液
無
レ
施
」

と
し
て
、
二
年
連
続
で
の
深
刻
な
旱
魃
を
う
け
て
行
わ
れ
た
、
と
い
う
経
過
で
あ
る　

。
そ
の
後
、
嵯
峨
の
次
代
の
淳
和

朝
に
お
い
て
も
祈
雨
の
た
め
に
『
大
般
若
経
』
が
読
ま
れ
る
こ
と
が
散
見
さ
れ
る　

。

②
疫
病

　

次
に
疫
病
で
あ
る
が
、
弘
仁
年
間
初
頭
で
は
、「
勅
。
頃
者
疫
旱
並
行
。
生
民
未
レ
安
」
と
し
て
天
下
名
神
に
奉
幣
を
命

じ
て
い
る
こ
と
が
み
え
る
（『
後
紀
』
弘
仁
三
年
七
月
一
日
条
）。
そ
の
後
に
も
「
大
同
以
来
、
疾
疫
間
発
。
諸
国
班
田
、

（
39
）

（
40
）

（
41
）

（
42
）

（
44
）

（
43
）

（
45
）

061



零
畳
者
多
」（『
後
紀
』
弘
仁
五
年
七
月
二
四
日
条
）
と
あ
り
、
疫
病
は
大
同
年
間
よ
り
度
々
発
生　

し
て
お
り
、
旱
魃
も

並
行
し
て
発
生
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
疫
病
の
原
因
に
つ
い
て
、
先
の
旱
魃
を
吉
野
山
陵
の
祟
り
と
す
る

記
事
の
よ
う
に
、
明
確
に
怨
霊
に
よ
る
も
の
と
す
る
記
事
は
み
ら
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
山
田
雄
司
氏
に
よ
れ
ば
、

早
良
親
王
の
怨
霊
に
対
す
る
対
応
が
み
ら
れ
る
延
暦
九
年
の
秋
冬
に
、
豌
豆
瘡
が
流
行
し
た
こ
と
に
対
し
て
民
衆
が
漢
神

を
祀
っ
て
い
る　

の
は
、
怨
霊
を
鎮
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
お
い
て
怨
霊
と
疫
病
が
次
第
に
結
び
つ
い
て

い
っ
た
と
す
る　

。
そ
れ
に
従
え
ば
、
旱
魃
よ
り
も
早
く
か
ら
疫
病
は
明
確
に
怨
霊
と
結
び
つ
い
て
い
た
の
で
あ
り
、
大

同
か
ら
弘
仁
年
間
に
お
け
る
疫
病
の
流
行
も
そ
の
原
因
と
し
て
怨
霊
の
祟
り
が
考
え
ら
れ
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　

実
際
、
弘
仁
年
間
初
頭
に
は
、
空
海
や
最
澄
に
よ
る
怨
霊
慰
撫
も
さ
れ
て
い
た
。
高
木
訷
元
氏
は
、『
高
野
大
師
御
広

伝
』
に
み
ら
れ
る
弘
仁
二
年
一
〇
月
二
七
日
に
下
さ
れ
た
太
政
官
符
に
よ
っ
て
、
空
海
が
乙
訓
寺
に
移
住
し
そ
の
修
造
に

あ
た
っ
た
の
は
早
良
親
王
の
怨
霊
慰
撫
の
た
め
と
す
る　

。
ち
な
み
に
乙
訓
寺
は
藤
原
種
継
暗
殺
事
件
に
際
し
、
早
良
親

王
が
幽
閉
さ
れ
て
い
た
寺
で
あ
る
。
最
澄
に
関
し
て
は
、
先
述
の
と
お
り
櫻
木
氏
が
「
三
部
長
講
会
式
」
の
な
か
に
「
結

怨
横
死
者
」
を
慰
撫
す
る
内
容
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
最
澄
の
怨
霊
慰
撫
に
つ
い
て
、
平
城
・
嵯
峨
朝
に
お
け
る
国
家

的
な
怨
霊
対
策
の
も
と
で
理
解
す
べ
き
と
し
て
い
る　

。

　

す
で
に
確
認
し
た
と
お
り
、
櫻
木
氏
は
嵯
峨
・
淳
和
朝
の
最
澄
・
空
海
に
よ
る
怨
霊
慰
撫
の
契
機
と
し
て
、
天
皇
不
予

と
祈
雨
（
旱
害
）
を
あ
げ
る
が
、
大
同
年
間
よ
り
間
発
し
時
に
は
旱
魃
と
も
並
行
し
て
発
生
し
て
い
た
疫
病
に
関
し
て
も
、

弘
仁
年
間
初
頭
の
社
会
・
人
々
へ
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
た
と
思
わ
れ
る
た
め
、
怨
霊
慰
撫
の
契
機
と
い
え
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
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嵯峨天皇と浄行僧　―怨霊対策の視点から―

　

疫
病
へ
の
対
処
に
関
し
て
は
、
旱
魃
の
際
に
と
り
あ
げ
た
も
の
で
も
あ
る
の
で
、
同
じ
く
般
若
系
経
典
に
よ
る
対
処
に

つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。
怨
霊
慰
撫
の
国
家
的
行
事
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
る
貞
観
五
年
五
月
の
神
泉
苑
御
霊
会
で
は
、

二
十
日
壬
午
、
於
二
神
泉
苑
一
修
二
御
霊
会
一
。
勅
遣
二
左
近
衛
中
将
従
四
位
下
藤
原
朝
臣
基
経
、
右
近
衛
権

中
将
従
四
位
下
兼
行
内
蔵
頭
藤
原
朝
臣
常
行
等
一

監
二

会
事
一
。
王
公
卿
士
赴
集
共
観
。
霊
座
六
前
設
二

施

几
筵
一
、
盛
二
陳
花
果
一
、
恭
敬
薫
修
。
延
二
律
師
慧
達
一
為
二
講
師
一
、
演
二
説
金
光
明
経
一
部
、
般
若
心
経

六
巻
一
。
命
二
雅
楽
寮
怜
人
一
作
レ
楽
以
二
帝
近
児
童
及
良
家
稚
子
一
為
二
舞
人
一
。
大
唐
高
麗
更
出
而
舞
。
雑

伎
散
楽
競
尽
二
其
能
一
。
此
日
宣
旨
、
開
二
苑
四
門
一
、
聴
二
都
邑
人
出
入
縦
観
一
。
所
謂
御
霊
者
、
崇
道
天
皇
、

伊
予
親
王
、
藤
原
夫
人
、
及
観
察
使
、
橘
逸
勢
、
文
屋
宮
田
麻
呂
等
是
也
。
並
坐
レ
事
被
レ
誅
。
冤
魂
成
レ
厲
。

近
代
以
来
、
疫
病
繁
発
、
死
亡
甚
衆
。
天
下
以
為
、
此
灾
御
霊
之
所
レ

生
也
。（
中
略
）
今
茲
春
初
、
咳
逆

成
レ
疫
、
百
姓
多
斃
。
朝
廷
為
祈
、
至
レ
是
乃
修
二
此
会
一
、
以
賽
二
宿
禱
一
也
（『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
五

年
五
月
二
十
日
条
）。

と
し
て
、
当
時
の
疫
病
の
頻
発
が
怨
霊
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
、
そ
れ
に
対
し
神
泉
苑
に
お
い
て
芸
能
の
披
露
や
『
金
光
明

経
』
の
読
経
と
と
も
に
、『
般
若
心
経
』
が
怨
霊
の
慰
撫
の
た
め
に
読
ま
れ
て
い
る
。

　

疫
病
に
際
し
て
般
若
系
経
典
が
読
ま
れ
る
こ
と
は
、
早
い
例
で
は
平
城
朝
に
、「
勅
。
頃
者
疫
癘
方
熾
、
死
亡
稍
多
」
と

し
て
諸
大
寺
と
諸
国
へ
『
大
般
若
経
』
の
奉
読
を
命
じ
た
（『
紀
略
』
大
同
三
年
一
月
一
三
日
条
）
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

嵯
峨
朝
で
は
、
弘
仁
九
年
に
諸
国
で
『
金
剛
般
若
経
』
の
転
読　

が
さ
れ
、
説
話
で
は
あ
る
が
『
古
今
著
聞
集
』
二
に
も
、

（
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同
年
の
疫
病
流
行
に
際
し
て
嵯
峨
が
宸
筆
の
『
般
若
心
経
』
を
空
海
に
書
写
さ
せ
た
と
い
う
話
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
淳

和
朝
に
な
る
と
『
紀
略
』
天
長
元
年
四
月
二
八
日
条
に
、「
令
三

十
五
大
寺
幷
五
畿
七
道
諸
国
奉
二

読
大
般
若
経
一
。
防
二

疫

旱
一
也
」
と
全
国
的
に
奉
読
が
命
じ
ら
れ
た
こ
と
が
み
え
る
の
を
初
例
と
し
て
、
疫
病
に
対
し
て
消
除
・
予
防
の
た
め
に

し
ば
し
ば
読
ま
れ
て
い
る　

。
先
に
嵯
峨
朝
後
期
に
旱
魃
に
際
し
て
般
若
系
経
典
が
読
ま
れ
は
じ
め
た
こ
と
を
確
認
し
、

そ
れ
は
原
因
と
し
て
怨
霊
が
意
識
さ
れ
た
か
ら
で
は
な
い
か
、
と
し
た
。
こ
の
こ
と
は
桓
武
朝
か
ら
怨
霊
と
結
び
つ
い
て

い
た
疫
病
に
対
し
て
も
、
般
若
系
経
典
が
読
ま
れ
る
こ
と
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

三　

嵯
峨
天
皇
お
よ
び
平
城
上
皇
の
不
予

　

大
同
四
年
は
社
会
的
に
は
旱
魃
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
確
認
し
た
が
、
宮
廷
内
部
で
は
四
月
一
日
に
身
体
不
安
を

理
由
に
譲
位
し
た
嵯
峨
の
兄
平
城
上
皇
の
不
予
が
続
い
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
で
同
月
二
一
日
に
、

賜
二
書
玄
賓
法
師
一
曰
、太
上
天
皇
、寧
済
為
レ
心
、咸
凞
在
レ
慮
。
憂
二
勤
庶
績
一
、達
レ
旦
忘
レ
寝
。
旧
疾
相
仍
、

聖
体
不
予
。
遂
乃
褰
二
裳
黄
屋
一
、
脱
二
屣
紫
震
一
。
谷
二
神
玄
牝
一
、
託
二
懐
白
雲
一
。
疇
昔
愛
翫
。
平
生
近
幸
。

一
朝
一
夕
、
皆
為
二

俗
穢
一
。
仍
有
レ

詔
延
請
、
公
扶
レ

老
就
レ

輿
。
允
当
二

聖
望
一
。
朕
昔
即
レ

事
、
耽
二

賞

清
風
一
。
一
別
之
後
。
忽
焉
数
年
。
夢
中
無
レ
路
、
増
二
傾
欽
一
耳
。
託
二
此
因
縁
一
、
冀
得
二
再
見
一
。
公
廬
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嵯峨天皇と浄行僧　―怨霊対策の視点から―

山
栖
レ
心
、
襄
陽
晦
レ
跡
。
弗
レ
為
二
久
留
一
。
不
レ
可
二
煩
想
一
（『
類
聚
国
史
』
一
八
五
「
高
僧
」）。

と
い
う
親
書
を
贈
り
、
嵯
峨
は
世
俗
を
厭
い
都
か
ら
離
れ
て
暮
ら
す
高
僧
玄
賓
に
上
皇
の
看
病
の
た
め
の
上
京
を
依
頼
す

る
。
嵯
峨
は
玄
賓
に
対
し
て
再
見
を
願
っ
て
い
る
が
、
後
述
の
よ
う
に
玄
賓
は
桓
武
に
も
屈
請
さ
れ
て
い
る
の
で
そ
の
際

に
出
会
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
玄
賓
に
つ
い
て
は
次
章
で
再
び
と
り
あ
げ
る
が
、
本
章
に
関
わ
っ
て
注
目
す
べ
き

部
分
を
指
摘
し
た
い
。

　

玄
賓
は
弘
仁
九
年
九
月
に
八
〇
余
歳
で
遷
化
し
た
と
さ
れ
る
が
、
三
〇
代
の
頃
か
ら
伯
耆
国
の
山
に
入
山
す
る
な
ど
、

生
涯
に
お
い
て
五
〇
年
近
く
山
林
修
行
を
行
っ
た
と
み
ら
れ
て
い
る　

。
玄
賓
は
桓
武
か
ら
も
尊
崇
を
受
け
て
い
た
と
思

わ
れ
、
延
暦
二
四
年
三
月
二
三
日
に
「
遣
下
二
使
伯
耆
国
一
、
請
中
玄
賓
法
師
上
」（『
後
紀
』）
と
あ
り
屈
請
を
受
け
て
い
る
こ

と
が
み
え
る
。
そ
の
直
前
に
は
「
令
下
二

諸
国
国
分
寺
一
、
行
中

薬
師
悔
過
上
。
以
二

聖
体
未
一
レ

平
也
」（『
後
紀
』
延
暦
二
四

年
二
月
一
九
日
条
）
と
不
予
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
の
だ
が
、
さ
ら
に
こ
の
年
は
一
月
、
二
月
、
四
月
、
九
月
に
早
良

親
王
の
霊
に
対
す
る
慰
撫
の
記
事
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
と
き
の
不
予
は
早
良
親
王
の
怨
霊
が
原
因
と
さ
れ
、

怨
霊
に
対
処
し
得
る
高
僧
と
し
て
玄
賓
が
屈
請
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
小
林
崇
仁
氏
も
『
後
紀
』
延
暦

二
四
年
三
月
二
三
日
条
は
、『
元
亨
釈
書
』
九
に
「
桓
武
帝
有
レ

病
。
遠
詔
二

山
中
一

乞
二

冥
助
一
。
至
化
難
レ

遁
。
乃
負
二

鉢

囊
一
而
入
レ
都
。
上
疾
愈
。
辞
帰
レ
山
」
と
あ
る
よ
う
な
玄
賓
に
よ
る
桓
武
の
病
の
平
癒
に
関
わ
る
も
の
と
み
て
い
る　

。

　

玄
賓
の
分
析
は
次
章
で
も
行
う
が
、
こ
こ
で
は
桓
武
が
早
良
親
王
怨
霊
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
際
に
看
病
の
た
め
屈
請
さ

れ
た
玄
賓
が
、
平
城
の
不
予
に
際
し
て
も
嵯
峨
に
よ
っ
て
上
京
を
求
め
ら
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
。
こ
の
こ
と
は
、

平
城
の
不
予
の
原
因
に
怨
霊
が
想
定
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
、
平
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城
は
皇
太
子
時
代
に
病
と
な
っ
た
際
、
そ
の
原
因
に
早
良
親
王
の
怨
霊
が
持
ち
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
る　

た
め
、
こ

の
譲
位
後
の
不
予
の
原
因
と
し
て
怨
霊
が
想
定
さ
れ
て
い
た
な
ら
ば
、
早
良
親
王
の
祟
り
が
想
定
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は

高
い
と
い
え
よ
う
。

　

さ
ら
に
嵯
峨
自
身
も
大
同
五
年
（
弘
仁
元
年
）
に
は
体
調
を
崩
し
て
い
た
よ
う
で
、
不
予
に
関
す
る
記
事
が
「
廃
朝
。

以
二
皇
帝
不
予
一
也
」（『
紀
略
』
弘
仁
元
年
一
月
一
日
条
）
と
年
初
か
ら
み
え
、
七
月
以
降
に
は
神
へ
の
祈
祷
や
仏
教
に
よ

る
嵯
峨
の
不
予
へ
の
対
応
と
み
ら
れ
る
行
為
が
繰
り
返
さ
れ
た
。
弘
仁
元
年
の
七
月
以
降
の
不
予
へ
の
対
応
行
為
と
み
ら

れ
る
記
事
を
挙
げ
れ
ば
次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

Ａ
「
遣
二
使
於
川
原
長
岡
両
寺
一
誦
経
。
聖
体
不
予
也
」（『
紀
略
』
七
月
一
三
日
条
）

Ｂ
「
遣
レ
使
鎮
二
祭
高
畠
陵
一
。
以
二
聖
体
不
予
山
陵
為
一
レ
也
」（『
紀
略
』
七
月
一
八
日
条
）

Ｃ
「
延
二
精
行
禅
師
一
。
侍
二
上
病
一
也
」（『
紀
略
』
七
月
二
〇
日
条
）

Ｄ
「
度
二
一
百
三
十
人
一
。
奉
二
為
崇
道
天
皇
一
一
百
人
、
為
二
伊
予
親
王
一
十
人
。
夫
人
藤
原
氏
二
十
人
」（『
紀

略
』
七
月
二
七
日
条
）

Ｅ
「
為
二
崇
道
天
皇
一
、
於
二
川
原
寺
一
奉
レ
写
二
法
華
経
一
部
一
」（『
紀
略
』
七
月
二
九
日
条
）

Ｆ
「
遣
下
二

右
大
弁
従
四
位
上
藤
原
朝
臣
藤
嗣
一
。
奉
中

幣
於
伊
勢
大
神
宮
上
。
以
二

聖
躬
不
予
一

也
」（『
紀
略
』

七
月
三
〇
日
条
）

Ｇ
「
奉
二
幣
明
神
一
。
以
禱
二
上
病
一
也
」（『
紀
略
』
八
月
八
日
条
）

Ｈ
「
令
下
二
僧
一
百
五
十
人
一
、
於
二
太
政
官
一
、
限
二
七
个
日
一
、
行
中
薬
師
法
上
」（『
紀
略
』
八
月
一
一
日
条
）

（
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（
Ｉ
）「
遣
下
二
僧
七
口
一
読
中
経
於
吉
野
陵
上
」（『
後
紀
』
一
二
月
一
八
日
条
）

　

最
も
注
目
し
た
い
の
は
Ｄ
で
、
そ
こ
で
は
最
澄
の
「
三
部
長
講
会
式
」
や
先
述
の
神
泉
苑
御
霊
会
で
も
怨
霊
と
さ
れ
る

早
良
親
王
、
伊
予
親
王
、
藤
原
吉
子
の
た
め
に
度
者
が
奉
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
Ｄ
以
前
に
Ａ
で
は
川
原
寺
と
長
岡
寺
で

誦
経
が
さ
れ
て
お
り
、
川
原
寺
は
伊
予
親
王
と
藤
原
吉
子
が
幽
閉
さ
れ
自
殺
し
た
飛
鳥
の
寺
で
、
長
岡
寺
は
早
良
親
王
が

幽
閉
さ
れ
て
い
た
乙
訓
寺
を
指
す
と
み
ら
れ
て
い
る　

。
Ｅ
で
も
早
良
親
王
の
た
め
に
法
華
経
一
部
が
書
写
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
Ｉ
に
関
し
て
は
そ
の
前
後
に
不
予
に
関
す
る
記
事
は
み
ら
れ
ず
、
不
予
へ
の
対
応
が
集
中
し
て
い
る
七
・
八
月
か

ら
は
時
期
が
多
少
離
れ
て
い
る
た
め
、
括
弧
付
け
と
し
て
お
い
た
。

こ
れ
ら
の
史
料
、
特
に
Ａ
・
Ｄ
・
Ｅ
か
ら
、
嵯
峨
の
不
予
の
原
因
と
し
て
三
名
の
祟
り
が
考
え
ら
れ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ

る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
平
城
の
不
予
の
原
因
に
お
い
て
も
怨
霊
が
想
定
さ
れ
て
い
た
と
す
る
な
ら
ば
、
嵯
峨
の
不
予

に
際
し
て
も
同
様
の
想
定
が
さ
れ
た
の
だ
と
い
え
よ
う
。

　

二
章
お
よ
び
三
章
の
検
討
か
ら
嵯
峨
朝
に
お
い
て
、
旱
魃
・
疫
病
と
嵯
峨
自
身
お
よ
び
平
城
上
皇
の
不
予
の
原
因
に
怨

霊
が
考
え
ら
れ
て
い
た
、
と
し
た
い
。

（
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四　

嵯
峨
が
施
物
し
た
浄
行
僧
に
つ
い
て

　

二
章
・
三
章
で
取
り
上
げ
た
旱
魃
・
疫
病
や
嵯
峨
お
よ
び
平
城
上
皇
の
不
予
に
関
す
る
記
事
は
と
も
に
嵯
峨
の
即
位
直

後
の
大
同
四
年
と
翌
弘
仁
元
年
に
多
く
、
嵯
峨
に
と
っ
て
自
身
の
治
世
の
始
ま
り
が
社
会
・
個
人
と
も
不
安
定
で
あ
っ
た

こ
と
は
、
そ
の
後
の
災
異
や
災
害
に
対
処
す
る
姿
勢
に
影
響
を
与
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
姿
勢
の
一
つ
と
し

て
、
災
異
・
災
害
・
不
予
の
原
因
と
な
る
怨
霊
に
対
処
し
得
る
力
を
有
し
、
鎮
護
国
家
や
天
皇
護
持
に
関
わ
る
浄
行
僧
へ

の
信
仰
と
い
う
形
で
表
れ
た
の
だ
と
考
え
る
。
こ
こ
で
は
、
す
で
に
嵯
峨
天
皇
と
浄
行
僧
の
関
係
を
指
摘
し
て
い
る
小
林

崇
仁
氏
の
研
究　

を
参
照
し
つ
つ
、
嵯
峨
が
施
物
を
行
っ
た
僧
侶
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
本
稿
で
は
、
施
物
を
行
っ
た
僧

に
対
し
て
嵯
峨
は
信
仰
を
寄
せ
て
い
た
と
み
て
、
彼
ら
が
怨
霊
に
対
処
し
得
る
僧
と
み
な
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
の
か
ど

う
か
検
討
し
た
い
。

①
玄
賓

　

玄
賓
（
？
～
八
一
八
年
）
は
前
章
で
確
認
し
た
と
お
り
、
長
年
に
わ
た
っ
て
山
林
修
行
を
行
っ
て
い
た
僧
で
あ
っ
た
が
、

元
々
は
、「
姓
弓
削
氏
、
内
州
人
。
禀
二
唯
識
興
福
寺
宣
教
一
」（『
元
亨
釈
書
』
九
）
と
あ
る
よ
う
に
、
法
相
宗
の
教
え
を
興

福
寺
の
宣
教
に
受
け
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

師
の
宣
教
に
つ
い
て
は
未
詳
な
部
分
が
多
い
が
、
八
世
紀
中
頃
の
僧
で
、
義
淵
（
？
～
七
二
八
年
）
か
ら
法
相
教
学
を

受
け
、
玄
昉
（
？
～
七
四
六
年
）
や
行
基
と
と
も
に
義
淵
の
七
上
足
と
さ
れ
た
僧
で
あ
る　

。
こ
の
系
譜
を
確
認
す
れ
ば
、

玄
賓
は
然
る
べ
き
法
相
教
学
を
受
け
て
い
た
僧
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

（
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玄
賓
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
代
表
的
な
法
相
宗
の
学
僧
に
は
、
善
珠
（
七
二
三
～
七
九
七
年
）
が
い
る
が
、
こ
の
善
珠
が
早

良
親
王
の
怨
霊
が
原
因
と
さ
れ
た
安
殿
親
王
（
平
城
天
皇
）
の
病
に
対
処
し
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。『
扶
桑
略
記
』
延
暦

一
六
年
一
月
一
六
日
条
に
、

興
福
寺
善
珠
任
二

僧
正
一
。
皇
太
子
病
悩
間
、
施
二

般
若
験
一
、
仍
被
二

抽
賞
一
。
去
延
暦
四
年
十
月
、
皇
太

子
早
良
親
王
将
レ

被
レ

廃
。
時
馳
二

使
諸
寺
一
、
令
レ

修
二

白
業
一
。
于
レ

時
諸
寺
拒
而
不
レ

納
。
後
乃
到
二

菅

原
寺
一
。
爰
興
福
寺
沙
門
善
珠
含
レ
悲
出
迎
。
灑
レ
涙
礼
仏
訖
之
後
、
遙
契
遙
言
、
前
世
残
業
今
来
成
レ
害
。

此
生
絶
レ

讎
、
更
勿
結
レ

怨
。
使
者
報
二

委
曲
一
。
親
王
憂
裡
為
レ

歎
云
、
自
披
二

忍
辱
之
衣
一
、
不
レ

怕
二

逆

鱗
之
怒
一
。
其
後
親
王
亡
霊
屢
悩
二
於
皇
太
子
一
。
善
珠
法
師
応
レ
請
。
乃
祈
請
云
、
親
王
出
レ
都
之
日
、
厚

蒙
ニ
遺
教
一
。
乞
用
二
少
僧
之
言
一
、
勿
レ
致
二
悩
乱
之
苦
一
。
即
転
二
読
般
若
一
、
説
二
無
相
之
理
。
此
言
未
レ
行
、

其
病
立
除
。
因
レ
茲
昇
進
、
遂
拝
二
僧
正
一
。
為
レ
人
致
レ
忠
、
自
得
二
其
位
一
也
。　

。

と
し
て
、
善
珠
が
般
若
経
を
転
読
し
て
法
相
宗
の
立
場
か
ら
「
無
相
之
理
」（
空
の
思
想
）
を
説
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
早
良

親
王
の
怨
霊
に
よ
る
病
悩
を
除
い
た
こ
と
が
み
ら
れ
る　

。
二
章
で
確
認
し
た
よ
う
な
般
若
系
経
典
に
よ
る
怨
霊
へ
の
対

処
が
み
ら
れ
る
の
だ
が
、こ
こ
で
は
玄
賓
も
善
珠
の
よ
う
に
、法
相
教
学
に
基
づ
く
「
無
相
之
理
」
を
説
き
得
た
僧
で
あ
っ

た
こ
と
を
指
摘
し
て
み
た
い
。

　

そ
こ
で
、
玄
賓
が
法
相
教
学
を
受
け
た
法
脈
に
注
目
す
る
。
師
の
宣
教
は
先
に
確
認
し
た
と
お
り
、
義
淵
の
七
上
足
と

も
さ
れ
、
然
る
べ
き
法
相
教
学
を
身
に
着
け
た
学
僧
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
宣
教
は
義
淵
の
弟
子
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
義

（
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淵
の
弟
子
に
は
他
に
玄
昉
が
お
り
、
そ
の
玄
昉
の
弟
子
に
は
善
珠
が
い
る
。
つ
ま
り
、

と
い
う
法
脈
で
あ
る
。

　

善
珠
は
先
に
確
認
し
た
と
お
り
、
早
良
親
王
の
怨
霊
が
原
因
と
さ
れ
た
安
殿
親
王
の
病
を
治
め
て
い
た
。
し
か
し
、
桓

武
は
早
良
親
王
の
怨
霊
へ
の
対
応
が
散
見
さ
れ
る
延
暦
二
四
年
（
三
章
参
照
）
の
不
予
に
際
し
て
、
玄
賓
を
屈
請
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
安
殿
親
王
が
早
良
親
王
の
怨
霊
に
悩
ま
さ
れ
た
際
に
対
処
し
た
善
珠
は
延
暦
一
六
年
に
す
で

に
遷
化
し
て
お
り
、
そ
こ
で
善
珠
に
劣
ら
な
い
力
量
を
持
ち
、
同
じ
く
「
無
想
之
理
」
を
説
き
怨
霊
を
慰
め
る
こ
と
が
で

き
る
僧
と
し
て
、
桓
武
は
玄
賓
を
屈
請
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
桓
武
に
よ
る
屈
請
を
ふ
ま
え
て
、
前
章
で
確

認
し
た
よ
う
に
、
嵯
峨
も
平
城
の
不
予
に
際
し
て
上
京
を
願
っ
た
の
だ
と
考
え
る
。

　

そ
の
後
、
嵯
峨
は
平
城
の
不
予
が
あ
っ
た
大
同
四
年
以
降
、
玄
賓
に
弘
仁
二
年
か
ら
同
九
年
ま
で
、
概
ね
夏
冬
の
年
二

回
の
ペ
ー
ス
で
施
物
を
行
っ
て
い
る
。
自
身
も
不
予
を
経
験
し
、
国
家
的
に
は
怨
霊
が
原
因
と
も
さ
れ
る
災
害
が
頻
発
す

る
な
か
で
、
玄
賓
へ
の
信
仰
を
寄
せ
続
け
た
の
だ
と
考
え
る
。

②
聴
福

　

聴
福（
生
没
年
未
詳
）に
関
す
る
史
料
は『
日
本
後
紀
』に
、Ａ
度
者
を
二
人
賜
っ
た
こ
と（
延
暦
二
四
年
二
月
一
五
日
条
）、

Ｂ
「
為
二
聖
躬
平
善
一
也
」
と
あ
る
よ
う
に
、
桓
武
天
皇
の
病
平
癒
の
た
め
に
紀
伊
国
伊
都
郡
に
三
重
塔
を
建
立
し
た
こ

義
淵
　
　
　
　
玄
昉
　
　
　
善
珠

　
　
　
　
　
　
宣
教
　
　
　
玄
賓
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と
（
延
暦
二
四
年
五
月
一
一
日
条
）、
Ｃ
嵯
峨
天
皇
よ
り
親
書
と
施
物
を
賜
っ
た
こ
と
（
弘
仁
二
年
一
一
月
二
一
日
条
）

の
三
つ
が
見
出
さ
れ
て
い
る
。

　

小
林
氏
は
、
こ
れ
ら
の
事
績
は
い
ず
れ
も
玄
賓
と
類
似
す
る
も
の
で
あ
り
、
両
者
は
同
時
代
の
同
タ
イ
プ
の
僧
で
あ
っ

た
と
み
て
い
る　

。
特
に
怨
霊
と
の
関
係
で
い
え
ば
、
Ｂ
の
事
績
は
注
目
さ
れ
る
。
延
暦
二
四
年
は
す
で
に
指
摘
し
た
と

お
り
、
早
良
親
王
の
怨
霊
慰
撫
に
関
す
る
記
事
が
散
見
さ
れ
、
先
に
確
認
し
た
玄
賓
も
桓
武
の
病
平
癒
の
た
め
に
屈
請
さ

れ
て
い
た
。

　

Ｃ
に
関
し
て
は
、
親
書
の
内
容
か
ら
聴
福
の
特
質
が
伺
え
る
の
で
、
記
事
を
引
用
し
て
お
き
た
い
。

賜
二
聴
福
法
師
書
一
日
、煙
霞
憺
泊
、素
是
戦
勝
之
場
。
京
洛
囂
塵
。
誠
爲
二
染
衣
之
地
一
。
和
上
超
二
俗
雲
霄
一
、

味
二
道
巌
穴
一
。
慧
炬
有
レ
晃
。
戒
珠
無
レ
玷
。
国
之
元
老
、
人
之
師
範
。
披
二
薜
蘿
一
而
長
往
。
賞
二
風
月
一

以
忘
レ
帰
。
朕
嘉
二
尓
令
徳
一
、
夢
想
猶
存
。
謂
二
予
不
一
レ
信
、
有
レ
如
二
暾
日
一
。
今
故
行
李
知
聞
、
兼
附
二

送
綿
百
屯
布
卅
端
一
。
至
冝
レ
充
二
頭
陀
資
一
耳
。
時
寒
。
想
善
加
二
珍
衛
一
。

下
線
部
か
ら
は
、
世
俗
か
ら
離
れ
た
浄
行
僧
で
、
智
行
を
兼
ね
備
え
た
僧
で
あ
っ
た
こ
と
が
伺
え
、
そ
の
徳
を
夢
に
ま
で

讃
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

親
書
か
ら
伺
え
る
特
質
、
Ｂ
の
事
績
、
玄
賓
と
の
共
通
性
な
ど
を
考
え
れ
ば
、
怨
霊
に
対
処
し
得
る
僧
と
み
な
さ
れ
て

い
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
嵯
峨
は
こ
の
よ
う
な
智
行
と
も
に
優
れ
る
聴
福
に
対
し
て
信
仰
を
寄
せ
て
、
親
書
と
施

物
を
賜
っ
た
の
だ
ろ
う
。
前
章
で
確
認
し
た
と
お
り
、
こ
の
前
年
の
弘
仁
元
年
は
平
城
上
皇
お
よ
び
嵯
峨
自
身
の
不
予
が
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相
つ
ぎ
、
前
々
年
の
大
同
四
年
は
そ
れ
以
前
か
ら
続
く
旱
魃
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
。
自
身
の
即
位
以
来
、
国
家
的
に
も
個

人
的
に
も
不
安
定
な
状
態
が
続
く
な
か
で
、
父
桓
武
が
怨
霊
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
際
に
も
功
績
の
あ
っ
た
聴
福
へ
の
信
仰

を
寄
せ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

③
最
澄
・
空
海

　

先
に
確
認
し
た
と
お
り
、
最
澄
（
七
六
七
～
八
二
二
）
は
「
三
部
長
講
会
式
」
や
弘
仁
九
年
の
長
講
会
で
怨
霊
の
救
済

を
願
い
、空
海
（
七
七
四
～
八
三
五
）
は
乙
訓
寺
に
住
し
て
早
良
親
王
の
怨
霊
を
慰
撫
し
、伊
予
親
王
に
対
し
て
も
追
善
（
注

（
44
）
参
照
）
を
行
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
。
両
者
が
明
確
に
怨
霊
慰
撫
を
行
っ
て
い
た
僧
で
あ
る
こ
と
は
、諸
研
究
に
よ
っ

て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

両
者
の
山
林
修
行
と
そ
の
後
の
事
績
に
関
し
て
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
だ
ろ
う
が
、
最
澄
は
延
暦
四
（
七
八
五
）
年
七

月
に
比
叡
山
に
入
り
、
同
一
三
年
の
平
安
遷
都
後
も
同
山
で
の
修
行
を
継
続
し
て
、
同
二
一
年
に
は
入
唐
の
勅
許
を
得
て

海
を
渡
り
、
唐
に
お
い
て
天
台
法
門
を
中
心
に
修
学
し
た
。
空
海
は
延
暦
一
二
年
頃
、
山
林
修
行
を
開
始
し
た
と
さ
れ
、

室
戸
崎
や
大
滝
岳
な
ど
四
国
各
地
で
苦
行
に
励
み
、
同
二
三
年
に
留
学
生
と
し
て
唐
に
渡
り
、
長
安
で
恵
果
か
ら
真
言
密

教
の
正
統
を
受
け
継
ぐ
に
至
っ
た　

。
両
者
が
こ
の
よ
う
な
経
歴
を
経
て
、
嵯
峨
・
淳
和
朝
の
も
と
鎮
護
国
家
仏
教
を
志

向
し
た
こ
と
は
周
知
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　

両
者
の
鎮
護
国
家
仏
教
は
山
林
修
行
と
深
く
結
び
つ
い
て
い
た
と
さ
れ
る
。
最
澄
は
、「
夫
自
レ
非
二
忘
レ
飢
楽
レ
山
、
忍
レ

寒
住
レ
谷
、
一
十
二
年
、
精
進
之
力
、
数
年
九
旬
、
観
行
之
功
一
、
何
排
二
七
難
於
悪
世
一
、
亦
除
二
三
災
於
国
家
一
」（『
顕
戒

論
』
中
）
と
し
て
、
山
林
修
行
で
備
わ
る
力
と
功
に
よ
る
除
災
を
主
張
し
て
い
る　

。
空
海
は
、
弘
仁
七
年
六
月
十
九
日

に
「
上
奉
レ
為
二
国
家
一
下
為
二
諸
修
行
者
一
芟
二
夷
荒
藪
一
聊
建
二
立
修
禅
一
院
一
」（『
性
霊
集
』
九
）
と
し
て
、
国
家
と
そ
の

（
61
）

（
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）
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鎮
護
を
担
う
修
行
者
の
た
め
に
高
野
山
を
賜
り
た
い
と
願
っ
て
い
る　

。
両
者
の
主
張
は
、
自
身
の
即
位
以
来
災
害
に
繰

り
返
し
見
舞
わ
れ
て
き
た
嵯
峨
の
信
仰
心
を
引
き
寄
せ
る
も
の
だ
っ
た
の
だ
と
考
え
る
。

　

あ
え
て
信
仰
心
と
い
う
言
葉
を
使
っ
た
が
、
嵯
峨
の
最
澄
・
空
海
へ
の
目
線
は
、
貴
族
層
一
般
を
含
め
た
為
政
者
の
一

人
と
し
て
の
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
玄
賓
や
聴
福
の
親
書
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
一
個
人
と
し
て
も
信
仰
を
寄
せ
た
目
線
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
、
最
澄
・
空
海
と
も
玄
賓
・
聴
福
と
同
様
に
、
山
林
修
行
の
経
験
が
あ
り
、
怨
霊
に
対

処
し
得
る
力
を
有
す
る
僧
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
い
え
る
。

　

本
章
で
は
、
嵯
峨
は
施
物
を
行
っ
た
僧
へ
信
仰
を
寄
せ
て
い
た
と
み
て
、
そ
れ
ら
の
僧
は
浄
行
僧
で
あ
り
、
災
害
や
不

予
の
原
因
と
し
て
、
嵯
峨
の
治
世
を
悩
ま
せ
た
怨
霊
に
対
抗
し
得
る
僧
と
み
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
こ
う
し

た
僧
へ
の
信
仰
と
怨
霊
へ
の
対
処
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
、
嵯
峨
の
事
例
は
怨
霊
信
仰
が
盛
ん
で
あ
っ
た
院
政
期
の
貴
族

層
の
認
識
に
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。『
愚
管
抄
』
に
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ
る
。
摂
関
期
に
ど
の
よ
う
に
怨
霊
の
祟
り
が
防

が
れ
て
い
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、

サ
レ
ド
モ
仏
法
ト
云
モ
ノ
ヽ
サ
カ
リ
ニ
テ
、
智
行
ノ
僧
ヲ
ホ
カ
レ
バ
、
カ
ヤ
ウ
ノ
事
ハ
タ
ヽ
レ
ド
モ
、
事

ノ
ホ
カ
ナ
ル
事
ヲ
バ
フ
セ
グ
メ
リ
。
マ
メ
ヤ
カ
ニ
底
ヨ
リ
タ
ウ
ト
キ
僧
ヲ
タ
ノ
ミ
テ
、
三
宝
ノ
益
ヲ
バ
ウ

ル
也
。
九
条
殿
ハ
慈
恵
大
師
、
御
堂
ハ
三
昧
和
尚
・
無
動
寺
座
主
、
宇
治
殿
ハ
滋
賀
僧
正
ナ
ド
、
カ
ヤ
ウ

ニ
キ
コ
ユ
メ
リ
（
巻
七
）。

と
し
て
、「
特
に
問
題
と
な
っ
た
も
の
以
外
」
と
は
す
る
が
、
心
の
底
か
ら
智
行
を
備
え
た
僧
に
帰
依
し
て
い
た
こ
と
を
挙

（
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）
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げ
て
い
る
。
こ
の
認
識
は
、
本
章
で
み
た
嵯
峨
が
怨
霊
へ
の
対
策
と
し
て
仏
教
の
力
、
特
に
智
行
を
備
え
た
浄
行
僧
の
力

を
頼
っ
た
こ
と
と
重
な
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
嵯
峨
の
信
仰
は
怨
霊
信
仰
の
形
成
を
考
え
る
上
で
重
要
な
事
例
と
も
な
る
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

お
わ
り
に

　

本
稿
で
論
じ
た
こ
と
を
ま
と
め
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。
嵯
峨
は
多
く
僧
に
施
物
し
て
お
り
、
対
象
と
な
っ
た
名
の
知

ら
れ
る
僧
の
性
格
か
ら
、
山
林
修
行
に
よ
っ
て
験
力
を
身
に
着
け
た
浄
行
僧
へ
信
仰
を
寄
せ
て
い
た
と
考
え
た
。
信
仰
の

理
由
を
考
え
る
た
め
に
、
嵯
峨
の
治
世
を
辿
る
と
、
そ
の
初
期
か
ら
災
異
・
災
害
や
自
身
と
平
城
上
皇
の
不
予
が
続
く
こ

と
が
み
ら
れ
、そ
れ
ら
は
当
時
の
状
況
を
考
え
れ
ば
、怨
霊
が
原
因
と
み
な
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
種
々

の
災
害
を
引
き
起
こ
す
怨
霊
を
慰
撫
す
る
た
め
に
は
、
般
若
系
経
典
な
ど
仏
教
の
力
が
利
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
た
め
、

嵯
峨
が
施
物
し
た
浄
行
僧
の
性
格
や
事
績
を
検
討
し
、
彼
ら
は
怨
霊
に
対
処
し
得
る
優
れ
た
験
力
を
有
す
る
僧
で
あ
っ
た

と
考
え
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
嵯
峨
が
浄
行
僧
へ
信
仰
を
寄
せ
た
理
由
の
一
つ
と
し
て
、
彼
ら
が
怨
霊
に
対
処
し
得

る
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た
い
。
平
安
時
代
初
期
に
は
、
怨
霊
は
個
人
を
害
す
る
の
み
な
ら
ず
、
社
会
の
安
寧
を

乱
す
災
異
・
災
害
の
原
因
と
も
み
な
さ
れ
て
い
た
。
鎮
護
国
家
の
た
め
と
い
う
点
で
も
、
怨
霊
へ
の
対
策
は
重
要
で
あ
っ

た
と
考
え
る
。
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最
後
に
嵯
峨
朝
以
降
の
こ
と
に
つ
い
て
少
し
述
べ
て
お
き
た
い
。
嵯
峨
は
弘
仁
一
四（
八
二
三
）年
四
月
に
譲
位
す
る
が
、

承
和
九
年
（
八
四
二
）
七
月
に
崩
ず
る
ま
で
、
淳
和
・
仁
明
と
二
代
の
天
皇
の
時
代
に
渡
っ
て
天
皇
家
の
家
長
と
し
て
強

い
権
威
を
持
ち
続
け
た
。『
続
日
本
後
紀
』
に
載
る
嵯
峨
の
遺
詔
に
は
、
自
身
の
遺
言
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
死
後
長
く
「
怨

鬼
」
と
な
る
と
し
て
、
遺
詔
の
遵
守
を
強
く
求
め
た
（
承
和
九
年
七
月
一
五
日
条
）。
そ
の
遺
詔
に
は
「
無
レ
信
二
卜
筮
一
」

と
し
て
、
災
害
・
災
異
を
不
徳
執
政
に
よ
る
天
の
譴
責
と
す
る
儒
教
的
立
場
を
と
り
、
災
害
・
災
異
を
占
い
に
よ
っ
て
神

霊
の
祟
り
と
す
る
理
念
に
対
し
て
批
判
を
遺
し
た
と
も
さ
れ
る　

。
こ
の
遺
詔
の
内
容
は
本
稿
の
立
場
か
ら
は
ど
の
よ
う

に
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。

　

前
章
で
確
認
し
た
と
お
り
、
最
澄
・
空
海
は
浄
行
僧
に
よ
る
鎮
護
国
家
仏
教
を
確
立
し
始
め
て
い
た
。
し
か
し
、
彼
ら

は
弘
仁
一
三
（
八
二
二
）
年
・
承
和
二
（
八
二
九
）
年
に
そ
れ
ぞ
れ
世
を
去
る
。
そ
の
後
の
天
台
・
真
言
両
宗
に
お
い
て
、

前
者
に
関
し
て
は
嘉
承
三
（
八
五
〇
）
年
に
円
仁
の
主
張
に
よ
り
、
文
徳
天
皇
が
比
叡
山
総
持
院
で
熾
盛
光
法
を
修
す
る

こ
と
が
決
め
ら
れ
（『
慈
覚
大
師
伝
』）、
後
者
で
は
常
暁
が
請
来
し
た
大
元
帥
法
が
宇
治
の
法
琳
寺
で
承
和
七
（
八
四
〇
）

年
か
ら
修
さ
れ
始
め
（『
続
日
本
後
紀
』
承
和
七
年
六
月
三
日
条
）、
仁
寿
元
（
八
五
一
）
年
に
は
治
部
省
で
も
修
さ
れ
始

め
る
（『
濫
觴
抄
』
下
）
こ
と
な
ど
が
み
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
護
国
修
法
の
確
立
を
目
指
す
動
き
が
み
ら
れ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、祖
師
の
没
後
に
そ
れ
ら
が
確
立
さ
れ
る
ま
で
の
天
長
年
間
（
八
二
四
～
三
四
年
）・
承
和
年
間
（
八
三
四
～
四
八
年
）・

嘉
祥
年
間
（
八
四
八
～
五
一
年
）
頃
は
、
両
宗
に
と
っ
て
（
危
機
の
時
代
で
あ
っ
た
と
は
言
い
す
ぎ
か
も
し
れ
な
い
が
）、

少
な
く
と
も
祖
師
の
始
め
た
鎮
護
国
家
仏
教
を
い
か
に
継
承
し
発
展
さ
せ
、
か
つ
ど
の
よ
う
に
定
着
さ
せ
る
か
が
課
題
で

あ
っ
た
時
期
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

最
澄
・
空
海
を
失
っ
た
こ
と
は
、
宗
内
の
み
な
ら
ず
当
時
の
天
皇
で
あ
る
嵯
峨
や
淳
和
に
と
っ
て
も
惜
し
む
べ
き
こ
と

（
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で
あ
っ
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
特
に
嵯
峨
が
浄
行
僧
を
信
仰
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
玄
賓
、
聴
福
、
最
澄
、
そ
し
て
空
海

を
失
っ
た
今
、
依
る
べ
き
理
想
的
な
浄
行
僧
の
多
く
が
世
を
去
っ
た
こ
と
と
な
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
で
、
霊
の
祟
り
が

あ
っ
て
は
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
。
対
処
し
難
い
な
ら
ば
祟
り
自
体
を
認
め
な
い
よ
う
に
し
、
徳
治
主
義
の
立
場
か
ら
対
処

す
る
。
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
先
の
「
無
レ
信
二
卜
筮
一
」
と
い
う
言
葉
を
含
む
遺
詔
に
は
こ
の
よ
う
な
意
図
が
含
ま
れ

て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

し
か
し
本
稿
の
検
討
に
よ
れ
ば
、
在
位
中
の
弘
仁
年
間
に
お
い
て
は
、
嵯
峨
は
怨
霊
の
祟
り
を
意
識
し
そ
の
対
策
を
講

じ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
平
安
時
代
初
期
の
嵯
峨
朝
に
怨
霊
対
策
が
重
要
視
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
怨
霊
信
仰
が
盛

ん
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
摂
関
期
・
院
政
期
の
怨
霊
信
仰
と
の
関
係
が
ま
ず
は
問
題
と
な
る
だ
ろ
う
。
古
代
か
ら
中
世
に
か

け
て
、
貞
観
五
年
の
神
泉
苑
御
霊
会
、
天
神
信
仰
、
崇
徳
院
の
怨
霊
な
ど
、
怨
霊
信
仰
に
お
い
て
重
要
な
事
柄
は
多
く
存

在
す
る
。
本
稿
の
検
討
と
こ
れ
ら
の
関
係
性
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

（
い
と
う　

し
ょ
う
た
・
文
学
研
究
科
日
本
文
化
専
攻
博
士
課
程
二
年
）
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［
註
］

（
１
）
朝
枝
善
照
「
平
城
・
嵯
峨
朝
の
仏
教
政
策
」（
同
『
平
安
初
期
仏
教
史
研
究
』
所
収
、
永
田
文
昌
堂
、
一
九
八
〇
年
）。

（
２
）
井
上
光
貞
『
日
本
古
代
の
国
家
と
仏
教
』（
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
）、
平
岡
定
海
「
光
仁
・
桓
武
朝
の
仏
教
政
策
」（
同
編
『
論
集

日
本
仏
教
史
』
所
収
、
雄
山
閣
、
一
九
八
六
年
）、
速
水
侑
『
日
本
仏
教
史　

古
代
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
六
年
）、
本
郷
真
紹
「
光
仁
・

桓
武
朝
の
国
家
と
仏
教
」（『
仏
教
史
学
研
究
』
三
四
―
一
、一
九
九
一
年
）
な
ど
。

（
３
）
本
郷
真
紹
「
律
令
国
家
仏
教
の
成
立
と
展
開
」（『
律
令
国
家
仏
教
の
研
究
』
所
収
、
法
蔵
館
、
二
〇
〇
五
年
）。

（
４
）
堀
裕
「
平
安
新
仏
教
と
東
ア
ジ
ア
」（
大
津
透
ほ
か
編
『
岩
波
講
座　

日
本
歴
史　

古
代
４
』
所
収
、
岩
波
書
店
、
二
〇
一
五
年
）。

（
５
）
西
本
昌
弘
氏
は
、
弘
仁
年
間
の
史
料
に
つ
い
て
、
国
史
の
記
事
と
平
安
時
代
初
期
の
仏
教
関
係
史
料
を
合
わ
せ
て
整
理
し
、
仏
教
者

の
視
点
か
ら
嵯
峨
の
時
代
を
分
析
し
て
い
る
（「
空
海
関
係
史
料
か
ら
見
た
弘
仁
皇
帝
の
時
代
」〈
同
『
空
海
と
弘
仁
皇
帝
の
時
代
』
所
収
、

塙
書
房
、
二
〇
二
〇
年
、
初
出
二
〇
〇
七
年
）。

（
６
）『
後
紀
』
延
暦
二
五
年
四
月
二
二
日
条
。

（
７
）
前
掲
注
（
４
）
堀
裕
文
献
。

（
８
）
吉
川
真
司
『
聖
武
天
皇
と
仏
都
平
城
京
』
講
談
社
、
二
〇
一
一
年
。

（
９
）『
後
紀
』
弘
仁
二
年
六
月
一
九
日
条
。

（
１０
）『
後
紀
』
弘
仁
三
年
一
二
月
二
日
条
、『
紀
略
』
弘
仁
八
年
一
〇
月
一
日
条
、同
弘
仁
九
年
一
〇
月
二
七
日
条
、『
類
聚
国
史
』
一
八
六
「
施

物
僧
」
弘
仁
一
一
年
一
〇
月
一
〇
日
条
。

（
１１
）『
後
紀
』
弘
仁
三
年
一
二
月
二
日
条
、『
類
聚
国
史
』
一
八
六
「
施
物
僧
」
弘
仁
一
一
年
一
〇
月
一
〇
日
条
。

（
１２
）『
類
聚
国
史
』
一
八
六
「
施
物
僧
」
弘
仁
四
年
一
一
月
二
八
日
条
。

（
１３
）『
後
紀
』
弘
仁
五
年
九
月
一
一
日
条
。

（
１４
）
例
え
ば
弘
仁
九
年
四
月
二
二
日
に
、
祈
雨
の
た
め
に
諸
大
寺
・
畿
内
諸
寺
・
禅
場
で
礼
仏
転
読
さ
せ
、
同
年
一
〇
月
二
七
日
に
七
大

寺
僧
に
綿
が
施
さ
れ
て
い
る
事
例
が
あ
る
（
い
ず
れ
も
『
紀
略
』）。

（
１5
）『
後
紀
』
弘
仁
二
年
五
月
一
六
日
条
（
書
、
法
具
一
具
）、
同
一
一
月
一
三
日
条
（
書
、
綿
百
屯
、
布
三
十
端
）、
同
弘
仁
三
年
五
月

二
〇
日
条
（
法
服
、
布
三
十
端
）、
同
一
二
月
四
日
条
（
書
、
綿
布
等
物
）、
同
弘
仁
四
年
五
月
一
七
日
条
（
書
、
布
）、『
紀
略
』
弘
仁
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五
年
五
月
二
三
日
条
（
御
製
詩
、
物
三
十
端
）、『
類
聚
国
史
』
一
八
六
「
施
物
僧
」
弘
仁
七
年
五
月
五
日
条
（
書
、
白
布
三
十
端
）、
同

一
〇
月
一
二
日
条
（
綿
百
屯
）、
同
弘
仁
八
年
一
〇
月
九
日
条
（
綿
一
百
屯
）。

（
１６
）『
後
紀
』
弘
仁
二
年
一
一
月
二
一
日
条
（
書
、
綿
百
屯
、
布
三
十
端
）。

（
１7
）『
紀
略
』
弘
仁
五
年
六
月
一
九
日
条
（
近
江
国
稲
四
百
束
）。

（
１８
）『
類
聚
国
史
』
一
八
六
「
施
物
僧
」
弘
仁
一
二
年
七
月
二
三
日
条
（
新
銭
二
万
）。

（
１9
）
小
林
崇
仁
「
玄
賓
―
嵯
峨
天
皇
か
ら
の
殊
遇
―
」（
同
『
日
本
古
代
の
仏
教
者
と
山
林
修
行
』
所
収
、
勉
誠
出
版
、
二
〇
二
一
年
、
初

出
二
〇
〇
五
年
）。

（
２０
）
兄
の
平
城
天
皇
は
南
都
の
仏
教
勢
力
に
対
し
て
は
そ
の
意
向
を
尊
重
す
る
な
ど
、
そ
の
仏
教
政
策
は
奈
良
時
代
を
思
わ
せ
る
「
復
古

的
な
性
格
」
を
有
し
て
い
た
が
、
嵯
峨
朝
の
弘
仁
三
年
六
月
二
三
日
に
、
平
城
朝
の
大
同
元
年
一
〇
月
五
日
の
太
政
官
符
以
来
、
所
司

が
僧
尼
内
の
律
教
の
規
定
に
任
せ
て
僧
尼
の
罪
を
推
勘
し
て
い
な
い
た
め
、
再
び
僧
尼
の
罪
は
僧
尼
令
に
よ
っ
て
勘
ず
る
こ
と
と
さ
れ

た
（「『
類
聚
三
代
格
』
三
「
僧
尼
禁
忌
事
」
弘
仁
三
年
七
月
一
〇
日
付
太
政
官
符
）
こ
と
か
ら
、仏
教
政
策
は
旧
に
復
さ
れ
た
と
す
る
（
前

掲
注
（
３
）
本
郷
真
紹
「
律
令
国
家
仏
教
の
成
立
と
展
開
」）。

（
２１
）
櫻
木
潤
「
最
澄
撰
「
三
部
長
講
会
式
」
に
み
え
る
御
霊
」（『
史
泉
』
九
六
、二
〇
〇
二
年
）、
同
「
嵯
峨
・
淳
和
朝
の
「
御
霊
」
慰
撫
」

（『
仏
教
史
学
研
究
』
四
七
―
二
、二
〇
〇
五
年
）、
西
本
昌
弘
『
早
良
親
王
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
九
年
）。

（
２２
）
前
掲
注
（
２１
）
櫻
木
潤
「
嵯
峨
・
淳
和
朝
の
「
御
霊
」
慰
撫
」。

（
２３
）
高
取
正
男
「
御
霊
会
の
成
立
と
初
期
平
安
京
の
住
民
」（『
京
都
大
学
読
史
会
五
十
年
記
念
国
史
論
集
』
京
都
大
学
読
史
会
、

一
九
五
九
年
）、
菊
池
京
子
「
御
霊
信
仰
の
成
立
と
展
開
―
信
仰
の
支
持
階
層
を
中
心
と
し
て
―
」（『
史
窓
』
一
七
・
一
八
合
併
号
、

一
九
六
〇
年
）、
井
上
満
郎
「
御
霊
信
仰
の
成
立
と
展
開
―
平
安
都
市
神
へ
の
視
覚
―
」（『
奈
良
大
学
紀
要
』
五
、一
九
七
六
年
）（
い
ず
れ

も
柴
田
實
編
『
御
霊
信
仰
』
所
収
、
雄
山
閣
、
一
九
八
四
年
）
な
ど
。

（
２４
）
前
掲
注
（
２１
）
櫻
木
潤
、
西
本
昌
弘
文
献
の
他
、
山
下
克
明
「
災
害
・
怪
異
と
天
皇
」（
網
野
善
彦
ほ
か
編
『
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
と
身
体
』

所
収
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）、
山
田
雄
司
『
跋
扈
す
る
怨
霊
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
）
な
ど
。

（
２5
）『
後
紀
』
大
同
三
年
五
月
二
一
日
条
。

（
２６
）
前
掲
注
（
２４
）
山
田
雄
司
文
献
。
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（
２7
）「
令
下
二
諸
大
寺
及
畿
内
諸
寺
山
林
禅
場
等
一
転
経
礼
仏
上
。
祈
レ
雨
也
」（『
紀
略
』
弘
仁
九
年
四
月
二
二
条
）、「
又
詔
。
比
者
陰
陽
愆
レ
候
。

炎
旱
淹
レ
旬
。
云
々
。
起
レ
自
二
今
月
二
十
六
日
一
、
迄
二
于
二
十
八
日
一
、
惣
三
个
日
、
朕
及
公
卿
百
官
、
一
皆
素
食
、
帰
二
心
覚
門
一
。
凡

厥
僧
綱
、
精
進
転
経
、
以
副
二
素
懐
一
」（『
紀
略
』
弘
仁
九
年
四
月
二
三
日
条
）、「
於
二
前
殿
一
講
二
仁
王
経
一
。
縁
二
旱
灾
一
也
」（『
紀
略
』
弘

仁
九
年
四
月
二
七
日
条
）。

（
２８
）「
詔
曰
。
頃
者
、
炎
旱
積
レ
旬
、
甘
液
無
レ
施
。
云
々
。
宜
レ
令
下
二
十
三
大
寺
幷
大
和
国
定
額
諸
寺
常
住
僧
一
、
各
於
二
当
寺
一
三
个
日
転

中
読
大
般
若
経
上
。
以
祈
二
甘
雨
也
一
」（『
紀
略
』
弘
仁
一
〇
年
七
月
一
八
日
条
）。

（
２9
）「
令
下
二
諸
国
一
転
中
―
読
大
雲
経
上
。
為
レ
救
レ
旱
也
」（『
紀
略
』
弘
仁
一
一
年
六
月
二
七
日
条
）。

（
３０
）「
奉
二
幣
雨
師
神
一
、
祈
レ

雨
。
未
レ

有
二
微
応
一
。
仍
域
内
設
二
法
莚
一
、一
七
箇
日
読
レ

経
、
禁
二
殺
生
一
也
」（『
紀
略
』
弘
仁
一
四
年
七
月

一
七
日
条
）。

（
３１
）「
令
下
二
僧
一
百
五
十
人
一
、
於
二
宮
中
及
春
宮
坊
等
一
、
読
中
大
般
若
経
上
。
造
二
一
小
倉
於
霊
安
寺
一
、
納
二
稲
三
十
束
一
。
又
別
収
二
調
綿

百
五
十
斤
。
庸
綿
百
五
十
斤
一
。
慰
二
神
霊
之
怨
魂
一
也
」（『
後
紀
』
延
暦
二
四
年
二
月
六
日
条
）。

（
３２
）
橘
恭
堂
「
わ
が
国
に
お
け
る
怨
霊
信
仰
と
『
大
般
若
経
』
の
関
係
に
つ
い
て
―
民
間
仏
教
史
と
し
て
の
一
考
察
―
」（
柴
田
實
編
『
御

霊
信
仰
』
所
収
、
雄
山
閣
、
一
九
八
四
年
、
初
出
一
九
六
三
年
）。

（
３３
）
中
村
元
ほ
か
編
『
岩
波
仏
教
辞
典
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
四
年
）「
般
若
波
羅
密
」
の
項
。

（
３４
）
八
重
樫
直
比
古
「
空
と
勝
義
の
孝
―
古
代
仏
教
に
お
け
る
怨
霊
救
済
の
論
理
―
」（
石
田
一
良
編
『
日
本
精
神
史
』
所
収
、ぺ
り
か
ん
社
、

一
九
八
八
年
）。

（
３5
）
鶴
岡
静
雄
「
古
代
に
お
け
る
大
般
若
経
へ
の
依
拠
」（
同
『
古
代
仏
教
史
研
究
』
所
収
、
文
雅
堂
銀
行
研
究
社
、
一
九
六
五
年
）。

（
３６
）『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
七
四
、
続
諸
宗
部
五
に
所
収
。

（
３7
）
前
掲
注
（
２１
）
櫻
木
潤
「
嵯
峨
・
淳
和
朝
の
「
御
霊
」
慰
撫
」。

（
３８
）
田
村
園
澄
「
神
宮
寺
と
神
前
読
経
と
物
の
怪
」（
同
『
日
本
仏
教
史　

奈
良
・
平
安
時
代
』
所
収
、
一
九
八
三
年
、
初
出
一
九
六
九
年
）、

前
掲
注
（
１9
）
西
本
文
献
。

（
３9
）
前
掲
注
（
２１
）
西
本
昌
弘
文
献
。

（
４０
）
小
林
宣
彦
「
律
令
国
家
祭
祀
の
構
造
」（
同
『
律
令
国
家
の
祭
祀
と
災
異
』
所
収
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
九
年
）。
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（
４１
）
前
掲
注
（
２４
）
山
田
雄
司
文
献
。

（
４２
）「
遣
二
使
京
畿
一
祈
レ

雨
」（『
紀
略
』
弘
仁
九
年
四
月
一
日
条
）、「
大
和
国
吉
野
郡
雨
師
神
奉
レ

授
二
従
五
位
下
一
。
以
祈
レ

雨
也
」（『
紀
略
』

弘
仁
九
年
四
月
二
四
日
条
）、「
遣
二
使
山
城
貴
布
禰
神
社
。
大
和
国
室
生
山
上
龍
穴
等
処
一
。
祈
レ

雨
也
」（『
紀
略
』
弘
仁
九
年
七
月
一
四

日
条
）。

（
４３
）「
詔
。
朕
有
レ
所
レ
思
。
宜
レ
復
二
故
皇
子
伊
予
、
夫
人
藤
原
吉
子
等
本
位
号
一
」（『
紀
略
』
弘
仁
一
〇
年
三
月
二
一
日
条
）。

（
４４
）
櫻
木
潤
氏
も
、
空
海
の
『
性
霊
集
』
に
収
め
ら
れ
た
嵯
峨
に
よ
る
伊
予
親
王
・
藤
原
吉
子
の
追
善
願
文
で
あ
る
「
東
太
上
為
二
故
中

務
卿
親
王
一
造
二
刻
檀
像
一
願
文
」
の
成
立
を
、
親
王
母
子
が
本
位
号
に
復
さ
れ
た
弘
仁
一
〇
年
三
月
以
降
の
成
立
と
み
て
、
追
善
の
契

機
を
祈
雨
（
旱
害
）
と
し
て
い
る
（
前
掲
注
（
２１
）「
嵯
峨
・
淳
和
朝
の
「
御
霊
」
慰
撫
」）。

（
４5
）「
令
三
十
五
大
寺
幷
五
畿
七
道
諸
国
奉
二
読
大
般
若
経
一
。
防
二
疫
旱
一
也
」（『
紀
略
』
天
長
元
年
一
月
二
八
日
条
）、「
遣
下
二
使
畿
内
七
道
諸

国
一
走
レ
幣
祈
上
レ
雨
。
屈
二
一
百
僧
於
大
極
殿
一
転
二
読
大
般
若
経
一
三
个
日
」（『
紀
略
』
天
長
四
年
五
月
二
一
日
条
）、「
請
二
僧
百
口
沙
弥
百

口
於
大
極
殿
一
、
奉
二
読
大
般
若
経
一
。
三
个
日
。
以
祈
二
甘
雨
一
也
」（『
紀
略
』
天
長
六
年
二
月
二
八
日
条
）、「
請
二
百
僧
於
八
省
院
一
読
二
大

般
若
経
一
。
祈
レ
雨
也
」（『
紀
略
』
天
長
九
年
五
月
一
七
日
条
）。

（
４６
）『
紀
略
』
に
よ
れ
ば
大
同
三
年
に
は
、
遣
使
し
て
京
中
の
骼
胔
の
埋
葬
当
っ
て
い
る
こ
と
や
諸
大
寺
・
諸
国
に
対
す
る
大
般
若
経
奉
読

の
命
（
一
月
一
三
日
条
）、疫
病
流
行
に
よ
る
名
神
へ
の
祈
祷
（
二
月
二
四
日
条
）、『
仁
王
経
』
の
講
説
（
三
月
一
日
条
）
な
ど
が
み
ら
れ
る
。

（
４7
）
延
暦
一
〇
年
九
月
一
六
日
に
「
断
三
伊
勢
、尾
張
、近
江
、美
濃
、若
狭
、越
前
、紀
伊
等
国
百
姓
、殺
レ
牛
用
祭
二
漢
神
一
」（『
続
日
本
紀
』）

と
し
て
漢
神
を
祀
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
み
え
る
。

（
４８
）
前
掲
注
（
２２
）
山
田
雄
司
文
献
。

（
４9
）
高
木
訷
元
『
空
海
―
生
涯
と
そ
の
周
辺
―
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
七
年
。

（
5０
）
前
掲
注
（
１9
）
櫻
木
潤
「
最
澄
撰
「
三
部
長
講
会
式
」
に
み
え
る
御
霊
」。

（
5１
）「
詔
曰
、…
時
行
告
レ
咎
。
昔
天
平
年
、亦
有
二
斯
変
一
。
因
以
疫
癘
、宇
内
凋
傷
。
…
窃
惟
、仏
旨
冲
奥
、大
悲
為
先
。
理
無
二
微
而
不
一
レ
矜
、

義
無
二
遠
而
不
一
レ
済
。
又
祓
二
除
疾
病
。
抑
有
前
典
。
冝
レ
令
下
二
天
下
諸
国
一
設
レ
斎
屈
上
レ
僧
、
於
二
金
光
明
寺
一
、
転
二
読
金
剛
般
若
波
羅

蜜
経
一
五
日
。
兼
遣
二
修
禊
法
一
」（『
類
聚
国
史
』 

一
一
「
祈
禱
上
」
弘
仁
九
年
九
月
一
〇
日
条
）。

（
5２
）『
紀
略
』
天
長
三
年
六
月
六
日
条
、
同
七
年
四
月
二
六
日
条
・
五
月
六
日
条
、
同
八
年
三
月
二
五
日
条
。
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嵯峨天皇と浄行僧　―怨霊対策の視点から―

（
5３
）
前
掲
注
（
１9
）
小
林
崇
仁
文
献
。

（
5４
）
同
右
。

（
55
）「
皇
太
子
久
病
。
卜
之
、
崇
道
天
皇
為
レ
祟
」（『
紀
略
』
延
暦
一
一
年
六
月
一
〇
日
）。

（
5６
）
西
本
昌
弘
「
川
原
寺
の
古
代
史
と
伽
藍
・
仏
像
―
筑
紫
観
世
音
寺
と
の
比
較
を
通
し
て
―
」（
同
『
飛
鳥
・
藤
原
と
古
代
王
権
』
所
収
、

同
成
社
、
二
〇
一
四
年
）。

（
57
）
前
掲
注
（
１9
）
小
林
崇
仁
文
献
。

（
5８
）
坂
本
太
郎
・
平
野
邦
雄
監
修
『
日
本
古
代
氏
族
人
名
辞
典
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
〇
年
）「
宣
教
」
の
項
。

（
59
）
前
掲
注
（
１9
）
西
本
昌
弘
文
献
。

（
６０
）
小
林
崇
仁
「
聴
福
―
玄
賓
と
の
類
似
性
―
」（
前
掲
注
（
１9
）
小
林
崇
仁
文
献
所
収
）。

（
６１
）
大
久
保
良
峻
『
最
澄
・
空
海
の
改
革
』（
末
木
文
美
士
編
『
新
ア
ジ
ア
仏
教
史
１１　

日
本
仏
教
の
礎
』
所
収
、佼
成
出
版
社
、二
〇
一
〇
年
）。

（
６２
）
朝
枝
善
照
「
最
澄
の
時
代
観
と
顕
戒
論
」（
前
掲
注
（
１
）
朝
枝
善
照
文
献
所
収
）、
前
掲
注
（
２
）
速
水
侑
文
献
。

（
６３
）
前
掲
注
（
２
）
速
水
侑
文
献
。

（
６４
）
前
掲
注
（
２２
）
山
下
克
明
文
献
。
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一
、
は
じ
め
に

　

寺
内
町
（
一
）
の
研
究
は
歴
史
、
地
理
、
経
済
、
社
会
と
い
っ
た
視
点
か
ら
分
析
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
宗
教
的
な
面

か
ら
の
議
論
は
そ
れ
ほ
ど
見
ら
れ
な
い
。
寺
内
町
の
宗
教
的
性
格
に
つ
い
て
、
西
川
幸
治
氏
は
「
人
々
の
救
済
を
正
機
と

す
る
真
宗
の
信
仰
を
共
有
し
、
あ
ら
ゆ
る
社
会
的
属
性
を
超
え
て
、
平
等
に
阿
弥
陀
の
本
願
に
帰
し
、
た
が
い
に
同
朋
・

戦
国
期
山
科
本
願
寺
寺
内
町
と
在
地
寺
院
と
の

関
係
に
つ
い
て

　
―
西
宗
寺
と
興
正
寺
を
中
心
に
―

孔　
継
金

［
論
文
］
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戦国期山科本願寺寺内町と在地寺社との関係について ―西宗寺と興正寺を中心に

同
行
と
よ
び
か
わ
し
、
人
間
的
に
結
び
つ
こ
う
と
す
る
宗
教
的
連
帯
感
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
都
市
で
、
そ
の
精
神
的
共

同
体
を
確
保
し
、そ
の
生
活
共
同
体
を
維
持
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
計
画
的
に
構
築
さ
れ
た
環
濠
城
塞
都
市
で
あ
る
（
二
）。」

と
述
べ
て
い
る
。

　

一
方
、
仁
木
宏
氏
は
、
西
川
幸
治
氏
の
典
拠
は
黒
田
俊
雄
氏
の
「
仏
法
領
」
の
理
論
に
あ
り
と
示
し
、
本
願
寺
側
が
持

つ
精
神
、
信
仰
の
側
面
と
寺
内
町
が
現
実
世
界
に
持
つ
権
能
の
側
面
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
重
視
し
な
が
ら
、
相
互
の
関
係
性

を
追
求
す
る
点
が
重
要
で
あ
る
と
指
摘
し
た
（
三
）。
さ
ら
に
、
信
仰
の
面
か
ら
見
て
も
仁
木
宏
氏
は
遠
藤
一
氏
（『
戦
国
期

真
宗
の
歴
史
像
』
永
田
文
昌
堂
、
一
九
九
一
）
の
観
点
を
援
引
し
、
富
田
林
や
枚
方
に
あ
る
寺
内
町
の
研
究
を
列
挙
し
、

寺
内
町
に
他
宗
徒
の
活
動
が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
寺
内
町
の
志
向
を
一
向
宗
の
み
を
基
準
に
説
明
し
た
り
、
一
向
宗
寺
院
の

宗
教
的
支
配
の
側
面
の
み
を
一
面
的
に
強
調
し
た
り
す
る
と
は
誤
り
で
あ
る
」
と
の
議
論
も
見
ら
れ
る
（
四
）。

　

寺
内
町
の
宗
教
状
況
に
つ
い
て
、
鍛
代
敏
雄
氏
は
摂
津
中
島
本
願
寺
寺
内
町
に
つ
い
て
考
察
し
、
寺
内
町
は
「
町
人
の

中
に
他
宗
徒
が
含
ま
れ
て
い
た
」
と
指
摘
す
る
（
五
）。
寺
内
町
の
住
民
の
信
仰
は
多
様
で
あ
り
、
真
宗
に
改
宗
し
た
寺
院

も
本
願
寺
と
異
な
る
側
面
を
有
し
て
い
た
。
元
来
、
浄
土
真
宗
は
阿
弥
陀
仏
に
対
す
る
一
向
専
修
を
宗
旨
と
し
て
い
る
た

め
、
改
宗
し
た
寺
院
は
こ
う
い
っ
た
宗
旨
を
受
け
入
れ
、
以
前
の
宗
派
色
を
一
掃
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
よ
う
に
見
え

る
。
し
か
し
、
実
際
は
、
寺
院
中
の
一
部
の
施
設
に
改
宗
以
前
の
遺
風
を
残
し
、
施
設
や
行
事
に
も
以
前
の
宗
派
の
色
彩

を
色
濃
く
残
し
て
い
る
寺
内
町
も
あ
っ
た
（
六
）。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
本
願
寺
派
に
よ
り
造
ら
れ
た
寺
内
町
は
時
代
順
に
吉
崎
御
坊
、
山
科
本
願
寺
、
石
山
本
願
寺
等
の

う
ち
、
比
較
的
早
い
時
期
に
建
立
さ
れ
た
山
科
本
願
寺
寺
内
町
を
研
究
対
象
に
、
町
内
に
あ
る
寺
院
の
関
係
、
宗
教
状
況

等
を
考
察
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
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当
面
の
検
討
課
題
と
し
て
、
寺
内
町
に
あ
る
西
宗
寺
と
山
科
本
願
寺
と
の
関
係
、
ま
た
「
野
村
本
願
寺
古
屋
敷
之
図
」

に
「
仏
光
寺
帰
尊
地
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
仏
光
寺
（
の
ち
の
興
正
寺
）
と
山
科
本
願
寺
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
そ
の
具

体
的
な
つ
な
が
り
を
整
理
す
る
。
さ
ら
に
山
科
本
願
寺
に
参
入
し
た
寺
院
に
対
し
て
、
蓮
如
は
ど
の
よ
う
な
態
度
を
と
っ

て
い
た
の
か
、
同
朋
同
行
思
想
の
観
点
か
ら
検
討
し
た
い
。

　
　

二
、
山
科
本
願
寺
と
西
宗
寺

　

本
稿
は
山
科
本
願
寺
寺
内
町
に
あ
る
寺
院
と
本
願
寺
の
関
係
を
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
管
見
の
限
り
、
寺

内
町
の
中
に
西
宗
寺
が
あ
る
こ
と
を
明
確
に
示
す
史
料
は
み
あ
た
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
考
古
発
掘
の
調
査
結
果
か
ら
山
科

本
願
寺
寺
内
町
と
西
宗
寺
と
の
位
置
関
係
を
明
確
に
し
た
上
で
、
山
科
本
願
寺
寺
内
町
と
西
宗
寺
と
関
連
す
る
史
料
を
検

討
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

　

西
宗
寺
は
山
科
本
願
寺
と
同
じ
「
雍
州
山
科
本
野
村　

西
中
路
（
七
）」
に
位
置
し
て
い
る
と
い
う
。「
西
中
路
」
と
は
、

現
在
の
京
都
山
科
区
西
野
（
八
）
広
見
町
付
近
と
考
え
ら
れ
る
。
山
科
本
願
寺
の
発
掘
調
査
で
は
現
在
の
西
野
広
見
町
で
山

科
本
願
寺
時
期
の
焼
土
を
含
む
遺
構
や
遺
物
も
確
認
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
場
所
は
寺
内
の
一
部
で
あ
っ
た
と
さ

れ
る
（
九
）。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
西
宗
寺
は
山
科
本
願
寺
寺
内
町
の
中
に
あ
る
寺
院
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
（
一
〇
）。

　

西
宗
寺
と
本
願
寺
と
の
関
わ
り
は
本
願
寺
が
山
科
の
地
に
進
出
す
る
時
か
ら
始
ま
る
。
本
願
寺
の
山
科
進
出
に
あ
た
っ

て
、
山
科
の
郷
民
は
本
願
寺
の
発
展
を
支
え
た
と
い
う
。
そ
の
一
人
が
野
村
の
有
力
郷
民
海
老
名
氏
で
あ
る
。
海
老
名
氏
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戦国期山科本願寺寺内町と在地寺社との関係について ―西宗寺と興正寺を中心に

は
野
村
の
「
四
五
丁
余
」
の
土
地
を
本
願
寺
に
寄
進
し
、本
願
寺
の
末
寺
で
あ
る
西
宗
寺
を
開
基
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
（
一
一
）。

　
『
大
谷
本
願
寺
通
紀
』
に
よ
れ
ば
、「
十
年
正
月
、
至
山
科
野
村
村
分
東
西
択
寺
地
、
土
人
海
老
名
氏
、
施
所
持
地
（
一
二
）」

と
山
科
郷
民
で
あ
る
海
老
名
氏
が
寺
地
を
寄
進
し
た
と
言
う
。
海
老
名
氏
は
「
尊
氏
将
軍
ノ
幕
下
、
遠
州
ノ
剌
史
海
老
名

遠
江
守
ヵ
子
孫
、
海
老
名
五
郎
左
衛
門
尉
ト
イ
ヘ
ル
モ
ノ
ア
リ
ケ
ル
カ
」
と
も
推
測
さ
れ
、
寄
進
し
た
土
地
は
「
蓮
申
上

ケ
レ
ハ
幸
ヒ
某
シ
所
持
ノ
針
木
ノ
林
四
五
丁
余
リ
ノ
平
地
ア
リ
。
願
ク
此
地
ニ
御
堂
建
立
ア
レ
カ
シ
、
寄
附
シ
奉
ン
ト
望

ミ
ケ
レ
ハ
」（
一
三
）
と
「
針
木
ノ
林
四
五
丁
」
あ
ま
り
だ
っ
た
と
い
う
。

　

上
記
の
史
料
か
ら
、
海
老
名
氏
は
山
科
郷
の
有
力
郷
民
で
あ
り
、
蓮
如
が
山
科
に
進
出
す
る
に
あ
た
っ
て
、
野
村
の
地

を
蓮
如
に
寄
進
し
、
山
科
本
願
寺
寺
内
町
の
建
立
に
力
を
捧
げ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

明
治
期
に
興
正
寺
派
谷
下
一
夢
氏
が
記
し
た
『
真
宗
法
脈
史
』
に
よ
れ
ば
、
海
老
名
五
郎
左
衛
門
は
「
本
寺
有
力
の
門

徒
に
し
て
、
後
僧
と
な
り
て
一
寺
を
建
て
、
本
寺
譜
代
の
末
寺
と
し
て
永
く
臣
事
せ
し
者
、
即
ち
山
科
西
宗
寺
の
初
代
な

り
（
一
四
）」
と
あ
り
、
海
老
名
五
郎
左
衛
門
は
興
正
寺
の
門
徒
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

興
正
寺
は
仏
光
寺
経
豪
が
本
願
寺
に
参
入
後
、
山
科
本
願
寺
寺
内
町
に
お
い
て
建
立
し
た
寺
院
で
あ
る
（
一
五
）。
興
正
寺

と
山
科
本
願
寺
の
位
置
関
係
は
、
光
照
寺
本
「
野
村
本
願
寺
古
屋
敷
之
図
」
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
古
図
に
よ

れ
ば
、「
御
本
坊
」
に
隣
接
す
る
南
側
の
地
に
「
佛
光
寺
帰
尊
地　

四
十
二
坊
ト
モ
ニ
」
と
あ
る
場
所
が
興
正
寺
の
所
在
地

と
さ
れ
る
。

　
『
真
宗
法
脈
史
』
に
よ
れ
ば
、
海
老
名
五
郎
左
衛
門
は
興
正
寺
の
門
徒
で
あ
り
、
海
老
名
氏
を
住
職
と
し
た
西
宗
寺
も

興
正
寺
の
末
寺
で
あ
る
と
い
う
。
西
宗
寺
を
興
正
寺
の
末
寺
と
す
る
記
述
は
『
本
願
寺
史
』
に
も
見
ら
れ
る
（
一
六
）。
そ
れ

な
ら
ば
、
海
老
名
五
郎
左
衛
門
は
い
つ
西
宗
寺
を
開
い
た
の
か
、
ま
た
海
老
名
氏
と
本
願
寺
、
興
正
寺
と
の
つ
な
が
り
は
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ど
う
で
あ
っ
た
の
か
と
い
う
疑
問
が
湧
い
て
く
る
。

　

蓮
如
は
多
く
の
名
号
や
、
絵
像
、
絵
伝
を
各
地
の
門
徒
に
下
附
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
下
附
す
る
際
に
蓮
如
が
、
署

名
、
年
月
、
願
主
の
住
所
と
名
前
を
裏
書
き
し
て
与
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
坊
主
、
門
徒
と
し
て
本
末
関
係
が
成
立
、
あ

る
い
は
再
確
認
で
き
る
と
い
う
（
一
七
）。

　

こ
こ
で
、
文
明
十
三
年
（
一
四
八
一
）
十
月
十
八
日
に
蓮
如
が
願
主
釈
浄
乗
（
海
老
名
五
郎
左
衛
門
）
に
下
附
し
た
方

便
法
身
像
の
裏
書
を
提
示
し
た
い
。
そ
の
裏
書
に
は
、

　
　

方
便
法
身
尊
形　

雍
州
山
科
本
野
村　

西
中
路　

　
　

文
明
十
三
年
十
月
十
八
日　

釈
蓮
如
花
押　

願
主　

釈
浄
乗
（
一
八
）

と
書
か
れ
て
い
る
。
注
目
さ
れ
る
の
が
、
願
主
が
所
属
す
る
「
西
宗
寺
」
の
名
が
提
示
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

先
述
の
と
お
り
、
蓮
如
が
下
附
し
た
名
号
、
絵
像
な
ど
の
裏
書
に
は
、
願
主
の
名
前
、
年
月
、
住
所
あ
る
い
は
安
置
す

る
場
所
な
ど
が
記
さ
れ
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
上
記
の
方
便
法
身
像
の
裏
書
に
は
、
願
主
の
住
所
「
西
中
路
」

だ
け
を
記
録
し
、
西
宗
寺
の
名
を
示
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
方
便
法
身
像
を
下
附
さ
れ
た
文
明
十
三
年
十

月
十
八
日
（
一
四
八
一
）
の
時
点
で
は
西
宗
寺
は
ま
だ
開
か
れ
て
い
な
か
っ
た
と
推
測
で
き
る
。
ま
た
、
少
な
く
と
も
そ

の
時
点
で
海
老
名
氏
は
す
で
に
本
願
寺
門
徒
と
見
做
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

続
い
て
、
海
老
名
五
郎
左
衛
門
と
興
正
寺
の
関
係
に
つ
い
て
検
討
す
る
。『
真
宗
法
脈
史
』
に
よ
れ
ば
、
海
老
名
五
郎
左

衛
門
は
興
正
寺
門
徒
と
さ
れ
る
。
そ
の
主
張
を
裏
付
け
る
史
料
と
し
て
、『
紫
雲
殿
由
縁
記
』（
一
九
）
に
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海
老
名
五
良
左
衛
門
子　

今
云
西
宗
寺

　
　

下
間
後
玄
英
剃
髪
シ
、
助
縁
ト
云
、
家
頼
眉
目
を
ヒ
ラ
キ
ケ
ル
、
文
明
十
五
年
、
澁
谷
佛
光
寺
経
豪
、

　
　

本
願
寺
ニ
帰
服
ス
、
経
豪
ニ
随
附
シ
、
同
時
ニ
山
科
ニ
帰
服
ス

と
、
海
老
名
五
郎
左
衛
門
の
子
は
経
豪
に
随
附
し
て
本
願
寺
に
参
入
し
た
と
い
う
。
こ
の
史
料
か
ら
海
老
名
氏
と
仏
光
寺

経
豪
と
関
わ
り
あ
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
が
、
経
豪
の
本
願
寺
へ
の
参
入
時
期
に
つ
い
て
、
議
論
す
る
余
地
が
残
さ
れ
て

い
る
。

　

経
豪
の
参
入
時
期
は
『
紫
雲
殿
由
縁
記
』
に
文
明
十
五
年
と
さ
れ
る
ほ
か
、『
大
谷
本
願
寺
通
紀
』「
歴
代
宗
主
伝
第
二
」
に

　
　
（
文
明
十
四
年
）
是
年
渋
谷
仏
光
寺
経
豪
、
以
出
口
順
如
為
介
、
帰
属
門
下
、
末
寺
六
坊
等
従
之
（
二
〇
）

『
大
谷
本
願
寺
通
紀
』「
旁
門
略
伝
標
目
」
に　

　
　

今
在
本
山
境
内
、
非
別
派
別
山
也
、
然
以
為
御
門
跡
家
故
、
準
余
門
而
列
之
。
首
祖
蓮
教
、
初
名
経
豪
、

　
　

仮
号
大
納
言
公
、
仏
光
寺
第
十
四
世
主
、
為
経
誉
肉
兄
、
文
明
十
三
年
、
帰
属
本
山
（
後
略
）（
二
一
）

と
さ
れ
る
史
料
も
見
ら
れ
る
。
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ま
た
、『
仏
光
寺
派
古
文
章
』
に
収
め
ら
れ
る
『
延
暦
寺
大
講
堂
衆
議
状
案
』
に

　
　

文
明
十
三
年
十
一
月
三
日
、
山
門
大
講
堂
集
会
儀　

所
詮
退
彼
仏
光
寺
之
住
持

　
　

文
明
十
四
年
八
月
日　

右
、
渋
谷
仏
光
寺
事
、
当
住
花
恩
院
大
納
言
、
無
碍
光
衆
本
願
寺
依
随
逐
、

　
　

被
放
御
被
官
、
以
正
法
興
行
仁
躰
補
任
云
（々
二
二
）

と
の
記
録
が
あ
る
。『
延
暦
寺
大
講
堂
衆
議
状
案
』
は
比
叡
山
か
ら
仏
光
寺
派
に
与
え
ら
れ
た
書
状
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
文
明
十
三
年
十
一
月
三
日
に
比
叡
山
は
経
豪
を
仏
光
寺
住
職
の
座
か
ら
退
け
る
指
示
を
下
し
、
翌
年
の
文
明
十
四
年

に
経
豪
が
無
碍
光
衆
本
願
寺
に
随
逐
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
追
放
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　

以
上
の
史
料
か
ら
経
豪
の
本
願
寺
へ
の
参
入
時
期
に
は
、
文
明
十
三
年
、
文
明
十
四
年
、
文
明
十
五
年
の
三
つ
が
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。『
延
暦
寺
大
講
堂
衆
議
状
案
』
に
言
及
さ
れ
た
経
豪
が
住
職
の
座
か
ら
離
れ
た
時
期
と
、
仏
光
寺
か
ら
追

放
さ
れ
た
時
期
か
ら
考
え
れ
ば
、
経
豪
は
文
明
十
四
年
に
本
願
寺
に
参
入
し
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
る
。

　

一
方
、
海
老
名
五
郎
左
衛
門
は
文
明
十
三
年
八
月
に
す
で
に
蓮
如
か
ら
方
便
法
身
像
を
下
附
さ
れ
、
本
願
寺
の
門
徒
と

な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
彼
は
経
豪
が
本
願
寺
参
入
す
る
前
に
、
仏
光
寺
派
や
、
本
願
寺
派
に
属
し
て
い
た
こ
と
が
推
測

で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
経
豪
が
山
科
に
興
正
寺
を
建
て
て
か
ら
、
海
老
名
氏
は
再
び
興
正
寺
門
徒
と
な
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。

　

こ
こ
ま
で
の
分
析
か
ら
、
海
老
名
氏
は
浄
土
真
宗
の
各
派
閥
を
転
々
と
所
属
し
て
い
た
、
あ
る
い
は
本
願
寺
の
各
派
閥

に
兼
ね
て
属
し
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
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お
そ
ら
く
海
老
名
五
郎
左
衛
門
の
事
例
か
ら
し
て
、
蓮
如
期
に
お
い
て
、
門
徒
は
本
願
寺
派
に
限
ら
ず
、
所
属
す
る
派

閥
を
比
較
的
容
易
に
変
え
る
こ
と
が
で
き
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
蓮
如
時
期
の
本
願
寺
教
団
に
は
真
宗
他
派
の
門
徒
が
混

在
し
、
錯
綜
し
て
い
た
状
況
が
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
　

三
、
山
科
本
願
寺
と
興
正
寺

　

こ
こ
か
ら
は
、
本
願
寺
と
興
正
寺
の
関
係
を
め
ぐ
る
問
題
を
検
討
し
て
い
く
。

　

先
に
述
べ
た
通
り
、
興
正
寺
は
本
願
寺
の
「
御
本
坊
」
と
隣
接
す
る
南
側
の
地
で
再
興
さ
れ
た
。
こ
こ
で
、「
再
興
」
と

い
う
言
葉
を
使
用
す
る
の
は
、
仏
光
寺
の
開
基
で
あ
る
了
源
が
十
四
世
紀
初
頭
に
山
科
の
地
に
興
正
寺
を
開
い
た
こ
と
が

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
仏
光
寺
了
源
が
興
正
寺
を
開
基
し
た
経
緯
は
、
元
禄
年
間
に
作
ら
れ
た
と
言
わ
れ
る
（
二
三
）『
院
家
系

図
記
』
に
次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　

興
正
寺
者　

覚
如
上
人
之
弟
子
空
性
房
了
源
之
開
基
也　

祖
師
聖
人
直
弟
真
仏
ヨ
リ　

源
海　

了
海　

誓
海　

光

明
ト
付
法
シ
テ
光
明
ノ
門
徒
ニ
弥
三
郎
ト
号
ス
ル
モ
ノ
ア
リ　

是
ハ
平
維
貞
ノ
家
人
比
留
左
衛
門
太
郎
維
広
カ
家
来

ナ
リ　

維
貞
京
六
波
羅
へ　

上
洛
ノ
時　

弥
三
郎
モ
上
洛
シ
ケ
ル
カ　

本
願
寺
第
三
世
覚
如
上
人
へ
参
詣
シ　

則
大

谷
ニ
テ
剃
髪
付
法
シ
テ
空
性
房
了
源
ト
号
ス　

元
応
二
年
比
ト
云
　々

其
後
正
中
元
年
八
月
山
科
ニ
一
寺
ヲ
建
立
ス　

覚
如
上
人
ヨ
リ
興
正
寺
ト
号
ヲ
賜
フ
後
ニ
法
義
ニ
ツ
キ
自
義
曲
解
の
誤
リ
ア
ル
ユ
ヘ
ニ
覚
如
上
人
ヨ
リ
門
徒
ヲ
擯
撥
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シ
タ
マ
フ　

嘉
暦
三
年
（
元
徳
二
年
）
之
比　

渋
谷
ニ
移
テ
寺
号
ヲ
改
仏
光
寺
ト
号
ス
（
二
四
）

　

上
記
史
料
に
よ
る
と
了
源
は
入
道
す
る
以
前
の
名
前
は
弥
三
郎
で
あ
っ
た
。
平
維
貞
の
家
人
比
留
左
衛
門
太
郎
維
広
の

家
来
と
し
て
元
応
二
年
（
一
三
二
〇
）
平
維
貞
と
共
に
上
洛
し
、
大
谷
本
願
寺
覚
如
を
訪
問
。
そ
こ
で
出
家
し
了
源
と
号

し
た
。
正
中
元
年
（
一
三
二
四
）
八
月
に
山
科
に
一
寺
を
建
て
、
覚
如
上
人
よ
り
興
正
寺
と
命
名
さ
れ
た
。
後
に
了
源
は

法
義
を
曲
解
し
た
こ
と
で
、
覚
如
上
人
か
ら
破
門
さ
れ
、
嘉
暦
三
（
元
徳
二
年
）（
一
三
三
〇
）
に
寺
を
渋
谷
に
移
し
て
寺

号
を
仏
光
寺
と
改
め
た
と
い
う
。

　

こ
の
史
料
か
ら
了
源
は
覚
如
の
元
で
学
ん
だ
こ
と
が
あ
り
、
仏
光
寺
は
も
と
も
と
本
願
寺
と
繋
り
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
こ
う
し
た
記
述
は
『
本
願
寺
末
脇
門
跡
興
正
寺
開
基
以
来
諸
留
書
』（
二
五
）
に
も
見
ら
れ
る
。

　

了
源
は
覚
如
の
令
を
受
け
存
覚
に
指
導
さ
れ
（
二
六
）、
数
十
帖
の
聖
教
を
与
え
た
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
、
了
源
の
教
義

に
対
す
る
理
解
は
存
覚
の
影
響
を
受
け
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
。

　

元
亨
二
年
（
一
三
二
二
）
六
月
に
覚
如
は
存
覚
と
義
絶
し
た
が
、
そ
の
時
、
了
源
は
存
覚
の
た
め
に
住
坊
を
建
て
た
こ

と
が
あ
る
。
一
方
、
存
覚
は
了
源
建
立
の
寺
に
「
仏
光
寺
」
と
い
う
寺
号
を
付
与
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
存
覚
と

了
源
と
の
関
係
は
、
了
源
が
覚
如
に
破
門
さ
れ
た
後
で
も
継
続
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
（
二
七
）。

　

了
源
が
存
覚
に
破
門
さ
れ
た
の
は
、
教
義
上
の
主
張
が
異
な
っ
て
い
た
た
め
と
い
う
が
、
そ
れ
は
了
源
に
教
義
上
の
影

響
を
与
え
た
存
覚
と
関
わ
り
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
（
二
八
）。
後
に
、
了
源
が
考
案
し
た
「
名
帳
」「
絵
系
図
」
に

よ
る
布
教
で
仏
光
寺
の
寺
勢
は
隆
盛
発
展
の
途
を
辿
り
、
本
願
寺
を
凌
ぐ
勢
力
に
発
展
し
て
い
っ
た
。
そ
の
間
、
覚
如
上

人
が
『
改
邪
鈔
』
に
お
い
て
仏
光
寺
を
批
判
し
た
こ
と
も
知
ら
れ
る
（
二
九
）。
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こ
う
し
て
、
そ
の
後
の
仏
光
寺
第
十
四
世
経
豪
の
本
願
寺
参
入
に
至
る
ま
で
、
仏
光
寺
と
本
願
寺
と
の
関
係
は
「
親
鸞

の
本
廟
で
あ
る
本
願
寺
と
そ
こ
へ
参
詣
す
る
親
鸞
末
弟
と
言
う
関
係
に
過
ぎ
な
い
（
三
〇
）」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
あ
る
。
教
義
の
相
違
で
、
分
離
さ
れ
た
仏
光
寺
と
本
願
寺
派
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
方
向
に
各
自
の
発
展
を
遂
げ
て
い
く

こ
と
に
な
る
。
史
料
に
見
え
る
本
願
寺
派
と
仏
光
寺
派
と
の
関
係
は
複
雑
で
、
競
争
や
対
立
が
激
し
い
時
期
も
見
ら
れ
る

の
で
あ
る
。　

　

そ
う
し
た
中
、
文
明
十
四
年
に
仏
光
寺
経
豪
は
、
順
如
を
通
し
て
本
願
寺
に
参
入
し
、
興
正
寺
は
蓮
如
の
傘
下
に
入
っ

た
経
豪
が
本
願
寺
に
参
入
し
た
の
は
山
門
か
ら
の
圧
力
を
受
け
た
面
も
あ
る
が
、
も
っ
と
重
要
な
の
は
、
経
豪
自
身
が
山

門
に
い
う
「
無
碍
光
流
」
す
な
わ
ち
蓮
如
の
教
え
に
心
酔
し
て
い
た
こ
と
が
理
由
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　

経
豪
と
蓮
如
と
の
接
触
は
、
文
明
三
年
大
谷
本
願
寺
が
破
却
さ
れ
蓮
如
が
吉
崎
の
地
に
滞
在
し
た
時
に
始
ま
る
と
考
え

ら
れ
る
。
経
豪
は「
然
間
経
豪
乍
有
当
山
法
流
私
信
天
蓮
如
教
旨（
三
一
）」と
、蓮
如
の
教
旨
を
信
じ
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
後
、

『
渋
谷
歴
世
略
傳
』
に
は
「
于
時
蓮
如
、
以
無
碍
光
如
来
為
本
尊
、
於
是
呼
称
無
碍
光
派
、
経
豪
與
之
勠
力
謀
張
行
、
師

父
近
親
屡
諫
之
不
聴
（
三
二
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
経
豪
は
周
り
の
親
し
い
人
か
ら
と
め
ら
れ
る
ほ
ど
、
蓮
如
の
教
え
に
傾
倒

し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
経
豪
が
仏
光
寺
か
ら
追
放
さ
れ
た
理
由
は
、「
経
豪
猶
与
蓮
如
党
相
往
来
於
処
々
相
勧
故
遂
為

一
味
露
顕
畢
（
三
三
）」
と
の
記
述
か
ら
も
読
み
取
れ
る
。

　

了
源
が
山
科
に
建
て
た
興
正
寺
の
最
初
の
敷
地
は
安
祥
寺
村
に
あ
っ
た
が
（
三
四
）、
経
豪
が
本
願
寺
に
参
入
す
る
時
、「
経

豪
初
居
常
楽
臺
、
後
結
草
菴
於
山
科
、
復
旧
名
号
興
正
寺
、
住
処
字
以
古
名
称
竹
中
荘
（
三
五
）」
と
、
山
科
本
願
寺
寺
内
町

の
中
に
新
た
に
興
正
寺
を
開
い
た
の
で
あ
る
。
経
豪
は
了
源
の
時
の
寺
号
を
用
い
な
が
ら
、
ま
た
参
入
す
る
前
に
渋
谷
の

仏
光
寺
在
処
竹
中
荘
の
呼
称
を
山
科
の
住
処
に
命
名
し
た
の
は
ま
た
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
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『
大
谷
遺
跡
録
』
に
あ
る
「
山
科
興
正
寺
記
」
に
は
、

　

寛
正
六
年
後
土
御
門
院
帝
ヨ
リ
門
跡
号
ヲ
勅
許
ア
リ
、
ソ
ノ
コ
ロ
、
寺
僧
四
十
八
坊
ア
リ
、
然
ル
ニ
、
経
誉
上
人

ノ
舎
兄
、
華
園
院
大
納
言
経
豪
上
人
〈
亦
号
蓮
教
〉
祖
師
聖
人
ノ
名
ケ
玉
フ
興
正
寺
ノ
寺
号
一
旦
隠
レ
玉
フ
コ
ト
ヲ

イ
タ
マ
シ
ク
思
ヒ
テ
、
寺
僧
四
十
二
坊
、
国
々
ノ
門
徒
数
万
一
同
ニ
分
派
シ
テ
興
正
寺
ヲ
別
立
セ
リ
ト
云
云
（
三
六
）

と
あ
り
、
概
ね
『
叢
林
集
』
巻
九
の
記
述
と
一
致
し
て
い
る
。

　

経
豪
が
仏
光
寺
派
か
ら
別
立
し
た
理
由
と
し
て
、
了
源
上
人
が
開
い
た
興
正
寺
の
寺
号
が
「
一
旦
隠
レ
玉
フ
コ
ト
ヲ
イ

タ
マ
シ
ク
思
ヒ
テ
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
か
つ
て
了
源
が
寺
を
建
て
た
こ
の
山
科
の
地
に
「
興
正
寺
」
を
再
興
す
る
願
望

が
あ
っ
た
た
め
と
推
測
で
き
る
。
な
お
、
上
記
の
史
料
の
「
寺
僧
四
十
二
坊
、
国
々
ノ
門
徒
数
万
一
同
ニ
分
派
シ
テ
興
正

寺
ヲ
別
立
セ
リ
ト
云
云
」
と
い
う
記
述
か
ら
、
経
豪
は
本
願
寺
に
参
入
し
た
と
い
う
よ
り
、
山
科
本
願
寺
寺
内
町
の
地
に
、

仏
光
寺
と
別
立
し
た
興
正
寺
を
造
り
直
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
次
の
史
料
か
ら
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
中
御
門
宣
胤
の
日
記
『
宣
胤
卿
記
』
の
延
徳
元
年

（
一
四
八
九
）
正
月
十
三
日
条
に
、

　
　

花
恩
院
［
経
豪
山
科
］
磕
一
荷
、
雉
二
番
、
昆
布
五
把
送
之

と
あ
る
。「
花
恩
院
」
の
院
号
は
経
豪
が
仏
光
寺
住
職
の
時
か
ら
名
乗
っ
て
い
た
が
、
そ
の
院
号
は
『
宣
胤
卿
記
』
の
延
徳
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元
年
（
一
四
八
九
）
正
月
十
三
日
条
だ
け
で
は
な
く
、
文
亀
四
年
（
永
正
元
年
、
一
五
〇
四
）
七
月
十
六
日
条
、
永
正

十
六
年
（
一
五
一
九
）
三
月
七
日
、
十
日
条
に
も
見
ら
れ
る
（
三
七
）。「
花
恩
院
」
の
院
号
は
仏
光
寺
嫡
流
系
統
の
証
と
し
て

名
乗
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
三
八
）。
そ
し
て
、
経
豪
は
本
願
寺
に
参
入
し
、
興
正
寺
を
再
興
す
る
と
き
も
こ
の
院

号
を
継
承
し
続
け
、
仏
光
寺
の
時
か
ら
始
ま
っ
た
中
御
門
家
と
の
関
係
は
興
正
寺
の
時
も
維
持
し
続
け
ら
れ
た
と
言
え
る

と
い
う
。

　

経
豪
が
本
願
寺
に
参
入
し
た
当
時
、
仏
光
寺
か
ら
持
ち
出
し
た
も
の
と
し
て
「
高
祖
御
寿
像
四
十
歳
御
自
作
同
恩
手
皮

ノ
名
号
、
同
真
書
ノ
十
字
名
号
、
三
経
往
生
文
類
、
上
宮
太
子
御
影
、
後
鳥
羽
院
御
直
衣
聖
人
頂
戴
御
蓑
高
祖
四
十
歳
威

勢
大
神
宮
参
詣
時
、
僧
形
ヲ
隠
シ
玉
フ
蓑
ナ
リ
念
珠
、
九
条
袈
裟
慈
鎮
和
尚
高
祖
ニ
給
聖
人
御
自
影
四
十
二
歳
肉
附
御
歯

等
安
置
セ
リ
其
外
数
品
略
之
（
三
九
）」
な
ど
が
あ
る
。
そ
し
て
、
経
豪
が
引
率
し
た
門
徒
は
数
万
人
規
模
に
も
な
っ
た
と
い

う
こ
と
か
ら
、
経
豪
は
祖
師
の
了
源
が
造
っ
た
興
正
寺
を
振
興
す
る
考
え
も
持
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

つ
づ
い
て
、
本
願
寺
派
に
参
入
し
た
後
の
経
豪
と
興
正
寺
と
関
わ
る
史
料
を
見
て
み
る
と
、

　

同
元
年
十
一
月
廿
一
日
夜
よ
り
報
恩
講
の
次
第
。
廿
二
日
朝
の
御
時
、
浄
恵
、
福
田
寺
、
誓
願
寺
、
夕
部
（
頭
人
）

は
慶
乗
。
御
式
は
御
坊
様
、
御
念
仏
は
上
様
。
…
廿
五
日
、（
御
斎
）
出
口
対
馬
、
夕
部
は
、
吉
野
衆
。
御
式
は
上
様
。

佛
光
寺
殿
御
斎
に
め
し
け
り
（
四
〇
）

と
あ
る
。
こ
の
史
料
は
、
実
如
が
住
持
職
に
就
い
て
二
ヶ
月
後
に
迎
え
た
報
恩
講
に
仏
光
寺
経
豪
を
招
い
た
記
録
で
あ
る
。

延
徳
元
年
（
一
四
八
九
）
蓮
如
が
山
科
本
願
寺
南
殿
に
退
隠
し
、
住
持
職
を
実
如
に
譲
っ
た
年
で
あ
る
。
同
年
十
一
月
の
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二
十
五
日
お
斎
に
お
け
る
世
話
方
は
出
口
対
馬
、
非
時
の
世
話
方
は
吉
野
の
門
徒
衆
、「
報
恩
講
式
」
の
拝
読
は
蓮
如
聖
人

と
さ
れ
、
加
え
て
仏
光
寺
の
経
豪
が
招
か
れ
て
い
る
（
四
一
）。

　
『
大
谷
本
願
寺
通
紀
』（
四
二
）
に
は
経
豪
と
共
に
参
入
し
た
四
十
二
人
の
中
「
六
人
改
信
鎮
西
」「
七
人
再
帰
仏
光
寺
」
と
あ

り
、
実
際
に
参
入
し
た
人
数
は
二
十
九
人
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
経
豪
を
追
っ
て
本
願
寺
に
参
入
し
た
二
十
九

人
も
、
後
に
「
蓮
教
与
二
十
九
人
暌
隔
て
」
と
あ
り
、
経
豪
と
距
離
を
置
い
た
。
そ
し
て
、「
凡
十
年
許
、
蓮
宗
主
深
痛
嘆
之
、

賜
坊
号
或
寺
号
、
而
諸
子
乏
寺
産
、
散
在
諸
処
、
以
図
活
業
、
是
故
法
義
分
雑
云
云
（
四
三
）」
と
参
入
し
て
か
ら
十
年
を
経
て
、

蓮
如
が
坊
号
と
寺
号
を
賜
っ
た
と
い
う
が
、
経
豪
の
門
徒
た
ち
は
、
各
地
に
散
ら
ば
っ
て
い
て
、「
法
義
分
雑
」
な
境
地
に

な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
蓮
如
以
後
の
時
代
に
な
っ
て
も
、
本
願
寺
寺
内
町
に
関
わ
る
記
述
の
中
に
、
興
正
寺
門
徒
に
関
す
る
言
及
が
数

箇
所
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
仏
光
寺
の
経
豪
が
諸
国
の
門
徒
を
率
い
て
本
願
寺
に
参
入
し
た
あ
と
も
、
そ
の
門
徒
ら
は

か
な
ら
ず
し
も
本
願
寺
門
徒
と
し
て
す
べ
て
統
合
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
興
正
寺
門
徒
と
し
て
の
立
場
を
維
持
し
な
が

ら
山
科
本
願
寺
寺
内
町
に
お
い
て
活
動
を
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

経
豪
の
本
願
寺
参
入
に
つ
い
て
、
熊
野
恒
陽
氏
は
「
同
派
同
体
」
と
い
う
表
現
が
適
切
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
さ
ら
に

蓮
如
時
代
に
お
い
て
、「
興
正
寺
と
本
願
寺
の
関
係
は
、
従
属
の
関
係
で
は
な
い
。
門
下
は
別
で
あ
り
、
関
係
は
対
等
だ
っ

た
。
蓮
如
時
代
の
本
願
寺
の
本
末
関
係
は
か
な
り
ゆ
る
や
か
な
結
合
関
係
で
あ
る
。
蓮
如
教
団
は
同
盟
団
で
、
蓮
如
は
盟

主
で
あ
っ
た
。」（
四
四
）
と
い
う
。

　

本
稿
で
は
、
本
願
寺
と
興
正
寺
の
関
係
は
、
熊
野
恒
陽
氏
が
い
う
「
同
盟
」
関
係
の
主
張
に
従
い
た
い
。
経
豪
は
教
義

上
蓮
如
と
接
近
し
、
仏
光
寺
派
内
部
に
お
い
て
も
山
門
か
ら
の
圧
力
を
受
け
、
現
状
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
な
境
地
に
陥
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る
中
、
本
願
寺
の
傘
下
に
入
り
、
山
科
本
願
寺
と
隣
接
の
地
に
旧
号
を
も
ち
い
て
寺
院
を
建
立
し
た
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

そ
し
て
、
両
寺
院
の
関
係
に
つ
い
て
、
裏
付
け
る
史
料
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
時
代
を
下
っ
て
、
十
八
世
紀
に
書
か
れ

た
『
大
谷
本
願
寺
通
紀
』
に
あ
る
「
今
在
本
山
境
内
、
非
別
派
別
山
也
、
然
以
為
御
門
跡
家
故
、
准
余
門
而
列
之
（
四
五
）」

と
の
記
録
か
ら
興
正
寺
は
本
願
寺
教
団
に
お
い
て
、
独
自
性
を
有
し
て
い
た
こ
と
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

　

史
料
に
よ
れ
ば
、
当
時
、
山
科
本
願
寺
寺
内
町
に
再
興
さ
れ
た
興
正
寺
は
別
派
で
は
な
く
、
本
山
で
も
な
い
が
、
門
跡

の
家
柄
を
用
い
て
い
る
た
め
、「
余
門
」
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
る
と
い
う
。
注
目
す
べ
き
は
「
余
門
」
と
い
う
言
葉
で
あ
る
。

「
余
門
」
の
意
味
は
「
自
派
以
外
の
門
派
（
四
六
）」
の
意
と
考
え
ら
れ
る
。
蓮
如
時
期
の
興
正
寺
は
本
願
寺
教
団
に
統
合
さ

れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
別
の
派
と
同
格
の
形
で
山
科
本
願
寺
寺
内
町
に
本
願
寺
と
併
存
す
る
自
立
的
な
一
派
と
見
な

さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

ま
た
、
本
願
寺
と
興
正
寺
は
立
地
上
隣
接
し
て
お
り
、
さ
ら
に
経
豪
は
蓮
教
と
改
名
し
、「
即
常
楽
寺
蓮
覚
ノ
聟
君
ト
ナ

シ
テ
、
親
属
ノ
マ
シ
ハ
リ
他
ニ
異
也
（
四
七
）」
と
い
う
本
願
寺
と
の
親
属
関
係
が
あ
る
な
ど
の
前
提
条
件
を
有
し
た
こ
と
か

ら
、
蓮
如
は
興
正
寺
の
独
自
性
を
許
し
、「
ゆ
る
や
か
な
同
盟
関
係
」
を
作
り
上
げ
た
の
で
あ
る
と
理
解
す
べ
き
だ
ろ
う
。

　
　

四
、
同
朋
同
行
思
想
と
参
入
寺
院

　

蓮
如
時
期
本
願
寺
教
団
の
同
盟
関
係
を
支
え
た
の
は
「
同
朋
同
行
」
の
思
想
で
あ
る
。
こ
の
考
え
は
早
く
は
中
国
の
曇

鸞
に
み
ら
れ
、
そ
の
後
親
鸞
を
経
て
真
宗
教
団
に
お
い
て
受
け
つ
が
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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親
鸞
の
念
仏
者
に
対
し
て
あ
る
べ
き
態
度
に
つ
い
て
『
歎
異
抄
』
の
内
容
を
確
認
す
る
。
第
六
章
に
は
、

　

専
修
念
仏
の
と
も
が
ら
の
、
わ
が
弟
子
、
ひ
と
の
弟
子
と
い
ふ
相
論
の
さ
ふ
ら
ふ
ら
ん
こ
と
、
も
て
の
ほ
か
の
仔

細
な
り
。
親
鸞
は
弟
子
一
人
も
も
た
ず
さ
ふ
ら
う
。
そ
の
ゆ
へ
は
、
わ
が
は
か
ら
ひ
に
て
、
ひ
と
に
念
仏
を
ま
う
さ

せ
さ
ふ
ら
は
ば
こ
そ
、
弟
子
に
て
も
さ
ふ
ら
は
め
、
ひ
と
へ
に
弥
陀
の
御
も
よ
ほ
し
に
あ
づ
か
て
念
仏
ま
う
し
さ
ふ

ら
ふ
ひ
と
を
、
わ
が
弟
子
と
ま
う
す
こ
と
、
き
は
め
た
る
荒
涼
の
こ
と
な
り
。
つ
く
べ
き
縁
あ
れ
ば
と
も
な
ひ
、
は

な
る
べ
き
縁
あ
れ
ば
、
は
な
る
ゝ
こ
と
の
あ
る
を
も
、
師
を
そ
む
き
て
、
ひ
と
に
つ
れ
て
念
仏
す
れ
ば
、
往
生
す
べ

か
ら
ざ
る
も
の
な
り
な
ん
ど
い
ふ
こ
と
、
不
可
説
な
り
。
如
来
よ
り
た
ま
は
り
た
る
信
心
を
、
わ
か
も
の
が
ほ
に
と

り
か
へ
さ
ん
と
ま
う
す
に
や
、
か
へ
す
〳
〵
も
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
な
り
。
自
然
の
こ
と
は
り
に
あ
ひ
か
な
は
ば
、

仏
恩
を
も
し
り
、
ま
た
師
の
恩
を
も
し
る
べ
き
な
り
と
、
云
々
。

と
あ
る
。
専
修
念
仏
の
輩
が
、
自
分
の
弟
子
、
人
の
弟
子
と
い
う
争
論
が
ご
ざ
い
ま
す
こ
と
は
、
常
軌
に
外
れ
る
異
議
で

あ
る
。
親
鸞
は
弟
子
一
人
も
も
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
理
由
は
、
も
し
自
分
の
計
ら
い
で
、
人
に
念
仏
さ
せ
る
の
な
ら
ば
、

弟
子
に
て
も
ご
ざ
い
ま
す
で
し
ょ
う
。
で
す
が
、
ひ
と
え
に
阿
弥
陀
仏
の
計
ら
い
に
よ
っ
て
念
仏
を
申
し
ま
す
人
を
、
我

が
弟
子
と
申
す
こ
と
は
、
極
め
て
軽
率
な
こ
と
で
あ
る
。
つ
く
べ
き
縁
が
あ
る
か
ら
従
い
、
離
れ
る
べ
き
縁
あ
る
か
ら
、

離
れ
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
師
に
背
い
て
、
他
人
に
つ
い
て
念
仏
す
る
な
ら
ば
、
往
生
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

と
い
う
こ
と
は
、
い
う
べ
き
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
如
来
か
ら
い
た
だ
い
た
信
心
を
、
我
が
も
の
の
よ
う
に
取
り
替
え
よ

う
と
申
す
の
で
あ
ろ
う
か
、
く
れ
ぐ
れ
も
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
自
然
の
理
に
適
う
な
ら
ば
、
仏
恩
で
あ
る
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こ
と
を
知
り
、
ま
た
、
師
の
御
恩
で
あ
る
こ
と
も
わ
か
る
は
ず
で
あ
る
と
い
う
。

　

親
鸞
は
、
念
仏
者
の
信
心
は
阿
弥
陀
仏
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
、
念
仏
者
の
関
係
は
縦
の
関
係
で
は
な
く
、
縁

に
よ
っ
て
結
ば
れ
た
も
の
で
、
た
と
え
師
に
背
い
て
、
他
の
人
に
つ
い
て
念
仏
し
た
と
し
て
も
、
往
生
で
き
な
い
な
ど
と

い
う
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
。　

　

蓮
如
は
念
仏
者
間
の
関
係
に
つ
い
て
、
親
鸞
の
考
え
を
継
承
し
た
立
場
を
と
る
。
文
明
三
年
七
月
十
五
日
の
御
文
で
蓮

如
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

或
人
イ
ハ
ク
、
当
流
ノ
コ
ヽ
ロ
ハ
、
門
徒
ヲ
ハ
カ
ナ
ラ
ス
我
弟
子
ト
コ
ヽ
ロ
へ
オ
ク
ヘ
ク
候
ヤ
ラ
ン
。
如
来
聖
人
ノ

御
弟
子
ト
マ
フ
ス
へ
ク
候
フ
ヤ
ラ
ン
、
ソ
ノ
分
別
ヲ
存
知
セ
ス
候
フ
。
又
在
々
所
々
ニ
小
門
徒
ヲ
モ
チ
テ
候
ヲ
モ
、

此
間
ハ
手
ツ
キ
ノ
坊
主
ニ
ハ
ア
ヒ
カ
ク
シ
オ
キ
候
ヤ
ウ
ニ
心
中
ヲ
モ
チ
テ
候
。
コ
レ
モ
シ
カ
へ
ル
ヘ
ク
モ
ナ
キ
由
人

ノ
マ
フ
サ
レ
候
間
、
同
ク
コ
レ
モ
不
審
千
万
ニ
候
。
御
ネ
ン
コ
ロ
ニ
承
度
候
。
答
テ
イ
ハ
ク
、
此
不
審
尤
肝
要
ト
コ

ソ
存
候
へ
、
カ
タ
ノ
コ
ト
ク
耳
ニ
ト
ヽ
メ
オ
キ
候
分
、
マ
フ
シ
ノ
フ
ヘ
ク
キ
コ
シ
メ
サ
レ
候
へ
。
故
聖
人
ノ
仰
ニ
ハ
、

親
鸞
ハ
弟
子
一
人
モ
モ
タ
ス
ト
コ
ソ
仰
ラ
レ
候
ヒ
ツ
レ
。
ソ
ノ
ユ
ヘ
ハ
、
如
来
ノ
教
法
ヲ
十
方
衆
生
ニ
ト
キ
キ
カ
シ

ム
ル
ト
キ
ハ
、
タ
ヽ
如
来
ノ
御
代
官
ヲ
マ
フ
シ
ツ
ル
ハ
カ
リ
ナ
リ
。
サ
ラ
ニ
親
鸞
メ
ツ
ラ
シ
キ
法
ヲ
モ
ヒ
ロ
メ
ス
、

如
来
ノ
教
法
ヲ
我
モ
信
シ
、
人
ニ
モ
オ
シ
ヘ
キ
カ
シ
ム
ル
ハ
カ
リ
ナ
リ
。
ソ
ノ
外
ハ
、
ナ
ニ
ヲ
オ
シ
ヘ
テ
弟
子
ト
イ

ハ
ン
ソ
ト
仰
ラ
レ
ツ
ル
ナ
リ
。
サ
レ
ハ
ト
モ
同
行
ナ
ル
ヘ
キ
モ
ノ
ナ
リ
。
コ
レ
ニ
ヨ
リ
テ
、
聖
人
ハ
御
同
朋
御
同
行

ト
コ
ソ
カ
シ
ツ
キ
テ
、
仰
ラ
レ
ケ
リ
（
四
八
）。
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あ
る
人
が
い
う
こ
と
に
は
、
当
流
で
は
、
門
徒
は
必
ず
自
分
の
弟
子
と
心
得
る
べ
き
か
、
阿
弥
陀
如
来
親
鸞
聖
人
の
御
弟

子
と
い
う
べ
き
で
あ
る
の
か
、
そ
の
分
別
を
存
じ
ま
せ
ん
、
ま
た
、
在
々
所
々
に
僅
か
な
門
徒
を
持
っ
て
い
る
が
、
こ
の

間
、
自
分
の
師
で
あ
る
坊
主
に
隠
し
て
お
く
と
い
っ
た
気
持
ち
で
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
こ
と
も
よ
く
な
い
こ
と
で
あ
る

と
、
人
が
申
し
た
の
で
、
こ
れ
も
前
の
疑
問
と
同
じ
不
審
の
極
み
で
あ
る
、
と
念
仏
者
間
の
関
係
に
つ
い
て
蓮
如
に
訪
ね

た
。
そ
こ
で
、
蓮
如
は
親
鸞
の
言
葉
を
引
き
、
親
鸞
は
弟
子
を
一
人
も
持
っ
て
い
な
い
と
お
し
ゃ
っ
て
い
る
、
そ
の
理
由

と
し
て
、
私
た
ち
が
如
来
の
法
を
十
方
の
衆
生
に
聞
か
せ
る
時
は
、
た
だ
阿
弥
陀
如
来
の
御
代
官
と
し
て
申
し
上
げ
て
い

る
だ
け
な
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
親
鸞
は
全
く
珍
し
い
法
を
広
め
ず
、
阿
弥
陀
如
来
の
法
を
自
分
も
信
じ
、
他
人
に
も
教

え
聞
か
せ
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
何
を
教
え
て
我
が
弟
子
と
言
え
る
だ
ろ
う
か
、
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
。
そ
う

で
あ
る
か
ら
、
我
ら
念
仏
者
の
関
係
は
同
行
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
。
親
鸞
聖
人
は
念
仏
者
を
皆
御
同
朋
・
御
同
行
と
傅
い

て
仰
せ
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
と
答
え
た
の
で
あ
る
。

　

蓮
如
は
親
鸞
の
主
張
に
基
づ
き
、
通
常
は
師
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
人
も
、
阿
弥
陀
仏
の
教
法
を
「
御
代
官
」
と
し
て
阿

弥
陀
仏
の
代
わ
り
に
広
め
る
立
場
に
い
る
だ
け
で
、
そ
こ
に
師
弟
関
係
は
な
い
と
考
え
て
い
た
。
つ
ま
り
念
仏
者
に
は
師

と
弟
子
と
い
う
上
下
関
係
は
な
く
、
み
な
等
し
く
御
同
朋
・
御
同
行
の
関
係
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

蓮
如
の
念
仏
者
に
対
す
る
考
え
方
は
『
第
八
祖
御
物
語
空
善
聞
書
』
に
も
読
み
取
れ
る
。

仰
ニ
、
オ
レ
ハ
門
徒
ニ
モ
タ
レ
タ
リ
ト
、
ヒ
ト
ヘ
ニ
門
徒
ニ
ヤ
シ
ナ
ハ
ル
ヽ
ナ
リ
、
聖
人
ノ
仰
ニ
ハ
、
弟
子
一
人
モ

モ
タ
ス
ト
、
タ
ヽ
ト
モ
ノ
同
行
ナ
リ
、
ト
仰
候
キ
ト
ナ
リ
（
四
九
）。

098



戦国期山科本願寺寺内町と在地寺社との関係について ―西宗寺と興正寺を中心に

と
記
し
て
い
る
。
蓮
如
は
親
鸞
の
「
聖
人
ノ
仰
ニ
ハ
、
弟
子
一
人
モ
モ
タ
ス
ト
」
の
言
葉
を
引
用
し
て
、
門
徒
間
の
「
同

行
」
関
係
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、

仰
ニ
、
身
ヲ
ス
テ
ヽ
平
座
ニ
テ
ミ
ナ
ト
同
座
ス
ル
ハ
、
聖
人
ノ
仰
ニ
四
海
ノ
信
心
ノ
ヒ
ト
ハ
ミ
ナ
兄
弟
ト
仰
ラ
レ
タ

レ
ハ
、
ワ
レ
モ
ソ
ノ
御
コ
ト
ハ
ノ
コ
ト
ク
ナ
リ
、
又
同
座
ヲ
モ
シ
テ
ア
ラ
ハ
不
審
ナ
ル
事
ヲ
モ
ト
ヘ
カ
シ
、
信
ヲ
ヨ

ク
ト
レ
カ
シ
ト
ノ
ネ
カ
ヒ
ナ
リ
ト
仰
候
キ
（
五
〇
）。

と
身
分
の
違
い
を
捨
て
去
り
、
平
座
に
し
て
、
み
な
と
同
席
す
る
こ
と
は
、
親
鸞
聖
人
が
こ
の
世
で
信
心
を
持
つ
人
は
皆

兄
弟
で
あ
る
と
お
し
ゃ
っ
て
い
た
通
り
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
と
蓮
如
が
親
鸞
の
主
張
を
実
践
し
て
い
る
姿
が
見
え
る
。

　

ま
た
、
蓮
如
臨
終
の
際
の
言
葉
に
も
、

　

十
八
日
ノ
仰
ニ
、
カ
マ
ヘ
テ
我
ナ
キ
ア
ト
ニ
、
御
兄
弟
タ
チ
中
ヨ
カ
レ
。
タ
タ
シ
一
念
ノ
信
心
一
味
ナ
ラ
ハ
、
中

モ
ヨ
ク
テ
聖
人
ノ
御
流
義
モ
タ
ツ
ヘ
シ
、
ト
ク
レ
〳
〵
御
掟
ア
リ
ケ
リ
（
五
一
）。

と
自
分
が
死
ん
だ
後
に
、
ご
兄
弟
た
ち
仲
良
く
す
る
よ
う
に
。
た
だ
阿
弥
陀
仏
を
信
じ
る
心
を
持
つ
人
々
な
ら
ば
、
仲
良

く
親
鸞
聖
人
の
教
え
を
保
つ
だ
ろ
う
、
と
教
団
内
の
人
間
関
係
に
つ
い
て
念
を
入
れ
て
戒
め
て
い
た
（
五
二
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
蓮
如
は
親
鸞
の
同
朋
同
行
思
想
を
受
け
継
ぎ
、
念
仏
者
間
の
関
係
性
を
論
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

蓮
如
は
山
科
本
願
寺
と
西
宗
寺
、
興
正
寺
と
の
関
係
を
考
慮
す
る
時
、
同
朋
思
想
を
元
に
、
本
願
寺
教
団
内
部
の
上
下

関
係
を
明
確
に
す
る
よ
り
も
、
諸
派
門
徒
の
間
の
摩
擦
を
意
識
し
、
教
団
内
部
の
融
和
共
存
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
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た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
れ
ゆ
え
、
西
宗
寺
と
海
老
名
氏
は
蓮
如
か
ら
下
附
さ
れ
た
絵
像
を
受
け
つ
つ
も
、
興
正
寺
の
門
徒

と
し
て
も
存
在
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
興
正
寺
も
本
願
寺
の
傘
下
に
入
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
際

は
「
余
門
」
と
し
て
あ
る
程
度
の
独
自
性
を
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
念
仏
者
間
の
関
係
に
つ
い
て
、
蓮
如
は
親
鸞
の
同
朋
思
想
を
継
承
し
て
い
た
面
が
見
え
る
と
主
張
し
た
。

そ
し
て
、
蓮
如
の
意
図
は
教
団
内
部
を
融
和
し
、
教
団
を
拡
大
し
て
い
く
と
こ
ろ
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
蓮
如

時
期
に
お
い
て
、
大
坊
主
と
坊
主
と
の
分
化
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
、
蓮
如
よ
り
以
後
も
、
本
願
寺
教
団
に
お
け
る
門
徒
間

の
階
級
規
律
が
漸
次
構
成
さ
れ
て
い
る
と
の
指
摘
が
見
ら
れ
る
（
五
三
）。
こ
の
よ
う
な
動
き
は
蓮
如
の
考
え
と
矛
盾
す
る
と

こ
ろ
が
あ
る
が
、
一
つ
考
え
ら
れ
る
の
は
、
そ
れ
は
本
願
寺
教
団
の
発
展
過
程
中
に
属
す
る
段
階
の
差
に
よ
る
も
の
で
あ

る
。
の
ち
の
本
願
寺
教
団
は
、
階
級
規
律
を
定
め
、
内
部
組
織
を
細
分
化
す
る
な
ど
の
現
象
は
教
団
を
よ
り
強
固
す
る
た

め
、
現
実
的
な
需
要
に
対
応
し
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
　

五
、
お
わ
り
に

　

以
上
、
山
科
本
願
寺
寺
内
町
に
あ
る
本
願
寺
と
興
正
寺
、
西
宗
寺
と
の
関
係
そ
し
て
、
参
入
し
た
寺
院
に
対
す
る
蓮
如

の
態
度
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。

　

西
宗
寺
海
老
名
五
郎
左
衛
門
の
事
例
か
ら
、
蓮
如
時
代
の
浄
土
真
宗
の
門
徒
は
各
派
閥
の
間
に
比
較
的
容
易
に
変
え
る

こ
と
が
で
き
る
状
況
に
あ
り
、
そ
し
て
、
本
願
寺
に
参
入
し
た
興
正
寺
は
保
護
を
受
け
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
が
、
実
際
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に
は
独
自
の
門
徒
を
持
ち
つ
つ
、
本
願
寺
教
団
の
中
「
余
門
」
と
し
て
の
地
位
を
認
め
ら
れ
て
い
た
と
推
測
す
る
。
そ
の

よ
う
な
状
況
は
、
思
想
面
に
お
い
て
親
鸞
か
ら
受
け
継
い
た
同
朋
同
行
思
想
に
よ
っ
て
成
り
立
て
い
た
の
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　

蓮
如
は
新
た
に
参
入
し
て
き
た
寺
院
と
の
軋
轢
を
避
け
、
緩
や
か
に
併
存
す
る
態
度
を
取
っ
て
い
た
。
そ
の
一
方
で
、

本
願
寺
教
団
が
拡
大
す
る
中
、
寺
格
や
、
そ
れ
に
も
と
づ
く
上
下
関
係
な
ど
、
実
質
上
の
身
分
の
差
が
生
ま
れ
て
い
た
こ

と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
一
見
、
蓮
如
の
同
朋
思
想
と
教
団
発
展
の
実
態
と
の
間
で
、
矛
盾
が
あ
る
よ
う
に
思
え
る
が
、

そ
れ
は
現
実
状
況
に
対
応
す
る
中
で
生
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

蓮
如
は
教
団
を
拡
大
す
る
中
で
、
教
団
内
部
に
お
け
る
融
和
併
存
の
関
係
を
求
め
る
旨
を
含
め
、
同
朋
同
行
を
主
張
し

続
け
て
き
た
。
本
願
寺
教
団
の
急
拡
大
に
よ
り
、
教
団
内
外
諸
勢
力
の
間
に
新
た
な
軋
轢
が
生
れ
た
こ
と
は
十
分
に
考
え

ら
れ
る
。

　

今
回
は
山
科
本
願
寺
寺
内
町
に
あ
る
西
宗
寺
と
仏
光
寺
を
切
口
に
、
蓮
如
期
本
願
寺
教
団
の
内
部
状
況
と
互
い
の
関
係

性
を
考
察
し
、
同
朋
同
行
思
想
に
基
づ
き
蓮
如
の
考
え
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。
今
後
は
、
山
科
本
願
寺
寺
内
町
に
他

の
寺
院
に
つ
い
て
（
五
四
）

考
察
し
、
蓮
如
時
期
教
団
の
実
態
と
蓮
如
が
寺
内
町
を
立
て
る
思
想
的
根
拠
に
つ
い
て
検
討
し

た
い
。

（
こ
う　

け
い
き
ん
・
文
学
研
究
科
日
本
文
化
専
攻
博
士
課
程
一
年
）
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［
註
］

（
一
）　　
「
寺
内
町
」
の
読
み
方
は
辞
書
に
よ
っ
て
「
じ
な
い
ま
ち
」
ま
た
は
「
じ
な
い
ち
ょ
う
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
大
澤
研
一

氏
が
「
寺
内
町
」
の
読
み
方
に
つ
い
て
、「
じ
な
い
ま
ち
」
ま
た
は
「
じ
な
い
ち
ょ
う
」
は
、個
人
の
判
断
に
よ
り
分
け
ら
れ
て
お
り
、

一
定
で
は
な
い
と
い
う
現
状
が
あ
る
と
言
う
。

　
　
　
「
寺
内
町
」
を
史
料
用
語
と
し
て
の
「
寺
内
町
」
の
用
例
は
二
例
確
認
さ
れ
る
。
一
つ
目
は
貞
享
五
年
（
一
六
八
八
）
に
書
か
れ
た

『
御
寺
内
町
数
の
覚
』
と
い
う
本
の
題
目
に
見
ら
れ
る
。
二
例
目
は
『
本
願
寺
作
法
之
次
第
』
に
は
「
寺
内
町
の
掟
を
番
屋
に
を
さ

（
せ
）
ら
れ
候
し
、
定
ま
て
今
も
所
持
せ
ら
れ
た
る
人
あ
る
へ
ク
候
歟
、
そ
の
内
吹
物
音
曲
停
止
の
日
、
御
仏
事
七
日
之
間
、
毎
月

廿
八
日
、
廿
五
日
、
盆
、
彼
岸
等
停
止
の
事
也
。
魚
売
買
な
き
日
、
御
遊
山
な
と
の
日
、
御
迎
人
之
儀
等
、
或
鐘
数
な
ど
被
注
候
し
」

と
い
う
部
分
で
あ
る
。

（
二
）　　

西
川
幸
治
「
寺
内
町
に
形
成
―
―
吉
崎
と
山
科
―
―
」（『
仏
教
芸
術
』
六
六
号
、
一
九
六
七
年
、
一
二
、二
〇
）

（
三
）　　

大
澤
研
一
・
仁
木
宏
編
集
『
寺
内
町
の
研
究　

戦
国
社
会
と
寺
内
町
』
第
一
巻
、
一
九
九
八
年

（
四
）　　

仁
木
宏
『
空
間
・
公
・
共
同
体
中
世
都
市
か
ら
近
世
都
市
へ
』
青
木
書
店　

一
九
九
七
年

（
五
）　　

鍛
代
敏
雄
「
摂
津
中
島
本
願
寺
寺
内
考
」（『
地
方
史
研
究
』
二
〇
六
号
、
一
九
八
七
、四
）

（
六
）　　

千
葉
乗
隆
論
文
「
真
宗
教
団
に
お
け
る
改
宗
寺
院
の
形
態
―
―
甲
斐
国
三
光
寺
―
―
」（『
中
世
仏
教
と
真
宗
』
所
収
、
北
西
弘
先

生
還
暦
記
念
会
編　

吉
川
弘
文
館　

一
九
八
五
、一
二
）

（
七
）　　
『
蓮
如
裏
書
集
』（『
真
宗
史
料
集
成
』
第
二
巻
、
堅
田
修　

二
〇
〇
七
年
、
同
朋
舎
、
三
九
八
頁
）

（
八
）　　

中
世
で
は
一
般
的
に
野
村
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
近
世
に
入
っ
て
明
確
に
西
野
村
・
東
の
村
と
分
か
れ
る
と
い
う
。
原
田

正
俊
「
戦
国
期
の
山
科
郷
民
と
山
科
本
願
寺
・
朝
廷
」
注
八
〇
参
照
。（『
寺
内
町
の
研
究
』
巻
二
、
寺
内
町
の
系
譜
、
法
蔵
館
、

二
〇
〇
〇
年
）

（
九
）　　

百
瀬
正
恒
「
山
科
本
願
寺
の
占
地
と
構
造
」（『
関
西
近
世
考
古
学
研
会　

Ⅷ　

特
集　

寺
内
町
の
成
立
と
展
開
』
関
西
近
世
考
古

学
研
究
会
、
二
〇
〇
〇
年
）

（
一
〇
）　

文
明
十
二
年
（
一
四
八
〇
）
に
、
海
老
名
五
郎
左
衛
門
尉
が
蓮
如
に
寄
進
し
た
寺
地
の
面
積
が
「
四
五
丁
余
り
」
と
あ
り
（『
蓮

如
尊
師
行
状
記
』『
真
宗
史
料
集
成
』
第
二
巻
、
八
九
五
頁
）、
そ
し
て
、「
明
応
八
年
三
月
中
旬
、
阿
芸
法
眼
御
侘
言
加
申
。
テ
山
科
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ノ
八
町
ノ
町
に
上
洛
ア
リ
シ
カ
共
申
次
人
モ
ナ
シ
。」
と
、
明
応
八
年
（
一
四
九
九
）
に
寺
内
の
面
積
は
八
町
と
拡
大
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。（『
蓮
如
上
人
御
一
期
記
』『
真
宗
史
料
集
成
』
第
二
巻
、
五
三
五
頁
。）
ま
た
、
現
在
考
古
調
査
に
よ
る
推
定
さ
れ

た
山
科
本
願
寺
寺
内
町
の
土
地
面
積
は
さ
ら
に
拡
大
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。（
井
上
尚
輔
「
中
世
城
郭
伽
藍゙
山
科
本
願
寺゙

―
―
そ
の
歴
史
考
古
学
的
考
察
―
―
」『
寺
内
町
の
研
究
』
巻
二
、
寺
内
町
の
系
譜
、
法
蔵
館
二
〇
〇
〇
、
収
録
）
つ
ま
り
、
山
科

本
願
寺
寺
内
町
の
空
間
面
積
は
本
願
寺
の
発
展
段
階
に
つ
れ
て
、
漸
次
拡
大
し
て
い
た
と
い
え
る
。
蓮
如
の
時
代
で
は
、
山
科
本

願
寺
寺
内
町
の
面
積
は
ど
の
ぐ
ら
い
あ
る
の
か
は
明
白
し
て
い
な
い
が
、
本
稿
で
は
西
宗
寺
の
位
置
を
考
え
る
際
に
考
古
発
掘
に

よ
り
判
明
さ
れ
た
山
科
本
願
寺
寺
内
町
の
範
囲
を
根
拠
に
西
宗
寺
と
山
科
本
願
寺
寺
内
町
と
の
位
置
関
係
を
把
握
す
る
。

（
一
一
）　

原
田
正
俊
「
戦
国
期
の
山
科
郷
民
と
山
科
本
願
寺
・
朝
廷
」（『
寺
内
町
の
研
究
』
巻
二
、寺
内
町
の
系
譜
、法
蔵
館
、二
〇
〇
〇
年
）

（
一
二
）　
『
大
谷
本
願
寺
通
紀
』（『
真
宗
史
料
集
成
』
第
八
巻
、
三
六
一
頁
）

（
一
三
）　
『
蓮
如
尊
師
行
状
記
』（『
真
宗
史
料
集
成
』
第
二
巻
、
八
九
五
頁
）

（
一
四
）　

中
島
慈
応
『
真
宗
法
脈
史
』
法
文
館
、
一
九
一
一
年
、
九
三
頁
。

（
一
五
）　
『
反
古
裏
書
』（『
真
宗
史
料
集
成
』
第
二
巻
、
七
五
四
頁
）
等
の
史
料
か
ら
確
認
で
き
る
。

（
一
六
）　
『
本
願
寺
史
』
に
「
山
科
本
願
寺
の
寺
地
を
提
供
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
西
宗
寺
も
、
法
物
類
の
裏
書
に
は
興
正
寺
門
徒
と
記
さ
れ

て
い
る
（
文
亀
元
年
（
一
五
〇
一
）
七
月
二
十
八
日
付
絵
像
本
尊
裏
書
・
天
文
元
年
（
一
五
三
二
）
五
月
十
五
日
付
実
如
宗
主
御

影
裏
書
）」
の
と
記
述
が
あ
る
。（
本
願
寺
史
料
研
究
所
『
増
補
充
改
訂　

本
願
寺
史
』
第
一
巻
、
本
願
寺
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
、

四
六
一
頁
）

（
一
七
）　
『
真
宗
史
料
集
』
第
二
巻
、
解
説
参
照
。

（
一
八
）　
『
蓮
如
裏
書
集
』（『
真
宗
史
料
集
』
第
二
巻
、
三
九
八
頁
）

（
一
九
）　
『
紫
雲
殿
由
縁
記
』（
僧
明
専
著
、
寛
永
十
五
年
成
立
、
延
亨
四
年
増
修
）（
真
宗
全
書
第
七
〇
巻
、
一
一
九
頁
）

（
二
〇
）　
『
大
谷
本
願
寺
通
紀
』「
歴
代
宗
主
伝
第
二
」　
（『
真
宗
史
料
集
』
第
八
巻
、
三
六
二
頁
）

（
二
一
）　
『
大
谷
本
願
寺
通
紀
』「
旁
門
略
伝
標
目
」　
（『
真
宗
史
料
集
』
第
八
巻
、
四
三
六
頁
）

（
二
二
）　
『
仏
光
寺
派
古
文
章
』（『
真
宗
史
料
集
』
第
四
巻
、
六
〇
九
頁
）

（
二
三
）　
『
真
宗
史
料
集
成
』
第
七
巻
の
解
題
を
参
照
。
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（
二
四
）　
『
興
正
寺
由
来
』（
院
家
系
図
略
記
の
内
）（
元
禄
年
間
著
）（『
真
宗
史
料
集
成
』
第
七
巻
、
七
六
五
頁
）

（
二
五
）　
『
本
願
寺
末
脇
門
跡
興
正
寺
開
基
以
来
諸
留
書
』
に
「
興
正
寺
開
基
、
了
源
と
申
候
、
正
中
元
年
山
科
ニ
テ
一
寺
建
立
有
之
、
本

山
第
三
世
覚
如
ヨ
リ
興
正
寺
と
寺
号
ヲ
与
ヘ
、
開
山
ヨ
リ
相
伝
之
宗
旨
ヲ
学
申
候
処
、
法
義
之
子
細
ニ
付
、
覚
如
ヨ
リ
門
弟
ヲ
放

サ
レ
候
ニ
付
、
嘉
暦
年
中
寺
号
ヲ
仏
光
寺
ト
改
号
、
別
派
ニ
相
成
居
申
候
、」（
以
下
略
）
が
み
え
る
。（『
真
宗
史
料
集
成
』
第
四
巻
、

解
説
引
用
）。

（
二
六
）　

こ
の
関
係
を
示
す
史
料
と
し
て「
其
後
連
々
入
来
、依
所
望
、数
十
帖
聖
教
或
新
草
或
書
写
」が
あ
る
。『
真
宗
史
料
集
成
』（
第
一
巻
）。

（
二
七
）　
『
真
宗
史
料
集
成
』
第
四
巻
の
解
説
を
参
照
。

（
二
八
）　
『
真
宗
史
料
集
成
』
第
四
巻
の
解
説
を
参
照
。

（
二
九
）　

覚
如
『
改
邪
鈔
』
の
冒
頭
に
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
曾
祖
師
黒
谷
の
聖
人
の
御
制
作
『
選
択
集
』
に
の
べ
ら
る
ゝ
が
ご

と
く
、
大
小
乗
の
顕
密
の
諸
宗
に
お
の
お
の
師
資
相
承
の
血
脈
あ
る
が
ご
と
く
、
い
ま
ま
た
浄
土
の
一
宗
に
お
い
て
お
な
じ
く
師

資
相
承
の
血
脈
あ
る
べ
し
と
云
云
。
し
か
れ
ば
血
脈
を
立
つ
る
肝
要
は
、
往
生
浄
土
の
他
力
の
心
行
を
獲
得
す
る
時
節
を
治
定
せ

し
め
て
、
か
つ
は
師
資
の
礼
を
し
ら
し
め
、
か
つ
は
仏
恩
を
報
尽
せ
ん
が
た
め
な
り
。
か
の
心
行
を
獲
得
せ
ん
こ
と
、
念
仏
往
生

の
願
常
住
の
「
信
心
歓
喜
乃
至
一
念
」
等
の
文
を
も
て
依
憑
と
す
。
こ
の
ほ
か
い
ま
だ
き
か
ず
。
曾
祖
師
源
空
・
祖
師
親
鸞
両
師

尾
相
伝
の
当
教
に
お
い
て
、
名
帳
と
号
し
て
そ
の
人
数
を
記
す
を
も
て
往
生
浄
土
の
指
南
と
し
、
仏
法
伝
持
の
支
証
と
す
と
い
ふ

こ
と
は
、
こ
れ
お
そ
ら
く
は
祖
師
一
流
の
魔
障
た
る
を
や
。
ゆ
め
ゆ
め
か
の
邪
義
を
も
て
法
流
の
正
義
と
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
な
り
。

（
後
略
）」
史
料
引
用
は 

笠
原
一
男
『
蓮
如
』（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
六
三
年
）
五
〇
頁
。

（
三
〇
）　

草
野
顕
之
『
真
宗
教
団
の
地
域
と
歴
史
』
清
文
堂
、
二
〇
一
〇
年
、
六
頁
。

（
三
一
）　
『
仏
光
寺
法
脈
相
承
略
系
譜
』（
寛
政
四
年
、
著
者
不
明
）（『
真
宗
史
料
集
成
』
第
七
巻
、
七
六
〇
頁
）

（
三
二
）　

日
下
無
倫
『
真
宗
史
の
研
究
』
臨
川
書
店
、
一
九
七
五
、
史
料
参
照
。

（
三
三
）　
『
仏
光
寺
法
脈
相
承
略
系
譜
』（『
真
宗
史
料
集
成
』
第
七
巻
、
七
六
〇
頁
）

（
三
四
）　
「
山
科
最
初
ノ
敷
地
ヲ
安
祥
寺
村
替
へ
寄
進
ト
シ
テ
汁
谷
或
云
渋
谷
竹
中
ノ
庄
二
移
住
セ
シ
ム
」
と
い
う
。『
叢
林
集
』（
恵
空
著
、

元
禄
十
一
年
五
月
）（『
真
宗
史
料
集
』
第
八
巻
、
三
二
七
頁
）

（
三
五
）　
『
大
谷
本
願
寺
通
記
』（
玄
智
著
、
十
八
世
紀
）（
巻
六
）（『
真
宗
史
料
集
』
第
八
巻
、
四
三
六
頁
）

104



戦国期山科本願寺寺内町と在地寺社との関係について ―西宗寺と興正寺を中心に

（
三
六
）　
『
大
谷
遺
跡
録
』（
先
啓
著
、
明
和
八
年
刊
、
安
永
八
年
重
校
）（『
真
宗
史
料
集
成
』
第
八
巻
、
七
四
四
頁
）

（
三
七
）　
『
宣
胤
卿
記
』（
中
御
門
宣
胤
の
日
記
、『
増
補
史
料
大
成
』、
臨
川
書
店
）（
山
科
本
願
寺
・
寺
内
町
研
究
会
『
戦
国
の
寺
・
城
・
ま
ち
』

法
蔵
館
、
一
九
九
八
年
）
二
七
三
頁
史
料
参
照
。

（
三
八
）　

熊
野
恒
陽
・
藤
谷
信
道
・
福
嶋
崇
雄
『
佛
光
寺
異
端
説
の
真
相
』
白
馬
社
、
一
九
九
九
年

（
三
九
）　
『
大
谷
遺
跡
録
』（『
真
宗
史
料
集
成
』
第
八
巻
、
七
四
四
頁
）

（
四
〇
）　
『
第
八
祖
御
物
語
空
善
聞
書
』（『
真
宗
史
料
集
成
』
第
二
巻
、
四
二
〇
頁
）

（
四
一
）　

史
料
の
意
訳
は
大
谷
暢
順
『
蓮
如
上
人
・
空
善
聞
書
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
一
四
年
）
に
参
照
。

（
四
二
）　
『
大
谷
本
願
寺
通
紀
』（
巻
六
）（『
真
宗
史
料
集
成
』
第
八
巻
、
四
三
六
頁
）

（
四
三
）　
『
大
谷
本
願
寺
通
紀
』（
巻
六
）（『
真
宗
史
料
集
成
』
第
八
巻
、
四
三
七
頁
）

（
四
四
）　

熊
野
恒
陽
・
藤
谷
信
道
・
福
嶋
崇
雄
『
佛
光
寺
異
端
説
の
真
相
』
白
馬
社
、
一
九
九
九
年

（
四
五
）　
『
大
谷
本
願
寺
通
紀
』（
巻
六
）（『
真
宗
史
料
集
成
』
第
八
巻
、
四
三
六
頁
）

（
四
六
）　
『
新
版
禅
学
大
辞
典
』
駒
沢
大
学
禅
学
大
辞
典
編
纂
所
編　

大
修
館
書
店
、
一
九
八
五
年

（
四
七
）　
『
反
古
裏
書
』（
顕
誓
著
、
永
禄
十
一
年
）（『
真
宗
史
料
集
成
』
第
二
巻
、
七
五
四
頁
）

（
四
八
）　
『
諸
文
集
』（
九
）（『
真
宗
史
料
集
成
』
第
二
巻
、
一
四
三
頁
）

（
四
九
）　
『
第
八
祖
御
物
語
空
善
聞
書
』（
一
〇
一
）（『
真
宗
史
料
集
成
』
第
二
巻
、
四
三
二
頁
）

（
五
〇
）　
『
第
八
祖
御
物
語
空
善
聞
書
』（
一
〇
〇
）（『
真
宗
史
料
集
成
』
第
二
巻
、
四
三
二
頁
）

（
五
一
）　
『
第
八
祖
御
物
語
空
善
聞
書
』（
一
四
六
）（『
真
宗
史
料
集
成
』
第
二
巻
、
四
三
六
頁
）

（
五
二
）　
『
歎
異
抄
』
に
親
鸞
の
「
弟
子
一
人
も
持
た
ず
」
の
話
に
つ
い
て
、
金
子
大
栄
は
「
念
仏
者
達
の
教
団
が
結
ば
れ
て
も
、
そ
こ
に

師
弟
の
約
束
は
あ
る
べ
き
で
は
な
い
。
縁
に
順
っ
て
他
の
集
団
に
入
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、
同
朋
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い

の
で
あ
る
」
と
の
解
釈
が
見
え
る
。
金
子
大
栄
『
歎
異
抄
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
八
三
、五
一
頁
）

（
五
三
）　

千
葉
隆
盛
『
本
願
寺
史
史
料
集
成　

西
光
寺
古
記
』
同
朋
舎
、
一
九
八
八
年
、
解
説
参
照
。

（
五
四
）　
「
十
五
年
正
月
以
来
、
山
科
多
屋
六
寺
、
及
び
七
坊
成
」
と
、
文
明
十
五
年
（
一
四
八
三
）
の
山
科
に
は
多
屋
六
寺
と
七
坊
が
置

か
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
「
未
考
其
名
、
或
云
、
常
楽
寺
、
興
正
寺
、
金
法
寺
、
本
福
寺
、
仏
照
寺
、
西
方
寺
、

105



性
応
寺
、
端
坊
、
西
坊
、
東
坊
、
本
光
坊
、
空
円
、
了
性
、
是
」（『
大
谷
本
願
寺
通
紀
』『
真
宗
史
料
集
』
第
八
巻
、
三
六
二
頁
）
と
、

蓮
如
時
期
の
山
科
本
願
寺
寺
内
町
に
存
在
す
る
寺
院
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
、
興
正
寺
を
含
む
「
多
屋
六
寺
」
と
「
七
坊
」

に
つ
い
て
、
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
、
さ
ら
に
、
西
宗
寺
仏
光
寺
の
ほ
か
山
科
地
域
に
あ
る
三
ノ
宮
神

宮
及
び
醍
醐
寺
三
法
院
も
視
野
に
入
れ
て
、
山
科
本
願
寺
寺
内
町
に
お
け
る
宗
教
面
の
諸
問
題
を
考
え
る
予
定
で
あ
る
。
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１．北海道における民俗芸能

１－１．研究の背景

　少子高齢化や人口減少，人口流出の影響を受け，日本各地で人々の心の拠り

所となってきた民俗芸能が存続の危機に陥っていることは周知の事実である

（黒﨑 2019：４，小谷 2021：281-282，牧野 2021：２）。北海道の離島において

も，担い手を確保し伝承活動を行うため，年齢や性別の条件緩和や，時間短縮，

学校との連携といった対応が講じられてきた（礼文町教育委員会 2015，蟬塚

ほか 2019，蟬塚ほか 2020，蟬塚 2022）。このような対策は，文化庁が 2022年

11月９～ 11日に全国の文化財行政に携わる者を対象に実施した「令和４年度

文化財行政講座」において，文化財調査官の𠮷田純子氏が「無形文化財（芸能）・

民俗芸能の保存と活用について」で指摘したように，全国的にも緊急に対応す

べき課題となっている。さらに，2020年初頭には新型コロナウイルス感染症
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の流行により，それまで毎年のように行われてきた行事の中止や延期が相次い

だことにより，この先の存続に対する不安の声が挙がっている 1）。

　こうした危機感は，自治体等の文化財担当者や博物館関係者にも共有されて

いる。例を挙げると，2022年７月 14～ 15日にかけて士別市民文化センター

で開催された「第 60回北海道博物館大会」では，「博物館がつなぐ，博物館が

つながる」をテーマに，民俗芸能の伝承における地域との関わりや，博物館同

士の連携について活発な協議が行われた（大留 2022：２）。東京文化財研究所

の久保田裕道氏は基調講演のなかで，民俗芸能の伝承活動について，①民俗芸

能の背景（歴史・広域での類型・地域内でのバリエーション）を把握して明確

に意識する意義と，②民俗芸能を担う「地域コミュニティ・伝承者」と「継承・

地域振興・観光・支援・研究成果」の間を繋ぐコーディネーターの重要性を述

べた。俵木は，現地の実践と行政の政策の中間層を担い，現実的な諸問題に取

り組み解決する「媒介者」の存在に注目し，その役割を担う者として博物館や

資料館の学芸員を挙げている（俵木 2018：190-191）。このように，地域振興に

努める自治体や博物館などが，民俗芸能とどのように結びついていくべきかが，

直近の課題となっている。

　また，2021年には文化財保護法の一部が改正され，「無形文化財及び無形の

民俗文化財の登録制度」と「地方登録制度」が新設された。文化庁が公開する

資料によると，目的は以下のように記されている２）。

　社会の変化に対応した文化財保護の制度の整備を図るため，無形文化財

及び無形の民俗文化財の登録制度を新設し，幅広く文化財の裾野を広げて

保存・活用を図るとともに，地方公共団体による文化財の登録制度及び文

部科学大臣への文化財の登録の提案等について定める。
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　このように，文化財の裾野を広げることが趣旨であることから，博物館学芸

員である筆者が日々地域の民俗芸能と向き合うなかで，博物館が担ってきた地

域内外の人々に向けた展示の作成・公開や情報の発信，地域文化のアーカイブ

といった役割を通して，民俗芸能にどのように寄与できるのか，どのように支

援できるのかを考えるに至った。

　本稿で扱う民俗芸能の範囲を定義するにあたり，文化庁３）と三隅４）の分類

を基本に，北海道教育委員会５）と𠮷田６）を参考にしたものが，表 1である。

文化庁の分類では，民俗芸能は民俗文化財に含まれる。また，三隅は担い手，

場所，具体例について，民俗芸能と伝統芸能という言葉を用いて述べている。

担い手に関しては，民俗文化財は地域住民自身によって伝承される一方で，無

形文化財は，特定の職業に就く人物によって伝承される。場所に関しては，民

俗文化財は街頭といった生活の場で見ることができ，無形文化財は劇場など特

定の場所に行かなければ見ることのできない芸能である。具体例を挙げると，

民俗文化財は日常生活のなかで地域ごとに伝わっている歌や踊り，演劇などの

ことで，「北海道の民俗芸能一覧」７）に依拠すると，神楽や獅子舞，太鼓など

を指す。無形文化財は，雅楽，能，歌舞伎，文楽などを指す。本稿で取り上げ

る四ヶ散米行列（風流）と松前神楽は，ともに民俗文化財に属している。文化

庁の定義によると，民俗文化財は「人々の生活の推移を示すもの」，無形文化

表 1　民俗文化財と無形文化財

民俗文化財（民俗芸能 等） 無形文化財（演劇，音楽，工芸技術 等）

担い手 地域住民自らが，歌い手や演技者となり伝承 特定の職業に就いている人物が伝承

場所 街頭などで見ることができる，地域の生活に
密着した芸能

劇場など特定の場所に行かなければ見ること
ができない芸能

具体例
民衆の日常生活の中で，その土地ごとに伝え
られている歌や踊り，演劇など
（神楽，風流，語り物・祝福芸 など）

雅楽，能，歌舞伎，文楽など

定義 人々の生活の推移を示すもの。 歴史上または芸術上価値の高いもの。
人間の「わざ」そのもの。
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財は「歴史上または芸術上価値の高いもの」，「人間の『わざ』そのもの」とさ

れる。しかし，これについて久保田は，実際に日本では民俗芸能も無形文化財

と同様に歴史的価値によって指定されてきたと指摘し，ユネスコの無形文化遺

産保護施策を取り上げ，このような価値観は世界的にも異質になりつつあり，

歴史的な正当性よりも「人々の生活の推移を示すもの」といった多様性が重視

されるようになっていると述べている（久保田 2021：20）。民俗芸能のなかで

も，歴史上価値が高いものの方が重視されがちな傾向にあることは，松前神楽

と四ヶ散米行列の関係性においても当てはまると考えられる。

　本稿における四ヶ散米行列と松前神楽との関係についても，神職が執り行な

う神事との関わりが深く，文化財指定がされている松前神楽の方が，研究者や

博物館関係者から注目される傾向にあり，風流系の民俗芸能である四ヶ散米行

列への関心はそれほど高くなかった。しかし，この度の文化財保護法の改正に

より，地域振興の核となる可能性を秘めている四ヶ散米行列のような地域の民

俗芸能を再評価し，地域振興に結びつけるアイディアを考えていく必要がある

と思われる。

１－２．研究の目的

　四ヶ散米行列は，国指定重要無形民俗文化財である松前神楽から派生し，風

流化した，日本海側８地域で今もなお伝承されている北海道特有のユニークな

民俗芸能である。また，背景で述べたように，歴史的な松前神楽の陰に隠れが

ちであった，「風流」の精神を体現している四ヶ散米行列に焦点を当てる。

　先行研究において，四ヶ散米行列そのものを調査目的としているものは見ら

れず，取り上げられている地域も限定的であった（蝦名 1936，近藤 1964，常

磐井 1987，池田 2003，舟山ほか 2008，舟山ほか 2009，道信 2017，森 2017）。

しかし，例外的に複数の地域における四ヶ散米行列を扱ったものとして，礼
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文町の報告書がある（礼文町教育委員会 2015，礼文町四ヶ散米舞行列保存会

2022）。この報告書は，礼文町が四ヶ散米行列の文化財指定を目指して文献調

査などを行った成果であり，町民の活動に対する熱意や誇りが契機となった。

　先行研究を振り返ると，伝承過程（開始された年代および伝承経路）や，実

施状況，行列で用いられる採物８）に関して体系的に扱った事例は見られず，四ヶ

散米行列が最も古くから行われているとされる福島町との比較が主体であり，

全ての地域を総合的・体系的に扱ったものはない。

　したがって本論文では，以下の３点を中心に分析を行う。①８地域における

四ヶ散米行列の伝承過程や伝承元（起源地）と伝承先との関係および，実施状

況（名称，実施神社，文化財指定，主催団体，常駐神職数，実施機会，担い手，

人数，他地域交流）の比較，②８伝承地域の採物の比較，③博物館における四ヶ

散米行列の表象（展示および芸能との関わり）について検討する。

　以上の３点の目的を設定した理由として，①については，四ヶ散米行列は必

ずしも歴史的な経緯を踏まえないまま実施されているため，民俗芸能の持つ意

義が曖昧になっている。歴史や伝播の背景や，伝承元と伝承先相互の関係性を

明らかにすることで，民俗芸能の価値を理解し，保存・継承の意欲が高まり，

現在すでに実施されなくなっている地域では，復興の気運に繋がる可能性があ

るからである。②については，各伝承地域の採物の詳細を比較することで，伝

承過程を明らかにできる可能性があると考える。③については，地域住民や地

域を訪れた人々にこの民俗芸能を広く伝えるため，博物館における展示が有効

であると考えたためである。
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２．調査対象地の概要と調査方法

２－１．調査対象地の概要

　調査対象地は，2019年時点で四ヶ散米行列の実施が確認されている，北海

道内の８地域９神社である（図１）。なお，３－３．で詳しく述べるが，８地

域の記述順は，四ヶ散米行列の伝承順である。

　福島町は，２市９町で構成される渡島総合振興局に属する。人口は 3,615人，

世帯数は 1,971世帯である９）。福島大神宮は，創立年代不詳とされ，旧称の福

島村神明社から 1876年に現社名に改称された 10）。現在も松前神楽が伝承され

ている。

　知内町は，福島町と同様に，渡島総合振興局に属する。人口は 4,007人，世

帯数は 2,022世帯である 11）。雷公神社は，1244年の創建とされ，現在も松前

神楽が伝承されている（知内町役場 1986：943）。なお，本神社は神社庁に登

図１　調査対象地
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録されていない。

　小平町は，１市６町１村で構成される留萌振興局に属する。人口は 2,894人，

世帯数は 1,565世帯である 12）。鬼鹿厳島神社 13）は，1786年の創立で，1903年

より松前神楽を伝承している（小平町史編さん室 2001：685-686）。

　利尻町は，１市８町１村で構成される宗谷総合振興局に属し，利尻島にある

２つの町のうちの１つである。人口は 1,917人，世帯数は 1,041世帯である 14）。

北見冨士神社は，1893年に奇岩を祀った祠が起源とされ，1910年に沓形村社

となった（利尻町史編纂委員会 2000：968）。現在も松前神楽が伝承されてい

る 15）。仙法志神社は，1875年の恵比須堂建立が起源とされている（利尻町史

編纂委員会 2000：968）。社殿で舞われる松前神楽は，コロナ禍で実施できな

い年が続いたことと子どもがいないことが理由で行わなくなり，今後復活の見

込みはない 16）。

　礼文町は，利尻町と同様に宗谷総合振興局に属し，礼文島は利尻島の北西

に位置している。人口は 2,350人，世帯数は 1,248世帯である 17）。厳島神社は，

1808年に祠を建て弁天社と崇めたのが創祀とされている 18）。現在，社殿で舞

われる松前神楽は伝承されていない。

　奥尻町は，７町で構成される檜山振興局に属する。奥尻島は北海道の南西沖

に位置し，人口は 2,381人，世帯数は 1,498世帯である 19）。澳津神社は，文政

年間（1818～ 1829年）に茶津の弁天岬に鎮座したものが起源とされ，1869年

に弁天社から澳津神社に改称された（奥尻町役場 2003：450）。現在，社殿で

舞われる松前神楽は伝承されていない。

　小樽市は，１市 13町６村で構成される後志総合振興局に属する。人口は

109,146人，世帯数は 61,667世帯である 20）。潮見ヶ岡神社は，1842年にアツ

トマリ（若竹町）に保食神を奉祀し一社を創建したことを始まりとする（小樽

市 2000：766）。現在も松前神楽が伝承されている。
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　黒松内町は，小樽市と同様に，後志総合振興局に属する。人口は 2,646人，

世帯数は 1,457世帯である 21）。大鳥神社は，1825年に花岡利右衛門によって

現在の緑橋に創建された（黒松内町 1987：823）。現在も松前神楽が伝承され

ている。

２－２．調査方法

　本稿で用いた調査方法は，現地での聞き取り調査のほか，コロナ禍という状

況も考慮しつつ，電話とメールによる問い合わせを行った。また，博物館にお

ける展示状況に関して，別途アンケート調査を実施した。

　まず，現地で聞き取り調査を行った対象について記す。奥尻町では，澳津神

社の例大祭開催期間である 2018年８月 15～ 16日と，2019年８月 14～ 15日，

2021年８月 14日，2022年８月 14日に，澳津神社内で行われた神事（宵宮祭・

本祭）への参加，山車曳きへの参加，四ヶ散米行列の視察，戸別訪問を行った。

その際には，例大祭に関わる２組織（氏子総代，神威山巡行実行委員会）のメ

ンバー，神事や山車曳き，四ヶ散米行列に参加した地元住民，帰省した元島民，

見物客などに聞き取り調査を行った。また，2021年 10月 13～ 14日には，稲

穂ふれあい研修センター歴史民俗資料展示室において四ヶ散米行列に関する資

料の調査を行い，さらに澳津神社での聞き取り調査と戸別訪問を行った。

　礼文町では，厳島神社の例大祭開催期間である 2021年７月 14～ 15日に，

厳島神社内で行われた直来に参加していた住民や，礼文町四ヶ散米舞行列保存

会のメンバーに聞き取り調査を行った。また，礼文町郷土資料館において博物

館における展示状況について調査を行った。

　利尻町では，2021年７月 16日に，北見冨士神社で常磐井武榮宮司に聞き取

り調査を行った。また，2021年 11月９日には，札幌市で常磐井武榮宮司に聞

き取りを行った。
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　小樽市では，2021年 10月 13日に，潮見ヶ岡神社で本間清治宮司と教育委

員会職員２人に聞き取り調査を行った。

　つぎに，2021年から 2022年にかけて行った電話とメールによる問い合わせ

について記す。まず，北海道における四ヶ散米行列の実施状況に関しては，北

海道教育委員会の『北海道の民俗芸能（北海道教育庁社会教育部文化課 1987：

49-64）』，北海道教育庁生涯学習部文化課の『北海道の民俗芸能（北海道教育

庁生涯学習部文化課 1998：151-162）』，北海道教育委員会が公開している「北

海道の民俗芸能一覧」22），礼文町教育委員会の『四ヶ散米舞行列調査報告書

（2015：８-９）』のデータに依拠した。これら４つの資料には未掲載である小

樽市と黒松内町に関しては，松前神楽の伝承組織である「松前神楽北海道連合

保存会」会員の４つの保存会（福島町松前神楽保存会，松前神楽小樽ブロック

保存会，松前神楽函館連合保存会，松前神楽松前ブロック連合保存会）や伝承

地域の教育委員会，博物館に問い合わせ，四ヶ散米行列伝承地域の周辺で松前

神楽や奴行列を行っている倶知安神社（倶知安町），事比羅神社（瀬棚町），寿

都神社（寿都町），住吉神社（小樽市），目名八幡神社（蘭越町）からも情報提

供をいただき，実施が判明したものである。その他に地域住民や，四ヶ散米行

列の実施に携わっている社会福祉法人黒松内つくし園などの組織に電話取材を

行った。

　つづいて，2021年から 2022年にかけてアンケート調査を実施した（図２－１，

図２－２）。以下に，質問項目を記す。博物館における四ヶ散米行列の展示状

況に関しては，５地域の博物館学芸員や，教育委員会職員にアンケート調査を

実施した。アンケートを実施した博物館および教育委員会は，小平町教育委員

会，黒松内町ブナセンター，知内町郷土資料館，福島町チロップ館，利尻町立

博物館である。その他３地域に関しては，筆者が実際に博物館の展示を視察し，

学芸員に対してアンケートと同様の聞き取り調査を行った。視察を行ったのは，
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稲穂ふれあい研修センター歴史民俗資料展示室（奥尻町），小樽市総合博物館，

礼文町郷土資料館である。

　問１には，現在の四ヶ散米行列の実施状況について，以下の６項目を設けた。

①実施神社名（自由記入），②神社の常駐神職数（自由記入），③四ヶ散米行

列の保存会有無（「有」，「無」，「松前神楽の保存会と同一」，「保存会は無いが実施

神社が独自に継承」，「その他」より選択および記入），④神社例大祭以外の時に

地域イベントや学校用事などで四ヶ散米行列を行うことがあるか（自由記入），

⑤四ヶ散米行列を通じて，他市区町村との交流（指導・披露・担い手募集等）

はあるか（「有・市町村名・内容」，「無」より選択および記入），⑥「四ヶ散米

行列」の実施・運営や継承に，学芸員は関わっているか（「はい・内容」，「いい

え」より選択および記入）とした。

　問２～７には，四ヶ散米行列の博物館における展示状況について，以下の６

項目を設けた。問２「博物館において四ヶ散米行列の展示を行っているか（「は

い」，「いいえ・行っていない理由」より選択および記入）」，問３「四ヶ散米行

列の展示を行っている施設名（自由記入）」，問４「四ヶ散米行列の展示を，ど

のように行っているか（「衣裳・道具等の実物の資料」，「文字による解説」，「写

真資料」，「映像資料」，「ジオラマ」，「古文書」，「地図」，「その他」より複数選択可

および記入）」，問５「これまで四ヶ散米行列の企画展を行ったことがあるか（「は

い」「いいえ」より選択）」，問６「誰に向けてどのような意図で展示を行ってい

るか（自由記入）」，問７「今後，企画展を含めて四ヶ散米行列を展示で取り上

げる予定はあるか（自由記入）」とした。

　地図の作成には，esri社が提供する GISアプリケーションである，ArcMap

（10.8）を用いた。図１および図３で使用したデータは，国土地理院発行の数

値地図（国土基本情報）に基づき，esriジャパン株式会社が提供している「全

国市区町村界データ」である。
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図２−１　アンケート調査用紙（表面）
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図２−２　アンケート調査用紙（裏面）
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３．道南に起源をもつ神楽と風流

３－１．松前神楽について

　はじめに，北海道における民俗芸能の現況について述べる。2018年の北海

道教育委員会の集計によると，休止および廃絶したものを含めて 260件が記

録されている 23）。舟山は，同データを用いて，神楽，風流，語り物・祝福芸，

アイヌ古式舞踊，その他の５つの分類に整理し，北海道全体で，神楽が 119

件（46％），風流が 78件（30％），語り物・祝福芸が４件（２％），アイヌ古式

舞踊が 18件（７％），その他が 41件（16％）であることを示している（舟山

2022：18）。また，北海道内を「南西部」，「道央南部」，「道央部」，「道北部」，「道東部」

の５つに分類し，神楽の件数が最も多いのは「道北部」の 35件，風流の件数

が最も多いのは「南西部」の 34件，語り物・祝福芸の件数が最も多いのは「南

西部」の３件，アイヌ古式舞踊が最も多いのは「道央南部」の９件，その他が

最も多いのは「南西部」の 15件であり，民俗芸能数は「南西部」が 64件で最

多である（舟山 2022：19-23）。

　つぎに，四ヶ散米行列の派生元となった四ヶ散米舞が含まれる，松前神楽に

ついて記す。松前神楽は，民俗芸能の分類において，神楽に属している 24）。『日

本民俗大事典（1999：327）』によると，神楽とは，招魂・鎮魂の神祭に奏され

る芸能で，神座を設けて神々を勧請し，その前で鎮魂・清め・祓いなどの祭祀

を行うものである。

　松前神楽は，松前城下を中心に古くから行われていた神楽である（北海道教

育委員会 1966：２）。起源については明らかでないが，1625年頃に松前城下

に神楽屋が造営された記録があることから，17世紀初め頃には行われていた

とされる説や 25），1674年に松前藩の国家神事の松前神楽の１つである鎮釡神

楽が行われ，これが藩の公式行事になったため，この時を創始とする説など

000(013) 博物館展示における民俗芸能―北海道の四ヶ散米行列を事例に―193



がある（松前町史編集室 1984：906-908）。基本的に祭典に奉仕する神職によっ

て舞われ 26），「郷土芸能の多くに見られる稚拙さがなく，折り目正しい格調の

高い芸能」とも記されている（宮良ほか 1995：134）。また，神楽殿では行わ

ず，社殿神前での奏上が原則となっている（松前神楽小樽伝承百年祭実行委員

会 1993：６）。松前神楽の特色として，松前藩との関係の深さや，他の神職神

楽には類曲の少ない「千歳」，「翁」，「三番叟」が舞われていること，伝承地が広

域であること，歴代の神職が様々な芸能を受け入れながら発展させ，多様性が

あることなどが挙げられる（北海道教育委員会 2017：32-33）。道南地域を中心

に北海道の日本海側で多く伝承され，2018年に国指定の重要無形民俗文化財

に登録された。

　松前神楽の演目の１つである四ヶ散米舞は，三種の舞，三品の舞とも言われ，

弓，剣，刀の３種を折敷に乗せて舞う４人舞である（宮良ほか 1995：140）。

宮良らによると，採物の意味について以下のように記されている（宮良ほか

1995：140-141）。

　弓矢はわが国の繁栄が矢の的に当たったことを意味し，弓は座陳の弓，

発向の弓，護持の弓，治世の弓で，四海を治める意味である。剣はもろ刃（両

刃）で，己を正し天下の無道を打ち砕くことを意味している。また弓と剣

は神代の様子を表し，刀は人代に帰った様子を示すもので，最後に三人が

舞い納めるのは，天皇の下で世の中が治まり，玉鉾の道正しく君・臣・民

共に栄える様子を表したもの。

　装束は，白衣，袴，鬼狩衣，長鳥帽子，白鉢巻であり，松前藩の威徳を表し

たものとされ，松前藩十代藩主松前矩広と常磐井今宮の合作と言われている（松

前神楽小樽伝承百年祭実行委員会 1993：19）。
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３－２．四ヶ散米行列について

　四ヶ散米行列は，民俗芸能の分類において，風流に属している 27）。『日本民

俗大辞典（2000：492）』と『国史大事典（1991：353）』によると，風流とは，「花

やかに飾り立てること」や，人の目を驚かす意匠に眼目を置いた趣向を意味し，

祭礼行列などで人々が設備・衣装・持ち物などの派手さを競い合い，庶民の間

で流行した。

　四ヶ散米行列とは，松前神楽でも用いられる笛と太鼓の囃子とともに，木製

の道具を持って舞いながら行進するものである（北海道教育委員会 1966：６）。

祭礼行列においては，神輿などを先導し，進む道を祓い清める，露祓い・道

祓いの役割を担う（福島町史編集室 1997：1385，礼文町教育委員会 2015：３）。

人数に関しては特に定められていない（近藤 1964：179-181）。また，３－３．

で詳述するが，四ヶ散米行列で用いられる採物の，神楽にはない特徴として，

杵が増えることが挙げられる。杵を使用する意味として，『正統松前神楽』によ

ると，「和人に帰順した蝦夷が降伏の手を代る代る上にあげ杵を振りて帰順の意

を表し，道案内として行列の先陣に立つ」とされている（常磐井 1987：212）。

地域や時代によって名称が異なり，四ヶ散米行列，四箇散米行列，四ヶ散米舞

行列，四箇散米舞行列などが見られるが，本稿では，四ヶ散米行列が最初に始

められた福島町と知内町の名称に統一し，四ヶ散米行列とする。

　四ヶ散米行列の起源に関して，『福島町史』では以下のように記されている（福

島町史編集室 1997：1384-1385）。

　「四ヶ散米行列」についてはそのことを明記した文献は見当たらないが，

伝えられるところによると，寛文９（1669）年５月５日，東の蝦夷シャクシャ

インが蜂起し，船にて松前を攻略しようとした際，家老蠣崎蔵人は福島村

戸門茂右衛門と共に矢越岬に出陣して討伐。十世藩主矩広は，矢越八幡宮
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の御加護を謝して，６月 15日祠を再建し，さらに武運長久を祈り福島神

明社（現福島大神宮）に陣太刀を奉納したと伝えられる。その際藩主矩広

は福島神明社第三代祠官笹井（常盤井）今宮藤原道治に命じて蝦夷鎮定の

「四ヶ散米舞」（松前神楽中の）一舞曲を創作せしめたと伝えられる。その

後同舞を行列化し，塩釡の戸門家（土門家）が総指揮者となり代々これを

奉仕，そして戸門家が住居した塩釡の人々によって連名と伝承され今日に

至っている。

　福島大神宮祭礼行列の先陣に，露払い，道祓いの神事としていつの年代

頃から加わるようになったかのことについては，元禄５年（1692）の「福

島神明宮御遷宮記」の中に，四ヶ散米行列の諸道具などが記載されている

ことからみても，その歴史を知ることができる。

　また，松前神楽と四ヶ散米行列の関連性について，『松前神楽』では，以下の

ように述べられている（北海道教育委員会 2017：128）。

　四ヶ散米行列は，その名称や伴奏音楽，刀や弓矢などの採物など，松前

神楽の「四ヶ散米舞」との関わりをうかがわせる。福島大神宮はじめ主と

して道南地域の神社祭礼で，青年達や男児，時に女児による四ヶ散米行列

が行われている。衣装や人数，採物など福島大神宮の行列と異なる所もあ

るが，松前神楽との関連や祭礼行列の先触れとして大切な伝承であろう。

　先行研究において四ヶ散米行列（風流）は，松前神楽の四ヶ散米舞から派生

したとされているが（常磐井 1987：291，福島町史編集室 1997：1385），両者

の舞いの形態には違いが生じている。松前神楽と四ヶ散米舞の特性を比較して

みると，神事の際に社殿神前で厳かに舞われ，特定の場所で定点的に行われる
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松前神楽に比べ，風流の精神に基づいて花やかさや娯楽的な賑わいを重視し，

行列となって線的に移動しながら舞われる四ヶ散米行列は，より地域住民が担

い手として参加しやすい民俗芸能となっている。また，四ヶ散米行列を考える

上で，道端をパレードのように舞いながら街路を行進することから，誰でも気

軽に見られて人目に触れやすい点も，神楽とは大きく異なる要素として注目す

べきであろう。

３－３．四ヶ散米行列の伝承

　新型コロナウイルスの流行に見舞われる直前の 2019年時点で，四ヶ散米行

図３　四ヶ散米行列の伝承地域と伝承過程
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列の実施が確認されたのは，北海道の福島町，知内町，小平町，利尻町，礼文

町，奥尻町，小樽市，黒松内町の計８地域である 28）。四ヶ散米行列の伝承過

程を表したのが，図３である。まず，各地への伝承過程について述べる。

　四ヶ散米行列の伝承元とされるのは，現福島町の福島大神宮と現知内町の雷

公神社で，どのような形態かは定かでないが，松前藩政時代の 17世紀末には

行われていたとされている（福島町史編集室 1997：1375）29）。

　そのつぎに開始が早いとされる現小平町の鬼鹿厳島神社では，福島町の出身

者が多かったことと 30），1903年に常磐井武胤宮司を道南から招き，松前神楽

が伝承されたことから（礼文町教育委員会 2015：８），1907年前後には四ヶ散

米行列が始められたとされる 31）。

　つぎに，1908年まで福島大神宮の宮司であった常磐井武胤氏が（福島町史

編集室 1995：58），1911年に現利尻町の沓形にある北見冨士神社の２代目宮司

に就任したことを契機に，利尻町で四ヶ散米行列が始められた。さらに，北見

冨士神社の３代目宮司である常磐井武知氏（武胤氏のご子息）が翌年には現利

尻町の仙法志にある仙法志神社の２代目宮司を兼務したことにより，同じ島内

の別地区に伝承された（礼文町教育委員会 2015：8）。

　つづいて，利尻島の常磐井武胤宮司の孫である常磐井武四郎氏が，1922年

もしくは 1930年に現礼文町厳島神社の３代目宮司に就任し，1935年頃には四ヶ

散米行列が始められたとされる（礼文町教育委員会 2015：４）。

　そして，現利尻町で四ヶ散米行列を指導していた 32），常磐井武知氏のご子

息である常磐井武秀氏（福島町史編集室 1995：400-401）が，1955年 11月 10

日に現奥尻町の戦後２代目宮司に就任し 33），1962年頃に澳津神社で四ヶ散米

行列が始められた 34）。

　また，小樽市の潮見ヶ岡神社の現宮司である本間清治氏が，1988年頃に奥

尻町の澳津神社の例大祭を手伝いに行った際，「澳津神社で初めて子どもが行う
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四ヶ散米行列を見て，神社のお祭りを盛り上げるために取り入れようと思った。

松前神楽よりも舞いやすく，参加しやすい」35）という理由から，1990年頃に

小樽市で四ヶ散米行列が始められた。

　さらに，奥尻町の戦後４代目宮司の牧田力氏のご令姉が，黒松内町大鳥神社

の宮司であった武田信一氏と結婚し，牧田力宮司が大鳥神社の祭礼を手伝うよ

うになったことをきっかけに 36），小樽市とほとんど同時期である 1991年頃に

は，黒松内町で四ヶ散米行列が行われるようになった 37）。

　聞き取り調査と出典に記した資料をもとに，四ヶ散米行列を伝承している８

地域の実施状況を比較したものが，表２である。以下，項目ごとに説明する。

　まず名称に関しては，３－２．で述べたように地域によって違いが見られる。

福島町，知内町，小樽市の 3地域が四ヶ散米行列，礼文町と黒松内町の２地域

が四ヶ散米舞行列，小平町が四箇散米行列，利尻町が四箇散米舞行列，奥尻町

では行列を付けずに四箇散米舞と記載されることが多く，住民らも四箇散米と

呼んでいる。

　実施神社に関しては，福島町は福島大神宮，知内町は雷公神社，小平町は鬼

鹿厳島神社，利尻町は北見冨士神社と仙法志神社，礼文町は厳島神社，奥尻町

は澳津神社，小樽市は潮見ヶ岡神社，黒松内町は大鳥神社である。利尻町のみ

町内で２神社が伝承しているが，その他の地域に関しては１地域につき１神社

である。

　文化財指定に関しては，福島町では奴行列とともに「福島大神宮祭礼行列」

として町指定無形民俗文化財となっており，礼文町では「四ヶ散米舞行列」が

町指定無形民俗文化財に登録されている。その他の６地域では，特に文化財登

録はされていない。

　毎年行列を実施するかしないかの判断や，舞いの指導などに当たる主催団体

に関しては，福島町は奴行列も合わせて福島大神宮祭礼行列保存会，知内町は
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神社独自に主催，小平町は松前神楽の保存会と同一で鬼鹿松前神楽保存会，利

尻町は神社独自に主催，礼文町は礼文町四ヶ散米舞行列保存会，奥尻町は神社

独自に主催，小樽市も神社独自に主催，黒松内町は神社と児童養護施設が担っ

ている 38）。なお，福島町の四ヶ散米行列は，担い手不足を理由に 1985～ 1993

年の間は行われなかったが 39），1993年に保存会が発足し 1994年に約 10年ぶ

りに復活するなど，保存会組織の存在は大きなものであると言える。また，奥

尻町でも四ヶ散米行列の保存会組織を結成したいという話は出たものの，実際

には存在しなかった 40）という証言があることから，①保存会が存在しなかっ

たことと，つぎに述べる②神職が島に常駐していないことが，継承の障壁になっ

たと思われる。

　常駐神職数に関しては，福島町，知内町，小平町，利尻町，礼文町，小樽市

の６地域の神社はともに１人だが，奥尻町と黒松内町は０人である。奥尻町の

澳津神社は，祭礼を実施する際に他県に住んでいる宮司（先代宮司のご息女）

に依頼をしており，奥尻島内に神職は常駐していない（蟬塚ほか 2020：129）。

また，黒松内町の大鳥神社は，隣町である蘭越町の目名八幡神社の神職（先代

宮司の親戚）が兼務している。黒松内町には神職が常駐しておらず，保存会組

織も存在しないが 41），現在は町内にある児童養護施設の職員が四ヶ散米行列

の指導を行うというユニークな形態をとって伝承されている。

　実施機会に関しては，８地域全てに共通するのは神社の例大祭時に行う点で

ある。その他の機会について，福島町からは「この５～６年の間にはなかったが，

かつてはあったようだ」との回答を得た。また，奥尻町の四ヶ散米行列は澳津

神社の氏子区域（奥尻地区，球浦地区，谷地地区）で行われるのが基本であるが，

1974年頃に氏子区域とは隣接していない地区である青苗地区の言代主神社例

祭時に２年ほど披露されたことがある（蟬塚 2022：24）。さらに，奥尻町の地

域振興を目的とした「なべつる祭り（毎年８月）」において 1982年に四ヶ散米
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行列が披露された写真が残されている。この青苗地区と「なべつる祭り」での

披露は継続されず，特例であった。また，小樽市では地域振興を目的とした「潮

まつり（毎年７月）」において，神輿パレードの先導役として，四ヶ散米行列

が 1993年から 2004年頃までの 10年近くにわたって披露された 42）。例大祭以

外の場面で四ヶ散米行列を実施することで，行列が人々の目に触れる機会をよ

り多く作り出すことができるが，余興性が高まるあまり，祭礼行列を先導して

進みながら道を祓い清めるという本来の意義が薄れる可能性も考えられる。

　担い手は，福島町は大人の男性が中心で，その他の地域は子どもである。知

内町は明治時代以降は氏子青年団が担っていたがその後中学生中心となり（礼

文町教育委員会 2015：８-９），現在は小学生まで広がっている 43）。小平町は

始められた当時は青年男子が行っていたが，戦後は中学生，現在は小学生が

担い手となっており，小学生が行うようになってからは女の子も参加している
44）。利尻町では伝承当時は青年団が担っていたが 45），現在は２神社ともに，沓

形中学校と仙法志中学校が 2017年に合併した，利尻中学校の生徒が担ってい

る。閉校した沓形中学校の校区に暮らす生徒は，北見冨士神社の四ヶ散米行列

に参加し，閉校した仙法志中学校の校区に暮らす生徒は，仙法志神社の四ヶ散

米行列に参加している 46）。礼文町では開始当時，入舟地区に住む小学校４～

６年生の男子に限定されていたが，平成に入り女子も参加するようになった（礼

文町教育委員会 2015：５-６）。現在は，小学校５～６年生が代々担い手となっ

ており，少子化にともない入舟地区だけでなく氏子区域内にある礼文小学校と

香深井小学校の２校に依頼をしているが，参加者のほとんどを礼文小学校の生

徒たちが占めている 47）。奥尻町は開始当時，球浦青年団の 20～ 35歳の男性

によって４～５年行われたが，青年団の人数不足により 1972年頃から小学生

～中学生の男子が担い，1970年代後半には女子も参加するようになった（蟬

塚 2022：24）。小樽市では，開始当時から小学校の高学年を中心に，性別に関
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係なく行われていた 48）。黒松内町では小学生の低学年が担い手の中心であり，

四ヶ散米行列に男子が多い理由は，祭礼行列時に同時に行われる金棒という役

割が，女子中心のためである 49）。担い手の全体的な傾向について，礼文町と

1990年代以降に四ヶ散米行列が伝承された小樽市と黒松内町を除き，伝承当

時は地元の青年団および青年が担っており，後に子どもへ移行している。

　人数に関しては，福島町が 12人ほど，知内町が 10人ほど，小平町が 20人以内，

利尻町が 20人ほど，礼文町が 15人ほど，奥尻町が 15人ほど，小樽市が 15人

ほど，黒松内町が 12人ほどで，地域によってばらつきはあるが，およそ 10人

～ 20人で行われている。

　他地域との交流に関しては，四ヶ散米行列の関係者同士での交流は知内町，

小平町，利尻町，奥尻町，小樽市，黒松内町の６地域では行われていない。一

方で，礼文町では「日本離島センター」の助成を受け，「ふるさとの伝統芸能保

存継承推進事業」を実施した。礼文町の働きかけによって，学芸員を含む視察

団が 2021年９月４～８日に四ヶ散米行列の伝承元である福島町を視察し，福

島町祭礼行列保存会，福島町松前神楽保存会，白符荒馬踊保存会との意見交換

が行われた。礼文町は交流事業の効果について，「礼文町保存会の伝承活動を推

進するための工夫や情報を得ることができた」，「民俗芸能の価値を再確認でき

た」，「歴史ある民俗芸能の伝承者，保護者としての自信が芽生えた」と述べて

いる（礼文町四ヶ散米舞行列保存会 2022：９-11）。この視察に参加した，礼文

町で四ヶ散米行列を指導する男性 50）は，福島町で舞いの基本動作や採物の形

状および並び順，笛の音色などを福島町のものと比較し，「礼文が福島に合わせ

て同じ舞いを舞ったり，並び順を変えるということは考えておらず，変える必

要もないと思っているが，どうしてこのような違いが生まれたのかもっと知り

たくなり，興味が湧いた」と話している。

　福島町教育委員会によると，練習状況，保存会の運営，担い手の育成，道具

000(023) 博物館展示における民俗芸能―北海道の四ヶ散米行列を事例に―183



の管理などについて相互に情報交換を行い，このような交流は 2021年が初め

てであったという。

　また，四ヶ散米行列の関係者同士ではないが，2019年８月 14～ 15日に行

われた奥尻町澳津神社の例大祭時に，寿都松前神楽保存会によって松前神楽が

奉奏された。その神楽を見た奥尻住民らから四ヶ散米行列をしたいという強い

要望が挙がり，小学生の頃に四ヶ散米行列を舞っていた住民らも飛び入り参加

し，約 20年ぶりに披露された（蟬塚ほか 2021：43）。今後も互いに交流を継

続する意向を示しているが，コロナ禍による例大祭の中止を理由に実現されて

いない。一時的な再興であるため，保存会組織も常駐神職もいない奥尻町のよ

うな地域は存続の危機に直面しやすく，他地域からの支援が課題解決の鍵にな

るだろう。

　聞き取り調査をもとに，四ヶ散米行列を伝承している８地域の採物の並び順

を示したのが，表３である。上から順に開始が早い順となっており，現在使用

されていないものは点線とした。四ヶ散米行列に関わる道具として，この他に

笛や太鼓，天狗などが存在するが，本稿では『四ヶ散米舞行列調査報告書』に

依拠し整理した（礼文町教育委員会 2015：５）。採物の種類は，８地域全体で

杵，鈴剣，鈴，薙刀，刀，剣，太刀，弓の８種類存在するが，どの地域でも５

種類の採物が使用される点は共通している。福島町は先頭から杵，薙刀，刀，剣，

弓の順（写真１）。知内町は杵，薙刀，剣，太刀，弓の順（写真２）51）。小平

町は杵，薙刀，太刀，剣，弓の順（写真３）52）。利尻町は鈴剣，剣，刀，薙刀，

弓の順（写真４）。礼文町は杵，薙刀，弓，刀，剣の順（写真５）。奥尻町は

鈴，剣，刀，薙刀，弓の順（写真６）。小樽市は杵，薙刀，弓，剣，刀の順（写

真７）。黒松内町は杵，薙刀，刀（太），刀（細），弓の順である（写真８）53）。

現在は未使用の採物について，小平町の杵は，中学生が担い手だった頃は使用

していたが，現在は担い手が小学生となり重いことから最近は出していないと
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いう 54）。また，小樽市では現在，剣のみの行列となっている。1990年頃に潮見ヶ

岡神社で四ヶ散米行列を始めた頃は，福島大神宮発行の『正統松前神楽（常磐

井 1987：212）』の採物を参考に，杵や薙刀，弓，刀も使用されていたが，担

い手の子どもたちにとっては薙刀が大きく重たかったり，弓を持つと飛び跳ね

ながら舞う際に危険であると感じ，剣に統一したという 55）。

表３　８地域における採物の並び順（点線は現在未使用）
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写真１　福島町の四ヶ散米行列（2010 年）
　　　　（福島町教育委員会提供）

写真２　知内町の四ヶ散米行列（2015 年）
　　　　（知内町郷土資料館提供）

写真３　小平町の四ヶ散米行列（2022 年）
　　（小平町議会提供　西村健一氏撮影）

写真４　利尻町の四ヶ散米行列（2019 年）
（北見冨士神社提供）

写真５　礼文町の四ヶ散米行列（2021 年）
（筆者撮影）

写真６　奥尻町の四ヶ散米行列（2019 年）
（北海学園大学学芸員課程提供）

写真７　小樽市の四ヶ散米行列（2017 年）
（小樽市教育委員会撮影）

写真８　黒松内町の四ヶ散米行列（2010 年頃）
（黒松内町教育委員会提供）
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４．博物館における四ヶ散行列の展示状況

　四ヶ散米行列を伝承する８地域の博物館において，展示や企画，地域文化の

アーカイブ，調査研究を担う学芸員と四ヶ散米行列の関わり，また，８地域の

博物館において四ヶ散米行列がどのように表象されているかを示したものが，

表４である。

　各市町の学芸員の有無に関しては，小平町以外は全て配置されている。

　学芸員と四ヶ散米行列の関わりについては，礼文町以外は「無し」であった。

礼文町の学芸員は，礼文町四ヶ散米舞行列保存会のメンバーであり，行列実施

の際には小学生たちの引率や誘導などに協力している。

　常設展示の有無に関して，福島町は「人手不足，展示スペース不足」を理由に，

知内町では「他の松前神楽を映像として展示している」ことを理由に，展示さ

れていない。また，小平町では，「郷土展示室的なものは持っているが，学芸業

務を職務とする部署がないので展示検討がされたことがない。地域の行事とし

て行政は見守っているだけの状況」という回答だった。利尻町では，「来館者に

町内の季節の行事を紹介するため」，写真資料を展示している。礼文町では，「来

館者に礼文島に伝統芸能があることを知ってもらうため。そしてその伝統芸能

は江戸時代の松前藩に起源をもち，礼文島の歴史や文化が島外とつながってい

ることを知ってもらうために展示している。さらに来館者の中でも地域の児童

を含む住民には，地域の文化財として守り伝えてゆく価値と意味を知ってもら

い，参加や協力の動機を高めるため」という理由から，解説パネル，写真資料，

映像資料が展示されている。奥尻町では，「島の文化と祭りの紹介の 1つ」とし

て写真資料が展示されている。小樽市では，民俗担当の学芸員がこれまで配置

されていなかったこともあり展示されておらず，黒松内町では「自然史系の博

物館のため，民俗芸能の展示はしていない」状態である。
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　過去の企画展示の有無に関しては，全市町において四ヶ散米行列単体の企画

展は行われていない。ただ，小樽市では，2018年に松前神楽の企画展が開催

された際，１枚の展示パネルで四ヶ散米行列が取り上げられた。

　今後の企画展示予定に関して，福島町からは「展示は未定だが，できれば数

年内に企画展示を行いたい。なお，人手不足・展示スペース不足等が解消され

た時には，常設展示のひとつに取り入れる予定」，知内町からは「記録はして

いるので展示用に短く編集が済めば展示することは可能と考えている」との回

答を受けた。一方，小平町は「学芸業務を職務とする部署がないので，企画展

についても実施したことがなく，今後も予定はない」との回答であった。利尻

町からは「現時点では，既存の展示以外に展示で取り上げる予定はない」，礼

文町からは「今年度中は計画していない。来年度以降についても現時点で予

定はない」，奥尻町からは「四ヶ散米のみの展示では厳しいので，予定はない」，

小樽市からは「予定はない」，黒松内町からは「今のところない」との回答であっ

た。

　

５．考察と課題

５－１．考察

　まず，目的に挙げた３点がどれだけ達成されたかについて述べる。１点目の

「①８地域における四ヶ散米行列の伝承過程や伝承元（起源地）と伝承先との

関係および，実施状況（名称，実施神社，文化財指定，主催団体，常駐神職数，

実施機会，担い手，人数，他地域交流）の比較」に関しては，町指定の文化財

に登録されている福島町と礼文町においては，保存会同士の交流などを通じ，

自分たちが継承者（伝承元・伝承先）であるという意識や，他地域との歴史的
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な繋がりを知る機会があることが確認された。一方で，現在，四ヶ散米行列に

携わっている住民や神職，地域の博物館関係者に対して，伝承理由について調

査すると，奥尻町では「距離的にも近いから起源地の福島町から直接伝わった

と思っていた」56）や，小樽市では，「起源地から伝わったと思っていたが，奥

尻町から伝わったんだね」57），黒松内町では「前任の神職が亡くなり，歴史的

経緯や採物の名称も正式なものはわからない。それがわかれば，質問された時

に自信を持って話ができるのに」58）といった声や反応が見られた。それぞれ

の地域の四ヶ散米行列はどこから伝承されたのかという背景情報を有していな

い地域が多く，福島町や礼文町のような地域間交流を行っている稀有な地域で

も，伝承元と伝承先という２地域間のみの関係に留まっている。北海道日本海

側に分布している四ヶ散米行列の伝承地域を相対的に捉え，歴史的な伝承過程

や他地域との繋がりを把握することは，自分たちが暮らす地域の文化に対する

さらなる理解を促進する。それを通じて，四ヶ散米行列のような民俗芸能をよ

り大切にしたいという思いを育むことができるだろう。また，どの地域におい

ても民俗芸能の継承を困難にさせる，少子高齢化や人口減少，コロナ禍といっ

た状況のもとで，単一の地域では対応が難しい課題に対して，複数の地域の事

例を参照しながら解決の手がかりを探ることで，四ヶ散米行列の存続や，現在

途絶した地域での再興の景気にもなると思われる。

　近年，「文化資源マネジメント（CRM）」が注目されており，個々の地域資源

の個人的・主観的価値に，学術的価値や社会的価値などの探究的価値を付加す

ることによって，地域資源の観光まちづくりへの展開を図る取り組みが試みら

れている（津々見ほか 2021：2300）。このような成果を参照しながら，博物館

学芸員としても，民俗芸能の歴史的背景といった情報や各地での存続の工夫を，

伝承地域の担い手・住民・神社神職・博物館関係者，観光客などに幅広く周知

するなど，民俗芸能の継承を支援するコーディネーターの役割を担いたい。
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　２点目の「②８伝承地域の採物の比較」を詳細に検討した結果，調査前には，

伝承先の地域が，伝承元の並び順を正確に模倣しているのではないかとの仮説

を立てていたが，予想に反して同じ並び順の地域は１つもなかった。利尻町と

奥尻町に関しては，一見並び順が同じように見えるが，呼称に相違がある。伝

承元の並び順を重視するだけでなく，伝承の過程で各地域の独自性が生まれ，

大人から子どもへの担い手の変化に対応した採物の簡略化がなされていること

が明らかになった。また，福島町においては，1987年に福島大神宮が発行し

た『正統松前神楽』に記された並び順とは異なる順番になっていることが判明

した（常磐井 1987：212）。一方で，1987年当時の福島町の並び順を，後に小

樽市が踏襲していたり，伝承元との繋がりに対する意識が高い礼文町でも，過

去の福島町に近い並び順となっており，伝承元の伝統を重視した並び順になっ

ている地域も見られる。

　３点目の「③博物館における四ヶ散米行列の表象（展示および芸能との関

わり）」に関しては，四ヶ散米行列が取り上げられている博物館は少なかった。

これは，１－１．で述べたように，同じ民俗芸能の中でも，神事との結びつき

の強い松前神楽の方が，調査研究や展示の対象になってきたこととも関わって

いる。しかし，特定の場所ではなく，多くの人々が街路に集い楽しむことがで

きる風流の要素を体現している四ヶ散米行列は，地域振興やコミュニティの紐

帯を高める可能性を秘めている。１－１．で久保田が指摘している，近年は歴

史的な正当性よりも多様性が重視される傾向があることとも関係している。ま

た，各地域での四ヶ散米行列の展示方法について，解説パネル，写真資料，映

像資料が用いられていたが，地図を用いたものは皆無に近かった。四ヶ散米行

列のような面的な広がりを持つ民俗芸能の特徴を理解するためには，GIS（地

理情報システム）を用いれば，行列のルートを地図上に可視化し範囲を明確か

つ簡便に示すことができる。
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５－２．今後の課題

　今後の課題について，２点述べる。１点目は，継続調査に関してである。本

調査はコロナ禍において実施したため，2020年から 2022年まで３年にわたっ

て四ヶ散米行列が中止された地域もあり，実際に行われている様子を見ること

が難しかった。今後，数年掛けて全ての地域で実際に行われている様子を視察

し，本論文で充分に比較できなかった，所作，衣裳，演奏（楽器），練習（準備）

の実態を現地調査する。

　２点目は，博物館学芸員として取り組めることについてである。博物館展示

に関して，小樽市総合博物館運河館では，トピック展を１年に３度開催してお

り，今後，四ヶ散米行列をテーマに展示を行う予定である。また，小樽市総合

博物館の展示としてだけでなく，本研究のアンケート調査にご協力いただいた

博物館での巡回展の実現も視野に入れていきたい。博物館には，展示の他にも

講座やワークショップ，SNSの情報発信などの教育普及活動がある。四ヶ散

米行列のような民俗芸能を，伝承地域間の交流を図る座談会などを通じ，地域

の人々や観光客など多くの方々に周知していきたい。四ヶ散米行列のような地

域の人々が関わるなかで多様な伝承過程を辿ってきた民俗芸能を表象すること

は，１－１．で久保田が述べている，民俗芸能の背景（歴史・広域での類型・

地域内でのバリエーション）を把握して明確に意識することに繋がり，民俗芸

能のより深い理解に資する。伝承地域の学芸員が連携し，地域間で少子高齢化

やコロナ禍といった危機を乗り越えるための情報共有を積極的に図ることも，

コーディネーターや媒介者の役割として挙げられる。四ヶ散米行列のような，

地域コミュニティのなかで大切に伝承されてきた民俗芸能のアーカイブの気運

を高めるとともに，今後の安定的な伝承を見据えた活動を支援していきたい。
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（せみづか　さきえ・令和３年度文学研究科日本文化専攻修士課程修了／
小樽市総合博物館学芸員）

［注］
（証言者に関する情報は，性別／年齢／取材市町名／祭礼での役割，不明な箇所は―で記す）

１）　「２年も休むと，またやるのに気力がいる（男性／ 70代／奥尻町／神社関係者）」，
「来年あたり神輿を出さないと忘れそう（女性／ 60代／奥尻町／神社関係者）」。

２）　文化庁「文化財保護法の一部を改正する法律（令和３年法律第 22号）」https://

www.bunka.go.jp/seisaku/bunkazai/pdf/93084801_01.pdf

３）　文化庁「民俗文化財」https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkazai/shokai/

minzoku/，「無形文化財」https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkazai/shokai/

mukei/より（2022年９月 10日閲覧）
４）　「2016都民芸術フェスティバル」https://tomin-fes.com/archive/2016/

interview/02_minzoku.html（2022年９月 10日閲覧）
５）　北海道教育委員会「北海道の民俗芸能一覧（「北海道民俗芸能緊急調査」（H７

～９）のフォローアップ集計）平成 30年 11月 21日現在」https://www.dokyoi.

pref.hokkaido.lg.jp/hk/bnh/hokkaidonominzokugeinou.html

６）　文化庁の「令和４年度文化財行政講座」における，𠮷田純子氏の講義「無形文
化財（芸能）・民俗芸能の保存と活用について」より。

７）　５に同じ。
８）　『民俗芸能辞典（1996：317）』によると，採物とは，神事・芸能において舞人
などの役の者が手に携える物を指す。

９）　福島町「住民基本台帳人口（2022年８月末現在）」http://www.town.fukushima.

hokkaido.jp/top/（2022年９月 16日閲覧）
10）　北海道神社庁「福島大神宮」https://hokkaidojinjacho.jp/%E7%A6%8F%E5%B3%B

6%E5%A4%A7%E7%A5%9E%E5%AE%AE/（2022年９月 16日閲覧）
11）　知内町「知内町の人口（2022年８月末）」http://www.town.shiriuchi.hokkaido.

jp/（2022年９月 16日閲覧）
12）　小平町「人口と世帯数（2022年９月１日）」https://www.town.obira.hokkaido.

jp/（2022年９月 16日閲覧）
13）　小平町議会 ｢おびら議会だより（No.93）｣ 2022年８月より。
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14）　利尻町「統計情報（令和４年８月末現在）」http://www.town.rishiri.hokkaido.

jp/rishiri/（2022年９月 16日閲覧）
15）　北見冨士神社・仙法志神社兼務の常磐井武榮宮司のご教示。
16）　15に同じ。
17）　礼文町「人口と世帯数（2022年９月２日現在）」https://www.town.rebun.

hokkaido.jp/（2022年９月 16日閲覧）
18）　北海道神社庁「厳島神社」https://hokkaidojinjacho.jp/%E5%9A%B4%E5%B3%B6

%E7%A5%9E%E7%A4%BE-9/（2022年９月 16日閲覧）
19）　奥尻町「奥尻町の人口と世帯数（2022年８月 31日現在）」https://www.town.

okushiri.lg.jp/（2022年９月 15日閲覧）
20）　小樽市「令和４年８月末現在の世帯数及び人口」https://www.city.otaru.lg.jp/

docs/2022020900014/�le_contents/0408souhou.pdf（2022年９月 16日閲覧）
21）　黒松内町「世帯数と人口（８月末現在）」http://www.kuromatsunai.com/（2022

年９月 16日閲覧）
22）　５に同じ。
23）　舟山氏は注釈の中で，「北海道の民俗芸能一覧」内の No.038と No.065に掲載
されている八雲町の相沼奴のデータが重複していることを指摘している（舟山
2022：28）。

24）　５に同じ。
25）　舟山直治（2018）「松前城内神楽の系譜（表紙写真解説）」『北海道の文化』90より。

26）　北海道新聞「〈立待岬〉高橋豊彦 祭りの九月」2008年 10月１日夕刊地方，12より。

27）　５に同じ。
28）　国幣中函館八幡宮発行の『松前神楽』には，四ヶ散米行列の並び順が杵，薙刀，弓，
剣，太刀の順であることが記載され，写真が残されている（蝦名 1936：85）。『松
前神楽』には，同様の写真とともに「函館弥生小学校高等科児童」と記されて
いることから，かつては函館市でも四ヶ散米行列が行われていたと思われる（近
藤 1964）。松前神楽函館連合保存会と函館市教育委員会に問い合わせたが，実施
に関しての詳細な記録は不明であるとのことであった。

29）　知内町郷土資料館の竹田聡学芸員のご教示。
30）　鬼鹿厳島神社の瀧川司宮司のご教示。
31）　鬼鹿厳島神社の瀧川司宮司によると，小平町の松前神楽と四ヶ散米行列は，別々
に導入されたという。
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32）　利尻町役場「広報りしり（No.305）」1996年８月より。
33）　北見冨士神社・仙法志神社兼務の常磐井武榮宮司によると，常磐井武知氏は奥
尻島の宮司となる前に小樽市の住吉神社にて奉職していたが，住吉神社の星野
昭雄宮司によると，住吉神社で四ヶ散米行列が行われたことはないという。

34）　奥尻町住民（男性／ 70代／奥尻町／伝承当時の四ヶ散米行列経験者）のご教示。
35）　潮見ヶ岡神社の本間清治宮司のご教示。
36）　35に同じ。
37）　黒松内町住民（男性／ 80代／黒松内町／神社関係者）のご教示。
38）　黒松内町教育委員会職員のご教示。
39）　北海道新聞「四ヶ散米行列だ 福島大神宮例大祭 10年ぶり復活，練り歩く」

1994年９月 17日道南版，26．

40）　奥尻町住民（男性／ 60代／奥尻町／四ヶ散米行列の太鼓担当者）のご教示。
41）　2000年に黒松内町役場が発行した，「広報くろまつない（No.273）」によると，

当時は「四ヶ散米舞行列保存会」が存在しているが，黒松内町住民（男性／ 80

代／黒松内町／神社関係者）によると，現在は存在していないという。
42）　35に同じ。
43）　29に同じ。
44）　30に同じ。
45）　32に同じ。
46）　利尻町住民（女性／ 60代／利尻町／―）のご教示。
47）　厳島神社の坪山尚弘宮司のご教示。
48）　35に同じ。
49）　社会福祉法人黒松内つくし園職員のご教示。
50）　礼文町住民（男性／ 50代／礼文町／四ヶ散米行列の指導者）のご教示。
51）　知内町の四ヶ散米行列の特徴として，弓を持つ担い手が，松前神楽の庭散米舞
（二羽散米舞）で用いられる鳥兜を身につけている点が挙げられる。

52）　小平町における 2022年の四ヶ散米行列は，コロナ禍のためルートを短縮し，簡
略化した形で実施された（鬼鹿厳島神社の瀧川司宮司のご教示）。

53）　四ヶ散米行列の指導を行っている，社会福祉法人黒松内つくし園の職員による
と，先頭から筒，槍，尖った剣，弓，丸い剣と呼ばれることもあり，年によっ
ては並び順を変えたり，担い手の人数によって使用する採物を減らすこともあ
るという。
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54）　30に同じ。
55）　35に同じ。
56）　40に同じ。
57）　小樽市教育委員会職員のご教示。
58）　49に同じ。
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メ
タ
バ
ー
ス

解
説
シ
リ
ー
ズ
―
―
今
、
何
が
起
き
て
い
る
の
か
？

　
　
　
　

序

　
「
メ
タ
バ
ー
ス
」
が
市
民
権
を
手
に
し
た
き
っ
か
け
の
一
つ
に
、
二
〇
二
一
年
、Facebook, Inc. 

が
社
名

をM
eta Platform

s, Inc.

に
変
更
し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
巨
大
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
の
社
名
変
更
は
、

も
ち
ろ
ん
創
業
者
の
気
ま
ぐ
れ
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
広
告
収
入
に
依
存
す
る
業
態
を
見
直
し
、

成
長
が
見
込
ま
れ
る
新
分
野
に
資
源
を
振
り
分
け
る
企
業
戦
略
を
社
員
お
よ
び
株
主
に
宣
言
す
る
と
い
う
明
確

な
意
図
が
読
み
取
れ
る
。
巨
大
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
へ
の
規
制
強
化
の
声
、M

eta

社
に
つ
い
て
言
え
ば
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
吸
い
上
げ
た
個
人
情
報
を
利
用
し
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
な
る
個
人
に
商
品
広
告
を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト

で
届
け
る
業
態
へ
の
批
判
を
踏
ま
え
つ
つ
、
そ
れ
を
奇
貨
と
し
て
、
最
も
有
望
な
市
場
を
逸
早
く
押
え
る
（
あ

る
い
は
、
押
え
る
と
の
空
気
を
投
資
家
の
間
に
醸
成
す
る
）
計
算
高
さ
が
透
け
て
見
え
る
。

柴
田　
崇

第
一
回
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解説シリーズ―今、何が起きているのか？　「メタバース」

　

実
際
、「
現
実
と
サ
イ
バ
ー
空
間
の
融
合
」（Society5.0

）
を
想
定
し
た
国
家
戦
略
が
先
進
各
国
で
採
用
さ
れ

て
い
る
こ
と
、
サ
イ
バ
ー
空
間
の
情
報
に
非
代
替
性
を
付
与
し
、
現
実
世
界
に
準
じ
た
財
の
交
換
を
保
証
す
る

ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
の
技
術
（
Ｎ
Ｆ
Ｔ
：N

on-fungible token

）
が
実
用
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
な
ど
を
勘

案
す
る
と
、
メ
タ
バ
ー
ス
に
賭
け
る
企
業
に
は
リ
ス
ク
に
見
合
う
リ
ー
タ
ー
ン
が
約
束
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

　

デ
ジ
タ
ル
化
の
波
に
乗
り
遅
れ
て
久
し
い
本
邦
で
も
、こ
れ
ま
で
蓄
積
し
て
き
た
様
々
な
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」

の
知
的
財
産
を
梃
子
に
巻
き
返
し
を
図
る
絶
好
の
機
会
と
し
て
メ
タ
バ
ー
ス
が
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　

今
や
新
聞
紙
上
で
は
Ａ
Ｉ
に
代
わ
っ
て
メ
タ
バ
ー
ス
の
語
が
踊
る
よ
う
に
な
っ
た
。
メ
タ
バ
ー
ス
へ
の
関
心

は
、
政
策
立
案
者
や
企
業
経
営
者
に
留
ま
ら
ず
、
社
会
一
般
に
浸
透
し
た
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
二
〇
二
二

年
夏
に
は
、東
京
大
学
が
「
メ
タ
バ
ー
ス
工
学
部
」
を
開
設
す
る
と
の
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
た
。
結
局
、こ
の
「
学

部
」
は
正
式
な
教
育
課
程
で
は
な
く
、
中
・
高
生
や
学
内
外
の
大
学
生
お
よ
び
社
会
人
を
対
象
に
し
た
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
総
称
で
は
あ
っ
た
の
だ
が
１
、
こ
う
し
た
企
画
が
立
ち
上
が
る
と
き
に
は
、
関
連
学
部
や
協
賛
企
業
に

固
有
の
思
惑
の
み
で
は
足
り
ず
、「
メ
タ
バ
ー
ス
」
に
象
徴
さ
れ
る
先
端
技
術
へ
の
関
心
が
社
会
の
側
で
も
醸
成

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
必
須
の
条
件
と
な
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

　

メ
タ
バ
ー
ス
に
関
す
る
ほ
ぼ
す
べ
て
の
書
籍
が
言
及
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
語
の
初
出
は
、
ニ
ー
ル
・
ス

テ
ィ
ー
ヴ
ン
ス
ン
（
一
九
五
九
～　

）
の
Ｓ
Ｆ
小
説Snow

 C
rash

（1992

）
に
求
め
ら
れ
る
。
加
え
て
、
や

は
り
多
く
の
文
献
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、「
メ
タ
バ
ー
ス
」
と
名
付
け
ら
れ
る
以
前
か
ら
、
そ
の
定
義
に
あ
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て
は
ま
る
ア
イ
デ
ィ
ア
は
Ｓ
Ｆ
小
説
の
近
辺
に
存
在
し
て
い
た
。meta-

と
い
う
接
頭
辞
が
、「
後
続
」「
変
成
」「
超

越
」「
高
次
」
な
ど
の
意
味
を
含
む
多
義
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
先
行
す
る
様
々
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を
こ
の
語

に
統
合
す
る
の
を
後
押
し
し
た
こ
と
は
推
し
て
測
ら
れ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
、
メ
タ
バ
ー
ス
を
、
物
理
的
な
現
実

世
界
に
比
し
て
よ
り
「
高
次
」
な
世
界
を
無
条
件
に
開
示
し
て
く
れ
る
夢
の
技
術
と
見
做
す
の
は
早
計
で
あ
る
。

「
エ
ン
ハ
ン
ス
メ
ン
ト
技
術
」
然
り
、
名
前
に
由
来
す
る
こ
の
種
の
予
断
こ
そ
、
新
し
い
技
術
を
理
解
す
る
最

初
の
躓
き
の
石
と
な
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
語
の
遷
移
を
追
跡
す
る
概
念
史
の
作
業
は
最
小
限
に
留
め
、
メ
タ

バ
ー
ス
黎
明
期
の
現
在
を
立
脚
点
に
、
こ
の
技
術
の
特
性
を
考
察
し
、
メ
タ
バ
ー
ス
に
ま
つ
わ
る
神
話
を
解
体

し
つ
つ
、
現
実
の
メ
タ
バ
ー
ス
の
普
及
が
社
会
に
与
え
る
影
響
を
予
測
す
る
と
い
う
実
践
的
な
作
業
に
注
力
す

る
。

　

あ
ら
た
め
て
、「
メ
タ
バ
ー
ス
（M

etaverse

）」
と
は
。
ひ
と
ま
ず
、自
ら
の
分
身
の
「
ア
バ
タ
ー
（avatar

）」

を
使
い
「
Ｖ
Ｒ
：（V
irtual R

eality

）」
技
術
で
作
成
さ
れ
た
空
間
（
以
下
、
Ｖ
Ｒ
空
間
）
内
を
能
動
的
に
動

き
回
れ
る
こ
と
、
そ
の
よ
う
な
Ｖ
Ｒ
空
間
が
他
の
利
用
者
と
共
有
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
二
つ
を
要
件
す
る
技
術
、

ま
た
は
そ
う
し
た
技
術
に
基
づ
く
イ
ン
フ
ラ
、
と
定
義
し
て
お
こ
う
。
少
な
く
と
も
現
在
の
メ
タ
バ
ー
ス
に
つ

い
て
言
え
ば
、
Ｖ
Ｒ
技
術
の
延
長
線
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
と
も
に
、
複
数
の
使
用
者
が
能
動
的
に
Ｖ
Ｒ
空

間
を
探
索
で
き
、
そ
の
結
果
、
相
互
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
れ
る
こ
と
に
よ
る
社
会
性
を
実
現
し
た
と

こ
ろ
に
技
術
と
し
て
の
特
長
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。

　

以
下
の
論
考
で
は
、「
人
文
学
」
で
包
括
で
き
、
か
つ
筆
者
の
力
の
及
ぶ
範
囲
の
複
数
の
視
点
か
ら
メ
タ
バ
ー
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解説シリーズ―今、何が起きているのか？　「メタバース」

ス
を
考
察
し
、
そ
れ
以
外
の
視
点
に
基
づ
く
論
考
か
ら
補
足
や
批
判
が
寄
せ
ら
れ
る
の
を
待
ち
た
い
。
尚
、
本

来
な
ら
ば
原
語
の
音
に
忠
実
に
「
メ
タ
ヴ
ァ
ー
ス
」
や
「
ア
ヴ
ァ
タ
ー
」
と
表
記
す
べ
き
と
こ
ろ
だ
が
、
検
索

さ
れ
る
便
宜
を
考
慮
し
、
本
稿
で
は
「
メ
タ
バ
ー
ス
」
と
「
ア
バ
タ
ー
」
を
使
用
す
る
。

１　

人
文
学
的
視
点
か
ら
１
：
メ
デ
ィ
ア
史
、
生
態
学

　

１
―
１　

メ
デ
ィ
ア
史

　

メ
デ
ィ
ア
史
に
お
け
る
メ
タ
バ
ー
ス
の
特
徴
と
し
て
は
、
何
を
置
い
て
も
Ｖ
Ｒ
空
間
内
で
参
加
者
の
社
交
を

可
能
に
す
る
点
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
こ
で
言
う
「
社
交
」
に
は
、
同
一
の
体
験
を
共
有
で
き
る
こ
と
に
加
え
、

そ
う
し
た
共
有
が
同
時
に
生
起
し
、
か
つ
参
加
者
間
に
直
接
の
交
流
が
保
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
含
む
。
も
と

よ
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
っ
て
社
交
に
関
す
る
こ
の
三
つ
の
要
素
が
世
界
規
模
で
実
現
し
た
こ
と

を
想
起
す
れ
ば
、
メ
タ
バ
ー
ス
は
、
Ｖ
Ｒ
技
術
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
交
差
す
る
点
に
開
花
し
た
技
術
と
理
解

で
き
る
。
そ
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
経
験
や
コ
ン
テ
ン
ツ
を
共
有
し
、
さ
ら
に
直

接
の
交
流
の
機
会
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
で
、
相
応
に
自
発
的
な
共
同
体
意
識
の
形
成
が
始
ま
る
こ
と
を
期
待
し

て
よ
さ
そ
う
だ
。

　

社
交
を
実
現
す
る
種
類
の
技
術
は
、
従
来
の
共
同
体
意
識
に
揺
さ
ぶ
り
を
か
け
、
あ
る
場
合
に
は
そ
れ
を
よ
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り
強
化
す
る
方
向
へ
と
、
別
の
場
合
に
は
新
た
な
共
同
体
意
識
を
形
成
し
、
旧
来
の
そ
れ
を
弱
体
化
す
る
方
向

へ
と
当
該
技
術
の
使
用
者
を
誘
導
し
て
き
た
。
現
代
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
の
核
、
あ
る
い
は
少
な
く
見
積
も
っ

て
も
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
の
要
素
と
言
い
得
る
「
国
民
」
の
意
識
も
、
第
一
義
的
に
は
印
刷
技
術
で
大
量
生
産
さ
れ

た
印
刷
物
に
よ
っ
て
２
、
そ
の
後
は
ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
な
ど
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
コ
ン
テ
ン
ツ
に
よ
っ
て
３

形

成
さ
れ
、
強
化
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
国
民
意
識
に
戻
づ
く
共
同
体
、
す
な
わ
ち
国
民
国
家
と
は
、
直
接
会
っ

た
こ
と
が
な
く
、
お
そ
ら
く
一
生
の
う
ち
に
会
う
機
会
の
な
い
集
団
の
成
員
同
士
が
、
多
少
の
時
間
差
が
あ
り

つ
つ
も
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
通
じ
て
同
一
の
体
験
を
共
有
す
る
こ
と
で
形
成
さ
れ
た
「
想
像
の

共
同
体
」
な
の
で
あ
る
。

　

メ
タ
バ
ー
ス
が
新
た
な
社
交
の
場
に
な
る
の
に
加
え
、
ア
バ
タ
ー
は
そ
の
属
性
を
自
由
に
デ
ザ
イ
ン
で
き
る

点
で
、
経
験
の
共
有
と
は
別
の
水
準
で
も
個
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

例
え
ば
、「
彼
」
は
、
現
実
の
世
界
の
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
で
そ
の
場
に
相
応
し
い
役
割
を
演
じ
る
こ
と
で
自
ら
の

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
形
成
し
、
維
持
し
て
い
る
。
ヒ
ト
、
男
、
夫
、
父
、
教
師
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
リ
ー

ダ
ー
、
草
野
球
チ
ー
ム
の
二
番
手
投
手
、
日
本
国
民
、
消
費
者
、
秘
密
結
社
の
構
成
員
…
。
他
者
と
の
関
係
の

中
で
様
々
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
「
彼
」
が
メ
タ
バ
ー
ス
を
利
用
す
る
と
き
、
現
実
世
界
で
の
属
性
に
囚
わ
れ

る
こ
と
な
く
、
自
ら
が
望
む
別
の
役
割
を
演
じ
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。「
彼
」
は
メ
タ
バ
ー
ス
で
ア
パ
レ
ル
会

社
を
起
業
し
、大
成
功
を
収
め
る
か
も
し
れ
な
い
。メ
タ
バ
ー
ス
で
の
稼
ぎ
は
、メ
タ
バ
ー
ス
内
で
の
生
活
を「
物

質
的
に
」
豊
か
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
富
を
還
流
す
る
仕
組
み
が
で
き
れ
ば
、
現
実
世
界
で
の
生
活
や
役
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割
に
も
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
る
は
ず
だ
。

　

同
一
の
体
験
を
共
有
さ
せ
る
に
留
ま
ら
ず
、
経
験
の
同
時
性
、
参
加
者
間
に
直
接
の
交
流
を
保
証
し
、
さ
ら

に
役
割
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
増
加
さ
せ
る
メ
タ
バ
ー
ス
が
、
既
存
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
多
大
な
影
響

を
与
え
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
メ
デ
ィ
ア
史
の
課
題
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
影
響
を
踏
ま
え
た
上
で
、
メ

タ
バ
ー
ス
今
後
が
い
か
な
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
形
成
す
る
か
を
予
期
し
、
そ
の
意
義
を
評
価
す
る
と
こ
ろ

に
あ
る
。

　

新
た
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
は
、
そ
れ
を
守
る
た
め
に
命
を
賭
す
ほ
ど
強
い
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
も
し
そ
う

な
ら
、
国
民
国
家
の
枠
組
み
に
代
わ
る
新
た
な
共
同
体
が
想
像
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
他

方
、
多
く
の
時
間
が
メ
タ
バ
ー
ス
で
費
や
さ
れ
て
も
、
メ
タ
バ
ー
ス
で
の
社
交
が
本
来
の
意
味
に
お
い
て
十
分

機
能
し
な
い
場
合
も
考
え
ら
れ
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
研
究
に
は
、
社
交
が
過
剰
に
な
る
こ
と
の
弊
害
を
指
摘
す
る
も

の
も
あ
り
４
、そ
の
分
析
は
メ
タ
バ
ー
ス
に
も
当
然
当
て
は
ま
る
。
さ
ら
に
、後
述
す
る「
お
一
人
様
フ
ィ
ル
タ
ー

バ
ブ
ル
」
と
い
う
べ
き
独
り
の
世
界
に
閉
じ
こ
も
り
、
積
極
的
に
孤
立
を
選
ぶ
よ
う
な
用
途
で
使
わ
れ
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
メ
タ
バ
ー
ス
が
新
た
な
共
同
体
意
識
を
形
成
す
る
こ
と
は
望
む
べ
く
も
な
く
、
現
実
世
界
の
既
存

の
共
同
体
意
識
の
衰
亡
さ
え
も
招
来
す
る
だ
ろ
う
。
メ
タ
バ
ー
ス
の
草
創
期
に
し
て
そ
の
よ
う
な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン

が
声
高
に
語
ら
れ
て
い
る
以
上
、
い
か
な
る
連
帯
と
も
無
縁
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
る
未
来
に
つ
い
て

も
検
証
の
俎
上
に
載
せ
て
お
か
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
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１
―
２　

生
態
学

　

生
態
学
の
視
点
は
、
Ｖ
Ｒ
空
間
と
現
実
空
間
と
い
う
二
つ
の
世
界
の
同
質
性
と
差
異
を
明
ら
か
に
す
る
の
に

役
立
つ
。
生
態
学
的
な
視
点
の
長
所
は
、
こ
う
し
た
同
質
性
と
差
異
を
踏
ま
え
た
上
で
、
Ｖ
Ｒ
空
間
で
の
経
験

か
ら
欠
落
し
て
し
ま
い
、
か
つ
人
間
と
い
う
種
の
存
続
に
不
可
欠
な
要
素
を
見
せ
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　

通
常
、
Ｖ
Ｒ
は
「
仮
想
現
実
」
と
訳
出
さ
れ
る
が
、
多
く
の
Ｖ
Ｒ
論
が
指
摘
す
る
よ
う
に
５
、「
仮
想
」
の
訳

語
は virtual 
の
一
側
面
を
表
す
も
の
で
し
か
な
い
。
確
か
に
Ｖ
Ｒ
空
間
は
、
物
質
に
対
す
る
デ
ー
タ
、
ア
ト

ム
に
対
す
る
ビ
ッ
ト
と
い
う
非
物
質
的
要
素
で
で
き
て
い
る
。
つ
ま
り
、
世
界
の
質
の
点
で
は
、
二
つ
の
世
界

の
間
に
明
確
な
違
い
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
違
い
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
世
界
に
お
け
る
経
験
の
質
の
違
い
を
そ

の
ま
ま
説
明
す
る
も
の
で
は
な
い
。
Ｖ
Ｒ
空
間
で
の
経
験
が
そ
の
後
の
人
生
を
変
え
る
よ
う
な
大
き
な
意
味
を

持
つ
こ
と
も
あ
り
得
る
。
Ｖ
Ｒ
空
間
で
の
経
験
の
質
に
目
を
転
じ
れ
ば
、virtual 

は
、「
仮
想
」
と
い
う
よ
り
も
、

「
実
質
」
と
捉
え
る
の
が
適
当
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

Ｖ
Ｒ
空
間
の
環
境
と
し
て
の
特
性
は
、
そ
の
デ
ザ
イ
ン
可
能
性
に
あ
る
。
環
境
と
し
て
の
メ
タ
バ
ー
ス
や
そ

こ
に
建
つ
構
造
物
の
制
作
に
は
物
質
的
な
素
材
を
必
要
と
し
な
い
。
制
作
に
か
か
る
時
間
も
現
実
世
界
の
対
応

物
に
比
べ
て
大
幅
に
縮
小
さ
れ
て
、
や
り
直
し
に
伴
う
障
害
は
現
実
世
界
の
そ
れ
に
比
べ
る
と
皆
無
と
言
っ
て

よ
い
。
メ
タ
バ
ー
ス
で
活
動
す
る
た
め
の
ア
バ
タ
ー
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
。
参
加
者
に
は
、
現
実

世
界
で
の
属
性
に
縛
ら
れ
な
い
新
た
な
自
己
を
、
や
は
り
現
実
世
界
の
身
体
の
組
成
や
構
造
を
無
視
し
て
デ
ザ

イ
ン
す
る
自
由
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
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さ
ら
に
、
メ
タ
バ
ー
ス
の
建
設
お
よ
び
ア
バ
タ
ー
の
活
動
は
、
重
力
に
代
表
さ
れ
る
物
理
法
則
に
も
縛
ら
れ

て
い
な
い
。
素
材
の
剛
性
と
い
う
軛
か
ら
解
放
さ
れ
た
こ
と
で
、
現
実
世
界
で
は
あ
り
得
な
い
形
の
構
造
物
を

デ
ザ
イ
ン
し
、
建
設
す
る
道
が
開
け
る
。
ア
バ
タ
ー
に
つ
い
て
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
わ
ず
に
長
距
離
を
瞬
時

に
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
、
高
所
か
ら
跳
躍
し
て
も
安
全
に
着
地
し
、
乗
り
物
や
装
具
を
利
用
せ
ず
に
飛
翔
す

る
こ
と
さ
え
で
き
る
。
自
ら
の
姿
を
肩
越
し
に
見
た
り
、俯
瞰
し
た
り
、自
ら
と
対
面
す
る
こ
と
が
可
能
な
「
自

己
投
影
」
で
参
加
し
た
り
、
メ
タ
バ
ー
ス
内
の
他
の
参
加
者
と
視
点
を
交
換
す
る
こ
と
も
で
き
て
し
ま
う
。
こ

う
し
た
仕
掛
け
に
は
、
自
己
と
他
者
に
関
す
る
現
実
世
界
の
知
覚
と
認
識
を
相
対
化
し
た
り
、
改
変
し
た
り
す

る
可
能
性
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
。

　

メ
タ
バ
ー
ス
の
可
能
性
の
リ
ス
ト
に
は
、
今
後
も
新
た
な
発
見
が
書
き
加
え
ら
れ
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。
そ

し
て
、
参
加
者
の
希
望
や
欲
望
を
満
た
す
過
程
で
、
メ
タ
バ
ー
ス
の
構
造
は
ま
す
ま
す
複
雑
に
な
っ
て
い
く
に

違
い
な
い
。
し
か
し
、
メ
タ
バ
ー
ス
が
い
か
に
複
雑
に
な
ろ
う
と
も
越
え
ら
れ
な
い
一
線
が
あ
る
。
そ
れ
は
、

メ
タ
バ
ー
ス
に
は
生
態
学
的
シ
ス
テ
ム
（
エ
コ
シ
ス
テ
ム
）
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
言
う
エ
コ
シ
ス
テ
ム
は
、
生
体
を
取
り
巻
く
環
境
の
そ
れ
に
留
ま
ら
な
い
。
外
部
に
露
出
し
た
皮
膚

は
言
う
ま
で
も
な
く
、
口
腔
や
腸
管
等
の
体
内
に
あ
る
表
面
や
、
体
液
を
媒
質
と
す
る
身
体
内
部
の
す
べ
て
の

箇
所
に
個
別
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
、
そ
れ
ら
の
適
正
な
働
き
に
よ
っ
て
生
体
全
体
の
エ
コ
シ
ス
テ
ム
が
成

り
立
つ
。
人
間
の
み
な
ら
ず
、
現
実
世
界
の
す
べ
て
の
生
物
が
重
層
的
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
内
と
外
で
生
命
を
維

持
し
、
活
動
し
て
い
る
。
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メ
タ
バ
ー
ス
に
お
け
る
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の
不
在
と
い
う
事
実
は
、
参
加
者
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
い
か
に
多
様

に
な
ろ
う
と
も
、
参
加
者
以
外
の
、
自
立
的
に
振
る
舞
う
ア
バ
タ
ー
（
ア
バ
タ
ー
犬
、
ア
バ
タ
ー
蚊
、
ア
バ
タ
ー

コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
…
）
を
メ
タ
バ
ー
ス
に
い
く
ら
詰
め
込
も
う
と
も
、
ま
た
、
設
計
者
や
参
加
者
が
望
む
と
望

ま
な
い
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
変
わ
ら
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
世
界
の
複
雑
さ
以
上
に
、
す
べ
て
の
事
物
が
デ
ー

タ
か
ら
で
き
て
い
る
世
界
に
は
、
エ
コ
シ
ス
テ
ム
を
成
立
さ
せ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
交
換
や
循
環
の
基
と
な
る
物

質
が
存
在
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
の
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
交
換
や
循
環
」
に
は
、
摂
食
、
排
せ
つ
、
呼
吸

な
ど
の
、
参
加
者
の
当
座
の
欲
求
を
満
た
す
た
め
の
物
質
の
や
り
取
り
は
言
う
に
及
ば
ず
、
そ
れ
ら
を
可
能
に

す
る
他
の
生
物
、
非
生
物
の
存
在
や
、
天
体
レ
ベ
ル
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
循
環
が
含
ま
れ
る
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
交
換
や
循
環
が
な
い
以
上
、
メ
タ
バ
ー
ス
が
自
ず
と
そ
の
姿
を
変
え
る
こ
と
は
な
い
。
ま
た
、

環
境
か
ら
の
選
択
圧
も
働
か
な
い
た
め
、
メ
タ
バ
ー
ス
に
住
ま
う
ア
バ
タ
ー
が
適
応
と
と
も
に
自
ず
と
そ
の
形

を
変
化
さ
せ
る
こ
と
も
な
い
。そ
し
て
、共
通
の
、そ
し
て
不
可
避
の
法
則
の
不
在
に
よ
っ
て
、異
な
る
メ
タ
バ
ー

ス
に
住
ま
う
ア
バ
タ
ー
間
の
収
斂
進
化
も
起
こ
ら
な
い
。
メ
タ
バ
ー
ス
で
の
す
べ
て
の
変
化
が
人
の
手
に
委
ね

ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
人
の
手
に
よ
ら
な
い
変
化
が
起
こ
り
得
な
い
こ
と
と
同
義
な
の
で
あ
る
。
無
論
、

こ
こ
で
言
う
「
人
の
手
」
に
は
、
人
の
指
令
を
受
け
て
働
く
Ａ
Ｉ
の
類
の
働
き
も
含
ま
れ
る
。

　

真
菌
や
細
菌
、
そ
し
て
ウ
イ
ル
ス
も
い
な
い
メ
タ
バ
ー
ス
は
、
あ
る
人
々
が
夢
見
た
「
安
全
で
清
潔
な
世
界
」

な
の
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
に
、
人
間
は
真
の
意
味
で
住
ん
で
い
な
い
。
こ
の
事

実
を
さ
ら
に
補
強
す
る
た
め
、
次
に
Ｖ
Ｒ
空
間
と
現
実
空
間
の
関
係
の
非
対
称
性
に
つ
い
て
、
サ
イ
ボ
ー
グ
論
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を
援
用
し
な
が
ら
考
察
す
る
。

２　

人
文
学
的
視
点
か
ら
２
：
サ
イ
ボ
ー
グ
論

　

２
―
１　

サ
イ
ボ
ー
グ
論
１
：「
拡
張
」
の
視
点
６

　

現
実
世
界
と
Ｖ
Ｒ
は
、
後
者
の
存
立
が
前
者
に
依
存
す
る
と
い
う
意
味
で
主
従
関
係
に
あ
る
。
経
験
の
質
で

両
者
に
優
劣
を
つ
け
ら
れ
な
く
と
も
、
経
験
を
も
た
ら
す
世
界
の
質
の
点
で
、
二
つ
の
世
界
の
間
に
は
越
え
ら

れ
な
い
壁
が
あ
る
。
以
下
、
サ
イ
ボ
ー
グ
論
を
概
説
し
な
が
ら
そ
れ
を
論
証
す
る
。
尚
、
サ
イ
ボ
ー
グ
論
と
聞

く
と
Ｓ
Ｆ
や
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
を
題
材
に
し
た
文
化
研
究
を
思
い
浮
か
べ
る
向
き
が
多
い
だ
ろ
う
が
、
本
稿
で

使
う
サ
イ
ボ
ー
グ
論
は
、
技
術
哲
学
や
技
術
思
想
史
の
ほ
か
、
生
態
学
的
知
覚
論
や
心
の
哲
学
、
認
知
科
学
な

ど
と
隣
接
す
る
人
文
学
の
一
領
域
と
見
做
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
上
記
の
隣
接
領
域
の
知
見
を
集
約
し
、
Ｓ
Ｆ

や
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
み
な
ら
ず
、
サ
イ
ボ
ー
グ
を
含
む
技
術
一
般
の
説
明
に
使
わ
れ
て
い
る
語
彙
を
検
証
で

き
る
と
こ
ろ
に
、
そ
の
特
長
が
あ
る
。

　

サ
イ
ボ
ー
グ
論
は
、技
術
を
考
察
す
る
た
め
の
二
つ
の
視
点
を
提
供
す
る
。
本
節
で
取
り
上
げ
る
「
拡
張
」
は
、

身
体
の
器
官
や
働
き
を
人
工
物
で
「
代
行
」
し
、
元
々
備
わ
っ
た
能
力
や
機
能
を
「
拡
張
」
す
る
こ
と
に
注
目

し
て
当
該
技
術
の
特
性
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
視
点
で
あ
る
。
そ
し
て
、
次
節
で
は
、
人
工
物
が
使
用
さ
れ
る
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と
き
の
様
態
に
注
目
し
、
人
間
と
融
合
し
て
身
体
の
一
部
に
な
る
と
き
に
発
揮
さ
れ
る
効
果
か
ら
当
該
技
術
の

特
性
を
説
明
す
る
「
延
長
」
の
視
点
を
取
り
上
げ
る
。

　

第
一
の
視
点
は
、「
サ
イ
ボ
ー
グ
」
の
語
の
初
出
論
文
で
こ
の
技
術
を
定
義
し
た
箇
所
に
確
認
で
き
る
。
曰
く
、

「
サ
イ
ボ
ー
グ
と
は
、
新
し
い
環
境
に
適
応
す
る
目
的
で
、
有
機
体
の
持
つ
自
己
調
節
的
制
御
機
能
を
拡
張
す

る extending 
た
め
に
外
来
の
部
品
を
意
図
的
に
組
み
込
ん
だ
存
在
で
あ
る
」（C

lynes, &
 K

line, 1960: 27

）。

こ
う
し
た
説
明
は
、
実
は
一
般
に
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
侵
襲
的
な
サ
イ
ボ
ー
グ
技
術
、
す
な
わ
ち
、
身
体
に
人
工

物
を
直
接
移
植
す
る
こ
と
で
「
拡
張
」
の
効
果
を
得
よ
う
と
す
る
技
術
に
留
ま
ら
ず
、人
間
と
人
工
物
が
「
系
：

シ
ス
テ
ム
」
を
形
成
す
る
こ
と
で
同
様
の
機
能
拡
張
を
果
た
そ
う
と
す
る
非
侵
襲
的
な
技
術
の
説
明
で
も
確
認

で
き
る
。
例
え
ば
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
な
説
明
が
あ
る
。「
機
械
、
そ
し
て
情
報
処
理
に

お
け
る
人
間
と
機
械
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
人
間
の
知
性
の
大
規
模
な
拡
張 extension 

は
、
今
世
紀

（
二
〇
世
紀
）
の
主
要
な
技
術
的
進
歩
に
な
る
だ
ろ
う
」（R

am
o, 1969

（1965

）: 47

）。
さ
ら
に
、コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
へ
の
敷
衍
か
ら
推
測
で
き
る
よ
う
に
、「
代
行
」
に
よ
る
「
拡
張
」
の
論
理
は
、
侵
襲
、
非
侵
襲
に
捉
わ
れ
ず
、

技
術
全
般
を
議
論
す
る
際
に
も
援
用
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
仕
事
の
約
半
数
が
自
動
化
に
よ
っ
て
消
滅
す
る
と

の
予
想
で
世
界
の
注
目
を
集
め
た
カ
ー
ル
・
フ
レ
イ
（
生
年
不
明
）
は
、
適
正
な
「
代
行
」
で
人
間
と
機
械
の

分
業
が
成
立
し
た
場
合
、
技
術
が
人
間
の
労
働
を
助
け
る
「
増
強
技
術
（augm

enting technologies

）」
に

な
る
と
説
明
し
、
人
間
を
不
要
に
す
る
不
適
切
な
「
代
行
」
の
た
め
に
分
業
が
成
立
し
な
い
技
術
を
「
置
き
換

え
技
術
（replacing technologies

）」
と
呼
び
、
こ
れ
と
区
別
し
て
い
る
７

。
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「
拡
張
」
の
視
点
は
、
産
業
革
命
以
降
の
世
界
で
最
も
オ
ー
ソ
ド
ク
ス
な
技
術
観
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
の
歴

史
は
少
な
く
と
も
古
代
ギ
リ
シ
ャ
に
ま
で
遡
れ
る
だ
が
、
起
源
に
お
け
る
議
論
を
概
観
す
る
と
、
拡
張
の
効
果

を
一
方
的
に
言
い
立
て
る
の
で
は
な
く
、
拡
張
論
を
そ
の
一
部
に
す
る
よ
り
大
き
な
議
論
が
あ
っ
た
こ
と
が
分

か
る
。

　
「
拡
張
」
の
起
源
は
、
プ
ラ
ト
ン
（
前
四
二
七
～
前
三
四
七
）
の
『
パ
イ
ド
ロ
ス
』
の
中
の
文
字
に
関
す
る

説
話
に
求
め
ら
れ
る
。
発
明
神
テ
ウ
ト
は
、
新
た
に
発
明
し
た
文
字
を
携
え
て
エ
ジ
プ
ト
王
タ
モ
ス
の
も
と
を

訪
れ
、
次
の
よ
う
に
言
う
。「
王
様
、
こ
の
文
字
と
い
う
も
の
を
学
べ
ば
、
エ
ジ
プ
ト
人
た
ち
の
知
恵
は
た
か
ま

り
、
も
の
覚
え
は
よ
く
な
る
で
し
ょ
う
。
私
の
発
見
し
た
の
は
、
記
憶
と
知
恵
の
秘
訣
な
の
で
す
か
ら
」（
藤
沢

（
訳
）
一
九
九
三
、134

頁
）。
こ
こ
で
文
字
は
、
知
恵
と
記
憶
の
働
き
を
「
代
行
」
し
、
そ
の
機
能
を
「
拡
張
」

す
る
人
工
物
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

テ
ウ
ト
の
説
明
に
対
し
、
エ
ジ
プ
ト
王
タ
モ
ス
は
次
の
よ
う
に
返
答
す
る
。「
書
い
た
も
の
を
信
頼
し
て
、
も

の
を
思
い
出
す
の
に
自
分
以
外
の
も
の
に
彫
り
つ
け
ら
れ
た
し
る
し
に
よ
っ
て
外
か
ら
思
い
出
す
よ
う
に
な
り
、

自
分
で
自
分
の
力
に
よ
っ
て
内
か
ら
思
い
出
す
こ
と
を
し
な
い
よ
う
に
な
る
」（
同
一
三
四
―
一
三
五
頁
）（
ま
た
、

そ
の
場
合
の
）「
知
恵
は
、
知
恵
の
外
見
で
あ
っ
て
、
真
実
の
知
恵
で
は
な
い
」（
一
三
五
頁
）。
タ
モ
ス
は
、
文

字
に
は
記
憶
力
を
「
衰
退
」
さ
せ
る
負
の
効
果
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
知
恵
を
高
め
る
効
果
を

否
定
す
る
こ
と
で
、
テ
ウ
ト
の
興
奮
を
冷
ま
そ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。

　
「
起
源
」
の
特
定
は
、
い
か
に
オ
ー
ソ
ド
ク
ス
で
あ
ろ
う
と
も
、
こ
の
技
術
観
が
人
工
物
を
論
じ
る
際
の
視
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点
の
一
つ
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
裏
付
け
る
。
そ
の
こ
と
を
前
提
に
、「
拡
張
」
の
視
点
の
射
程
、
す
な
わ
ち
可
能

性
と
限
界
と
を
整
理
し
よ
う
。

　

ま
ず
、「
拡
張
」
の
視
点
は
、そ
の
起
源
に
お
い
て
、「
拡
張
」
論
と
、そ
れ
に
対
抗
す
る
「
衰
退
」
論
と
が
セ
ッ

ト
に
な
っ
て
い
た
。
こ
こ
か
ら
、「
衰
退
」
論
を
切
り
捨
て
、「
拡
張
」
論
の
み
が
跋
扈
す
る
現
代
が
、
い
か
に
機

械
技
術
を
信
仰
し
て
い
る
か
が
よ
く
分
か
る
。で
は
、両
論
の
併
記
を
心
が
け
、対
抗
す
る
効
果
を
論
じ
れ
ば「
拡

張
」
の
視
点
を
正
し
く
継
承
す
る
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
話
は
そ
れ
ほ
ど
単
純
で
は
な
い
。
二
人
の
対
話

を
図
示
す
る
こ
と
で
見
え
て
く
る
、
こ
の
視
点
の
隠
れ
た
主
題
に
注
目
す
る
こ
と
こ
そ
肝
要
で
あ
る
。

こ
の
図
か
ら
分
か
る
通
り
、
タ
モ
ス
の
反
論
は
、
文
字
が
記
憶
の
働
き
を
代
行
し
た
と
き
の
効
果
に
対
し
て
直

接
向
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

　

タ
モ
ス
は
、
２
か
ら
始
ま
る
議
論
を
継
ぐ
こ
と
で
、
発
明
者
の
テ
ウ
ト
が
気
付
い
て
い
な
い
文
字
の
効
果
、

１

２

３

テ
ウ
ト

タ
モ
ス

 （
〇
）

 （
〇
）

 （
〇
）

代
行 

↓ 

拡
張
の
効
果

　
　

 　

  

：「
融
合
」

文
字
へ
の
依
存

  

：
記
憶
力
の
訓
練
お
座
な
り

「
分
離
」：「
融
合
」
の
解
除

に
よ
り
衰
退
の
効
果
が
露
呈
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す
な
わ
ち
、
文
字
に
依
存
す
る
こ
と
で
潜
在
的
に
醸
成
さ
れ
る
負
の
効
果
を
指
摘
し
、
そ
れ
が
露
呈
す
る
危
険

に
注
意
を
促
し
て
い
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
タ
モ
ス
の
発
言
は
、
テ
ウ
ト
が
１
で
語
っ
た
「
拡
張
」
の
効

果
そ
の
も
の
を
難
じ
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
で
は
な
い
。
人
工
物
（
こ
の
説
話
で
は
文
字
と
そ
れ
を
彫
り
つ

け
た
も
の
）
が
人
間
の
働
き
の
一
部
を
「
代
行
」
し
、
人
間
と
人
工
物
と
の
適
正
な
分
業
が
成
り
立
ち
、
そ
れ

が
維
持
さ
れ
て
い
る
状
態
を
サ
イ
ボ
ー
グ
論
に
倣
っ
て
「
融
合
」
と
呼
ぶ
な
ら
ば
、
３
の
局
面
は
、「
融
合
」
が

解
か
れ
、
人
工
物
の
使
用
が
中
断
さ
れ
る
事
態
（「
分
離
」）
が
あ
り
得
る
こ
と
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
２
の
局
面

は
、「
分
離
」
に
よ
っ
て
露
呈
す
る
負
の
効
果
が
、
使
用
と
と
も
に
醸
成
さ
れ
る
こ
と
に
読
者
の
目
を
向
け
さ
せ

る
役
割
を
担
う
。

　

人
間
と
の
間
に
非
侵
襲
的
な
「
系
」
を
形
成
す
る
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
仮
託
す
る
な
ら
、
故
障
や
停
電
な
ど
で

そ
の
使
用
が
中
断
さ
れ
る
場
合
を
思
い
浮
か
べ
れ
ば
よ
い
。「
分
離
」
が
起
き
て
も
即
座
に
「
融
合
」
状
態
に
復

旧
で
き
れ
ば
深
刻
な
影
響
を
被
ら
ず
に
済
む
か
も
し
れ
な
い
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
不
可
逆
な
機
能
障
害
を
起

こ
し
て
い
た
り
、
電
力
イ
ン
フ
ラ
が
壊
滅
的
な
被
害
に
遭
っ
た
り
す
れ
ば
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
利
用
を
前
提
に

動
い
て
い
た
個
人
や
社
会
は
大
混
乱
に
陥
る
。
そ
の
時
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
依
存
す
る
間
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ

た
個
人
や
社
会
の
能
力
の
衰
退
が
露
呈
す
る
だ
ろ
う
。
こ
の
事
態
を
喝
破
し
、
技
術
の
利
用
に
伴
う
脆
弱
性
と

「
衰
退
」
の
作
用
に
注
意
を
促
す
と
こ
ろ
に
、「
衰
退
」
論
の
眼
目
が
あ
る
の
で
あ
る
。
昨
今
盛
ん
な
「
レ
ジ
リ

エ
ン
ス
」
の
議
論
が
、
こ
の
図
の
３
の
部
分
の
み
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
、「
分
離
」
を
起
こ
さ
な
い
た
め
の
強

靭
化
や
、「
分
離
」
を
前
提
に
し
た
復
元
力
の
涵
養
を
語
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
知
れ
ば
、「
拡
張
」
の
視
点
が
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い
か
に
オ
ー
ソ
ド
ク
ス
な
も
の
か
が
分
か
る
。

　

く
ど
い
よ
う
だ
が
、
タ
モ
ス
は
、
記
憶
力
の
一
部
（
想
起
）
に
関
し
て
は
テ
ウ
ト
の
発
言
を
退
け
て
い
な
い
。

タ
モ
ス
に
と
っ
て
の
記
憶
と
は
、
自
ら
に
彫
り
つ
け
、
内
か
ら
思
い
出
す
こ
と
で
あ
り
、
文
字
と
は
、
自
分
以

外
の
外
の
も
の
に
彫
り
つ
け
、
外
か
ら
思
い
出
す
発
明
で
あ
る
。
タ
モ
ス
は
、
テ
ウ
ト
が
「
も
の
覚
え
」
と
一

括
し
た
心
の
働
き
を
捉
え
直
し
、
記
憶
と
想
起
の
そ
れ
ぞ
れ
二
つ
の
タ
イ
プ
に
分
節
す
る
。
そ
し
て
、
文
字
へ

の
依
存
が
、
記
憶
力
の
訓
練
を
お
座
な
り
に
し
、
内
か
ら
思
い
出
す
タ
イ
プ
の
想
起
の
不
調
を
き
た
す
こ
と
を

難
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
タ
モ
ス
は
、「
忘
れ
っ
ぽ
い
性
質
」
が
植
え
つ
け
ら
れ
る
こ
と
に
警
鐘
を
鳴
ら
す
こ
と

で
、
内
か
ら
思
い
出
す
タ
イ
プ
の
想
起
の
方
の
不
調
を
俎
上
に
載
せ
る
一
方
、
外
か
ら
思
い
出
す
タ
イ
プ
の
想

起
を
文
字
が
担
い
得
る
こ
と
に
つ
い
て
は
否
定
し
て
い
な
い
の
だ
。

　

こ
う
し
て
、
タ
モ
ス
に
と
っ
て
の
文
字
と
は
、
自
ら
に
彫
り
つ
け
る
タ
イ
プ
の
記
憶
を
「
代
行
」
し
て
新
た

な
タ
イ
プ
の
記
憶
を
創
出
し
、
内
か
ら
思
い
出
す
タ
イ
プ
の
想
起
を
「
代
行
」
し
て
新
た
な
タ
イ
プ
の
想
起
を

創
出
す
る
発
明
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
記
憶
力
の
訓
練
」
が
自
ら
に
彫
り
つ
け
る
タ
イ
プ
の
記
憶
の
訓
練
だ

と
す
れ
ば
、
文
字
と
は
、
そ
の
よ
う
な
訓
練
を
省
略
す
る
別
の
タ
イ
プ
の
記
憶
を
実
現
す
る
発
明
な
の
で
あ
る
。

も
し
そ
う
な
ら
ば
、
文
字
の
使
用
で
タ
モ
ス
が
言
う
よ
う
な
「
忘
れ
っ
ぽ
い
性
質
」
が
植
え
つ
け
ら
れ
よ
う
と

も
、
文
字
が
彫
り
つ
け
ら
れ
て
い
て
、
想
起
の
働
き
を
「
代
行
」
し
て
く
れ
る
「
ノ
ー
ト
」
さ
え
あ
れ
ば
、
忘

れ
っ
ぽ
い
性
質
に
由
来
す
る
害
は
発
現
し
よ
う
が
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

テ
ウ
ト
も
タ
モ
ス
の
相
手
の
立
論
に
全
面
的
に
異
を
唱
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
明
示
的
同
意
を
〇
、
暗
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黙
の
同
意
を
（
〇
）
と
す
れ
ば
、
相
手
の
発
言
に
対
応
す
る
各
箇
所
に
（
〇
）
を
記
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
人
の
対
話
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
張
を
認
め
た
上
で
、
新
た
な
論
点
を
提
起
す
る
仕
方
で
進
行
し
て
お
り
、
そ

の
意
味
で
弁
証
法
的
だ
と
言
え
る
。

　

で
は
、
二
人
の
主
張
を
精
査
し
つ
つ
、
文
字
の
議
論
を
メ
タ
バ
ー
ス
の
考
察
に
敷
衍
し
よ
う
。

　

テ
ウ
ト
の
主
張
の
要
点
は
、「
拡
張
」
の
効
果
を
強
調
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
効
果
を
引
き
出
す
た
め
の
人

間
と
人
工
物
の
「
融
合
」
の
実
現
、あ
る
い
は
理
想
的
な
「
分
業
」
の
在
り
様
に
議
論
を
誘
う
。
今
日
の
ヒ
ュ
ー

マ
ン
マ
シ
ン
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
論
は
こ
の
論
点
に
特
化
し
た
議
論
な
の
で
あ
る
。
自
動
車
な
ら
ド
ラ
イ
バ
ー

と
の
接
点
の
ハ
ン
ド
ル
と
シ
ー
ト
の
デ
ザ
イ
ン
、
サ
イ
ボ
ー
グ
な
ら
継
ぎ
目
を
感
じ
さ
せ
な
い
機
械
と
の
接
合
、

そ
し
て
メ
タ
バ
ー
ス
な
ら
強
い
「
没
入
感
」
の
実
現
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

　

他
方
、
タ
モ
ス
は
、
当
該
人
工
物
を
使
い
始
め
る
こ
と
で
潜
在
的
に
進
行
す
る
負
の
効
果
に
注
目
し
、
併
せ

て
人
工
物
の
使
用
が
「
分
離
」
の
危
険
と
常
に
背
中
合
わ
せ
で
あ
る
点
に
注
意
を
喚
起
す
る
。
前
者
は
、
依
存

に
よ
る
負
の
効
果
、
後
者
は
、
技
術
の
使
用
に
伴
う
脆
弱
性
と
言
い
換
え
ら
れ
る
。
こ
れ
を
メ
タ
バ
ー
ス
に
適

用
す
る
と
、
メ
タ
バ
ー
ス
へ
の
依
存
に
よ
り
現
実
世
界
で
生
き
る
力
の
訓
練
が
お
座
な
り
に
な
る
こ
と
と
、
メ

タ
バ
ー
ス
の
使
用
に
は
メ
タ
バ
ー
ス
の
世
界
が
瞬
時
に
、
そ
し
て
永
遠
に
失
わ
れ
る
脆
弱
性
が
伴
う
こ
と
、
が

論
点
と
し
て
提
起
で
き
る
。　

　

さ
ら
に
、『
パ
イ
ド
ロ
ス
』
の
読
者
に
は
、
二
人
の
対
話
を
俯
瞰
す
る
特
権
に
加
え
て
、
そ
の
続
き
を
想
像
す

る
自
由
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
テ
ウ
ト
な
ら
、
い
か
に
「
分
離
」
を
起
こ
さ
せ
な
い
か
工
夫
し
、
そ
の
た
め
の
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新
た
な
発
明
を
披
露
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
メ
タ
バ
ー
ス
に
つ
い
て
言
え
ば
、
使
用
者
が
意
に
反
し
て
現
実
世

界
に
引
き
戻
さ
れ
な
い
強
靭
化
を
実
現
し
て
み
せ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
を
受
け
、
タ
モ
ス
な
ら
、「
分
離
」
を
抑
え

込
み
、
す
べ
て
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
よ
う
と
す
る
工
夫
自
体
に
依
存
と
脆
弱
性
の
二
つ
が
つ
き
ま
と
う
こ
と
を

指
摘
す
る
の
で
は
な
い
か
。

　

以
上
が
「
拡
張
」
の
起
源
で
交
わ
さ
れ
た
対
話
か
ら
導
き
出
せ
る
知
見
で
あ
る
。
こ
れ
と
は
別
の
角
度
か
ら
、

メ
タ
バ
ー
ス
の
特
性
を
指
摘
し
得
る
の
が
、
サ
イ
ボ
ー
グ
論
の
第
二
の
視
点
の
「
延
長
」
で
あ
る
。「
延
長
」
の

視
点
か
ら
は
、
メ
タ
バ
ー
ス
で
の
体
験
が
質
の
点
で
現
実
世
界
で
の
そ
れ
に
劣
ら
な
い
こ
と
と
と
も
に
、
メ
タ

バ
ー
ス
が
現
実
世
界
か
ら
自
立
し
得
な
い
理
由
、
換
言
す
れ
ば
二
つ
の
世
界
の
主
従
関
係
が
よ
り
明
快
に
見
え

て
く
る
。

　

２
―
２　

サ
イ
ボ
ー
グ
論
２
：「
延
長
」
の
視
点
８

　

人
工
物
の
効
果
を
引
き
出
す
に
は
人
工
物
と
「
融
合
」
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
拡
張
」
の
議
論
は
、「
融
合
」

が
必
ず
し
も
物
理
的
な
接
続
を
必
要
と
せ
ず
、
人
間
と
人
工
物
が
一
つ
の
「
系
」
を
形
成
す
れ
ば
同
様
の
効
果

が
得
ら
れ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
本
節
で
紹
介
す
る
「
延
長
」
の
視
点
は
、「
融
合
」
に
様
々
な
形
態
が
あ

る
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
、「
融
合
」
の
効
果
が
発
揮
さ
れ
る
現
場
へ
と
観
察
者
を
誘
導
す
る
。

　
「
延
長
」
の
視
点
の
核
心
を
表
現
す
る
の
が
、
生
態
心
理
学
者
の
ジ
ェ
ー
ム
ス
・
ギ
ブ
ソ
ン
（
一
九
〇
四
～

一
九
七
九
）
に
よ
る
道
具
使
用
の
記
述
で
あ
る
。
ギ
ブ
ソ
ン
は
、
道
具
を
使
用
す
る
と
き
、
触
覚
が
握
り
の
部

124
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分
か
ら
道
具
の
先
端
に
移
動
す
る
現
象
を
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

　

使
用
時
の
道
具
は
一
種
の
手
の
延
長 extension 

で
あ
り
、
手
の
付
着
物
、
ま
た
は
使
用
者
自
身
の
身

体
の
一
部
に
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
道
具
は
も
は
や
環
境
の
一
部
で
は
な
い
。
し
か
し
、
一
旦
使

用
を
離
れ
る
と
、
道
具
は
環
境
中
の
単
な
る
遊
離
物
に
な
る
。
こ
の
と
き
、
確
か
に
掴
む
こ
と
も
運
ぶ
こ

と
も
で
き
る
が
、
道
具
は
観
察
者
の
外
に
存
在
す
る
も
の
で
し
か
な
い
。
身
体
に
何
物
か
を
付
着
さ
せ
る

能
力
は
、
生
物
と
環
境
の
境
界 boundary 

が
皮
膚
の
表
面
で
固
定
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、
移
動
し
得
る
と

い
う
こ
と
を
物
語
る
（G

ibson, 1986

（1979

）: 41

）。

道
具
は
、
使
わ
れ
て
い
な
い
と
き
に
は
環
境
の
一
部
を
構
成
す
る
遊
離
物
に
す
ぎ
な
い
が
、
使
わ
れ
る
と
き
に

は
身
体
に
付
着
し
て
使
用
者
の
身
体
の
一
部
に
な
る
。
こ
の
と
き
、
皮
膚
の
表
面
で
固
定
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
て
き
た
生
物
の
境
界
は
、
使
用
者
の
身
体
の
一
部
に
な
っ
た
道
具
の
先
端
へ
と
移
動
す
る
。

　

ヒ
ュ
ー
マ
ン
マ
シ
ン
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
論
が
人
間
と
人
工
物
と
の
間
に
あ
る
境
界
を
注
視
し
て
い
た
の
に

対
し
、「
延
長
」
の
議
論
は
、
人
間
の
身
体
の
一
部
に
な
っ
た
人
工
物
の
先
端
に
注
意
を
向
け
る
。
も
ち
ろ
ん
、

道
具
の
使
用
時
に
見
ら
れ
る
境
界
＝
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
の
移
動
と
い
う
点
に
限
れ
ば
、
カ
ー
ル
・
ヤ
ス
パ
ー

ス
（
一
八
八
三
～
一
九
六
九
）
９

や
モ
ー
リ
ス
・
メ
ル
ロ
ー
＝
ポ
ン
テ
ィ
（
一
九
〇
八
～
一
九
六
一
）　

も
同

様
の
指
摘
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
道
具
が
身
体
に
付
着
し
た
り
遊
離
し
た
り
す
る
点
に
限
れ
ば
、
そ
の
用
例
は

１０
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枚
挙
に
暇
が
な
い　

。
ギ
ブ
ソ
ン
の
記
述
が
特
筆
す
べ
き
な
の
は
、
道
具
の
使
用
に
よ
っ
て
身
体
の
境
界
が
道

具
の
先
に
移
動
す
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、「
延
長
」
を
実
現
し
た
身
体
的
存
在
の
変
化
を
、
環
境
と
セ
ッ
ト
で

考
察
し
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
道
具
の
身
体
化
を
指
摘
す
る
地
点
に
留
ま
ら
ず
、
道
具
と
「
融
合
」
し
た
身
体
的

存
在
が
環
境
を
動
き
回
り
、
環
境
を
探
索
す
る
と
き
の
経
験
の
次
元
で
当
該
道
具
の
特
性
を
記
述
す
べ
き
こ
と

を
説
い
た
こ
と
で
、
ギ
ブ
ソ
ン
の
道
具
論
は
特
異
な
地
位
を
占
め
る
の
で
あ
る
。

　

ギ
ブ
ソ
ン
は
、
生
物
の
行
為
と
知
覚
を
可
能
に
す
る
環
境
特
性
を
「
ア
フ
ォ
ー
ダ
ン
ス
」
と
名
付
け
た
。
ギ

ブ
ソ
ン
の
道
具
論
は
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
／
マ
シ
ン
の
境
界
か
ら
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
＋
マ
シ
ン
の
先
端
が
環
境
と
接
す

る
境
界
で
生
じ
る
事
象
を
「
ア
フ
ォ
ー
ダ
ン
ス
」
の
語
彙
で
記
述
す
る
作
業
と
言
い
換
え
ら
れ
る
。
ハ
サ
ミ
の

先
端
の
み
で
は
い
か
な
る
事
象
も
生
起
し
な
い
。
ハ
サ
ミ
と
い
う
人
工
物
の
考
察
は
、
身
体
の
一
部
に
な
っ
た

ハ
サ
ミ
の
先
端
と
環
境
中
の
何
か
、
例
え
ば
紙
と
の
接
面
で
生
じ
る
事
象
の
記
述
か
ら
始
ま
る
。
同
様
に
メ
タ

バ
ー
ス
の
考
察
も
、
身
体
の
一
部
に
な
っ
た
ア
バ
タ
ー
の
先
端
と
メ
タ
バ
ー
ス
内
の
何
か
と
の
接
面
で
生
じ
る

事
象
の
記
述
か
ら
始
ま
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
メ
タ
バ
ー
ス
の
技
術
と
し
て
の
特
性
は
、
設
計
者
が
謳
う
宣

伝
文
句
で
は
な
く
、
参
加
者
が
実
際
に
メ
タ
バ
ー
ス
内
の
ア
バ
タ
ー
で
為
し
得
る
事
実
と
そ
の
効
果
に
基
づ
い

て
語
ら
れ
る
べ
き
こ
と
が
分
か
る
。

　
「
延
長
」
の
視
点
は
、
ア
バ
タ
ー
が
使
用
者
の
身
体
の
一
部
と
な
る
こ
と
を
教
え
る
。
こ
の
点
で
、
ア
バ
タ
ー

は
そ
の
他
の
道
具
と
変
わ
ら
な
い
。
し
か
し
、
ア
バ
タ
ー
が
顕
現
す
る
世
界
が
現
実
世
界
で
な
い
こ
と
に
は
注

意
が
必
要
で
あ
る
。
意
の
ま
ま
に
設
計
し
、
構
築
す
る
自
由
が
あ
る
と
い
う
点
で
、
メ
タ
バ
ー
ス
と
ア
バ
タ
ー

１１
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の
セ
ッ
ト
は
、
現
実
世
界
と
そ
こ
で
使
わ
れ
る
道
具
と
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

メ
タ
バ
ー
ス
と
ア
バ
タ
ー
の
設
計
の
自
由
度
に
加
え
、
メ
タ
バ
ー
ス
が
他
者
と
の
交
流
の
場
に
な
り
得
る
こ

と
も
、
こ
の
技
術
の
可
能
性
の
一
部
を
な
す
も
の
だ
っ
た
。
現
在
が
メ
タ
バ
ー
ス
の
黎
明
期
に
あ
り
メ
タ
バ
ー

ス
で
い
か
な
る
経
験
が
で
き
る
か
が
現
段
階
で
未
知
の
状
態
に
あ
る
と
い
う
以
上
に
、
例
え
ば
、
一
冊
の
小
説

や
一
本
の
映
画
が
人
生
を
変
え
る
こ
と
が
あ
る
の
を
想
起
す
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
、
経
験
の
質
の
点
で
、
現
実

世
界
と
人
工
的
に
創
ら
れ
た
メ
タ
バ
ー
ス
に
本
質
的
な
優
劣
を
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
メ
タ
バ
ー
ス
が
現

実
世
界
よ
り
も
価
値
あ
る
経
験
を
す
る
場
と
な
る
可
能
性
に
加
え
、
今
後
、
メ
タ
バ
ー
ス
が
主
な
生
活
の
場
に

な
る
可
能
性
も
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

し
か
し
、
経
験
を
可
能
に
す
る
世
界
の
質
の
点
で
、
現
実
世
界
が
そ
の
他
の
す
べ
て
の
世
界
の
基
礎
的
地
位

に
あ
る
事
実
は
揺
る
が
な
い
。「
延
長
」
の
視
点
は
、
ア
バ
タ
ー
が
使
用
者
の
身
体
の
一
部
と
な
る
こ
と
を
教
え

た
。
ア
バ
タ
ー
と
は
、
現
実
世
界
の
身
体
か
ら
伸
長
し
た
道
具
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
メ
タ
内
に
顕
現
し
た

ア
バ
タ
ー
を
身
体
か
ら
独
立
し
た
別
の
身
体
で
あ
る
か
の
よ
う
に
感
じ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
錯
覚
だ
と
言
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ハ
ン
マ
ー
と
の
「
融
合
」
が
解
か
れ
る
こ
と
で
ハ
ン
マ
ー
と
私
が
別
々
の
存
在
に
な
り
、

私
が
現
実
世
界
の
私
の
も
と
に
戻
り
、
私
か
ら
釘
を
打
つ
能
力
が
失
わ
れ
る
よ
う
に
、
ア
バ
タ
ー
と
の
「
融
合
」

が
解
か
れ
れ
ば
、
メ
タ
バ
ー
ス
に
い
る
ア
バ
タ
ー
と
現
実
世
界
の
私
は
別
々
の
存
在
に
な
り
、
私
は
現
実
世
界

の
私
の
も
と
に
戻
り
、
私
は
メ
タ
バ
ー
ス
に
お
け
る
活
動
や
能
力
の
す
べ
て
が
失
う
定
め
に
あ
る
の
で
あ
る
。

　

メ
タ
バ
ー
ス
も
ま
た
、
い
か
に
そ
の
維
持
を
自
動
化
し
よ
う
と
も
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
サ
ー
バ
ー
、
そ
こ
に
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電
力
を
供
給
す
る
発
電
施
設
な
ど
、
現
実
世
界
の
支
え
な
く
し
て
は
存
立
し
得
な
い
。
大
地
に
張
っ
た
根
を
抜

き
取
ら
れ
る
こ
と
で
植
物
が
枯
死
し
て
し
ま
う
様
に
喩
え
る
な
ら
、
メ
タ
バ
ー
ス
は
、
い
わ
ば
現
実
世
界
か
ら

の「
根
扱
ぎ（
ね
こ
ぎ
）」に
常
に
脅
か
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、ア
バ
タ
ー
は
二
重
の
意
味
で「
根

扱
ぎ
」
の
危
機
に
晒
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ア
バ
タ
ー
と
は
、
そ
の
住
処
の
メ
タ
バ
ー
ス
が
現
実
世
界
に

根
を
持
つ
こ
と
に
加
え
、
そ
れ
自
身
が
現
実
世
界
の
使
用
者
の
身
体
に
根
を
持
つ
こ
と
で
、
ど
ち
ら
か
一
方
の

「
根
扱
ぎ
」
に
よ
っ
て
さ
え
容
易
に
消
失
し
得
る
道
具
な
の
で
あ
る
。

　

メ
タ
バ
ー
ス
を
考
察
す
る
際
に
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
創
作
の
一
つ
に『
マ
ト
リ
ク
ス
』（
一
九
九
九
年
公
開
）

が
あ
る
。
同
作
に
は
、
ド
ラ
マ
を
演
出
す
る
仕
掛
け
と
し
て
は
有
効
で
も
、
現
実
の
メ
タ
バ
ー
ス
に
つ
い
て
思

考
実
験
を
す
る
際
に
支
障
を
来
す
設
定
が
あ
る
。
そ
れ
が
、
現
実
世
界
で
の
死
と
マ
ト
リ
ク
ス
で
の
死
の
対
称

性
で
あ
る
。
マ
ト
リ
ク
ス
の
身
体
と
現
実
世
界
の
身
体
が
双
方
向
に
根
を
は
っ
て
お
り
、
現
実
世
界
の
私
の
命

も
、
マ
ト
リ
ク
ス
の
私
の
命
に
か
か
っ
て
い
る
と
の
設
定
で
あ
る
。
マ
ト
リ
ク
ス
で
の
死
闘
に
意
味
を
持
た
せ

る
た
め
の
設
定
は
、
少
な
く
と
も
現
段
階
の
メ
タ
バ
ー
ス
に
は
適
合
し
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、「
根
」
の
説
明
か

ら
明
ら
か
だ
ろ
う
。

　

確
か
に
、
メ
タ
バ
ー
ス
で
人
生
の
大
半
の
時
間
を
過
ご
し
、
メ
タ
バ
ー
ス
に
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
基
盤
を

置
く
者
が
い
れ
ば
、
メ
タ
バ
ー
ス
で
活
動
す
る
た
め
の
ア
バ
タ
ー
の
死
は
「
実
質
的
な
」
死
を
意
味
す
る
か
も

し
れ
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
死
は
あ
く
ま
で
比
喩
的
で
「
仮
想
の
」
死
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
メ
タ
バ
ー
ス

で
の
生
活
に
絶
望
し
、
自
ら
の
命
を
絶
つ
こ
と
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
自
死
は
必
ず
現
実
世
界
で
実
行
さ
れ
る
は
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ず
で
あ
る
。
翻
っ
て
、
現
実
世
界
で
の
絶
望
を
ア
バ
タ
ー
の
死
で
賄
え
る
日
が
来
れ
ば
、
メ
タ
バ
ー
ス
の
使
途

に
現
実
世
界
を
生
き
直
す
手
立
の
項
目
が
書
き
加
え
ら
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　

両
世
界
で
の
死
の
対
称
性
は
、
現
段
階
で
は
Ｓ
Ｆ
の
世
界
で
の
み
成
立
す
る
。
二
つ
の
世
界
の
い
ず
れ
に
も

根
を
持
た
な
い
「
そ
れ
」
が
誕
生
し
た
と
き
は
じ
め
て
、こ
の
対
称
性
が
確
立
す
る
。
し
か
し
「
そ
れ
」
に
と
っ

て
は
、
現
実
世
界
の
身
体
も
メ
タ
バ
ー
ス
の
身
体
も
単
な
る
容
器
に
過
ぎ
な
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、「
そ
れ
」
を

生
み
出
し
た
世
界
で
は
、
死
や
自
己
の
観
念
も
、
私
た
ち
の
世
界
に
お
け
る
そ
れ
か
ら
大
き
く
変
容
し
て
い
る

に
違
い
な
い
。
二
つ
、
あ
る
い
は
二
つ
以
上
の
世
界
を
行
き
来
で
き
る
「
そ
れ
」
は
、
不
死
で
あ
る
こ
と
に
加

え
、
複
製
可
能
な
存
在
に
な
っ
て
い
る
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。

３　

メ
タ
バ
ー
ス
の
展
望
と
雑
感
の
メ
モ

　

以
上
の
考
察
を
手
が
か
り
に
、
現
段
階
で
メ
タ
バ
ー
ス
の
「
善
用
」
と
言
う
べ
き
例
を
紹
介
し
、
こ
の
技
術

の
今
後
を
展
望
し
た
い
。

　

現
実
世
界
で
は
で
き
な
い
経
験
を
通
じ
て
認
知
機
能
の
改
善
を
図
り
、
発
達
障
害
や
精
神
疾
患
を
治
療
す

る
試
み
が
ア
メ
リ
カ
で
進
ん
で
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
治
療
用
ア
プ
リ
を
販
売
し
て
き
たA

kili

社
は
、
ゲ
ー
ム
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
運
営
す
るR

oblox

社
と
の
協
業
で
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
を
治
療
す
る
メ
タ
バ
ー
ス
で
の
ゲ
ー
ム
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（E
ndeavorR

X

）
を
開
発
し
、
Ｆ
Ｄ
Ａ
（
食
品
衛
生
局
）
の
認
可
を
得
た　

。

　

こ
の
試
み
を
「
善
用
」
と
見
做
す
根
拠
は
「
根
」
の
理
解
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、こ
の
ゲ
ー
ム
は
、メ
タ
バ
ー

ス
内
に
生
活
の
場
を
移
す
こ
と
を
推
奨
す
る
も
の
で
は
な
く
、
現
実
世
界
に
帰
還
し
、
現
実
世
界
で
よ
り
よ
い

生
を
送
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
帰
還
を
大
前
提
に
、
メ
タ
バ
ー
ス
で
し
か
で
き
な
い
経
験
の
可
能
性
を
模

索
す
る
方
向
性
は
、「
根
扱
ぎ
」
を
回
避
し
つ
つ
、
二
つ
の
世
界
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
活
か
す
相
補
性
を
実
現

す
る
も
の
と
し
て
、
少
な
く
と
も
現
段
階
で
は
メ
タ
バ
ー
ス
の
最
善
の
用
例
と
言
え
る
。

　

例
え
ば
、
最
近
の
サ
イ
ボ
ー
グ
論
で
も
、
表
向
き
の
「
拡
張
」
の
効
果
で
は
な
く
、「
融
合
」
の
間
に
潜
在
的

に
進
行
す
る
効
果
の
方
に
注
目
す
る
も
の
が
あ
る
し　

、
工
学
の
分
野
に
も
、「
分
離
」
を
前
提
に
、「
融
合
」
の

間
に
使
用
者
に
望
ま
し
い
効
果
を
修
得
さ
せ
る
類
の
設
計
を
目
指
す
研
究
が
進
ん
で
い
る　

。
こ
れ
ら
の
研
究

は
、
方
向
性
と
方
法
論
に
注
目
す
る
と
、「
帰
還
」
を
前
提
に
し
た
メ
タ
バ
ー
ス
の
利
用
の
先
例
で
あ
る
こ
と
が

分
か
る
。

　

さ
て
、「
現
実
世
界
へ
の
帰
還
」
と
「
現
実
世
界
と
メ
タ
バ
ー
ズ
の
相
補
性
」
を
「
善
用
」
の
要
件
に
す
る
な

ら
ば
、
こ
れ
ら
を
欠
く
こ
と
で
「
悪
用
」
と
言
い
得
る
用
例
が
あ
げ
ら
れ
る
。
そ
の
最
右
翼
が
、
冒
頭
で
触
れ

た
「
お
一
人
様
フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ブ
ル
」（
以
下
、「
お
一
人
様
」）
で
あ
る
。
未
だ
実
現
し
て
い
な
い
「
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
」

で
は
あ
る
も
の
の
、
そ
れ
を
実
現
す
る
方
向
で
メ
タ
バ
ー
ス
が
発
達
す
れ
ば
、
上
記
の
要
件
が
失
わ
れ
て
い
く

蓋
然
性
が
高
い
。「
現
実
世
界
へ
の
帰
還
」
と
「
現
実
世
界
と
メ
タ
バ
ー
ズ
の
相
補
性
」
の
喪
失
が
招
来
す
る
状

況
を
展
望
す
る
た
め
に
も
、
以
下
、
本
稿
で
提
起
し
た
人
文
学
的
視
点
を
反
芻
し
な
が
ら
「
お
一
人
様
」
の
問

１３

１４

１２

130



解説シリーズ―今、何が起きているのか？　「メタバース」

題
点
を
説
明
す
る
。

　
「
お
一
人
様
」
を
定
義
す
る
な
ら
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
半
ば
実
現
し
た
フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ブ
ル
、す
な
わ
ち
、フ
ィ
ル
タ
ー

で
不
快
な
情
報
を
漉
し
取
る
こ
と
で
、
そ
の
中
に
居
れ
ば
摩
擦
や
軋
轢
を
最
小
化
で
き
る
バ
ブ
ル
（
泡
）、
の

境
界
を
個
々
人
の
枠
に
ま
で
狭
め
た
新
手
の
フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ブ
ル
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
同
質
的
な

仲
間
が
ネ
ッ
ト
上
で
集
結
す
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
場
合
と
違
い
、「
同
質
の
人
間
す
ら
バ
ブ
ル
の
中
に
入
れ
な
い
。
話
し

相
手
や
遊
び
相
手
が
欲
し
く
な
っ
た
ら
、
Ａ
Ｉ
を
立
て
る
」
こ
と
で
、
究
極
の
「
快
適
さ
」
や
「
幸
福
」
を
実

現
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る　

。

　
「
お
一
人
様
」
の
問
題
点
を
順
に
見
て
行
こ
う
。

　

ま
ず
、「
社
交
」
と
い
う
メ
タ
バ
ー
ス
の
最
大
の
特
徴
を
放
棄
し
、
他
者
と
交
わ
ら
な
い
の
だ
か
ら
、
新
た
な

共
同
体
の
意
識
の
形
成
は
期
待
で
き
な
い
。
摩
擦
や
軋
轢
や
し
が
ら
み
を
取
り
除
く
こ
と
で
あ
ら
ゆ
る
種
類
の

他
者
性
が
存
在
し
な
い
の
だ
か
ら
、
異
質
な
も
の
と
相
剋
す
る
過
程
で
得
ら
れ
る
成
長
は
見
込
め
ず
、
自
己
を

相
対
化
す
る
た
め
の
他
者
へ
の
ま
な
ざ
し
も
衰
退
し
て
い
く
に
違
い
な
い
。

　
「
お
一
人
様
」ほ
ど
で
は
な
い
に
し
ろ
、同
様
に
メ
タ
バ
ー
ス
に
生
活
の
基
盤
を
置
き
、「
現
実
世
界
へ
の
帰
還
」

を
想
定
し
な
い
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
に
よ
く
見
ら
れ
る
の
が
、
摂
食
、
排
泄
、
医
療
の
欲
求
を
満
た
す
こ
と
の
み
が
現

実
世
界
に
残
さ
れ
る　

と
い
う
類
の
言
説
で
あ
る
。
メ
タ
バ
ー
ス
の
住
人
は
呼
吸
の
労
か
ら
も
解
放
さ
れ
る
の

だ
ろ
う
か
。
生
理
的
活
動
の
見
積
も
り
の
甘
さ
に
加
え
、
現
実
世
界
に
残
し
た
身
体
が
生
態
系
の
一
部
を
成
す

こ
と
も
忘
れ
去
ら
れ
て
い
る
。
現
実
世
界
で
生
存
す
る
た
め
の
能
力
の
減
退
に
つ
い
て
危
機
感
が
な
い
こ
と
が
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危
惧
さ
れ
る
。

　

技
術
と
し
て
の
側
面
に
注
目
す
れ
ば
、
脆
弱
性
へ
の
危
機
意
識
の
薄
さ
も
気
に
な
る
。
メ
タ
バ
ー
ス
の
住
人

で
あ
り
続
け
る
に
は
、
現
実
世
界
で
そ
れ
を
保
証
す
る
制
度
や
機
構
を
構
築
す
る
努
力
を
要
求
さ
れ
る
は
ず
で

あ
る
。
一
度
構
築
し
た
イ
ン
フ
ラ
で
も
維
持
整
備
が
常
に
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
勘
案
す
れ
ば
、
現
実
世
界
の

動
向
に
無
関
心
で
は
い
ら
れ
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
真
っ
当
な
メ
タ
バ
ー
ス
の
住
人
な
ら
ば
、
現
実
世
界
に
相
応

の
関
心
を
払
い
つ
つ
、
イ
ン
フ
ラ
の
不
具
合
で
メ
タ
バ
ー
ス
、
そ
し
て
ア
バ
タ
ー
が
一
瞬
に
し
て
消
滅
す
る
危

機
へ
の
意
識
が
心
の
隅
に
留
め
置
か
れ
て
い
る
に
違
い
な
い
。
メ
タ
バ
ー
ス
に
敵
意
を
抱
く
テ
ロ
リ
ス
ト
は
ど

こ
を
狙
う
だ
ろ
う
か
？
メ
タ
バ
ー
ス
内
の
施
設
の
一
つ
一
つ
を
狙
う
お
め
で
た
い
テ
ロ
リ
ス
ト
ば
か
り
で
な
い

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

現
実
世
界
に
由
来
す
る
も
の
を
軛
と
見
做
し
、
そ
れ
ら
か
ら
の
「
解
放
」
を
謳
う
物
言
い　

に
も
危
う
さ
を

感
じ
る
。
こ
の
種
の
メ
タ
バ
ー
ス
論
に
つ
い
て
は
、
心
身
脱
落
の
境
地
を
目
指
す
も
の
で
な
い
の
は
言
う
ま
で

も
な
く
、「
魂
」
を
復
活
さ
せ
た
新
手
の
心
身
二
元
論
で
さ
え
な
く
、
現
実
世
界
の
身
体
と
環
境
か
ら
の
「
根
扱

ぎ
」
が
不
可
能
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
た
観
念
論
と
呼
ぶ
の
が
相
応
し
い
。

　

以
上
の
批
判
に
対
し
、「
お
一
人
様
」
か
ら
は
次
の
よ
う
な
反
論
が
予
想
で
き
る
。

　

ま
ず
、
他
者
性
の
不
在
に
対
し
て
は
、
適
度
な
抵
抗
と
障
害
と
を
提
供
し
て
く
れ
る
Ａ
Ｉ
を
活
用
す
れ
ば
解

決
で
き
る
、
と
。

　

人
間
の
成
長
が
Ａ
Ｉ
に
誘
導
さ
れ
、
Ａ
Ｉ
の
想
定
内
に
収
ま
る
事
態
に
は
、
現
段
階
で
は
多
く
の
人
が
嫌
悪
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感
を
抱
く
に
違
い
な
い
。
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
感
情
は
、
人
間
に
対
す
る
Ａ
Ｉ
の
優
位
が
確
立
し
て
い
な

い
現
代
に
特
有
の
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ブ
ル
で
の
経
験
の
質
を
Ａ
Ｉ
に
委
ね
る
こ
と

は
新
た
な
脆
弱
性
を
呼
び
込
む
こ
と
に
他
な
ら
な
い
が
、
も
ち
ろ
ん
、
す
べ
て
の
脆
弱
性
を
制
御
す
る
Ａ
Ｉ
が

未
来
永
劫
、
誕
生
す
る
こ
と
は
な
い
、
と
は
断
言
で
き
な
い
。
つ
ま
り
、
テ
ウ
ト
よ
ろ
し
く
、
メ
タ
バ
ー
ス
の

技
術
と
し
て
の
脆
弱
性
が
克
服
さ
れ
る
日
が
来
れ
ば
、
上
記
の
批
判
で
あ
げ
た
問
題
の
多
く
が
解
決
さ
れ
る
だ

ろ
う
。
逆
に
言
え
ば
、
上
記
の
批
判
を
想
定
し
て
い
な
い
議
論
は
、
そ
の
よ
う
な
Ａ
Ｉ
の
誕
生
を
前
提
に
す
る

論
点
先
取
の
誤
謬
を
犯
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
適
度
な
抵
抗
と
障
害
を
提
供
す
る
夢
の
（
悪
夢
の
）
Ａ
Ｉ
が
開
発
さ
れ
よ
う
と
も
、「
お
一
人
様
」

の
利
用
者
が
究
極
な
「
快
適
さ
」
や
「
幸
福
」
を
得
る
こ
と
は
な
い
、
と
断
言
で
き
る
理
由
が
あ
る
。
果
た
し

て
、
利
用
者
は
「
お
一
人
様
」
で
の
経
験
を
ど
の
視
点
で
評
価
す
る
だ
ろ
う
か
。
利
用
者
は
、
そ
れ
が
「
お
一

人
様
」
で
生
ま
れ
、
育
っ
た
者
で
な
い
限
り
、「
お
一
人
様
」
の
内
側
で
Ａ
Ｉ
が
提
供
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
経
験

す
る
際
の
主
観
的
な
視
点
と
と
と
も
に
、「
お
一
人
様
」
を
外
か
ら
眺
め
る
客
観
的
な
視
点
を
不
可
避
的
に
持
つ
。

そ
し
て
、
後
者
の
視
点
は
、「
お
一
人
様
」
に
浸
ろ
う
と
す
る
者
に
と
っ
て
の
最
大
の
障
害
に
な
る
の
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、『
マ
ト
リ
ク
ス
』
で
は
、
仮
想
世
界
の
マ
ト
リ
ク
ス
で
生
活
す
る
主
人
公
は
、
マ
ト
リ
ク
ス
と
は
別

に
現
実
世
界
が
存
在
す
る
事
実
に
目
覚
め
る
た
め
に
赤
い
ピ
ル
を
飲
ん
だ
。
重
要
な
の
は
、
マ
ト
リ
ク
ス
と
は

別
の
世
界
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
者
が
、
青
い
ピ
ル
を
飲
む
こ
と
で
そ
の
記
憶
を
消
去
で
き
る
と
い
う
設
定
で

あ
る
。
青
い
ピ
ル
を
飲
ん
だ
者
は
、
現
実
世
界
の
存
在
と
と
も
に
、
マ
ト
リ
ク
ス
の
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
、
す
な
わ
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ち
、
人
間
が
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
す
る
た
め
の
発
電
装
置
と
し
て
機
械
に
利
用
さ
れ
、
そ
の
対
価
と
し
て
マ
ト

リ
ク
ス
の
生
活
を
「
経
験
」
し
て
い
る
と
い
う
事
実
を
も
忘
却
す
る
。

　

同
様
の
設
定
は
、
ロ
バ
ー
ト
・
ノ
ー
ジ
ッ
ク
（
一
九
三
八
～
二
〇
〇
二
）
の
思
考
実
験
の
「
経
験
機
械
」　

に
も
認
め
ら
れ
る
。
ノ
ー
ジ
ッ
ク
は
、
そ
れ
に
繋
が
れ
る
こ
と
で
自
ら
が
欲
す
る
経
験
が
で
き
る
経
験
機
械
を

想
定
す
る
こ
と
で
人
間
の
幸
福
に
つ
い
て
考
察
し
た
の
だ
が
、
こ
の
思
考
実
験
に
も
、
利
用
者
自
身
は
機
械
に

繋
が
れ
て
い
る
こ
と
を
知
ら
な
い
、
と
い
う
設
定
が
あ
る
。
客
観
的
な
視
点
で
機
械
に
繋
が
れ
た
自
己
を
眺
め
、

経
験
機
械
が
提
供
す
る
経
験
が
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
の
自
覚
が
あ
れ
ば
、
そ
の
グ
ロ
テ
ス
ク
な
様
の
自

覚
を
持
ち
な
が
ら
、
嬉
々
と
し
て
経
験
機
械
に
繋
が
れ
る
こ
と
を
選
択
す
る
者
が
い
る
と
は
考
え
に
く
い
の
で

あ
る
。

　

こ
の
設
定
は
、
思
考
実
験
が
成
立
す
る
た
め
の
肝
に
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
設
定
が
な
け
れ

ば
、
一
旦
現
実
世
界
の
事
実
を
見
た
者
が
、
そ
の
記
憶
と
と
も
に
マ
ト
リ
ク
ス
に
戻
る
こ
と
を
選
択
す
る
こ
と

は
考
え
ら
れ
な
い
。
現
実
世
界
に
「
根
」
を
持
つ
こ
と
の
自
覚
は
、
そ
れ
と
は
別
の
世
界
で
幸
福
を
享
受
す
る

障
害
に
な
る
。
理
想
の
「
お
一
人
様
」
を
構
築
す
る
に
は
、
青
い
ピ
ル
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
幸
か

不
幸
か
そ
の
よ
う
な
「
薬
」
は
、
二
一
世
紀
の
現
在
に
は
存
在
し
な
い
。「
お
一
人
様
」
の
利
用
者
は
、
当
面
の

間
は
、
如
何
に
巧
妙
に
組
み
立
て
ら
れ
て
い
よ
う
と
も
、
そ
の
経
験
が
Ａ
Ｉ
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
を
知
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

　

青
い
ピ
ル
が
な
く
と
も
、
物
心
つ
く
前
に
「
お
一
人
様
」
に
繋
い
で
し
ま
え
ば
問
題
は
生
じ
な
い
か
も
し
れ
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な
い
。
実
際
、『
マ
ト
リ
ク
ス
』
の
主
人
公
の
ネ
オ
は
赤
い
ピ
ル
を
飲
む
ま
で
の
間
、
そ
の
よ
う
な
経
緯
で
現
実

世
界
を
知
ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
今
日
、
こ
の
や
り
方
で
「
お
一
人
様
」
を
実
現
す
る
こ
と

が
倫
理
的
に
許
さ
れ
る
は
ず
は
な
く
、
物
心
が
つ
く
前
を
狙
い
、
本
人
の
意
志
を
無
視
し
て
ま
で
「
お
一
人
様
」

に
繋
ぎ
留
め
る
理
由
も
見
当
た
ら
な
い
。『
マ
ト
リ
ク
ス
』
で
は
、
人
間
を
支
配
す
る
に
至
っ
た
機
械
が
発
電
装

置
と
し
て
人
間
を
利
用
で
き
る
こ
と
に
気
付
い
た
、
と
い
う
無
理
な
設
定
で
押
し
切
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
二
一

世
紀
の
現
実
世
界
で
は
そ
の
よ
う
な
理
屈
は
通
用
し
そ
う
に
な
い
。

　

こ
う
し
て
、理
想
の
「
お
一
人
様
」
は
完
成
し
な
い
。
不
完
全
な
「
お
一
人
様
」
の
幸
福
感
に
浸
る
者
の
「
魂
」

に
は
、
常
に
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
が
忍
び
込
む
だ
ろ
う
。

　

最
後
に
、
メ
タ
バ
ー
ス
が
つ
く
り
出
す
格
差
に
つ
い
て
触
れ
、
次
の
論
考
の
起
点
を
示
し
て
お
き
た
い
。

　

ハ
ン
ナ
・
ア
ー
レ
ン
ト
（
一
九
〇
六
～
一
九
七
五
）
は
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
の
ア
メ
リ
カ
が
宇
宙
進
出
の

熱
狂
に
囚
わ
れ
て
い
る
様
子
を
目
に
し
て
、
そ
の
熱
狂
が
、
無
償
で
与
え
ら
れ
た
も
の
を
人
工
的
な
も
の
へ
と

置
き
換
え
る
衝
動
に
突
き
動
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
喝
破
し
た　

。
今
日
、
与
え
ら
れ
た
も
の
を
人
間
に
と
っ

て
の
軛
と
見
做
し
、
そ
れ
ら
を
克
服
し
、
そ
れ
ら
か
ら
の
解
放
を
目
指
す
風
潮
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は

二
〇
世
紀
の
ア
メ
リ
カ
を
経
由
し
て
、
二
一
世
紀
の
世
界
に
伝
播
し
た
も
の
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

ま
さ
に
今
、
身
体
や
大
地
を
放
棄
し
、
宇
宙
服
に
身
を
固
め
て
地
球
外
の
宇
宙
を
目
指
し
、
ア
バ
タ
ー
を
ま

と
っ
て
メ
タ
バ
ー
ス
で
生
活
し
よ
う
と
す
る
動
き
が
活
発
化
し
つ
つ
あ
る
。

　

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
は
、
設
計
可
能
な
二
つ
の
空
間
の
住
み
分
け
が
、
現
実
世
界
に
お
け
る
格
差
を
そ
の
ま
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ま
反
映
し
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

宇
宙
空
間
を
、
厳
し
い
試
験
と
訓
練
を
潜
り
抜
け
た
エ
リ
ー
ト
や
、
超
富
裕
層
の
た
め
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
と

見
做
す
と
き
、
メ
タ
バ
ー
ス
と
い
う
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
が
貧
者
の
た
め
の
宇
宙
空
間
に
見
え
て
こ
な
い
だ
ろ
う
か
。

安
全
で
は
あ
る
が
、
冒
険
や
発
見
の
な
い
世
界
で
の
経
験
に
、
贅
沢
な
超
富
裕
層
は
金
を
払
わ
な
い
の
で
あ
る
。

　

こ
の
両
極
化
に
は
既
視
感
が
あ
る
。
一
九
五
〇
年
代
に
宇
宙
空
間
に
叡
智
圏
の
設
立
を
構
想
し
、
宇
宙
進
出

を
人
間
進
化
の
必
然
と
し
た
ハ
イ
カ
ル
チ
ャ
ー　

に
対
し
、
一
九
六
〇
年
代
の
カ
ウ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
は
薬

物
を
使
っ
て
自
ら
の
内
な
る
宇
宙
を
目
指
し
た
。
そ
の
嗣
子
た
る
一
九
九
〇
年
代
の
い
わ
ゆ
る
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ

ヴ
カ
ル
チ
ャ
ー
は
、
薬
物
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術
を
融
合
さ
せ
、
ネ
ッ
ト
空
間
と
い
う
「
広
大
な
」
宇
宙
に
乗

り
出
し
た　

。

　

今
日
、
メ
タ
バ
ー
ス
を
目
指
す
よ
う
人
々
を
駆
り
立
て
る
宣
伝
に
は
、
既
視
感
と
新
奇
さ
が
同
居
し
て
い
る
。

　

カ
ウ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
は
、
薬
物
を
使
っ
た
精
神
拡
張
＝
サ
イ
ケ
デ
リ
ッ
ク
の
経
験
を
、
単
な
る
快
楽
の

消
費
で
終
わ
ら
せ
ず
、
内
的
な
精
神
宇
宙
の
イ
メ
ー
ジ
と
連
結
さ
せ
た
。
薬
物
は
、
内
的
宇
宙
と
現
実
世
界
を

往
復
す
る
ト
リ
ッ
プ
の
乗
り
物
で
あ
り
、
薬
物
の
パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
ト
リ
ッ
プ
の
た
め
に
適
切
な
薬
物
を
処
方

し
、
内
的
宇
宙
で
の
経
験
に
「
正
し
い
」
意
味
を
与
え
る
グ
ル
の
存
在
が
欠
か
せ
な
か
っ
た
。
参
加
者
は
現
実

世
界
へ
の
帰
還
を
前
提
に
薬
物
を
摂
取
し
、
グ
ル
は
、
参
加
者
に
対
し
て
「
平
等
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
人

間
精
神
の
向
上
を
説
き
、
進
化
の
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
と
導
く
役
割
を
担
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

メ
タ
バ
ー
ス
と
い
う
ネ
ッ
ト
世
界
の
宇
宙
に
行
く
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
す
る
た
め
の
コ
ン

２０

２１
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ピ
ュ
ー
タ
端
末
と
Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
さ
え
あ
れ
ば
よ
い
（
両
者
を
一
体
化
し
た
Ｖ
Ｒ
端
末
や
、
後
者
を
必
要
と

し
な
い
簡
易
版
の
サ
ー
ビ
ス
も
あ
る
）。
グ
ル
の
役
を
務
め
る
の
は
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
マ
ー
や
イ
ン
フ
ル
エ

ン
サ
ー
だ
ろ
う
か
。
メ
タ
バ
ー
ス
で
の
経
験
に
付
与
さ
れ
る
意
味
に
も
、
カ
ウ
ン
タ
ー
カ
ル
チ
ャ
ー
の
時
代
を

彷
彿
と
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
曰
く
、
現
実
世
界
と
は
別
の
「
平
等
な
」
世
界
の
実
現
、w

eb3.0

の
分
散
型

経
済
に
よ
る
中
央
集
権
の
打
破
、
現
実
世
界
で
の
格
差
を
一
旦
リ
セ
ッ
ト　

な
ど
。
し
か
し
、
参
加
者
た
ち
は
、

メ
タ
バ
ー
ス
に
足
を
踏
み
入
れ
た
時
点
で
、
既
に
二
つ
の
格
差
を
受
け
入
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
べ
き
だ
ろ

う
。
一
つ
は
、
本
物
の
宇
宙
に
い
る
人
々
と
の
間
の
格
差
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
メ
タ
バ
ー
ス
を
運
営
す
る

経
営
者
と
の
間
の
格
差
で
あ
る
。W

eb3.0

と
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
を
使
い
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
管

理
す
る
技
術
の
レ
ベ
ル
の
分
権
化
を
実
現
す
る
た
め
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
で
あ
っ
て
、
関
係
者
す
べ
て
の
「
平
等
」

を
目
指
す
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
で
は
な
い
。
そ
し
て
、
メ
タ
バ
ー
ス
で
の
社
交
は
、
一
旦
リ
セ
ッ
ト
し
た
格
差
を
メ
タ

バ
ー
ス
用
に
鋳
直
し
て
顕
現
さ
せ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
メ
タ
バ
ー
ス
に
お
け
る
「
創
造
」
の
力
が
、
特
別
な
能
力

を
持
つ
ハ
ッ
カ
ー
た
ち
に
由
来
し
た
こ
と
を
思
い
出
せ
ば
、
メ
タ
バ
ー
ス
の
消
費
者
が
手
に
す
る
「
万
能
感
」

は
所
詮
、
ハ
ッ
カ
ー
た
ち
の
力
の
断
片
を
オ
ブ
ラ
ー
ト
に
包
ん
で
切
り
売
り
し
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
と
は
言
え

ま
い
か
。

　

メ
タ
バ
ー
ス
で
は
、「
土
地
」「
ア
イ
テ
ム
」「
ア
バ
タ
ー
の
能
力
」
の
す
べ
て
が
売
買
可
能
な
商
品
に
な
る
。
メ

タ
バ
ー
ス
が
、
現
実
世
界
以
上
の
熾
烈
な
消
費
行
動
に
駆
り
立
て
る
経
済
圏
に
な
ら
な
い
と
い
う
保
証
は
ど
こ

に
も
な
い
。

２２

137



　

現
代
版
サ
イ
ケ
デ
リ
ッ
ク
の
言
説
の
虚
実
を
見
極
め
る
こ
と
な
く
、
ま
た
、
信
頼
の
お
け
る
グ
ル
を
選
ば
ず

に
メ
タ
バ
ー
ス
に
足
を
踏
み
入
れ
れ
ば
、
そ
こ
は
な
か
な
か
に
危
険
な
、
冒
険
の
宇
宙
か
も
し
れ
な
い
。

　

本
研
究
は
科
研
費
（22K

00104

）
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
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柴田　崇　聞き手　森川　慎也

［インタビュー］解説シリーズ――今、何が起きているのか？

第一回　「メタバース」の著者に聞く

　
『
新
人
文
学
』
で
は
今
回
よ
り
、
よ

り
開
か
れ
た
学
術
誌
を
目
指
し
、
文
学

研
究
科
の
教
員
・
研
究
者
が
最
新
の
研

究
動
向
や
あ
る
特
定
の
ト
ピ
ッ
ク
に
つ

い
て
コ
ン
パ
ク
ト
に
解
説
す
る
「
解
説

シ
リ
ー
ズ
―
―
今
、
何
が
起
き
て
い
る

の
か
？
」
を
開
始
し
た
。
さ
ら
に
、
こ

の
「
解
説
シ
リ
ー
ズ
」
を
掘
り
下
げ
、

幅
広
い
読
者
に
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る

た
め
、
著
者
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
企

画
し
た
。
素
朴
な
質
問
か
ら
内
容
に
踏

み
込
ん
だ
質
問
ま
で
、
な
る
べ
く
多
様

な
質
問
を
す
る
こ
と
で
、
解
説
記
事
の

背
景
や
そ
の
事
象
に
つ
い
て
、
多
く
の

読
者
の
方
々
に
関
心
を
持
っ
て
ほ
し
い

と
考
え
て
い
る
。
初
回
で
あ
る
今
回
は
、

現
代
の
社
会
事
象
と
し
て
関
心
が
高
い

「
メ
タ
バ
ー
ス
」
に
つ
い
て
、
本
学
で

「
メ
デ
ィ
ア
史
」や「
現
代
メ
デ
ィ
ア
論
」

を
担
当
す
る
柴
田
崇
教
授
に
論
じ
て
い

た
だ
い
た
。

メタバースと現実世界の関係性
　　―現在地と方向性
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森
川
　
文
学
研
究
科
の
森
川
と
申
し
ま
す
。
今
回
、「
解
説

シ
リ
ー
ズ
―
―
今
、
何
が
起
き
て
い
る
の
か
？
」
と
い

う
企
画
を
新
た
に
作
り
ま
し
て
、
シ
リ
ー
ズ
を
通
し
て

よ
り
広
い
読
者
の
皆
様
に
『
新
人
文
学
』
と
い
う
学
術

誌
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
れ
ば
、
と
い
う
趣
旨
で
企
画
を

し
ま
し
た
。

　
　

本
学
研
究
科
の
場
合
、
新
人
文
学
と
い
う
言
葉
を

使
っ
て
新
た
な
人
文
学
を
生
み
出
す
と
い
う
試
み
を
し

て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
学
術
的
な
貢
献
も
で
き
ま
す
が
、

よ
り
多
く
の
人
た
ち
の
関
心
を
生
む
よ
う
な
現
代
の
社

会
事
象
、
文
化
事
象
を
取
り
上
げ
、
文
学
研
究
科
所
属

の
教
員
、
関
連
分
野
の
先
生
方
に
特
定
の
ト
ピ
ッ
ク
に

つ
い
て
コ
ン
パ
ク
ト
に
解
説
し
て
い
た
だ
く
記
事
の
シ

リ
ー
ズ
化
で
す
。
よ
り
開
か
れ
た
新
人
文
学
を
、
社
会

に
発
信
し
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

解
説
シ
リ
ー
ズ
の
第
一
回
と
し
て
メ
タ
バ
ー
ス
と
い

う
ト
ピ
ッ
ク
を
選
ん
だ
の
は
、
現
代
の
社
会
事
象
と
し

て
話
題
に
な
っ
て
い
る
ト
ピ
ッ
ク
で
あ
り
な
が
ら
、
そ

の
実
態
が
よ
く
つ
か
め
な
い
と
い
う
印
象
を
持
っ
て
い

た
か
ら
で
す
。そ
こ
で
、こ
の
メ
タ
バ
ー
ス
と
い
う
テ
ー

マ
が
最
初
に
浮
か
び
、
そ
の
執
筆
者
の
候
補
と
し
て
ま

ず
頭
に
浮
か
ん
だ
の
が
、
今
回
の
著
者
で
あ
る
柴
田
崇

先
生
で
す
。

　
　

柴
田
先
生
の
ご
専
門
を
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
と
、

マ
ー
シ
ャ
ル
・
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
と
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ギ
ブ

ソ
ン
の
メ
デ
ィ
ア
概
念
に
つ
い
て
２
０
０
８
年
に
博
士

論
文
を
書
か
れ
、
２
０
１
３
年
に
勁
草
書
房
か
ら
『
マ

ク
ル
ー
ハ
ン
と
メ
デ
ィ
ア
論
―
―
身
体
論
の
集
合
』
と

い
う
ご
著
書
を
上
梓
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
学
で
も
、「
メ

デ
ィ
ア
史
」
や
「
現
代
メ
デ
ィ
ア
論
」
な
ど
の
科
目
を

担
当
さ
れ
、
精
力
的
に
研
究
活
動
を
さ
れ
て
い
る
方
で

す
。
近
著
と
し
て
、
東
京
大
学
出
版
会
か
ら
出
版
さ
れ

た『
サ
イ
ボ
ー
グ
―
―
人
工
物
を
理
解
す
る
た
め
の
鍵
』

と
い
う
ご
著
書
が
あ
り
ま
す
。
同
書
は
、『
知
の
生
態
学

の
冒
険
Ｊ
．
Ｊ
．
ギ
ブ
ソ
ン
の
継
承
』
シ
リ
ー
ズ
の
一

143



冊
で
、
２
０
２
２
年
４
月
に
公
刊
さ
れ
た
ば
か
り
の
新

著
で
す
。
こ
こ
で
は
プ
ラ
ト
ン
の
『
パ
イ
ド
ロ
ス
』
を

起
点
に
、
現
代
の
サ
イ
ボ
ー
グ
論
の
根
幹
と
も
言
え
る

extension

と
い
う
概
念
を
、
拡
張
か
ら
延
長
へ
の
転

回
と
い
う
文
脈
の
中
で
、
非
常
に
緻
密
に
整
理
さ
れ
て

お
ら
れ
ま
す
。
果
た
し
て
人
間
は
人
工
物
が
及
ぼ
す
影

響
を
「
判
別
」
で
き
る
の
か
、
古
く
は
プ
ラ
ト
ン
に
ま

で
遡
る
恒
久
的
な
問
題
を
正
面
か
ら
論
じ
ら
れ
て
い
る
、

大
変
読
み
応
え
の
あ
る
本
で
す
。

　
　

今
回
の
解
説
記
事
で
も
、
同
著
の
議
論
を
敷
衍
し
て

お
ら
れ
、
サ
イ
ボ
ー
グ
論
の
拡
張
と
延
長
を
援
用
し
な

が
ら
、
メ
タ
バ
ー
ス
に
ま
つ
わ
る
言
説
を
批
判
的
に
考

察
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
　

柴
田
先
生
、
ご
紹
介
が
長
く
な
り
ま
し
た
が
、
今
日

は
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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昨
今
の
メ
デ
ィ
ア
―
Ｓ
Ｎ
Ｓ
時
代
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

何
が
変
わ
っ
た
の
か

森
川
　
さ
て
、
メ
タ
バ
ー
ス
の
話
に
入
る
前
に
、
枕
と
し

て
昨
今
の
メ
デ
ィ
ア
状
況
に
関
す
る
質
問
か
ら
始
め
た

い
と
思
い
ま
す
。
学
生
と
話
を
し
て
い
て
も
、
最
近
は

テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
を
見
て
情
報
を
受
信
す
る
の
で
は

な
く
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
へ
と
情
報
受
信
の
媒
体
が
変
わ
り
つ
つ

あ
る
と
聞
き
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
上
が
っ
て
き
た
新
聞
の

記
事
に
は
目
を
通
す
が
、
そ
れ
に
は
フ
ィ
ル
タ
ー
が
か

か
っ
て
い
て
、
自
分
が
普
段
か
ら
関
心
を
持
っ
て
い
る

記
事
し
か
入
っ
て
こ
な
い
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
の
受
信
の

仕
方
を
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
新
聞
を
読
ん
で
い
る
一

般
の
人
た
ち
な
ら
知
っ
て
い
る
よ
う
な
情
報
が
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
通
し
て
入
っ
て
こ
な
い
と
い
っ
た
状
況
が
あ
っ
た

り
、
一
方
で
自
分
と
同
じ
関
心
を
持
つ
人
と
の
交
流
が

広
が
っ
て
い
っ
た
り
と
い
う
現
象
が
起
き
て
い
る
よ
う

で
す
。

　
　

メ
デ
ィ
ア
史
と
い
う
長
い
ス
パ
ン
で
見
る
と
、
こ
う

い
っ
た
メ
デ
ィ
ア
の
受
信
媒
体
の
変
容
は
一
時
的
な
も

の
な
の
で
し
ょ
う
か
、
今
後
も
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い

く
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

柴
田　

ま
ず
は
現
在
、
史
上
最
も
一
番
大
き
く
、
強
力
な

共
同
体
と
さ
れ
て
い
る
「
国
民
国
家
」
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
が
指
摘
す
る

通
り
、
基
本
的
に
は
新
聞
や
小
説
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ

た
も
の
で
す
。
新
聞
や
小
説
は
い
ず
れ
も
印
刷
技
術
の

賜
物
で
す
。
大
量
に
複
製
さ
れ
た
同
一
の
内
容
の
も
の

が
、
人
々
に
同
時
期
に
共
有
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
種
の

仲
間
意
識
が
形
成
さ
れ
、
こ
の
意
識
が
想
像
の
共
同
体

で
あ
る
国
民
国
家
の
ベ
ー
ス
と
な
っ
た
と
い
う
わ
け
で

す
。

　
　

今
や
多
く
の
人
が
印
刷
さ
れ
た
新
聞
を
読
ま
な
く

な
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
当
然
な
が
ら
想
像
さ

れ
る
共
同
体
の
形
も
変
わ
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。
実
は
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こ
の
よ
う
な
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
変
化
は
い
つ
の
時
代
に

も
あ
る
も
の
で
、
今
に
限
っ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
、
当
代
最
先
端
の
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
共
同
体

の
感
覚
は
常
に
変
わ
っ
て
い
る
の
で
す
。
た
だ
し
、
国

民
国
家
が
想
像
さ
れ
た
も
の
だ
と
し
て
も
、
こ
れ
を
補

強
し
、
統
治
す
る
政
府
が
確
固
と
し
て
あ
り
、
治
安
、

福
祉
、
防
衛
な
ど
の
面
で
共
同
体
の
メ
ン
バ
ー
の
生
活

を
支
え
て
い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
最
新
の
メ
デ
ィ
ア
が

変
化
し
よ
う
と
も
、
現
在
の
国
民
国
家
が
全
く
別
の
も

の
に
容
易
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。

　
　

人
は
入
れ
子
状
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
持
つ
、
と

よ
く
言
わ
れ
ま
す
。
一
番
大
き
な
枠
組
み
が
仮
に
地
球

市
民
の
イ
メ
ー
ジ
で
語
ら
れ
る
地
球
規
模
の
も
の
だ
と

す
る
と
、
そ
の
内
側
に
国
民
と
い
う
非
常
に
強
い
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
あ
り
、
そ
の
さ
ら
に
内
側
に
、
北
海

道
民
や
札
幌
市
民
、
場
合
に
よ
っ
て
は
地
域
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
の
メ
ン
バ
ー
な
ど
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

が
あ
っ
た
り
し
ま
す
。
最
新
の
メ
デ
ィ
ア
を
使
う
と
い

う
こ
と
は
、
新
し
い
共
同
体
意
識
を
加
え
る
こ
と
に
つ

な
が
り
ま
す
。
新
し
い
共
同
体
意
識
が
、
国
民
国
家
や

国
境
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
、
よ
り
大
規
模
な
も
の
に

な
る
可
能
性
も
否
定
で
き
ま
せ
ん
。
要
は
、
新
し
い
メ

デ
ィ
ア
が
登
場
す
る
ご
と
に
、
極
め
て
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク

な
動
き
が
始
ま
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

森
川　

そ
う
す
る
と
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
中
心
に
若
い
人
が
情
報

受
信
を
し
て
い
く
か
ら
と
い
っ
て
、
自
動
的
に
こ
れ
ま

で
の
主
要
な
媒
体
で
あ
る
新
聞
や
テ
レ
ビ
が
駆
逐
さ
れ

て
い
く
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

柴
田　

主
要
な
媒
体
は
ど
ん
ど
ん
入
れ
替
わ
っ
て
い
く
で

し
ょ
う
。
例
え
ば
新
聞
に
つ
い
て
も
、
印
刷
物
の
発
行

部
数
は
全
般
的
に
減
っ
て
い
ま
す
が
、
会
員
限
定
の
コ

ン
テ
ン
ツ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
配
信
す
る
こ
と
で
購

読
者
数
を
世
界
規
模
で
伸
ば
し
て
い
る
新
聞
社
も
あ
り

ま
す
。
そ
し
て
、
紙
の
新
聞
と
い
う
媒
体
に
依
存
し
な
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い
形
で
新
聞
社
が
生
き
残
ろ
う
と
す
る
と
き
、
印
刷
技

術
に
基
づ
く
範
囲
で
形
成
さ
れ
た
共
同
体
意
識
、
つ
ま

り
同
じ
紙
面
の
新
聞
を
頒
布
で
き
る
範
囲
に
重
な
る
共

同
体
の
意
識
は
、
必
然
的
に
衰
退
し
て
い
く
も
の
と
予

想
で
き
ま
す
。

森
川　

ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
・
ア
ン
ダ
ー
ソ
ン
の
言
う
「
想
像

さ
れ
た
共
同
体
」
で
あ
る
国
民
国
家
が
あ
り
、
さ
ら
に

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
も
複
数
の
入
れ
子
式
で
さ
ま
ざ

ま
な
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
先
生
の
解
説

記
事
に
も
、
メ
タ
バ
ー
ス
の
世
界
で
は
ア
バ
タ
ー
を

使
っ
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
い
う
も
の
が
成
り
立
つ

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
　

先
ほ
ど
仰
っ
た
地
球
市
民
的
な
発
想
と
い
う
の
は
、

最
近
の
一
つ
の
流
行
と
し
て
あ
る
よ
う
で
す
。
例
え
ば

ア
メ
リ
カ
の
哲
学
者
で
著
名
な
ク
ウ
ェ
イ
ム
・
ア
ン
ト

ニ
ー
・
ア
ピ
ア
は
、
ま
ず
自
分
は
地
球
市
民
、
コ
ス
モ

ポ
リ
タ
ン
で
あ
り
、
同
時
に
ア
メ
リ
カ
を
愛
す
る
国
民

で
あ
り
、
あ
る
い
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
民
と
し
て
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
持
つ
が
、
ベ
ー
ス
に
世
界
市
民
的

な
発
想
が
あ
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。

柴
田　

要
す
る
に
、
想
像
の
範
囲
は
メ
デ
ィ
ア
が
決
め
て

い
る
、
と
い
う
の
が
メ
デ
ィ
ア
論
の
発
想
で
す
。
世
界

全
体
を
想
像
さ
せ
る
よ
う
な
コ
ン
テ
ン
ツ
が
あ
っ
た

り
、
そ
れ
を
頒
布
す
る
た
め
の
メ
デ
ィ
ア
が
あ
っ
た
り

す
れ
ば
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
外
側
の
枠
は
自
ず
と

地
球
と
な
る
と
い
う
わ
け
で
す
。
と
こ
ろ
で
、
先
ほ
ど

出
て
き
た
話
で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
だ
と
フ
ィ
ル
タ
ー
が
か
か
っ

て
い
る
と
仰
い
ま
し
た
が
、
新
聞
に
も
フ
ィ
ル
タ
ー
が

か
っ
て
い
ま
す
よ
ね
。
日
本
の
新
聞
は
日
本
人
に
と
っ

て
「
重
要
な
」
記
事
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ

カ
や
カ
ナ
ダ
の
新
聞
と
は
紙
面
の
構
成
が
全
然
違
い
ま

す
。
そ
う
す
る
と
、
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ
ズ
ム
と
言
っ
た

場
合
、
仮
に
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
が
想
像
す
る
範
囲
が
地

球
と
い
う
単
位
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
記
事
に
ど
の
よ
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う
な
優
先
順
位
を
付
け
、
紙
面
を
ど
の
よ
う
に
構
成
し

て
い
る
か
が
非
常
に
重
要
に
な
り
ま
す
。
地
球
規
模
で

考
え
た
と
し
て
も
、
い
わ
ゆ
る
底
辺
に
い
る
人
た
ち
に

関
心
が
向
か
な
け
れ
ば
、
彼
ら
を
隣
人
や
仲
間
と
し
て

扱
え
る
か
、
保
証
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

メ
タ
バ
ー
ス
と
は
何
か
―

　
　
　

仮
想
空
間
で
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

森
川　

そ
れ
で
は
、
い
よ
い
よ
メ
タ
バ
ー
ス
の
話
に
入
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
先
生
の
解
説
記
事
に
は
、

Facebook,Inc.

がM
eta Platform

s,Inc.
に
社
名
変

更
し
た
り
、
東
京
大
学
が
「
メ
タ
バ
ー
ス
工
学
部
」
を

開
設
し
、
中
高
生
や
学
内
外
の
大
学
生
向
け
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
用
意
し
た
と
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、
私
の
よ
う

な
門
外
漢
の
人
間
か
ら
し
た
ら
、
メ
タ
バ
ー
ス
と
い
う

の
は
今
一
つ
捉
え
に
く
い
も
の
で
す
。
メ
タ
バ
ー
ス
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
言
説
が
言
論
世
界
を
駆
け
巡
っ

て
い
る
の
か
、
そ
の
大
き
な
文
脈
を
教
え
て
い
た
だ
け

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

柴
田　

ま
ず
、メ
タ
バ
ー
ス
の
専
門
家
は
い
な
い
、と
思
っ

て
い
た
だ
い
た
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
、
メ
タ
バ
ー
ス
を
工
学
的
技
術
に
基
づ
い
て

つ
く
っ
て
い
る
人
た
ち
は
い
ま
す
が
、
メ
タ
バ
ー
ス
に

ど
の
よ
う
な
社
会
的
な
意
義
が
あ
る
の
か
と
か
、
メ
タ

バ
ー
ス
を
ど
の
よ
う
に
社
会
実
装
し
て
い
く
べ
き
か
は
、

工
学
者
だ
け
で
な
く
、
哲
学
や
認
知
科
学
を
含
む
広
い

分
野
の
人
び
と
が
関
心
を
持
ち
、
望
ま
し
い
設
計
に
つ

い
て
思
案
し
て
い
る
段
階
で
す
。

　
　

メ
タ
バ
ー
ス
の
定
義
と
し
て
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

上
の
Ｖ
Ｒ
空
間
、
と
見
做
せ
ば
、
ひ
と
ま
ず
問
題
な
い

と
思
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
あ
る
こ
と
で
、

単
に
個
人
が
パ
ソ
コ
ン
で
ゲ
ー
ム
を
や
る
と
い
う
類
の

Ｖ
Ｒ
と
違
い
、
他
者
と
の
社
交
が
で
き
る
と
い
う
点
が

新
し
く
、
可
能
性
を
感
じ
さ
せ
る
と
こ
ろ
で
す
。
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森
川　

O
xford E

nglish D
ictionary

でm
etaverse

を
調
べ
て
み
る
と
、
繰
り
返
し
出
て
く
る
の
は

‘
interaction’

、
交
流
す
る
と
か
相
互
作
用
す
る
と
い

う
言
葉
で
す
。
柴
田
先
生
の
定
義
で
も
、「
ア
バ
タ
ー
を

使
い
Ｖ
Ｒ
技
術
で
作
成
さ
れ
た
空
間
内
を
能
動
的
に
動

き
回
れ
る
こ
と
、
そ
の
よ
う
な
Ｖ
Ｒ
空
間
が
他
の
利
用

者
と
共
有
さ
れ
て
い
る
こ
と
」、ま
た
「
相
互
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
れ
る
こ
と
に
よ
る
社
会
性
を
実

現
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
　

本
に
よ
っ
て
は
、
必
ず
し
も
交
流
が
前
提
と
な
ら
な

い
よ
う
な
書
き
方
を
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
岡
嶋
裕

史
氏
の『
メ
タ
バ
ー
ス
と
は
何
か
―
―
ネ
ッ
ト
上
の「
も

う
一
つ
の
世
界
」』（
光
文
社
）
に
よ
る
と
、「
現
実
と
は

少
し
異
な
る
理
こ
と
わ
りで

作
ら
れ
、
自
分
に
と
っ
て
都
合
の
い

い
快
適
な
空
間
」、
つ
ま
り
Ｖ
Ｒ
も
出
て
こ
な
け
れ
ば

仮
想
と
い
う
言
葉
も
出
て
こ
な
い
、
利
用
者
に
と
っ
て

都
合
の
良
い
空
間
だ
と
い
う
定
義
に
な
り
ま
す
。「
バ
ー

チ
ャ
ル
美
少
女
ね
む
」
と
い
う
人
の
例
も
挙
げ
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
人
は
ア
バ
タ
ー
で
す
か
？

柴
田　

そ
う
で
す
。
実
は
先
日
、
こ
の
方
を
お
招
き
し
た

zoom

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
聴
講
し
ま
し
た
。
後
で
聞

い
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
主
催
者
も
こ
の
方
の
現
実
世

界
で
の
正
体
を
知
ら
な
い
そ
う
で
す
。

森
川　
「
バ
ー
チ
ャ
ル
美
少
女
ね
む
」
は
メ
タ
バ
ー
ス
に

空
間
性
、
自
己
同
一
性
、
大
規
模
同
時
接
続
性
、
創
造

性
、
経
済
性
、
ア
ク
セ
ス
性
、
没
入
性
と
い
う
７
つ
の

要
件
を
設
定
し
て
い
ま
す
が
、
メ
タ
バ
ー
ス
の
黎
明
期

の
よ
う
な
時
期
に
あ
っ
て
、
先
生
が
仰
る
Ｖ
Ｒ
空
間
で

交
流
が
で
き
る
と
い
う
の
が
重
要
な
要
件
で
あ
る
と
い

う
の
を
、
共
通
理
解
と
し
て
持
っ
て
お
け
ば
良
い
の
で

し
ょ
う
か
？

柴
田　

岡
嶋
さ
ん
の
定
義
で
も
、「
バ
ー
チ
ャ
ル
美
少
女
ね
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む
」
さ
ん
の
定
義
で
も
、
ま
ず
は
、
現
実
世
界
以
外
の

社
交
の
形
が
あ
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
い
る
は
ず
で
す
。

そ
の
上
で
、
現
実
世
界
で
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
を
持
っ
て

い
る
人
で
も
、
新
し
い
自
分
と
し
て
役
割
を
得
る
機
会

が
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
岡
嶋
さ
ん

の
考
え
で
特
筆
す
べ
き
な
の
は
、
メ
タ
バ
ー
ス
で
も
う

ま
く
い
か
な
か
っ
た
場
合
の
こ
と
も
考
え
て
い
る
こ
と

で
し
ょ
う
。
岡
嶋
さ
ん
に
よ
れ
ば
、「
お
一
人
様
フ
ィ
ル

タ
ー
バ
ブ
ル
」
の
よ
う
な
も
の
も
用
意
で
き
る
、
と
い

う
の
で
す
。

　
　

岡
嶋
さ
ん
の
提
案
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
メ
タ

バ
ー
ス
が
登
場
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
完
全
な
平
準
化

や
分
断
の
解
消
、
格
差
の
解
消
が
起
こ
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
メ
タ
バ
ー
ス
内
に
は
メ
タ
バ
ー
ス
な
り
の

格
差
や
社
会
的
な
害
悪
が
当
然
あ
る
は
ず
で
す
。
岡
嶋

さ
ん
の
提
案
は
、
メ
タ
バ
ー
ス
で
は
現
実
世
界
で
は
あ

り
得
な
い
よ
う
な
ケ
ア
が
可
能
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と

な
の
で
す
。

森
川　
「
お
一
人
様
フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ブ
ル
」
で
は
、
人
間

を
介
在
さ
せ
ず
に
Ａ
Ｉ
と
だ
け
交
流
し
、「
自
分
に
と
っ

て
都
合
の
い
い
快
適
な
空
間
」
が
つ
く
ら
れ
る
よ
う
で

す
ね
。
岡
嶋
さ
ん
は
と
も
か
く
、
柴
田
先
生
は
、
メ
タ

バ
ー
ス
の
悪
用
例
と
し
て
「
お
一
人
様
フ
ィ
ル
タ
ー

バ
ブ
ル
」
を
挙
げ
て
お
ら
れ
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
フ
ィ

ル
タ
ー
バ
ブ
ル
に
か
か
っ
て
い
て
、
そ
れ
を
も
っ
と

究
極
的
に
し
た
孤
立
化
が
「
お
一
人
様
フ
ィ
ル
タ
ー

バ
ブ
ル
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
し
か

し
、interaction

と
い
う
も
の
が
メ
タ
バ
ー
ス
の
中
核

に
あ
る
な
ら
、「
お
一
人
様
フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ブ
ル
」
は
メ

タ
バ
ー
ス
の
範
疇
か
ら
外
れ
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
が
。

柴
田　

メ
タ
バ
ー
ス
の
技
術
と
し
て
の
可
能
性
を
積
極
的

に
放
棄
す
る
こ
と
を
選
択
し
、
メ
タ
バ
ー
ス
上
に
あ
え

て
閉
鎖
的
な
空
間
を
つ
く
り
だ
す
の
が
「
お
一
人
様

フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ブ
ル
」で
す
。
岡
嶋
さ
ん
は
、メ
タ
バ
ー
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ス
と
い
う
技
術
の
用
途
を
考
え
る
際
に
、
そ
の
よ
う
な

選
択
を
し
た
も
の
と
解
釈
で
き
ま
す
。
よ
い
表
現
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
実
際
、
ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
も

「
カ
ー
ス
ト
」
の
下
の
方
に
い
る
よ
う
な
人
た
ち
が
で

る
。
そ
の
よ
う
な
人
た
ち
に
も
癒
や
し
を
与
え
ら
れ
る

「
お
一
人
様
」
の
利
点
を
強
調
さ
れ
て
い
ま
す
。

森
川　

岡
嶋
さ
ん
は
著
書
の
前
半
で
は
、
メ
タ
バ
ー
ス
は

最
初
か
ら
持
て
る
も
の
だ
け
が
勝
つ
こ
と
を
約
束
さ
れ

た
現
実
世
界
の
ゲ
ー
ム
か
ら
降
り
て
、
仮
想
現
実
で
生

き
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
可
能
に
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

仮
想
現
実
で
理
想
の
外
見
、
ア
バ
タ
ー
を
手
に
入
れ

る
、
こ
れ
も
固
定
化
さ
れ
た
格
差
の
リ
セ
ッ
ト
で
あ
る

と
。
リ
セ
ッ
ト
す
る
欲
望
が
現
在
起
き
て
い
る
さ
ま
ざ

ま
な
社
会
事
象
に
も
見
て
取
れ
る
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、

著
書
の
後
半
で
は
、
メ
タ
バ
ー
ス
に
よ
り
解
消
さ
れ
た

は
ず
の
格
差
は
、
本
当
に
実
現
で
き
る
か
と
い
う
と
必

ず
し
も
そ
う
で
は
な
く
て
、
平
等
に
見
え
る
世
界
は
実

は
「
フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ブ
ル
」
に
包
ま
れ
た
人
が
見
る
幻

想
と
し
て
の
平
等
で
あ
る
と
い
う
言
い
方
を
し
て
い
ま

す
。

　
　

一
方
で
、
岡
嶋
さ
ん
の
著
書
に
は
繰
り
返
し
、
現
実

世
界
に
適
応
で
き
な
い
、
現
実
世
界
で
は
満
足
で
き
な

い
人
の
た
め
の
別
の
選
択
肢
と
し
て
メ
タ
バ
ー
ス
が
存

在
し
て
い
て
、
最
近
の
言
葉
で
言
う
な
ら
ば
そ
う
い
う

人
も
受
け
入
れ
る
の
が
本
当
の
多
様
性
で
は
な
い
か
と

い
う
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
す
。
メ
タ
バ
ー
ス
の

中
で
孤
立
化
し
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
そ
れ
も
一
つ

の
多
様
性
と
し
て
認
め
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

柴
田　

ま
ず
、
孤
立
化
し
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
確
か
に
、
外
見
に
コ
ン
プ

レ
ッ
ク
ス
が
あ
る
人
で
あ
れ
ば
、
メ
タ
バ
ー
ス
で
望
ま

し
い
ア
バ
タ
ー
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
で
そ
れ
を
解
消

で
き
ま
す
。
し
か
し
こ
れ
は
、
現
実
世
界
に
お
い
て
会

社
の
窓
際
に
追
い
や
ら
れ
て
い
る
人
が
、
地
域
の
野
球
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チ
ー
ム
に
入
っ
て
活
躍
し
、
結
果
、
自
分
な
り
の
幸
福

感
を
得
ら
れ
る
と
い
う
の
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。
さ
ま
ざ

ま
な
役
割
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
得
ら
れ
る
点
に
こ

そ
、
メ
タ
バ
ー
ス
を
利
用
す
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
際
、
他
者
と
の
社
交
を
前
提
に
、
新
た
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
に
飛
び
込
む
と
い
う
点
が
重
要
で
す
。
そ
の

結
果
と
し
て
、
メ
タ
バ
ー
ス
の
中
で
、
現
実
世
界
で
変

え
ら
れ
な
か
っ
た
よ
う
な
属
性
、
例
え
ば
性
別
を
変
え

る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
順
序
で
す
。
他
方
、
孤
立
化

し
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
獲
得
を
目
的
と
し
て
、
社

交
を
放
棄
し
て
し
ま
っ
た
場
合
、
そ
の
人
の
関
心
は
一

体
ど
こ
に
向
か
う
の
で
し
ょ
う
か
。
も
は
や
他
人
と
の

間
で
新
し
い
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
作
ろ
う
と
い
う
意

識
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
人
の
関
心
は
自
分
に
し
か
向

い
て
い
な
い
の
で
す
。

　
　
「
解
説
」
の
一
番
の
肝
は
、
メ
タ
バ
ー
ス
で
生
き
る

こ
と
は
、
社
会
的
な
役
割
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
増

や
す
こ
と
と
同
義
で
あ
り
、
こ
の
限
り
で
、
現
実
世
界

で
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
属
す
る
の
と
一
緒
、
と

い
う
こ
と
で
す
。
た
だ
し
、
メ
タ
バ
ー
ス
が
人
工
的
な

も
の
で
あ
る
こ
と
は
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
メ
タ

バ
ー
ス
を
支
え
る
た
め
に
必
要
な
イ
ン
フ
ラ
は
現
実
世

界
に
あ
り
ま
す
。
言
い
方
を
変
え
れ
ば
、
メ
タ
バ
ー
ス

は
現
実
世
界
に
依
存
し
、
そ
の
逆
は
あ
り
ま
せ
ん
。
メ

タ
バ
ー
ス
を
支
え
る
現
実
世
界
の
こ
と
に
何
ら
関
心
が

な
い
と
い
う
の
は
ナ
ン
セ
ン
ス
で
す
。
メ
タ
バ
ー
ス
に

だ
け
閉
じ
こ
も
っ
て
い
て
は
、自
分
が
「
生
き
て
い
る
」

と
実
感
で
き
る
メ
タ
バ
ー
ス
を
維
持
で
き
ま
せ
ん
。
メ

タ
バ
ー
ス
を
維
持
・
管
理
す
る
義
務
ま
で
放
棄
し
、
メ

タ
バ
ー
ス
の
中
で
人
生
が
完
結
す
る
か
の
よ
う
に
謳
っ

た
り
、
そ
の
よ
う
な
生
を
肯
定
す
る
主
張
が
多
い
の
が

気
が
か
り
で
す
。
現
実
世
界
に
も
、
現
実
世
界
に
あ
っ

て
ア
バ
タ
ー
を
支
え
て
い
る
身
体
に
も
関
心
が
な
い
人

が
蔓
延
る
未
来
が
来
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
デ
ィ
ス

ト
ピ
ア
で
す
。
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メ
タ
バ
ー
ス
の
技
術
的
脆
弱
性
と
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

生
き
る
力
の
減
退

森
川　

先
生
自
身
が
「
お
一
人
様
フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ブ
ル
」

の
問
題
点
と
し
て
、
他
者
と
の
交
流
に
よ
っ
て
得
ら
れ

る
成
長
の
機
会
を
失
っ
た
り
、
現
実
世
界
で
生
き
て
い

く
た
め
の
力
が
減
退
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
挙
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
衰
退
と
い
う
と
サ
イ
ボ
ー
グ
論
と
も
関

わ
っ
て
く
る
概
念
だ
と
思
う
の
で
す
が
、
ま
だ
メ
タ

バ
ー
ス
に
は
技
術
的
脆
弱
性
が
残
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
、

最
後
に
あ
た
か
も
身
体
が
現
実
世
界
か
ら
解
放
さ
れ
る

よ
う
な
、
あ
ま
り
に
も
楽
観
的
な
見
立
て
に
対
し
て
そ

こ
を
問
題
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　

と
は
言
え
、
恐
ら
く
メ
タ
バ
ー
ス
擁
護
派
か
ら
す
る

と
、
そ
う
し
た
問
題
点
に
対
し
て
こ
の
よ
う
な
反
論
も

あ
り
得
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
柴
田
先
生
が
書
か
れ

て
い
る
よ
う
な
成
長
機
会
の
欠
如
を
克
服
し
て
い
く
よ

う
な
Ａ
Ｉ
が
活
用
さ
れ
れ
ば
そ
の
問
題
は
解
消
さ
れ
る

か
も
し
れ
な
い
し
、
技
術
的
脆
弱
性
が
問
題
に
な
っ
て

い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
克
服
さ
れ
れ
ば
そ
こ
も
ク
リ

ア
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
が
解
説
記
事
を
読
み

な
が
ら
気
に
な
っ
た
の
は
、
生
存
能
力
の
減
退
と
身
体

解
放
論
に
関
し
て
メ
タ
バ
ー
ス
擁
護
派
が
楽
観
主
義
的

で
あ
る
こ
と
を
問
題
に
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
に
対

す
る
メ
タ
バ
ー
ス
擁
護
派
の
反
論
は
、
特
に
想
定
さ
れ

て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
う
の
で
す
が
。

柴
田　

ま
ず
、
有
効
な
反
論
は
な
い
、
と
私
は
考
え
ま
す
。

仰
る
意
味
で
の
メ
タ
バ
ー
ス
擁
護
派
の
問
題
点
は
、
現

実
世
界
と
メ
タ
バ
ー
ス
を
あ
ま
り
に
パ
ラ
レ
ル
に
考
え

過
ぎ
て
い
る
こ
と
に
尽
き
ま
す
。
先
ほ
ど
言
っ
た
よ
う

に
、
メ
タ
バ
ー
ス
は
現
実
世
界
に
あ
る
イ
ン
フ
ラ
に
支

え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
イ
ン
フ
ラ
を
維
持
・
管

理
す
る
の
は
直
接
に
は
業
者
で
し
ょ
う
が
、
究
極
的
に

は
メ
タ
バ
ー
ス
を
利
用
す
る
個
々
人
で
す
。
そ
の
よ
う

な
仕
組
み
を
念
頭
に
置
か
ず
、
ま
る
で
メ
タ
バ
ー
ス
が

153



完
結
し
た
世
界
で
あ
る
か
の
よ
う
に
語
る
言
説
に
は
、

非
常
な
違
和
感
を
持
た
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　
　

メ
タ
バ
ー
ス
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
す
。
だ
と
す
れ
ば
、

ブ
レ
イ
ク
ダ
ウ
ン
し
た
時
に
ど
う
す
る
か
、
と
い
う
こ

と
を
常
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
メ
タ
バ
ー
ス
は

ブ
レ
イ
ク
ダ
ウ
ン
し
得
る
、
と
い
う
こ
と
を
大
前
提
に

議
論
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

森
川　

そ
こ
は
私
も
気
に
な
っ
て
い
て
、
今
回
の
解
説
記

事
で
は
プ
ラ
ト
ン
の
『
パ
イ
ド
ロ
ス
』
の
理
論
を
援
用

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
サ
イ
ボ
ー
グ
論
の
起
源
の

よ
う
な
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
の
例
で
い
う
と
、
文
字
を

発
見
し
、
そ
れ
を
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
道
具
と

し
て
の
文
字
と
の
融
合
で
あ
る
と
。
そ
れ
を
獲
得
し
て

融
合
す
る
こ
と
で
、
本
来
文
字
を
持
た
な
か
っ
た
時
に

持
っ
て
い
た
能
力
、
こ
こ
で
は
記
憶
力
が
減
退
し
て
い

く
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
減
退
し
て
い
く
記
憶
力
が
露

呈
す
る
の
は
道
具
と
の
乖
離
、
分
離
が
生
じ
た
時
だ
と

い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。

　
　

確
か
に
も
と
も
と
持
っ
て
い
た
能
力
が
別
の
力
に
依

存
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
減
退
し
、
そ
の
技
術
が
使
え
な

く
な
っ
た
時
に
露
呈
す
る
と
い
う
の
は
納
得
で
き
ま
す
。

一
方
で
メ
タ
バ
ー
ス
に
し
て
も
、
あ
る
い
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
し
て
も
、
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
減
退
し
て
い

く
能
力
が
あ
り
、
使
え
な
く
な
っ
た
時
に
能
力
の
低
下

が
露
呈
す
る
と
し
て
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
わ
な

い
と
い
う
選
択
肢
は
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

柴
田　

え
え
、
使
わ
な
い
選
択
肢
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

だ
か
ら
問
題
は
、
積
極
的
に
使
う
な
ら
そ
れ
を
保
守
し
、

維
持
す
る
工
夫
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
た
だ
し
大
前
提
と
し
て
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で

あ
る
以
上
、
ブ
レ
イ
ク
ダ
ウ
ン
し
得
る
と
い
う
事
実
で

す
。

　
　

例
え
ば
文
字
の
使
い
方
は
一
旦
覚
え
れ
ば
忘
れ
な
い

と
し
て
も
、
備
忘
の
た
め
に
文
字
で
書
き
留
め
て
い
た
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メ
モ
や
ノ
ー
ト
を
な
く
し
た
ら
、
も
は
や
書
き
留
め
た

類
の
「
記
憶
」
は
想
起
で
き
な
い
。
お
そ
ら
く
文
字
を

使
っ
て
い
な
か
っ
た
時
代
の
人
た
ち
は
、
メ
モ
や
ノ
ー

ト
の
よ
う
な
外
部
装
置
に
頼
ら
ず
記
憶
し
、
想
起
す
る

能
力
が
あ
っ
た
と
推
定
で
き
ま
す
。
ま
さ
に
今
ウ
ク
ラ

イ
ナ
で
起
き
て
い
る
こ
と
は
こ
う
い
う
こ
と
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
社
会
イ
ン
フ
ラ
が
破
壊
さ
れ
た
と
き
、

こ
れ
ま
で
通
り
の
生
活
が
で
き
な
く
な
る
わ
け
で
す
よ

ね
。
イ
ン
フ
ラ
が
破
壊
さ
れ
る
こ
と
で
、
イ
ン
フ
ラ
に

頼
ら
ず
に
生
活
で
き
て
い
た
時
代
よ
り
も
、
そ
れ
な
し

に
生
き
延
び
る
力
が
落
ち
て
い
る
こ
と
に
気
付
か
さ
れ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
事
実
に
直
面
し
た

上
で
、
ま
ず
は
イ
ン
フ
ラ
が
回
復
す
る
ま
で
の
間
、
衰

退
し
た
能
力
を
補
う
努
力
を
し
て
い
る
も
の
と
想
像
し

ま
す
。

　
　

現
代
社
会
を
見
渡
し
て
も
、
発
明
者
や
、
新
し
い
技

術
を
導
入
し
よ
う
と
す
る
者
は
常
に
「
ブ
レ
イ
ク
ダ
ウ

ン
が
起
き
る
の
で
は
な
い
か
」
と
の
批
判
を
受
け
ま
す
。
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彼
ら
は
、「
ブ
レ
イ
ク
ダ
ウ
ン
が
起
き
な
い
工
夫
を
す

る
」
と
宣
言
す
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
か
つ
て
タ
モ

ス
王
が
発
明
神
の
テ
ウ
ト
を
た
し
な
め
た
と
き
の
よ
う

に
、「
絶
対
に
ブ
レ
イ
ク
ダ
ウ
ン
が
起
き
な
い
技
術
は
あ

る
の
か
」
と
の
声
が
上
が
る
で
し
ょ
う
。
技
術
に
脆
弱

性
が
伴
う
こ
と
の
指
摘
は
、
技
術
を
推
進
す
る
人
び
と

に
と
っ
て
何
時
の
時
代
に
も
鬼
門
で
あ
り
続
け
て
き
た

の
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、
メ
タ
バ
ー
ス
に
も
当
然
当
て

は
ま
り
ま
す
。
メ
タ
バ
ー
ス
の
よ
う
に
極
め
て
複
雑
な

機
構
を
必
要
と
す
る
世
界
は
、
何
か
あ
れ
ば
一
瞬
に
し

て
消
滅
す
る
危
険
と
背
中
合
わ
せ
で
す
。
電
力
が
落
ち

た
だ
け
で
お
し
ま
い
で
す
し
。

森
川　

方
向
性
と
し
て
は
、
そ
う
い
う
可
能
性
が
あ
る
か

ら
そ
う
な
ら
な
い
よ
う
に
し
っ
か
り
保
守
を
し
よ
う
と

い
う
議
論
に
な
る
の
か
、
先
生
のextension

の
概
念

で
い
う
と
、
本
来
持
っ
て
い
た
能
力
を
減
退
さ
せ
て
そ

れ
が
露
呈
す
る
く
ら
い
で
あ
れ
ば
、
も
と
も
と
持
っ
て

い
た
技
術
を
維
持
す
る
方
に
力
を
注
ぐ
べ
き
だ
と
い
う

意
見
か
、
二
つ
の
考
え
方
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
。

柴
田　
「
ず
っ
と
使
い
続
け
ら
れ
る
状
態
に
す
れ
ば
い
い

で
し
ょ
う
」
か
、「
い
や
、
続
け
ら
れ
る
保
証
は
な
い
で

し
ょ
う
」
か
、
の
二
つ
の
立
場
で
す
ね
。
技
術
論
の
論

点
は
ほ
と
ん
ど
そ
こ
に
収
束
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま

す
。「
す
ご
い
技
術
」
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
失
わ
れ
た
と
き

の
影
響
に
つ
い
て
も
き
ち
ん
と
議
論
し
て
お
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
Ａ
Ｉ
の
議
論
も
そ
う
で
す
。

　
　

ど
ち
ら
が
正
し
い
か
、
と
い
う
よ
り
は
、
両
方
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
大
筋
と
し
て
は
、
新
し

い
技
術
が
発
明
さ
れ
、
社
会
に
投
入
さ
れ
れ
ば
、
人
類

は
そ
れ
を
使
う
方
向
を
選
択
す
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

そ
の
と
き
に
、
拡
張
の
効
果
、
あ
る
い
は
明
る
い
面
ば

か
り
を
謳
う
声
が
大
き
け
れ
ば
、
重
大
な
視
点
を
見
落

と
し
て
い
る
こ
と
に
思
い
を
馳
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ど
ち
ら
が
正
し
い
と
い
う
の
で
は
な
く
て
、
プ
ラ
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ト
ン
が
『
パ
イ
ド
ロ
ス
』
で
展
開
し
た
技
術
論
は
、
十

全
で
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
形
を
し
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

そ
れ
が
受
容
さ
れ
る
過
程
で
、
拡
張
の
効
果
を
強
調
し

た
部
分
、
つ
ま
り
テ
ウ
ト
的
な
発
想
が
一
人
歩
き
し
て

い
る
の
は
由
々
し
き
事
態
で
す
。

　

誰
が
メ
タ
バ
ー
ス
を
「
判
別
」
す
る
の
か

森
川　

も
う
一
つ
プ
ラ
ト
ン
の
話
で
い
う
と
、
私
も
先
生

の
『
サ
イ
ボ
ー
グ
―
―
人
工
物
を
理
解
す
る
た
め
の

鍵
』
を
読
ん
だ
時
に
も
の
す
ご
く
気
に
な
っ
た
ワ
ー
ド

で
「
判
別
」
と
い
う
議
論
が
あ
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん

そ
の
骨
格
はextension

と
い
う
言
葉
を
、
日
本
語
で

は
「
拡
張
」
で
あ
っ
た
り
「
延
長
」
で
あ
っ
た
り
「
外

化
」
と
い
う
言
葉
で
説
明
さ
れ
る
わ
け
で
す
が
、
そ
れ

を
判
断
す
る
、
つ
ま
り
こ
の
技
術
が
持
つ
意
味
は
何
な

の
か
、
そ
れ
を
ど
の
範
囲
ま
で
適
用
す
べ
き
な
の
か
と

い
う
こ
と
を
判
別
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す

よ
ね
。
そ
れ
は
道
具
を
使
う
人
と
イ
コ
ー
ル
で
も
な
い

し
、
道
具
を
発
明
す
る
人
と
イ
コ
ー
ル
で
も
な
い
。
別

の
判
別
者
が
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
ね
。

柴
田　

判
別
す
る
力
の
審
級
の
問
題
で
す
ね
。
道
具
を
発

明
し
た
人
で
あ
れ
ば
、
自
分
こ
そ
が
そ
の
発
明
の
意
味

を
一
番
よ
く
わ
か
っ
て
い
る
、
と
言
い
た
く
な
る
が
、

そ
れ
は
間
違
い
で
あ
り
、
発
明
者
よ
り
も
使
っ
て
い
る

人
の
方
が
よ
く
わ
か
る
、
さ
ら
に
う
ま
く
使
う
人
の
方

が
わ
か
る
は
ず
だ
、
と
い
う
審
級
で
す
。

　
　

た
だ
し
プ
ラ
ト
ン
の
場
合
に
は
、
う
ま
く
使
う
人
が

そ
の
道
具
に
つ
い
て
一
番
よ
く
分
か
っ
て
い
る
か
と
い

う
と
そ
う
で
は
な
く
、
道
具
の
イ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て
考

え
ら
れ
る
哲
学
者
を
そ
の
上
に
置
き
ま
す
。
轡く
つ
わ

や
ハ
ン

マ
ー
が
一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
そ
の
よ
さ
を
判
別

で
き
る
人
は
そ
の
イ
デ
ア
を
知
っ
て
い
る
人
で
あ
り
、

こ
れ
が
哲
学
者
だ
と
言
う
ん
で
す
ね
。

　
　

私
は
こ
の
意
味
で
の
哲
学
者
を
判
別
の
最
上
位
に
位
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置
付
け
る
の
は
ち
ょ
っ
と
違
う
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。
使
用
者
の
認
知
に
こ
と
ば
を
与
え
る
メ
タ

認
知
の
理
論
を
持
つ
も
の
こ
そ
が
、
哲
学
者
と
同
等
以

上
の
判
別
の
力
を
持
つ
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

研
究
の
領
域
で
い
う
と
認
知
科
学
的
な
理
論
が
、
判
別

に
至
る
近
道
な
の
で
は
な
い
か
と
。『
サ
イ
ボ
ー
グ
』
の

第
二
章
以
下
で
は
候
補
と
な
る
理
論
の
紹
介
に
紙
面
を

割
き
ま
し
た
。
た
だ
し
、
も
ち
ろ
ん
如
何
な
る
精
緻
な

理
論
に
基
づ
こ
う
と
も
、
道
具
の
類
が
社
会
に
及
ぼ
す

影
響
を
完
全
に
理
解
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
そ
し
て
、

未
来
の
予
測
は
原
理
的
に
不
可
能
で
す
。
翻
っ
て
、
未

来
の
世
界
を
予
測
し
き
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、

例
え
ば
「
こ
れ
を
使
う
と
当
面
こ
う
い
う
効
果
が
あ
る
、

将
来
ど
う
使
わ
れ
る
か
は
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど
、
こ
の

人
工
物
に
は
こ
の
よ
う
な
効
果
が
あ
り
ま
す
よ
」
と
い

う
の
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
言
語
を
探
し
た
と
き
、

認
知
科
学
の
領
域
に
は
、
十
分
で
は
な
い
に
し
て
も
最

も
適
当
な
も
の
が
あ
る
、
と
い
う
の
が
今
の
結
論
で
す
。

　
　

メ
タ
バ
ー
ス
に
つ
い
て
も
同
様
に
考
え
ま
す
。
メ
タ

バ
ー
ス
の
制
作
者
が
、
そ
れ
に
ど
の
よ
う
な
効
果
が
あ

る
か
を
一
番
よ
く
知
っ
て
い
る
か
は
疑
わ
し
い
。
今
日
、

「
バ
ー
チ
ャ
ル
美
少
女
ね
む
」
さ
ん
な
ど
の
、
い
わ
ゆ

る
使
用
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
の
話
を
聞
く
気
運
が
強
い

の
は
、
つ
く
っ
た
人
が
全
部
わ
か
っ
て
い
る
わ
け
で
も

な
い
、
と
り
あ
え
ず
一
番
う
ま
く
使
い
こ
な
し
て
い
る

人
の
話
を
聞
き
ま
し
ょ
う
と
い
う
フ
ェ
ー
ズ
だ
か
ら
だ

と
思
う
ん
で
す
。
だ
か
ら
こ
う
し
た
傾
向
は
間
違
っ
て

は
い
な
い
と
思
う
の
で
す
が
、
将
来
的
に
は
ト
ッ
プ
ラ

ン
ナ
ー
の
認
知
を
言
語
化
す
る
た
め
の
メ
タ
認
知
の
理

論
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

森
川　

メ
タ
バ
ー
ス
と
い
う
現
象
が
ま
だ
新
し
い
か
ら
そ

の
よ
う
な
状
態
な
の
か
、
未
来
永
劫
そ
う
い
う
も
の
な

の
か
。
ど
ち
ら
で
し
ょ
う
か
。

柴
田　

未
来
予
測
の
不
可
能
性
を
前
提
に
す
れ
ば
、
未
来
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永
劫
そ
う
で
し
ょ
う
。
さ
ら
に
、
使
用
者
の
中
で
誰
が

う
ま
く
使
っ
て
い
る
の
か
を
見
極
め
る
の
も
大
変
で

し
ょ
う
。
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
ら
し
い
け
れ
ど
、
話
を
聞

い
た
ら
大
し
た
こ
と
な
い
な
、
と
い
う
こ
と
も
あ
り
得

ま
す
し
、
逆
に
そ
の
よ
う
な
見
立
て
が
間
違
っ
て
い
る

こ
と
も
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
理
論
的
な
研
究
が
必
要

な
の
で
す
が
、
ま
だ
こ
れ
と
い
っ
た
も
の
は
な
い
よ
う

で
す
。

　
　

ち
な
み
に
、
ヨ
ハ
ネ
ス
・
グ
ー
テ
ン
ベ
ル
ク
は
、
自

分
が
発
明
し
た
印
刷
技
術
が
、
一
斉
授
業
の
モ
デ
ル
に

な
る
と
か
、
国
民
国
家
を
創
設
す
る
な
ど
と
は
想
像
さ

え
し
な
か
っ
た
は
ず
で
す
。
発
明
か
ら
50
年
後
く
ら
い

に
ル
タ
ー
な
る
人
物
が
印
刷
技
術
を
使
っ
て
ド
イ
ツ
語

訳
聖
書
を
出
版
し
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
一
元
的
な
支
配
を

崩
さ
せ
る
こ
と
な
ど
、
夢
に
さ
え
見
な
か
っ
た
で
し
ょ

う
。
メ
デ
ィ
ア
史
を
勉
強
す
る
限
り
、
制
作
者
が
判
別

者
と
し
て
は
ほ
と
ん
ど
力
が
な
い
と
い
う
の
は
、
公
理

と
も
言
っ
て
よ
い
事
実
で
す
。

　
　

効
果
を
測
定
す
る
た
め
の
理
論
探
し
に
焦
点
が
あ
た

り
、
議
論
が
成
熟
し
て
い
け
ば
、
当
然
、
判
別
と
予
測

が
違
う
こ
と
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
で
し
ょ
う
。

も
し
か
し
た
ら
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
、
今
後
、
人
工

物
の
判
別
に
加
え
、
予
測
の
た
め
に
使
わ
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
ね
。

　
　

別
の
と
こ
ろ
（
Ａ
Ｉ
に
関
す
る
近
著
）
で
書
い
た
話

で
す
が
、
予
測
が
難
し
い
の
は
、
用
途
の
確
定
に
は
、

非
常
に
た
く
さ
ん
の
人
が
使
う
状
況
の
中
で
選
択
さ
れ

て
い
く
状
況
を
再
現
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。

そ
う
考
え
る
と
、
メ
タ
バ
ー
ス
と
い
う
の
は
、
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
空
間
と
し
て
非
常
に
興
味
深
い
。
メ
タ

バ
ー
ス
と
は
、
の
話
と
ち
ょ
っ
と
ず
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
メ
タ
バ
ー
ス
の
中
に
現
実
世
界
で
発
明
さ
れ

た
新
し
い
道
具
を
投
入
し
、
使
わ
れ
方
を
観
察
す
る
こ

と
で
、
現
実
世
界
で
の
用
途
の
予
測
に
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
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「
お
一
人
様
フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ブ
ル
」
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

現
実
世
界
の
生
き
方

森
川　

私
が
先
生
の
解
説
で
面
白
い
と
思
っ
た
の
は
、
仮

に
お
一
人
様
フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ブ
ル
が
成
立
し
た
世
界

で
、
生
ま
れ
た
時
か
ら
完
全
に
隔
離
さ
れ
て
お
一
人
様

フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ブ
ル
の
中
で
育
っ
た
よ
う
な
人
で
あ
れ

ば
、
つ
ま
り
現
実
世
界
を
一
切
知
ら
な
い
、
も
し
現
実

世
界
で
生
き
て
い
た
経
験
が
あ
っ
た
と
し
て
も
そ
の
現

実
世
界
の
記
憶
を
忘
却
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
れ
ば
、

完
全
な
孤
立
化
と
い
う
の
が
成
立
し
得
る
。
け
れ
ど
も
、

現
実
世
界
の
記
憶
が
あ
る
限
り
は
自
ず
と
「
外
か
ら
眺

め
る
客
観
的
な
視
点
を
不
可
避
的
に
持
つ
」
と
い
う
箇

所
で
す
。
つ
ま
り
現
実
世
界
か
ら
フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ブ
ル

の
世
界
を
見
て
し
ま
う
客
観
的
な
視
点
を
不
可
避
的
に

持
つ
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね
。
私
も
そ
う
思
い
ま
す
。

　
　

こ
れ
と
う
ま
く
議
論
を
結
び
付
け
ら
れ
な
い
か
も
し

れ
な
い
け
れ
ど
、
先
生
の
解
説
の
最
初
の
方
で
、
メ
タ

バ
ー
ス
そ
の
も
の
は
現
実
世
界
の
知
覚
と
認
識
を
相
対

化
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
い
う
知
覚
や
認
識
を
相
対
化
す
る
と
い
う
の
は
、

「
お
一
人
様
フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ブ
ル
」
は
想
定
さ
れ
て
い

な
く
て
、
人
同
士
の
交
流
が
普
通
に
メ
タ
バ
ー
ス
の
世

界
で
も
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
現
実
世
界
を
も
う
一
度

別
の
目
で
見
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

柴
田　

技
術
的
な
話
を
言
う
と
、
現
実
世
界
で
は
自
分
の

視
点
は
こ
こ
（
自
分
の
目
線
）
に
固
定
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
メ
タ
バ
ー
ス
だ
と
俯
瞰
も
で
き
る
し
、
森
川
先
生

の
視
点
か
ら
私
を
見
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
　

そ
う
す
る
と
、
固
定
さ
れ
て
い
る
が
故
の
自
己
の
感

覚
や
自
己
知
覚
を
相
対
化
し
て
、
平
た
く
言
う
と
、
他

者
の
視
点
で
自
分
を
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
そ
う
す
る

と
自
己
の
観
念
も
変
わ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
メ
タ
バ
ー
ス
で
し
か
で
き
な
い
よ
う
な
可
能
性

も
、
も
っ
と
追
究
し
て
い
く
べ
き
で
し
ょ
う
。
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森
川　

知
覚
と
認
識
を
相
対
化
す
る
と
い
う
の
は
そ
う

い
っ
た
技
術
的
な
話
で
、
仮
に
「
お
一
人
様
フ
ィ
ル

タ
ー
バ
ブ
ル
」
が
成
立
し
た
と
し
て
も
完
全
に
現
実
世

界
を
忘
却
し
た
よ
う
な
こ
と
は
で
き
ず
、
客
観
的
な
現

実
世
界
の
視
点
を
持
ち
込
ま
ざ
る
を
得
な
く
な
る
と
す

る
と
、自
ら
選
ん
で
「
お
一
人
様
フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ブ
ル
」

空
間
に
い
る
と
し
て
も
、
そ
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
を
忘
れ
た

り
、
意
識
化
し
な
い
で
い
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と

い
う
御
指
摘
と
関
連
す
る
で
し
ょ
う
か
。

　
　
「
お
一
人
様
フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ブ
ル
」
の
よ
う
な
世
界

で
は
い
か
な
る
連
帯
と
も
無
縁
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

を
目
指
そ
う
と
す
る
け
れ
ど
、
そ
も
そ
も
完
全
に
現
実

世
界
を
忘
却
し
た
よ
う
な
世
界
は
あ
り
得
な
い
の
だ
か

ら
、
い
か
な
る
連
帯
と
も
無
縁
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

な
ど
そ
も
そ
も
存
在
し
な
い
と
言
え
る
の
か
。
あ
る
い

は
そ
う
い
う
不
可
避
的
な
視
点
を
持
つ
が
故
に
、
完
全

な
「
お
一
人
様
フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ブ
ル
」
と
い
う
も
の
も

存
在
し
得
な
い
と
言
え
る
の
か
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
は

ど
う
で
す
か
。

柴
田　
「
お
一
人
様
フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ブ
ル
」
と
ニ
ヒ
リ
ズ

ム
の
話
を
し
ま
し
ょ
う
。「
お
一
人
様
フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ブ

ル
」
で
も
Ａ
Ｉ
が
い
ろ
い
ろ
な
障
害
を
つ
く
っ
て
く
れ

て
、
し
か
し
最
後
は
そ
れ
ら
を
乗
り
越
え
て
ス
タ
ー
や

ヒ
ー
ロ
ー
に
な
る
と
い
う
ス
ト
ー
リ
ー
を
経
験
し
た
と

し
ま
す
。
と
て
も
快
適
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
し
か

し
、「
俺
は
こ
の
バ
ブ
ル
に
入
る
前
は
こ
う
じ
ゃ
な
か
っ

た
、
今
経
験
し
た
の
は
つ
く
ら
れ
た
世
界
な
ん
だ
」
と

い
う
意
識
、
あ
る
い
は
自
覚
が
消
え
る
こ
と
は
な
い
は

ず
で
す
。
メ
タ
バ
ー
ス
内
の
自
分
を
俯
瞰
す
る
、
い
わ

ば
第
三
者
的
な
視
点
を
自
ら
に
内
在
化
し
て
い
る
の
で

す
。
い
く
ら
メ
タ
バ
ー
ス
内
で
栄
光
に
満
ち
た
経
験
を

し
よ
う
と
も
、
本
当
に
そ
の
栄
光
に
浸
る
こ
と
が
で
き

る
か
ど
う
か
、「
お
一
人
様
フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ブ
ル
」
で
の

経
験
が
、
現
実
世
界
、
あ
る
は
社
交
の
要
素
を
残
し
た
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メ
タ
バ
ー
ス
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
の
経
験
と
同
等
に

感
じ
ら
れ
る
か
は
、
か
な
り
疑
わ
し
い
の
で
す
。

　
　

メ
タ
バ
ー
ス
が
社
交
的
な
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
他
者

か
ら
の
承
認
に
基
づ
く
栄
光
は
、
現
実
世
界
の
も
の
と

同
等
で
す
。し
か
し
、「
お
一
人
様
フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ブ
ル
」

の
場
合
、
他
者
と
の
軋
轢
も
Ａ
Ｉ
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ

た
も
の
で
、
す
べ
て
の
障
害
が
最
初
か
ら
越
え
ら
れ
る

程
度
の
も
の
に
設
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
旦
く
じ
け
た

と
し
て
も
、
２
回
目
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
ら
ク
リ
ア
で

き
る
よ
う
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
さ
れ
て
い
た
り
。
そ
の

よ
う
な
世
界
で
成
功
を
収
め
た
と
し
て
も
、
心
の
底
か

ら
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

　
　

私
た
ち
が
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
あ
る
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム

は
基
本
的
に
「
お
一
人
様
フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ブ
ル
」
と
同

じ
構
図
で
す
。
完
全
に
ク
リ
ア
で
き
る
よ
う
に
つ
く
ら

れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
ゲ
ー
ム
を
通
じ
た
社
交
の
機
会

は
保
持
さ
れ
て
い
ま
し
た
。「
か
け
っ
こ
は
遅
い
け
れ
ど

ゲ
ー
ム
が
で
き
る
か
ら
あ
い
つ
す
ご
い
な
」
と
。
そ
う

い
う
風
に
役
割
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ
と
し
て

ゲ
ー
ム
が
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
ゲ
ー
ム
に
し
て
も
、

そ
れ
だ
け
で
完
結
し
て
い
る
世
界
は
か
つ
て
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
　

話
を
戻
す
と
、
第
三
者
の
視
点
を
内
在
化
し
て
し

ま
っ
て
い
る
以
上
、
完
全
な
お
一
人
様
の
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
な
ど
と
い
う
も
の
は
、
あ
り
え
ま
せ
ん
。「
お

一
人
様
フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ブ
ル
」
に
は
、
メ
タ
バ
ー
ス
で

の
栄
光
や
成
功
を
無
化
す
る
「
目
」
が
常
に
つ
き
ま
と

う
が
故
に
、
そ
こ
で
の
経
験
の
価
値
を
疑
う
ニ
ヒ
リ
ズ

ム
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
す
。

　
　

不
完
全
な
「
お
一
人
様
フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ブ
ル
」
に
こ

も
っ
て
い
る
人
の
関
心
が
、
自
分
に
し
か
向
い
て
い
な

い
こ
と
は
既
に
述
べ
ま
し
た
。
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
が
襲
っ
て

く
る
た
び
に
、
そ
の
人
の
関
心
は
、
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
を
振

り
払
う
か
の
よ
う
に
内
に
内
に
向
き
、
現
実
世
界
か
ら

ま
す
ま
す
遠
ざ
か
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
自
分
に

し
か
関
心
が
な
く
、
自
分
が
快
感
を
得
る
こ
と
に
執
心
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す
る
人
に
連
帯
と
か
公
共
性
の
心
が
芽
生
え
る
こ
と
も

期
待
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
人
々
を
つ
く
り
だ
す

こ
と
に
資
源
を
投
入
す
る
と
い
う
こ
と
に
、
非
常
に
不

健
全
な
感
じ
を
受
け
る
わ
け
で
す
。

森
川　

い
よ
い
よ
最
後
の
問
い
に
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

先
ほ
ど
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
関
わ
る
か
も
し
れ
な

い
し
、
予
測
で
き
な
い
と
い
う
先
生
の
言
葉
か
ら
す
る

と
今
か
ら
聞
く
こ
と
は
愚
問
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、「
お

一
人
様
フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ブ
ル
」
の
よ
う
な
使
い
方
を
す

る
の
が
メ
タ
バ
ー
ス
の
標
準
的
な
世
界
に
な
る
よ
う
な

デ
ィ
ス
ト
ピ
ア
的
な
予
測
を
す
る
と
、
そ
こ
で
生
き
て

い
る
人
間
と
い
う
の
は
こ
れ
ま
で
の
人
間
と
ど
う
違
う

の
で
し
ょ
う
か
。

柴
田　

岡
嶋
さ
ん
の
考
え
を
好
意
的
に
取
れ
ば
、
基
本
的

に
は
、
メ
タ
バ
ー
ス
は
現
実
世
界
に
お
け
る
の
と
同
じ

く
新
し
い
役
割
を
得
る
機
会
を
与
え
て
く
れ
る
発
明
だ

が
、
そ
の
よ
う
な
機
会
を
活
か
せ
ず
、
メ
タ
バ
ー
ス
で

も
こ
ぼ
れ
落
ち
て
し
ま
う
人
も
い
る
、
そ
う
い
う
人
に

は
「
お
一
人
様
フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ブ
ル
」
の
よ
う
な
使
い

方
も
あ
り
ま
す
よ
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ
う
。「
お

一
人
様
フ
ィ
ル
タ
ー
バ
ブ
ル
」
が
メ
タ
バ
ー
ス
の
究
極

形
と
は
お
考
え
で
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
も
し
考
え
て

い
る
と
す
れ
ば
、
あ
る
い
は
考
え
る
人
が
い
る
と
す
れ

ば
、
メ
タ
バ
ー
ス
の
使
い
方
を
間
違
え
て
お
り
、
悪
用

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
、
と
申
し
上
げ
た
い
。

　
　

商
売
上
、
こ
う
し
た
悪
用
で
一
儲
け
し
よ
う
と
す
る

人
は
出
て
く
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
可
能
性
は
否
定
で
き

ま
せ
ん
。
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、「
お
一
人
様
フ
ィ

ル
タ
ー
バ
ブ
ル
」
な
る
も
の
は
Ａ
Ｉ
の
使
い
方
と
し
て

も
メ
タ
バ
ー
ス
の
使
い
方
と
し
て
も
健
全
で
は
な
く
、

そ
の
よ
う
な
用
途
で
メ
タ
バ
ー
ス
に
籠
る
の
は
人
間
の

生
き
方
と
し
て
肯
定
で
き
ま
せ
ん
。
学
校
に
行
き
た
く

な
い
状
況
は
誰
に
で
も
あ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
正
解

や
見
え
な
い
手
に
よ
る
保
護
の
な
い
中
、
蛮
勇
を
振
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る
っ
た
り
、
一
旦
逃
げ
た
り
し
な
が
ら
生
き
て
き
て
今

が
誰
に
も
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
厳
し
い
現

実
世
界
に
は
、
こ
う
し
た
試
行
錯
誤
を
通
じ
て
徐
々
に

大
人
に
な
り
、
他
者
の
こ
と
を
思
い
や
れ
る
よ
う
に
な

る
と
い
う
肯
定
的
な
面
が
あ
り
ま
す
。
す
べ
て
の
障
害

を
Ａ
Ｉ
で
管
理
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
世
界
に

生
き
る
意
味
な
ど
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

森
川　

メ
タ
バ
ー
ス
の
大
き
な
問
題
点
と
し
て
は
そ
う
い

う
こ
と
が
残
っ
て
い
る
と
。
先
生
の
解
説
記
事
で
も
こ

う
い
う
も
の
が
出
て
き
て
い
て
、
こ
う
い
う
問
題
点
が

あ
る
と
い
う
の
を
指
摘
し
て
も
ら
っ
た
の
で
す
が
、
も

う
一
方
で
必
ず
し
も
現
実
世
界
と
メ
タ
バ
ー
ス
を
対
立

軸
で
と
ら
え
る
必
要
は
な
く
て
、
お
互
い
相
互
補
完
的

に
成
立
す
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
未
来
予
想
図
を
想
像
す
る

な
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

柴
田　

メ
タ
バ
ー
ス
の
善
用
の
例
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
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は
、
メ
タ
バ
ー
ス
で
し
か
経
験
で
き
な
い
こ
と
を
通
し

て
、
メ
タ
バ
ー
ス
で
得
た
経
験
を
も
と
に
現
実
世
界
で

よ
り
良
く
生
き
る
、
要
す
る
に
現
実
世
界
へ
の
帰
還
を

前
提
に
し
た
も
の
で
す
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
い
わ
ゆ
る

精
神
疾
患
の
治
療
に
メ
タ
バ
ー
ス
を
利
用
す
る
事
例
が

あ
り
ま
す
。
メ
タ
バ
ー
ス
で
生
き
る
た
め
で
は
な
く
、

現
実
世
界
で
よ
り
良
く
生
き
る
た
め
に
メ
タ
バ
ー
ス
を

利
用
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
話
で
す
。
現
段
階
で
は
健
全

で
真
っ
当
な
利
用
法
だ
と
思
い
ま
す
。

　
　

そ
れ
以
外
に
も
メ
タ
バ
ー
ス
の
用
例
で
面
白
そ
う
な

の
は
、
物
理
的
な
法
則
か
ら
自
由
に
世
界
を
つ
く
れ
る

点
で
し
ょ
う
か
。
宙
に
浮
い
て
い
る
建
物
や
、
現
実
世

界
で
は
不
可
能
な
構
造
の
建
物
も
つ
く
れ
ま
す
。
ア
バ

タ
ー
の
行
為
に
も
自
由
が
あ
り
ま
す
。
空
を
飛
ぶ
夢
も

叶
い
ま
す
。
良
い
映
画
を
観
た
り
、
良
い
小
説
を
読
ん

だ
後
の
よ
う
に
、
メ
タ
バ
ー
ス
で
の
経
験
が
現
実
世
界

を
よ
り
良
く
生
き
る
糧
に
な
れ
ば
よ
い
で
す
ね
。

森
川　

現
実
世
界
と
メ
タ
バ
ー
ス
の
間
を
行
き
来
し
な
が

ら
、
現
実
世
界
で
よ
り
良
い
生
き
方
を
し
て
い
く
と
い

う
こ
と
で
す
ね
。
そ
れ
で
は
、
こ
こ
で
終
わ
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

構
成
・
文
＝
細
川　
美
香

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

柴
田　
崇
（
し
ば
た　
た
か
し
）。
博
士
（
教
育
学
）。
現
在
、
北

海
学
園
大
学
人
文
学
部
英
米
文
化
学
科
教
授
。
専
門
は
、
メ

デ
ィ
ア
論
、
技
術
思
想
史
。
主
な
著
書
・
論
文
に
、『
サ
イ

ボ
ー
グ
：
人
工
物
を
理
解
す
る
た
め
の
鍵
』
東
京
大
学
出
版

会
（
２
０
２
２
年
）、
Ｔ
・
イ
ン
ゴ
ル
ド
『
生
き
て
い
る
こ
と
：

動
く
、知
る
、記
述
す
る
』（
共
訳
）左
右
社（
２
０
２
１
年
）、『
マ

ク
ル
ー
ハ
ン
と
メ
デ
ィ
ア
論
：
身
体
論
の
集
合
』
勁
草
書
房

（
２
０
１
３
年
）、「
サ
イ
ボ
ー
グ
の
『
原
型
』："extension"

の

系
譜
学
に
基
づ
く
Ｊ
．
Ｄ
．
バ
ナ
ー
ル
の
読
解
」『
新
人
文
学
』

第
12
号
（
２
０
１
５
年
）
な
ど
が
あ
る
。
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令
和
三
年
度　

大
学
院
文
学
研
究
科

❖
学
位
論
文
題
目
一
覧

修
士
学
位
論
文

●
日
本
文
化
専
攻
修
士
課
程

氏
　
　
名

修
　
士
　
論
　
文
　
題
　
目

蟬
塚　

咲
衣

祭
礼
の
可
視
化
と
ア
ー
カ
イ
ブ 

―
奥
尻
島
に
お
け
る
震
災
か
ら
の
復
興
と
継
承
過
程

を
事
例
に
―

［
彙
報
］
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［彙報］令和三年度　大学院文学研究科学位論文題目一覧／講義題目

授
業
科
目

担
当
教
員

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅰ
Ａ

テ
レ
ン
グ
ト
・
ア
イ
ト
ル 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅰ
Ｂ

テ
レ
ン
グ
ト
・
ア
イ
ト
ル 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅰ
Ｃ

テ
レ
ン
グ
ト
・
ア
イ
ト
ル 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅱ
Ａ

鈴
木
英
之 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅱ
Ｂ

鈴
木
英
之 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅱ
Ｃ

鈴
木
英
之 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ａ

田
中　

綾 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ｂ

田
中　

綾 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ｃ

田
中　

綾 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅳ
Ａ

徳
永
良
次 
教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅳ
Ｂ

徳
永
良
次 
教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅳ
Ｃ

徳
永
良
次 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅴ
Ａ

大
谷
通
順 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅴ
Ｂ

大
谷
通
順 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅴ
Ｃ

大
谷
通
順 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅶ
Ａ

大
石
和
久 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅶ
Ｂ

大
石
和
久 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅶ
Ｃ

大
石
和
久 

教
授

日
本
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅱ
Ａ

郡
司　

淳 

教
授

授
業
科
目

担
当
教
員

日
本
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅱ
Ｂ

郡
司　

淳 

教
授

日
本
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅱ
Ｃ

郡
司　

淳 

教
授

日
本
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ａ

手
塚　

薫 

教
授

日
本
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ｂ

手
塚　

薫 

教
授

日
本
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ｃ

手
塚　

薫 

教
授

日
本
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅳ
Ａ

須
田
一
弘 

教
授

日
本
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅳ
Ｂ

須
田
一
弘 

教
授

日
本
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅳ
Ｃ

須
田
一
弘 

教
授

❖
授
業
科
目
及
び
担
当
者

●
日
本
文
化
専
攻
博
士
（
後
期
）
課
程

※
非
常
勤
科
目
は
実
際
に
開
講
し
た
科
目
の
み
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授
業
科
目

担
当
教
員

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅰ
Ａ

田
中
洋
也 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅰ
Ｂ

田
中
洋
也 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅰ
Ｃ

田
中
洋
也 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅱ
Ａ

米
坂
ス
ザ
ン
ヌ 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅱ
Ｂ

米
坂
ス
ザ
ン
ヌ 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅱ
Ｃ

米
坂
ス
ザ
ン
ヌ 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ａ

上
野
誠
治 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ｂ

上
野
誠
治 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ｃ

上
野
誠
治 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅳ
Ａ

佐
藤
貴
史 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅳ
Ｂ

佐
藤
貴
史 
教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅳ
Ｃ

佐
藤
貴
史 
教
授

欧
米
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅰ
Ａ

柴
田　

崇 

教
授

欧
米
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅰ
Ｂ

柴
田　

崇 

教
授

欧
米
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅰ
Ｃ

柴
田　

崇 

教
授

欧
米
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅱ
Ａ

大
森
一
輝 

教
授

欧
米
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅱ
Ｂ

大
森
一
輝 

教
授

欧
米
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅱ
Ｃ

大
森
一
輝 

教
授

欧
米
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ａ

小
松
か
お
り 

教
授

欧
米
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ｂ

小
松
か
お
り 

教
授

授
業
科
目

担
当
教
員

欧
米
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ｃ

小
松
か
お
り 

教
授

欧
米
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅳ
Ａ

仲
松
優
子 

教
授

欧
米
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅳ
Ｂ

仲
松
優
子 

教
授

欧
米
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅳ
Ｃ

仲
松
優
子 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅴ
Ａ

渡
部
あ
さ
み 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅴ
Ｂ

渡
部
あ
さ
み 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅴ
Ｃ

渡
部
あ
さ
み 

教
授

●
英
米
文
化
専
攻
博
士
（
後
期
）
課
程
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［彙報］令和三年度　大学院文学研究科学位論文題目一覧／講義題目

授
業
科
目

担
当
教
員

日
本
文
学
特
殊
講
義
Ⅰ

関
本
真
乃 

准
教
授

日
本
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ａ

関
本
真
乃 

准
教
授

日
本
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ｂ

関
本
真
乃 

准
教
授

日
本
文
学
特
殊
講
義
Ⅱ

田
中　

綾 

教
授

日
本
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ａ

田
中　

綾 

教
授

日
本
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ｂ

田
中　

綾 

教
授

日
本
文
学
特
殊
講
義
Ⅲ

中
村
三
春 

講
師

比
較
文
学
特
殊
講
義
Ⅰ

テ
レ
ン
グ
ト
・
ア
イ
ト
ル 

教
授

比
較
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ａ

テ
レ
ン
グ
ト
・
ア
イ
ト
ル 

教
授

比
較
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ｂ

テ
レ
ン
グ
ト
・
ア
イ
ト
ル 

教
授

比
較
文
学
特
殊
講
義
Ⅱ

大
谷
通
順 
教
授

比
較
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ａ

大
谷
通
順 
教
授

比
較
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ｂ

大
谷
通
順 

教
授

日
本
思
想
特
殊
講
義
Ⅰ

鈴
木
英
之 

教
授

日
本
思
想
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ａ

鈴
木
英
之 

教
授

日
本
思
想
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ｂ

鈴
木
英
之 

教
授

日
本
思
想
特
殊
講
義
Ⅱ

大
石
和
久 

教
授

日
本
思
想
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ａ

大
石
和
久 

教
授

日
本
思
想
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ｂ

大
石
和
久 

教
授

日
本
語
研
究
特
殊
講
義
Ⅰ

丸
島　

歩 

准
教
授

日
本
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ａ

丸
島　

歩 

准
教
授

授
業
科
目

担
当
教
員

日
本
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ｂ

丸
島　

歩 

准
教
授

日
本
語
研
究
特
殊
講
義
Ⅱ

徳
永
良
次 

教
授

日
本
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ａ

徳
永
良
次 

教
授

日
本
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ｂ

徳
永
良
次 

教
授

比
較
言
語
研
究
特
殊
講
義
ｊ
Ⅰ

寺
田
吉
孝 

教
授

比
較
言
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
ｊ
Ⅰ
Ａ

寺
田
吉
孝 

教
授

比
較
言
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
ｊ
Ⅰ
Ｂ

寺
田
吉
孝 

教
授

日
本
史
特
殊
講
義
Ⅰ

片
岡
耕
平 

准
教
授

日
本
史
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ａ

片
岡
耕
平 

准
教
授

日
本
史
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ｂ

片
岡
耕
平 

准
教
授

日
本
史
特
殊
講
義
Ⅱ

郡
司　

淳 

教
授

日
本
史
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ａ

郡
司　

淳 

教
授

日
本
史
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ｂ

郡
司　

淳 

教
授

日
本
史
特
殊
講
義
Ⅲ

東　

俊
佑 

講
師

環
境
文
化
特
殊
講
義
ｊ
Ⅰ

手
塚　

薫 

教
授

環
境
文
化
特
殊
講
義
演
習
ｊ
Ⅰ
Ａ

手
塚　

薫 

教
授

環
境
文
化
特
殊
講
義
演
習
ｊ
Ⅰ
Ｂ

手
塚　

薫 

教
授

環
境
文
化
特
殊
講
義
ｊ
Ⅱ

須
田
一
弘 

教
授

環
境
文
化
特
殊
講
義
演
習
ｊ
Ⅱ
Ａ

須
田
一
弘 

教
授

環
境
文
化
特
殊
講
義
演
習
ｊ
Ⅱ
Ｂ

須
田
一
弘 

教
授

●
日
本
文
化
専
攻
修
士
課
程
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授
業
科
目

担
当
教
員

英
米
文
学
特
殊
講
義
Ⅰ

渡
部
あ
さ
み 

教
授

英
米
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ａ

渡
部
あ
さ
み 

教
授

英
米
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ｂ

渡
部
あ
さ
み 

教
授

英
米
文
学
特
殊
講
義
Ⅱ

森
川
慎
也 

准
教
授

英
米
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ａ

森
川
慎
也 

准
教
授

英
米
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ｂ

森
川
慎
也 

准
教
授

英
語
研
究
特
殊
講
義
Ⅰ

上
野
誠
治 

教
授

英
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ａ

上
野
誠
治 

教
授

英
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ｂ

上
野
誠
治 

教
授

英
語
研
究
特
殊
講
義
Ⅱ

米
坂
ス
ザ
ン
ヌ 

教
授

英
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ａ

米
坂
ス
ザ
ン
ヌ 

教
授

英
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ｂ

米
坂
ス
ザ
ン
ヌ 

教
授

英
語
研
究
特
殊
講
義
Ⅲ

田
中
洋
也 

教
授

英
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
Ⅲ
Ａ

田
中
洋
也 

教
授

英
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
Ⅲ
Ｂ

田
中
洋
也 

教
授

英
語
研
究
特
殊
講
義
Ⅳ

ブ
シ
ャ
ー
・
ジ
ェ
レ
ミ 

准
教
授

英
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
Ⅳ
Ａ

ブ
シ
ャ
ー
・
ジ
ェ
レ
ミ 

准
教
授

英
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
Ⅳ
Ｂ

ブ
シ
ャ
ー
・
ジ
ェ
レ
ミ 

准
教
授

欧
米
思
想
特
殊
講
義
Ⅰ

小
柳
敦
史 

准
教
授

欧
米
思
想
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ａ

小
柳
敦
史 

准
教
授

授
業
科
目

担
当
教
員

欧
米
思
想
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ｂ

小
柳
敦
史 

准
教
授

欧
米
史
特
殊
講
義
Ⅰ

仲
丸
英
起 

准
教
授

欧
米
史
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ａ

仲
丸
英
起 

准
教
授

欧
米
史
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ｂ

仲
丸
英
起 

准
教
授

欧
米
史
特
殊
講
義
Ⅱ

大
森
一
輝 

教
授

欧
米
史
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ａ

大
森
一
輝 

教
授

欧
米
史
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ｂ

大
森
一
輝 

教
授

欧
米
史
特
殊
講
義
Ⅲ

仲
松
優
子 

教
授

欧
米
史
特
殊
講
義
演
習
Ⅲ
Ａ

仲
松
優
子 

教
授

欧
米
史
特
殊
講
義
演
習
Ⅲ
Ｂ

仲
松
優
子 

教
授

環
境
文
化
特
殊
講
義
ｅ
Ⅰ

小
松
か
お
り 

教
授

環
境
文
化
特
殊
講
義
演
習
ｅ
Ⅰ
Ａ

小
松
か
お
り 

教
授

環
境
文
化
特
殊
講
義
演
習
ｅ
Ⅰ
Ｂ

小
松
か
お
り 

教
授

環
境
文
化
特
殊
講
義
ｅ
Ⅱ

柴
田　

崇 

教
授

環
境
文
化
特
殊
講
義
演
習
ｅ
Ⅱ
Ａ

柴
田　

崇 

教
授

環
境
文
化
特
殊
講
義
演
習
ｅ
Ⅱ
Ｂ

柴
田　

崇 

教
授

●
英
米
文
化
専
攻
修
士
課
程
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◎
二
〇
二
二
年
度　

第
一
回
全
体
ゼ
ミ
（
中
間
報
告
）

　

七
月
二
日
（
土
）
10
：
40
〜
11
：
40
、
21
番
教
室
に
て
開
催
さ
れ
た
。

修
士
課
程
二
年
に
在
学
す
る
二
名
の
院
生
が
次
の
題
目
で
論
文

の
構
想
と
そ
の
内
容
の
一
部
を
発
表
し
た
（
参
加
者
約
30
名
）。

　
　

長
田　

直
美　
「
現
代
短
歌
に
お
け
る
社
会
詠
の
位
相
―
癒
し

　
　
　
　
　
　
　

と
救
い
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
―
」

　
　

西
村　

秋
桜　
「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ヒ
ロ
イ
ン
の
談
話
―
『
断
り
』

　
　
　
　
　
　
　

の
発
話
行
為
か
ら
見
る
女
性
の
談
話
の
変
容
―
」

◎
二
〇
二
二
年
度　

第
二
回
全
体
ゼ
ミ
（
中
間
報
告
）

　

十
一
月
五
日
（
土
）
10
：
00
〜
11
：
00
、
Ｃ
31
番
教
室
に
て
開

催
さ
れ
た
。
修
士
課
程
二
年
に
在
学
す
る
二
名
の
院
生
が
次
の

題
目
で
論
文
の
構
想
と
そ
の
内
容
の
一
部
を
発
表
し
た
（
参
加

者
約
30
名
）。

　
　

福
井　

花
也　
「
Ｇ
．
Ｅ
．
レ
ッ
シ
ン
グ
に
よ
る
寓
話
に
お
け

　
　
　
　
　
　
　

る
神
々
の
役
割
」

　
　

西
村　

秋
桜　
「
１
９
３
０
年
代
か
ら
２
０
２
０
年
代
ま
で
の

　
　
　
　
　
　
　

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ヒ
ロ
イ
ン
の
「
断
り
」
の
変
容
―

　
　
　
　
　
　
　

発
話
行
為
か
ら
見
る
言
語
変
化
と
そ
れ
に
伴
う

　
　
　
　
　
　
　

社
会
的
変
化
に
つ
い
て
―
」

◎
北
海
学
園
大
学
人
文
学
会
第
十
回
大
会

　

二
〇
二
三
年
一
月
二
十
一
日
（
土
）
12
：
30
〜
14
：
10

　
　

本
学
Ｄ
30
番
教
室
に
て
人
文
学
会
第
十
回
大
会
が
開
催
さ
れ

た
。
今
大
会
は
「
言
語
と
文
化
か
ら
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
理
解
す
る
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
人
文
学
部
教
授
の
寺
田
吉
孝
先
生
、
金
沢

大
学
国
際
機
構
専
門
業
務
職
員
の
テ
チ
ャ
ー
ナ
・
ハ
タ
ー
エ
ヴ
ァ

先
生
、
ハ
リ
コ
フ
大
学
元
准
教
授
の
リ
ュ
ド
ミ
ー
ラ
・
ベ
イ
先

生
に
ご
発
表
い
た
だ
い
た
。

　
　

寺
田
先
生
は
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
い
う
と
こ
ろ
―
地
理
と
歴
史

の
復
習
―
」
と
題
し
て
、
同
国
の
主
要
地
域
と
九
世
紀
以
降
の

ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
、
ロ
シ
ア
の
主
要
な
史
実
を
解
説

さ
れ
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
地
域
ご
と
に
さ
ま
ざ
ま
な
国
家
や

部
族
に
よ
る
支
配
が
あ
っ
た
こ
と
、
と
く
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
西
部

ハ
ル
ィ
チ
ナ
ー
地
域
で
は
十
四
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
ま
で
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
（
18
世
紀
末
か
ら
20
世
紀
初
ま
で
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
支

配
下
に
あ
っ
た
）
に
よ
る
支
配
が
あ
っ
た
歴
史
的
事
実
に
つ
い

て
解
説
さ
れ
た
。
ま
た
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
正
書
法
史
」
と
題
し
て
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
独
自
の
正
書
法
の
確
立
に
至
る
歴
史
や
ハ
ル
ィ
チ

文
学
研
究
科
教
育
・
研
究
発
表
活
動
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ナ
ー
地
域
に
お
け
る
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
の
影
響
に
つ
い
て
も
ご
発

表
い
た
だ
い
た
。

　
　

ハ
タ
ー
エ
ヴ
ァ
先
生
はzoom

で
ご
参
加
さ
れ
、「
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
木
造
教
会
堂
建
築
―
歴
史
的
背
景
及
び
構
成
上
の
特
質
―
」

と
題
し
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
お
け
る
教
会
堂
建
築
史
に
つ
い
て

ご
発
表
い
た
だ
い
た
。
十
世
紀
の
キ
リ
ス
ト
教
化
に
始
ま
り
、

初
期
の
石
造
建
築
の
教
会
堂
、
十
九
世
紀
の
ロ
シ
ア
教
会
会
議

に
よ
る
教
会
建
築
様
式
の
統
一
化
、
一
九
九
〇
年
の
聖
ソ
フ
ィ

ア
大
聖
堂
の
世
界
遺
産
認
定
、
二
〇
一
八
年
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
正

教
会
の
設
立
な
ど
に
触
れ
ら
れ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
西
部
に
多
く
現

存
し
て
い
る
木
造
教
会
堂
、
教
会
堂
の
平
面
図
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

独
自
の
教
会
建
築
様
式
と
し
て
「
ザ
ロ
ム
」（
多
層
式
塔
）
を
画

像
等
で
紹
介
さ
れ
た
。

　
　

ベ
イ
先
生
の
ご
発
表
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
お
け
る
ロ
シ
ア
語
と

ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
」
は
、
寺
田
先
生
に
よ
っ
て
翻
訳
・
代
読
さ
れ

た
。
ベ
イ
先
生
は
、
ハ
リ
コ
フ
大
学
で
留
学
生
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ

語
と
ロ
シ
ア
語
を
、ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
学
生
に
は
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
学
」

を
教
え
て
こ
ら
れ
た
。
近
年
高
等
教
育
機
関
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語

に
よ
る
授
業
が
必
須
と
な
っ
て
い
る
た
め
ロ
シ
ア
語
地
域
（
ウ

ク
ラ
イ
ナ
東
部
、
南
部
、
中
央
の
諸
都
市
）
で
学
ぶ
留
学
生
が

苦
労
し
て
い
る
こ
と
、
国
家
レ
ベ
ル
で
ロ
シ
ア
語
が
排
斥
さ
れ

て
い
る
こ
と
、
国
勢
調
査
等
で
自
ら
を
ロ
シ
ア
人
で
あ
る
と
回

答
す
る
人
の
数
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
を
紹
介
さ
れ
た
。
ご
自

身
も
単
一
の
国
家
言
語
（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
語
）
を
支
持
す
る
も
の
の
、

他
の
言
語
を
圧
迫
し
た
り
排
除
し
た
り
す
る
国
家
政
策
に
は
反

対
で
あ
る
と
述
べ
ら
れ
た
。

　
　

ベ
イ
先
生
の
報
告
の
補
足
と
し
て
、
寺
田
先
生
が
実
際
に
ウ

ク
ラ
イ
ナ
国
内
の
多
く
の
都
市
や
村
を
訪
問
さ
れ
た
ご
経
験
と

ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
取
材
し
た
あ
る
テ
レ
ビ
番
組
に
お
け
る
キ
エ
フ

の
人
々
の
言
語
使
用
を
参
考
に
し
て
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
統
計
資

料
に
あ
る
言
語
使
用
状
況
と
実
際
の
言
語
使
用
状
況
と
の
乖
離

に
つ
い
て
ご
説
明
さ
れ
た
。
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編
集
後
記
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

編
集
後
記

◉
『
年
報
新
人
文
学
』
第
一
九
号
を
み
な
さ
ま
に
お
届
け
し
ま
す
。
本
号
は
巻
頭
言
、
論
文
四
編
、
解
説
記
事
、
同
記
事
の
著
者
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
収
め
て
い
ま
す
。
本
号
の
論
文
は
北
海
学
園
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
に
在
籍
す
る
大
学
院
生
と
修
了
生
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
た

も
の
で
、
い
ず
れ
も
重
厚
で
野
心
的
な
力
作
と
な
っ
て
い
ま
す
。
執
筆
者
の
み
な
さ
ま
、
厳
正
な
査
読
を
引
き
受
け
て
く
だ
さ
っ
た
査
読
者

の
方
々
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◉
巻
頭
言
は
、
二
〇
二
三
年
三
月
で
定
年
退
職
さ
れ
る
寺
田
吉
孝
教
授
に
「
ス
ロ
ボ
ジ
ャ
ン
シ
チ
ナ
と
い
う
地
域
」
と
題
し
て
、
ロ
シ
ア
南
部

と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
北
東
部
に
広
が
る
地
域
に
つ
い
て
論
じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
寺
田
先
生
ご
自
身
が
一
九
九
七
年
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ハ
ル
キ

ウ
を
訪
れ
ら
れ
た
際
に
旧
友
の
マ
リ
ー
ヤ
先
生
た
ち
と
親
睦
を
深
め
ら
れ
た
こ
と
、
ス
ロ
ボ
ジ
ャ
ン
シ
チ
ナ
が
ロ
シ
ア
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
そ

れ
ぞ
れ
の
文
化
や
言
語
が
混
在
す
る
特
色
あ
る
地
域
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
同
地
域
の
背
景
を
詳
細
に
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
二
〇
二
二

年
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
以
降
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
内
の
言
語
状
況
が
目
に
見
え
て
変
容
し
て
い
る
と
い
う
最
新
の
情
報
も
ご
紹
介
く
だ
さ
い
ま

し
た
。

◉
掲
載
論
文
は
、
博
士
課
程
に
在
籍
す
る
三
名
の
大
学
院
生
と
本
研
究
科
修
士
課
程
の
修
了
生
一
名
か
ら
投
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
の
論
文

も
先
行
研
究
を
丁
寧
に
精
査
し
た
う
え
で
著
者
独
自
の
見
解
を
提
示
し
た
意
欲
的
な
論
考
で
す
。
髙
嶋
熙
和
氏
の
「
第
一
次
吉
田
茂
内
閣
に

お
け
る
石
橋
湛
山
―
政
治
家
へ
の
転
身
と
挫
折
―
」
は
石
橋
湛
山
の
政
治
家
と
し
て
の
特
質
を
明
ら
か
に
す
べ
く
、
宰
相
吉
田
茂
と
の
関
係

や
石
橋
の
政
治
家
と
し
て
の
軌
跡
を
た
ど
り
直
し
、
斬
新
な
解
釈
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。
伊
藤
翔
太
氏
の
「
嵯
峨
天
皇
と
浄
行
僧
―
怨
霊

対
策
の
視
点
か
ら
―
」
は
、
嵯
峨
天
皇
が
浄
行
僧
に
施
物
を
行
っ
た
事
実
に
着
目
し
、
そ
の
背
後
に
怨
霊
を
鎮
め
る
能
力
を
備
え
た
浄
行
僧

に
対
す
る
嵯
峨
の
信
仰
が
あ
っ
た
と
論
じ
、
御
霊
信
仰
に
つ
な
が
る
怨
霊
慰
撫
の
系
譜
を
明
確
に
示
し
て
い
ま
す
。
孔
継
金
氏
の
「
戦
国
期

山
科
本
願
寺
寺
内
町
と
在
地
寺
院
と
の
関
係
に
つ
い
て
―
西
宗
寺
と
興
正
寺
を
中
心
に
―
」
は
、
寺
内
町
に
お
け
る
在
地
寺
院
の
宗
教
的
繋

が
り
を
考
察
し
、
山
科
本
願
寺
に
参
入
し
た
寺
院
に
対
す
る
蓮
如
の
態
度
の
考
察
も
射
程
に
入
れ
た
論
文
で
す
。
令
和
三
年
度
に
修
士
課
程

を
修
了
し
、
現
在
は
小
樽
市
総
合
博
物
館
で
学
芸
員
と
し
て
勤
務
さ
れ
て
い
る
蟬
塚
咲
衣
氏
の
「
博
物
館
展
示
に
お
け
る
民
俗
芸
能
―
北
海

道
の
四
ヶ
散
米
行
列
を
事
例
に
―
」
は
、
北
海
道
特
有
の
民
俗
芸
能
で
あ
る
四
ヶ
散
米
行
列
を
事
例
と
し
て
取
り
上
げ
、
伝
承
過
程
や
伝
承
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…
…
…
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…
…
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…
…
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…
…
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…
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…
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

元
と
伝
承
先
の
関
係
、
各
地
域
に
お
け
る
実
施
状
況
、
採
物
の
比
較
、
博
物
館
に
お
け
る
四
ヶ
散
米
行
列
の
表
象
を
考
察
し
て
い
ま
す
。
学

芸
員
の
仕
事
と
研
究
と
の
両
立
は
困
難
を
伴
う
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
も
ご
研
究
に
励
ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
本
研
究
科
に
は
今
号

の
優
秀
な
投
稿
者
の
他
に
も
着
実
に
研
究
を
進
め
て
い
る
大
学
院
生
が
多
数
在
籍
し
て
い
ま
す
。
本
誌
の
よ
う
な
査
読
を
経
て
論
考
が
掲
載

さ
れ
る
学
術
誌
は
み
ず
か
ら
の
研
究
を
練
磨
す
る
の
に
最
適
の
場
で
す
の
で
、
力
試
し
の
つ
も
り
で
奮
っ
て
ご
投
稿
く
だ
さ
い
。
査
読
者
に

よ
る
講
評
は
研
究
を
進
め
て
い
く
う
え
で
大
き
な
力
に
な
る
こ
と
を
実
感
で
き
る
で
し
ょ
う
。
教
員
の
方
々
か
ら
も
刺
激
的
な
論
文
の
ご
投

稿
を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◉
本
号
か
ら
新
企
画
が
始
動
し
ま
し
た
。「
解
説
シ
リ
ー
ズ
―
―
今
、
何
が
起
き
て
い
る
の
か
？
」
と
題
し
た
解
説
記
事
の
シ
リ
ー
ズ
化
で
す
。

よ
り
開
か
れ
た
学
術
誌
を
目
指
し
、
人
文
学
部
及
び
文
学
研
究
科
所
属
の
教
員
や
他
大
学
の
研
究
者
が
最
新
の
研
究
動
向
や
巷
で
話
題
に

な
っ
て
い
る
社
会
・
文
化
事
象
を
解
説
す
る
記
事
で
す
。
企
画
の
趣
旨
は
本
号
所
収
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事
の
冒
頭
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
第

一
回
の
テ
ー
マ
は
昨
今
巷
間
を
賑
わ
せ
て
い
る
メ
タ
バ
ー
ス
で
す
。
メ
デ
ィ
ア
論
や
サ
イ
ボ
ー
グ
論
を
ご
専
門
と
す
る
柴
田
崇
教
授
に
解
説

記
事
を
ご
執
筆
い
た
だ
き
ま
し
た
。
メ
タ
バ
ー
ス
の
定
義
や
メ
タ
バ
ー
ス
を
め
ぐ
る
言
説
、
そ
の
利
点
と
深
刻
な
問
題
点
、
そ
し
て
展
望
な

ど
、
メ
デ
ィ
ア
か
ら
人
工
物
に
至
る
ま
で
多
岐
に
わ
た
る
視
点
か
ら
縦
横
無
尽
に
論
じ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
解
説
に
続
く
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

記
事
で
は
、
編
集
委
員
の
森
川
が
聞
き
手
と
な
り
、
メ
タ
バ
ー
ス
に
つ
い
て
よ
り
噛
み
砕
い
た
言
葉
で
柴
田
先
生
に
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
本
誌
読
者
の
み
な
さ
ま
に
お
読
み
い
た
だ
き
、
願
わ
く
は
学
究
の
源
泉
と
な
る
知
的
好
奇
心
を
か
き
立
て
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で

す
。
次
号
も
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

（
須
田
一
弘
・
森
川
慎
也
）
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者
集
編

会
員
委
集
編
』
学
文
人
新
報
年
『
科
究
研
学
文
院
学
大
学
大
園
学
海
北
―
―

内
科
究
研
学
文
院
学
大
学
大
園
学
海
北

二
六
〇
〒

―

五
〇
六
八

　

号
〇
四
番
一
目
丁
四
町
旭
区
平
豊
市
幌
札
道
海
北

一
四
八）
一
一
〇
（話
電

―

四
二
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一
一
〇
（Ｘ
Ａ
Ｆ
﹈
表
代
﹇一
六
一
一

―

九
二
七
七

員
委
集
編

―

者
行
発

―
―

所
行
発

科
究
研
学
文
院
学
大
学
大
園
学
海
北
―
―

一
四
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一
一
〇
（話
電

号
〇
四
番
一
目
丁
四
町
旭
区
平
豊
市
幌
札

―

﹈
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代
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六
一
一

日
行
発

―
―
報
年

学
文
人
新
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❖

て
い
つ
に」
う
ろ
く
ふ
「の
紙
表

代
古
は
つ
と
ひ
。
す
ま
い
て
れ
ら
め
込
が
味
意
の
重
二
、
は
に
」
う
ろ
く
ふ
「
る
い
て
れ
か
描
に
紙
表

。
す
で
名
有
に
と
つ
、
は
と
こ
た
べ
述
と
」
る
め
始
を
翔
飛
の
そ

。
す
ま
い
て
し
来
由
に
」
ウ
ロ
ク
フ
マ
シ
「
物
念
記
然
天
る
す
息
生
に
道
海
北
、
は
味
意
の
つ
一
う
も

の
こ
、
は
ち
た
人
の
ヌ
イ
ア
来
古
。
す
ま
り
あ
が
厳
威
る
せ
わ
思
を
人
哲
い
深
慮
思
は
に
情
表
の
そ
、
が

。
た
し
ま
き
て
し
視
聖
神
で
ん
呼
と
）
神
護
守
の
村
（
イ
ム
カ
ロ
コ
ン
タ
コ
を
鳥

。
す
で
の
も
る
す
と
ん
ら
た
場
の
翔
飛
る
な
い
大
、
く
べ
く
拓
り
き
を
平
地
の
問
学
き
し
新
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